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平成３１年第２回玉名市議会定例会会期日程表 
（会期 ２月２５日から３月２５日までの２９日間） 

 
月 日 曜 開議時刻 会議別 摘       要 

２ ２５ 月 午前 10 時 本会議 

開会宣告 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

市長あいさつ 

市長提出議案上程 

提案理由の説明 
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第 １ 号 

２月２５日（月） 
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平成３１年第２回玉名市議会定例会会議録（第１号） 

 議事日程（第１号） 

平成３１年２月２５日（月曜日）午前１０時００分開会 

        開 会 宣 告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  市長あいさつ 

日程第４  市長提出議案上程 

（議第２号から議第３０号まで） 

 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

 議第３号  平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第４号  平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 議第５号  平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第６号  平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 

 議第７号  平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第 

４号） 

 議第８号  平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第９号  平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第１０号 平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

 議第１２号 平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

 議第１３号 平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

 議第１４号 平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

 議第１５号 平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

 議第１６号 平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算 

 議第１７号 平成３１年度玉名市水道事業会計予算 

 議第１８号 平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算 

 議第１９号 平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

 議第２０号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について 

 議第２１号 玉名市企業立地促進条例の制定について 

 議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 議第２３号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２４号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定に
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ついて 

 議第２５号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一 

部を改正する条例の制定について 

 議第２６号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 

 議第２７号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２８号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２９号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第３０号 市道路線の認定について 

日程第５  提案理由の説明 

日程第６  報告（４件） 

 報告第１号 専決処分の報告について   専決第１号 

 報告第２号 専決処分の報告について   専決第２号 

 報告第３号 専決処分の報告について   専決第３号 

 報告第４号 専決処分の報告について   専決第４号 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 会 宣 告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  市長あいさつ 
日程第４  市長提出議案上程 
      （議第２号から議第３０号まで） 
 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 
 議第３号  平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 
 議第４号  平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
 議第５号  平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 
 議第６号  平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 
 議第７号  平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第 

４号） 
 議第８号  平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 
 議第９号  平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 
 議第１０号 平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 
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 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 
 議第１２号 平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 
 議第１３号 平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 
 議第１４号 平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算 
 議第１５号 平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 
 議第１６号 平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算 
 議第１７号 平成３１年度玉名市水道事業会計予算 
 議第１８号 平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算 
 議第１９号 平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算 
 議第２０号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について 
 議第２１号 玉名市企業立地促進条例の制定について 
 議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 
 議第２３号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 
 議第２４号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 
 議第２５号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一 

部を改正する条例の制定について 
 議第２６号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 
 議第２７号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について 
 議第２８号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 
 議第２９号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 
 議第３０号 市道路線の認定について 
日程第５  提案理由の説明 
日程第６  報告（４件） 
 報告第１号 専決処分の報告について   専決第１号 
 報告第２号 専決処分の報告について   専決第２号 
 報告第３号 専決処分の報告について   専決第３号 
 報告第４号 専決処分の報告について   専決第４号 
        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 
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  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

 １４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

 １６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 

 １９番 作 本 幸 男 君 ２０番 森 川 和 博 君 

 ２１番 中 尾 嘉 男 君 ２２番 田 畑 久 吉 君 

  

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（なし） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠  員（２名） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  堀 内 政 信 君    事 務局次長  荒 木   勇 君 
次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書 記  松 尾 和 俊 君 
書 記  古 閑 俊 彦 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 
総 務 部 長  西 山 俊 信 君    企画経営部長  水 本 明 子 さん 
市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 
産業経済部長  松 本 忠 光 君    建 設 部 長  前 田 愼一郎 君 
企 業 局 長  松 本 優 一 君    教 育 長  池 田 誠 一 君 
教 育 部 長  戸 嵜 孝 司 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 
会 計管理者  竹 村 昌 記 君     
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午前１０時０２分 開会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） おはようございます。 

 ただいまから、平成３１年第２回玉名市議会定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 なお、今期定例会への説明員の出席につきましては、地方自治法第１２１条の規定に

より、お手元に配付しております報告のとおり、あらかじめ出席を要請しておきました

ので、御了承願います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行ないます。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において指名いたします。 

 作本幸男君、森川和博君、以上の両君を指名いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（中尾嘉男君） 日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。このたびの定例会の会期については、２月１８日の議会運営委員

会の結論に基づき、本日から３月２５日までの２９日間にいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から３月２５日

までの２９日間に決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第３ 市長あいさつ 

○議長（中尾嘉男君） 日程第３、「市長あいさつ」を行ないます。 

 市長より発言の申し出があっておりますので、これを許可いたします。 

 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 皆様おはようございます。 

平成３１年第２回玉名市議会定例会の開会に当たりまして、一言ごあいさつ申し上

げます。 

議員の皆様におかれましては、御多忙の中に御出席をいただき、審議を進めていた

だきますことに対し、厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

本議会には平成３１年度予算案をはじめ、国の補正予算に伴う本年度補正予算案等
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の議案を提案いたしております。御審議をお願いするに当たり、提案理由と市政運営に

関する基本的な考え方を述べさせていただきますとともに、予算案に計上しております

主要事業について御説明申し上げ、議員各位並びに市民の皆様に対し、御理解と御協力

をお願いするものでございます。 

さて、昨年の暮れから今年に入り、全国的にインフルエンザが記録的な猛威を振る

い、玉名市におきましても、１月末時点で８学級の学級閉鎖がありました。現時点で、

流行のピークは過ぎたようではありますが、まだまだ油断はできない状況とのことです

ので、市民の皆様には、うがい、手洗いなどの基本的な予防の継続を心がけていただき

たいというふうに思います。 

また、最近の新聞やテレビで、児童虐待に関する事件が頻繁に取り上げられており

ますが、誠に心が痛くなり、ときには怒りさえこみ上げてまいります。厚生労働省の報

告にも、児童虐待に関する児童件数は年々増加傾向にあり、中でも死亡した件数が高い

水準で推移しているとのことであります。玉名市におきましても、先日、要保護児童対

策及びＤＶ防止対策等地域協議会が開催され、虐待に関する報告が行なわれており、例

年８０件から９０件程度の相談件数が上がっております。そのようなことから考えまし

ても、子育て支援事業を初めとする福祉施策、そして教育等に関する各種施策により一

層力を入れていかなければならないと強く思う次第であります。 

さて、ＮＨＫ大河ドラマ「いだてん」の放送が始まり、昨日で８回目の放送となり、

玉名市での撮影シーンも何回か放送されました。ドラマ館もオープンして１カ月半が過

ぎ、玉名市歴史博物館こころピアとともに、徐々に入館者もふえてきている状況であり、

昨日開催いたしました金栗四三ふるさと玉名横島いちごマラソン大会におきましては、

「いだてん」主人公金栗四三役の中村勘九郎さんと宮崎美子さんに各部門のスターター

を務めていただき、その後、ドラマ館にも来館をしていただいておりますので、今後の

入場者数も期待が持てるのではないかというふうに思っております。来週は金栗四三の

実兄、金栗実次役の中村獅童さん、それからロサンゼルスオリンピックに双子そろって

出場された宗兄弟をお招きして、「兄弟の絆で挑むオリンピック」をテーマとした大河

ドラマ「いだてん」トークツアーｉｎ熊本県玉名市」が開催されます。このように「い

だてん」を核としたさまざまなイベント等を生かして、今後も積極的に玉名市、玉名地

域のＰＲ活動に力を入れてまいりたいというふうに思っております。 

また、今年度を振り返りますと、昨年４月に小中一貫校の玉陵小中学校が開校し、

８月には市民会館の建設が始まりました。１０月には子ども医療費の現物給付を実施す

ることができ、学童クラブも２クラブ増設。小中学校のトイレにつきましては、全体の

４３.６％洋式化することができ、継続して来年度も実施をしてまいります。また、玉

名市のフェイスブックを開設し、情報発信力の強化につなげることができたというふう
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に思っております。 

新玉名駅周辺整備計画の策定や、笑顔をつくる１０年ビジョンの策定も進めること

ができ、すべての市民が笑顔で安心して暮らせるまちという玉名市が目指す姿を実現す

るために、各種施策を進めていく中で、構想あるいはプロジェクトなどを組み立てなが

ら、一つ一つの事業を進めていくことになりますので、議会の皆様方の御理解と御協力

をお願い申し上げる次第であります。 

それでは、平成３１年度当初予算案について御説明いたします。 

まず、国における地方財政の見通しでありますが、経済の先行きについては、緩や

かな回復が続くことが期待されるものの、通商問題の動向が世界経済に与える影響や海

外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響等に留意する必要があり、地方税収入や

地方交付税の原資となる国税収入の増加が見込まれるとともに、経費全般について徹底

した節減合理化に努めましたが、社会保障経費の自然増などにより、地方は依然として

大幅な財源不足が生じるというふうに見込まれております。 

このため国は、地方財政対策として、地方が人づくり革命の実現や地方創生の推進、

特に緊急的に実施すべき対策として「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」

に基づく事業費を計上するとともに、これと連携しつつ地方が単独事業として実施する

防災インフラの整備を推進するため、１兆４,５１８億円が計上されているところです。 

また、臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税の総額を対前年度比で２.７９％

減の１９兆４,３７７億円としていますが、地方が地方創生等の重要課題に取り組みつ

つ、安定的な財政の運営に必要となる一般財源総額については、平成３０年度を５,９

００億円上回る額を確保し、地方財政への対応を行なうこととしております。 

このような中、本市の平成３１年度の当初予算は、将来にわたって持続可能な財政

基盤を確立するため、引き続き市税などの自主財源の確保を図り、行政評価制度結果の

的確な反映と事務事業の見直しを行なうことを念頭に予算編成を行ないました。 

また、「市総合計画」及び「新市建設計画」に基づき優先的・重点的に実施する施

策を積極的に推進しつつ、「笑顔をつくる１０年ビジョン」の基本目標の達成に向け、

市民生活の安定・まちづくりの充実・行政運営の進化、この３つの取組を推進し、その

実現に向けて優先度の高いものから着手していくこととしました。 

この結果、平成３１年度玉名市一般会計予算案は３４２億８００万円となり、前年

度と比較しまして６.３％の増となりました。主な理由としましては、市民会館建設事

業、そして金栗四三ＰＲ事業等によるものでございます。 

それでは、当初予算の主な内容につきまして「笑顔をつくる１０年ビジョン」の３

原則に沿って重点化した事業を中心に御説明いたします。 

まず、１つ目の原則「市民生活の安定」の分野についてであります。 
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地域公共交通対策事業につきましては、現在、公共交通利用者の減少などにより公

共交通を取り巻く環境が大変厳しい状況にあり、交通事業者の収支状況の悪化を招いて

いる状況でございます。このような状況を受け、お年寄りや学生など、移動制約者の日

常生活における移動手段を確保するため、市より地方バス路線維持費等補助を行ない、

公共交通の維持を行なっております。また、バス路線廃止の代替としまして、天水・河

内エリアをみかんタクシー、滑石・岱明エリアをしおかぜタクシー、大浜・横島エリア

をいちごタクシーの事前予約制乗りあいタクシー運行事業により、公共交通不便地域の

解消に取り組んでいるところでございます。 

新たな取り組みといたしまして、高齢者の日常生活の移動手段の確保を求める要望

があっておりました岱明睦合校区と豊水校区に対し、総合的な検討を行ないまして、睦

合校区におきましてはしおかぜタクシー、豊水校区につきましてはいちごタクシーの運

行エリアの拡張を行ないます。あわせて運行開始より据え置いておりました運行事業者

への運行経費の見直しを行なうものでございます。 

次に、２つ目の原則「まちづくりの充実」の分野についてであります。 

まず、企業立地の促進と産業集積を図るため、市内において産業用地を開発する民

間事業者に対して優遇措置を講ずることにより、民間活力を導入した官民連携による産

業用地の整備を目的とした産業用地開発支援事業に取り組みます。 

主な事業内容としましては、２点ございます。 

１点目といたしまして、５ヘクタール以上の産業用地の開発を民間事業者が行なう

もので、開発事業区間が国道、県道、市道などの主要な道路に隣接し、開発事業区域内

の道路及び開発区域への取り付け道路、水道施設、排水施設等のインフラ整備費用に対

し負担を行なう産業用地インフラ整備負担金でございます。 

２点目としまして、開発事業が完了した後、開発された産業用地に対して課税され

る固定資産税相当額から開発事業前に課税されていた固定資産税相当額を減じた額を納

期限が属する年度の翌年度、交付を行なう産業用地開発支援事業奨励金でございます。 

次に、新玉名駅周辺整備事業でございます。新玉名駅開業からやがて８年が過ぎよ

うとしていますが、駅前の開発は民間２社の進出にとどまっております。平成３０年６

月新玉名駅周辺等整備基本計画を策定し、今後の開発方針を具体的に示し、まちづくり

の方向性、土地利用方針を定めたところでございます。 

平成３０年度当初に提案をいたしておりました市道中無田１号線新設改良工事及び

下水道整備事業につきましては、用地交渉等の難航により改めて本年度御提案するとと

もに、県道玉名八女線を延伸する市道河崎迫間２号線の着手をいたすとともに、現在取

りかかっております新玉名駅周辺整備実施計画策定業務など、引き続き整備計画につい

て検討を重ねてまいります。 
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次に、３つ目の原則「行政運営の進化」の分野でございます。 

玉陵中学校区における学校規模適正化事業により廃校いたしました小学校につきま

して、地域の活性化や地域雇用の創出、地域貢献に寄与することを目的とした活用を目

指して、平成３０年１１月に公募型プロポーザルを行ない、契約候補者が決定いたしま

した小田小学校につきましては、現在、文部科学省への財産処分の手続きを行なってお

り、今後、地元説明会や事業者との協議を行ないまして、売買契約を６月議会に提案す

る予定で進めているところでございます。契約候補者が決定しなかった３校につきまし

ては、今回の応募状況を踏まえた上で、活用方針や募集要領の見直しも検討し、早期に

募集を行ない、来年度中には活用方法を決定したいと考えております。新年度は梅林小

学校のほか、４校のプール解体工事を計上いたしております。 

そのほか、金栗四三ＰＲ事業についてでございますが、１月６日ＮＨＫ大河ドラマ

「いだてん～東京オリンピック噺（ばなし）～」の放送が開始され、１月１２日に大河

ドラマ館をオープンいたしまして、現在約１万６,０００人の方に来館をいただいてい

る状況でございます。この放送をきっかけに、金栗氏が残された数々の功績をふるさと

玉名市から全国に情報発信するとともに、和水町・南関町とも連携して金栗氏をＰＲし

てまいります。新年度の取り組みとしましては、ドラマ館を起点といたしましてゆかり

の地を巡る循環バスの運行を行なうほか、市いだてん地域振興協議会負担金等により、

観光並びに商工振興と地域の活性化を図ります。 

また、来年２月に予定しております日本マラソンの父金栗四三のふるさと玉名横島

いちごマラソン大会にフルマラソンコースを増設し、開催予定といたしております。現

在、コース等につきまして関係機関等との協議を重ねて検討を行なっているところでご

ざいます。 

次に、平成３２年（２０２０年）４月より、マイナンバーカードを利用した住民票

等の各種証明書のコンビニ交付に向け、住民基本台帳等のシステム改修を行ないます。

現在は、本庁及び各支所の窓口で開庁時間しか交付できておりませんでしたが、年末年

始等の一部期間は除きますが、土曜・日曜を含む午前６時３０分から午後１１時であれ

ばコンビニで各種証明書の交付が可能となります。 

次に、地域情報化推進事業についてでございますが、民間通信事業者が行なってお

ります光ブロードバンドサービスの未提供地域であります石貫局、横島局、天水局等の

エリアでのサービス開始に向け、光ブロードバンド基盤整備事業補助金によりまして、

市内における情報通信の格差是正を行ない、市内におけるインフラの均衡を図ってまい

ります。 

以上、平成３１年度当初予算案につきまして、主なものを御説明申し上げましたが、

あわせて平成３０年度補正予算案も提案しております。平成３０年度補正予算は、本年
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度予算の決算見込みによる調整が大部分でございますが、国の補正予算に対応する関連

事業につきましても計上し、あわせて繰越明許費及び地方債補正を行なっております。 

また、国は「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」のうち、初年度の

対策として速やかに着手すべきものなどを柱に、総額２兆７,０９６億７,３００万円の

補正予算を成立させ、国・地方を上げて経済対策の迅速かつ円滑な実施を図る必要があ

るとしております。 

本議会に予算計上しております国の補正予算関連につきましては、防災・減災等関

連政策としまして、消防団の災害対応能力の向上を図る救急救助用の資機材の整備及び

洪水・地震等の災害に応じた総合ハザードマップの作成、そしてＴＰＰ等関連政策とい

たしまして、農業用機械等の導入を支援する担い手確保・経営強化支援事業補助金の交

付、それから自然災害リスク回避のための防災・減災対策といたしまして、県が行なう

県営急傾斜地崩壊対策事業及び県営道路改築事業に対する負担金の追加の５事業、総額

で１億１０４万５,０００円を計上し、着実かつ早期の執行に取り組んでまいります。 

以上、市政運営の所信と平成３１年度予算の主なもの、本年度の補正予算について

述べさせていただきました。 

議題の詳細につきましては、総務部長から提案理由の説明の中で申し上げますので、

よろしく御審議を賜り、いずれも原案どおり御承認賜りますよう、お願い申し上げまし

てあいさつといたします。 

大変お世話になります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 市長提出議案上程（議第２号から議第３０号まで） 

○議長（中尾嘉男君） 日程第４、「市長提出議案上程」を行ないます。 

 これより、市長提出議案を上程いたします。 

 議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）から、議第３０号市道路線

の認定についてまでの市長提出議案２９件を一括議題といたします。 

 お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 提案理由の説明 

○議長（中尾嘉男君） 日程第５、「提案理由の説明」を行ないます。 

 ただいま上程されました各議案について、提案理由の説明を求めます。 

 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） おはようございます。 

 それでは、議第２号から議第１０号までの補正予算及び議第１１号から議第１６号ま
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での当初予算につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 お手元に配付いたしております資料でございますが、資料１が補正予算関係、資料２

が当初予算関係となっております。 

 今回提案いたします補正予算は、現計予算計上後の事情の変化と平成３０年度国の補

正予算に関連する取り組みに対応するため、補正を行なう必要が生じましたので、提案

をいたすものでございます。 

 それでは、資料１の２ページをお願いいたします。 

 議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）について御説明いたします。 

 第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ２５億９,８６７万８,０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を３１５億４,４５３万円とするものでございま

す。 

 まず歳入の主なものを申し上げますと、１２款分担金及び負担金は２億１,３４７万

９,０００円の減額で、団体営農業農村整備事業における地元の基盤整備事業分担金の

減などでございます。１３款使用料及び手数料は７２３万３,０００円の追加で、一般

廃棄物処理手数料の追加でございます。１４款国庫支出金は２億２,６２７万４,０００

円の減額で、保育所等整備交付金、社会資本整備総合交付金の減額、１５款県支出金は

１１億３,４３８万６,０００円の減額で、強い農業づくり交付金、団体営農業農村整備

事業補助金の減額などでございます。１８款繰入金は５億１７６万７,０００円の減額

で、財政調整基金繰入金の減などでございます。２０款諸収入は１億９,７２０万６,０

００円の減額で、くまもと県北病院機構文化財発掘調査に係る事業者負担分の減などで

ございます。２１款市債は３億３,２８０万円の減額で、土地改良施設整備事業債の減

などでございます。 

 次に、歳出についてでございますが、国の第２次補正予算関連事業としまして、担い

手確保・経営強化支援事業補助金ほか４件、総事業費１億１０４万５,０００円を計上

し、事業の着実かつ早期の執行に取り組んでまいります。 

 ３ページをお願いいたします。１款議会費は２７万円の減額、２款総務費は１,５０

４万８,０００円の減額で、人件費の減及び地方バス路線維持費等補助金の決定による

追加などでございます。３款民生費は３億３,４１４万５,０００円の減額で、岱明ふれ

あい健康センター工事請負費、保育所等整備事業補助金の減、４款衛生費は６０６万４,

０００円の減額で、公立玉名中央病院事業負担金の追加と浄化槽設置整備事業補助金の

決算見込みによる減などでございます。６款農林水産業費は１５億４,２２１万２,００

０円の減額で、団体営農業農村整備事業、集落基盤整備事業の補助事業不採択による減

などでございます。７款商工費は１億３４９万９,０００円の減額で、工場等設置奨励

費補助金の減、８款土木費は３億４,２２２万円の減で、防災・安全交付金事業栗ノ尾
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石橋線の決算見込みによる減などでございます。９款消防費は、１,２８６万６,０００

円の減額で、予定しておりました防火水槽の新設予定地の調整が難航したことによりま

す横島町外平地区防火水槽新設工事の減額、１０款教育費は２億３,１８８万５,０００

円の減額で、くまもと県北病院機構文化財発掘調査事業における調査面積の縮小に伴う

減、玉陵中学校区における学校規模適正化事業で玉名小学校解体工事費の入札残などを

減額するものでございます。 

 第２表繰越明許費補正につきましては、待機児童解消事業ほか１１件、総額で９億２,

０７８万４,０００円を追加するものでございます。 

 第３表地方債補正につきましては、庁舎等整備事業ほか１５件の限度額を変更いたす

ものでございます。 

 ４ページでございます。次に、議第３号平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第４号）について説明いたします。第１表歳入歳出予算補正につきまして

は、歳入歳出それぞれ１億３,１４５万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を９

３億７,１１８万４,０００円といたすものでございます。主な内容につきましては、歳

出の１款総務費は人件費の減額、２款保険給付費は決算見込みによる追加と、これに伴

います歳入の調整でございます。 

 次に、議第４号平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

いて御説明申し上げます。第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ

９４１万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を８億８,４７７万８,０００円と

するものでございます。主なものを申し上げますと、歳出の２款後期高齢者医療広域連

合納付金の決算見込みによる減と、これに伴います歳入の調整でございます。 

 次に、議第５号平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て御説明申し上げます。第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１

億３,２３３万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を７７億１,１７２万６,００

０円とするものでございます。 

 ５ページでございます。主な内容につきましては、歳出の２款保険給付費の決算見込

みによる減額と、これに伴います歳入の調整などでございます。 

 議第６号平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号）について御

説明申し上げます。第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出それぞれ１,１

１７万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を３,２８３万３,０００円とするも

のでございます。主な内容につきましては、歳出の２款事業費の決算見込みによる減額

と、これに伴います歳入の調整となっております。 

 ６ページをお願いいたします。第２表地方債補正につきましては、浄化槽整備事業の

限度額を変更いたすものでございます。 
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 次に議第７号平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第４号）について御説明申し上げます。第１表歳入歳出予算補正につきましては、歳

入歳出それぞれ８,９９０万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を６億１,６２

７万８,０００円とするものでございます。主な内容につきましては、国債の売払い収

入を基金に積み立てるものでございます。 

 第２表繰越明許費につきましては、石貫４区１号配水管配管工事で使用材料の納期の

遅れや配水受益者による耕作地への配管路線の再検討となり年度内の竣工ができないた

め、繰越限度額を設定いたすものでございます。 

 次に議第８号平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号）について御説明申

し上げます。第２条の収益的収入及び支出の補正につきましては、収入について１９３

万円を減額し、総額を８億８５１万４,０００円とし、支出について４００万円を減額

し、総額を８億１,１７７万１,０００円とするものでございます。主な内容につきまし

ては、収入は受託工事収益の減額、支出は受託工事費の減額などでございます。 

 ７ページをお願いいたします。第３条の資本的収入及び支出の補正につきましては、

収入について１７４万円を追加し、総額を３１４万円とし、支出について９,４８６万

円を減額し、総額を５億９,１２９万１,０００円とするものでございます。主な内容に

つきましては、収入は他会計負担金の追加、支出は建設改良費の減額などでございます。 

 次に、議第９号平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号）について

御説明申し上げます。第２条の収益的収入及び支出の補正につきましては、収入につい

て１億１,０００万円を減額し、総額を１５億３,９７１万８,０００円とし、支出につ

いて１億１,０１３万４,０００円を減額し、総額を１５億２,５１４万９,０００円とい

たすものでございます。主な内容につきましては、収入は新玉名駅周辺整備に伴う下水

道整備受託料の減額、支出は新玉名駅周辺整備に伴う下水道工事請負費の減額などでご

ざいます。 

 ８ページをお願いいたします。第３条の資本的収入及び支出の補正につきましては、

収入について１億７,９１９万１,０００円を減額し、総額を７億１,９７６万８,０００

円とし、支出について３億７,５３４万１,０００円を減額し、総額を１３億１,５４５

万４,０００円とするものでございます。主な内容につきましては、支出の施設建設費

の決算見込みによる減額と、それに伴う歳入の調整でございます。次に、第４条債務負

担行為の補正は、立願寺汚水中継ポンプ場長寿命化支援事業におけます関係機関との調

整により事業計画を見直したことにより廃止を行なうものでございます。次に、第５条

企業債の補正につきましては、公共下水道事業の限度額を変更いたすものでございます。 

 議第１０号平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号）について御

説明申し上げます。第２条の収益的支出の補正につきましては、支出について４９０万
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８,０００円を追加し、総額を４億２,１６９万円とするものでございます。主な内容に

つきましては、支出は消費税及び地方消費税の増額などでございます。 

 ９ページをお願いいたします。第３条の資本的収入及び支出の補正につきましては、

収入について１億１,３９６万７,０００円を減額し、総額を１億５,８７４万５,０００

円とし、支出について１億５,０１２万６,０００円を減額し、総額を２億９,６６１万

７,０００円とするものでございます。主な内容につきましては、支出の施設建設費の

決算見込みによる減額と、それに伴う歳入の調整でございます。次に、第４条企業債の

補正につきましては、農業集落排水事業の限度額を変更いたすものでございます。 

 続きまして、平成３１年度当初予算について御説明申し上げます。資料２の２ページ

でございます。 

 中段になりますけれども、議第１１号平成３１年度玉名市一般会計予算について御説

明申し上げます。 

 歳入歳出予算につきましては、総額を３４２億８００万円とするもので、これは前年

度に比べ６.３％、２０億４,２００万円の増となっております。 

 まず、歳入につきまして、１款市税は前年度から１.９％増の６８億６,２７６万３,

０００円を計上しており、個人市民税は給与所得の伸びなどにより９８０万円増の２５

億３,８８０万円、固定資産税は家屋の新築増と企業の設備投資の上向き傾向、それか

ら在来資産の減価を考慮し７,６４４万円増の２９億４,６８６万２,０００円などでご

ざいます。 

 ２款地方譲与税から３ページの１１款地方交付税につきましては、国の地方財政計画

と本市の３０年度収入見込み及び普通交付税の合併算定替削減を勘案して計上いたして

おり、合計いたしますと対前年度比で１億９,６２０万円の増でございます。また、平

成３１年１０月１日からの消費税率改正に伴い、８款自動車取得税交付金が廃止となり、

３ページの普通自動車に係る９款環境性能割交付金が新たに創設されましたので、それ

ぞれ半年分を見込んでいるところでございます。なお、軽自動車に係る環境性能割につ

いては、１款市税、３項軽自動車税、２目環境性能割として計上いたしているところで

ございます。 

 次に、１２款交通安全対策特別交付金は対前年度比１１.１％減の８００万円、１３

款分担金及び負担金は、対前年度比３９.３％減の３億１,３１６万９,０００円を計上

しており、保育料２億８,２２６万円などでございます。１４款使用料及び手数料は、

対前年度比０.１％増の２億９,８９９万２,０００円を計上しており、住宅使用料１億

７,３８９万５,０００円、戸籍住民基本台帳手数料２,４９６万１,０００円などでござ

います。１５款国庫支出金は、対前年度比１４.７％増の４７億６,１１３万５,０００

円を計上しており、障害者自立支援給付費負担金７億６,０１２万２,０００円、子ども
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のための教育・保育給付費負担金９億３,６９０万７,０００円、市民会館建設に係る社

会資本整備総合交付金５億４,０７０万円などでございます。１６款県支出金は、対前

年度比２４.８％減の３１億８,３１１万５,０００円を計上しており、障害者自立支援

給付費負担金３億８,００６万１,０００円、子どものための教育・保育給付費負担金４

億５,７７８万６,０００円などでございます。次に、１７款財産収入は、対前年度比８.

４％減の３,４９８万９,０００円、１８款寄附金は、対前年比２６６.７％増の１億１,

０００万１,０００円でふるさと寄附金などでございます。 

 １９款繰入金は、対前年度比９４.８％増の２８億４,５９１万３,０００円、これは

主に合併特例債の元金償還に対応するために減債基金繰入金３億円、将来的な公共施設

整備のために積み立てておりました市有施設整備基金より、市民会館建設事業に５億円

の繰り入れ、本予算の財源調整として財政調整基金２０億３７１万５,０００円を繰り

入れるものでございます。２１款諸収入は、対前年度比２２.９％減の４億５,５１６万

１,０００円を計上しており、中小企業振興預託金元金収入１億２,７００万円などでご

ざいます。２２款市債は、対前年度比２９.３％増の４３億１,７４０万円を計上いたし

ております。 

 ４ページをお願いいたします。次に、歳出でございます。 

 １款議会費は、対前年度比７.６％減の２億３,３１３万４,０００円、２款総務費は、

対前年度比１３２.９％増の５５億２,７２３万円を計上しております。主なものは、市

民会館建設事業２２億８,３５１万８,０００円、光ブロードバンド未整備地区の情報格

差是正事業として４億７,００６万３,０００円、来年４月からの運用開始を予定してお

りますコンビニでの証明書等の発行に係る導入経費３,３４０万７,０００円などでござ

います。このほか、定住促進事業５,７１５万４,０００円、地方バス路線維持費等補助

金及び乗り合いタクシー運行補助金１億１,９８５万７,０００円などを計上いたしてお

ります。３款民生費は、対前年度比４.０％増の１２６億８,５６５万１,０００円を計

上しており、障害者介護給付・訓練等給付事業１５億７００万円、市立保育園運営費負

担金１６億７,６４５万９,０００円などでございます。４款衛生費は、対前年度比１５.

８％増の２４億２,１１５万２,０００円を計上しており、主なものは、くまもと県北病

院機構運営費負担金５億６,９４７万９,０００円、予防接種事業２億１,１７２万５,０

００円などでございます。６款農林水産業費は、対前年度比３９.４％減の２３億７,８

３５万円を計上しており、生産総合(強い農業づくり交付金)事業補助金２億７,２０５

万４,０００円、担い手確保・支援事業として農業機械等整備事業補助金など９,９７５

万２,０００円、農地の耕作条件改善事業として排水路の整備を行なう団体営農業農村

整備事業１億５,３５６万円などでございます。 

 ５ページをお願いいたします。次に、７款商工費は、対前年度比２６.３％増の８億
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２,５５４万４,０００円を計上しており、市が指定しました産業用地開発者が施工した

インフラ整備費用等に対し、負担する産業用地開発支援事業費２００万円、金栗四三Ｐ

Ｒ事業２億６,３８７万円などで、ドラマ館を起点としゆかりの地を巡る循環バス運行

委託料や市いだてん地域振興協議会などへの負担金を計上しており、産業の更なる振

興・雇用拡大を図り、玉名の魅力を発信し、観光振興と地域の活性化に取り組むもので

ございます。８款土木費は、対前年度比１.３％減の２９億２,０９０万円を計上してお

ります。新玉名駅周辺整備事業としまして河崎迫間２号線１億３５９万７,０００円、

玉名平野北西部土地利用等検討事業４,１２８万２,０００円などを計上しております。

このほか、岱明玉名線道路新設改良事業４億４,２１８万５,０００円、通学路や歩道の

整備を行なう防災・安全交付金事業６,４９７万４,０００円などでございます。９款消

防費は、対前年度比１３.６％増の１３億６,７０６万円を計上しており、有明広域行政

事務組合消防費負担金８億７０６万４,０００円、それから防災対策費３億２,２０３万

５,０００円などで、防災行政無線デジタル化工事などでございます。 

 次に、１０款教育費は、対前年度比２９.１％減の２０億５,３２０万８,０００円を

計上いたしております。玉陵小７台、大浜小１台の小学校スクールバス運行事業委託料

５,１９８万７,０００円、学校規模適正化事業玉陵中学校区梅林小ほか４小学校のプー

ル解体費など３,２１５万４,０００円、玉名中学校屋内運動場及び技術棟設計業務２,

９８２万９,０００円、来年２月に開催を予定しておりますいちごマラソン大会にフル

マラソンコースを増設する経費を含めた２,２８２万４,０００円などでございます。 

 次に、１１款災害復旧費は１,１４９万１,０００円で永安寺東・西古墳レーザ測量費

など、１２款公債費は、対前年度比４.６％増の３７億５,４２７万９,０００円を計上

いたしております。 

 次に、第２表債務負担行為につきましては、立地適正化計画策定業務ほか１件につい

て、期間及び限度額を設定いたすものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。次に、第３表地方債につきましては、市民会館建設事

業など全２０事業につきまして、起債の目的、限度額などを定めるものでございます。 

 次に、議第１２号平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算について御説明

申し上げます。 

 歳入歳出の総額を９１億３１８万１,０００円とするもので、これは前年度に比べ８,

６４０万２,０００円の減、率にしまして０.９％の減となっております。 

 まず、歳入につきまして、１款国民健康保険税は、対前年度比４.６％減の１８億８

８８万１,０００円、４款県支出金は、対前年度比０.４％増の６５億１,１７３万９,０

００円で、保険給付費に充てる普通交付金などでございます。６款繰入金は、対前年度

比３.５％減の７億４,１２７万５,０００円で、一般会計からの繰入金でございます。 
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 歳出につきましては、２款保険給付費は、対前年度比０.３％増の６４億１３２万２,

０００円、３款国民健康保険事業費納付金は、対前年度比３.８％減の２４億７,９４４

万９,０００円を計上しており、これは県が決定する納付金でございます。 

 ７ページをお願いいたします。次に、議第１３号平成３１年度玉名市後期高齢者医療

特別会計予算について御説明申し上げます。 

 歳入歳出の総額を８億９,２０６万２,０００円とするもので、これは前年度に比べ２

１２万７,０００円の減、率にしまして０.２％の減となっております。 

 まず、歳入につきましては、１款後期高齢者医療保険料は、対前年度比２.７％増の

５億９,１８６万円、これに関連しまして、歳出の２款後期高齢者医療広域連合納付金

につきましては、８億５,７７７万７,０００円を計上いたしているところでございます。 

 ８ページでございます。次に、議第１４号平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計

予算について御説明申し上げます。 

 歳入歳出の総額を７６億６,９８１万円とするものでございます。前年度に比べ６,４

６０万４,０００円の増、率にしまして０.８％の増となっております。 

 歳入につきましては、１款保険料は、対前年度比１％増の１４億５,８３８万２,００

０円、７款繰入金は、一般会計からの繰入金など１１億５,２９１万１,０００円を計上

しております。 

 歳出につきましては、２款保険給付費におきまして、介護サービスの利用状況などを

勘案しまして、対前年度比１.４％増の７１億５,３８４万８,０００円、４款地域支援

事業費は総合事業サービスの利用状況を勘案しまして、対前年比７.５％減の３億６,１

１４万５,０００円を計上いたしております。 

 ９ページをお願いいたします。議第１５号平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会

計予算について御説明申し上げます。 

 歳入歳出の総額を４,０３４万２,０００円とするもので、これは前年度に比べ１４８

万５,０００円の減、率にしまして３.６％の減となっております。 

 歳入につきましては、３款国庫支出金５３９万５,０００円、６款繰入金１,５０４万

８,０００円などを計上いたしております。 

 歳出につきましては、１款総務費２,０４２万５,０００円、２款事業費は浄化槽１５

基分の整備費等で１,６１８万７,０００円を計上いたしております。 

 第２表地方債につきましては、浄化槽整備事業について起債の目的、限度額などを定

めるものでございます。 

 次に、１０ページをお願いいたします。議第１６号平成３１年度玉名市九州新幹線渇

水等被害対策事業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 歳入歳出の総額を２億６,２６０万３,０００円とするもので、これは前年度に比べ２
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億６,２９５万８,０００円の減、率にしまして５０％の減となっております。 

 歳入につきましては、１款財産収入１,１８０万５,０００円、２款繰入金は基金繰入

金２億５,０７９万７,０００円を計上しております。 

 歳出につきましては、１款総務費４,２３８万１,０００円、２款事業費としまして石

貫・三ツ川地区の配水管及び導水管配管工事費等で２億２,０２２万２,０００円を計上

いたしております。 

 以上、平成３０年度補正予算及び平成３１年度当初予算について御説明申し上げまし

たが、平成３１年度当初予算の企業会計分につきましては、企業局長のほうから提案理

由の御説明を申し上げます。 

 なお、詳細につきましては、所管の各委員会において御説明を申し上げますので、御

審議の上、原案どおり御承認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１０時５７分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時１１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 企業局長 松本優一君 

［企業局長 松本優一君 登壇］ 

○企業局長（松本優一君） おはようございます。 

企業局、企業会計関連の議第１７号から議第１９号までの当初予算につきまして、提案

理由の説明を申し上げます。 

１０ページをお願いします。議第１７号平成３１年度玉名市水道事業会計予算につ

いて、御説明申し上げます。 

第２条、業務の予定量につきましては、給水戸数２万１,３０６戸、年間総給水量４

８４万３,９９５立方メートル、１日平均給水量１万３,２７１立方メートルを予定し、

主な建設事業といたしましては、大坊地区配水管布設工事等を予定しております。第３

条、収益的収入及び支出の予定額につきましては、収入といたしまして、水道事業収益

８億１,５９５万６,０００円で、支出といたしましては、水道事業費用８億１,０７１

万９,０００円でございます。第４条、資本的収入及び支出の予定額につきましては、

資本的収入といたしまして２億４,０９９万円で、支出といたしましては５億４,５７６

万６,０００円でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分損益勘定留保資金、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び減債積立金で補てんするものでご
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ざいます。第５条、企業債につきましては、建設改良費に伴う起債の限度額を２億３,

８５０万円に定めるものでございます。第６条、一時借入金の限度額は、３億５,００

０万円と定めるものでございます。第７条、議会の議決を経なければ流用することので

きない経費といたしまして、職員給与費８,７０６万４,０００円と定めるものでござい

ます。第８条、棚卸資産の購入限度額を４３７万５,０００円と定めるものでございま

す。 

１１ページをお願いいたします。次に、議第１８号平成３１年度玉名市公共下水道

事業会計予算について御説明申し上げます。 

 まず、第２条、業務の予定量につきましては、排水件数１万３,４６５件、年間総排

水量３７０万５,０００立方メートルを予定し、主な公共下水道の事業といたしまして

は、管渠、ポンプ場及び下水処理場の建設改良費で６億５７９万円を予定しております。

第３条、収益的収入及び支出の予定額につきましては、収入といたしまして、公共下水

道事業収益１６億５,９０８万３,０００円で、支出といたしましては、公共下水道事業

費用１６億４,３６４万６,０００円でございます。第４条、資本的収入及び支出の予定

額につきましては、資本的収入といたしまして５億４,８１６万４,０００円で、支出と

いたしましては１１億９９７万７,０００円でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分損益勘定留保資

金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び減債積立金で補てんするもの

でございます。第５条、債務負担行為は、立願寺汚水中継ポンプ場長寿命化支援事業ほ

か１件の業務について、期間及び限度額を設定するものでございます。 

１２ページをお願いします。第６条、企業債につきましては、補助・単独事業に伴

う起債の目的、限度額などを定めるものでございます。第７条、一時借入金の限度額は、

１０億円と定めるものでございます。第８条、予定支出の各項の経費の金額の流用につ

きましては、収益的支出内の各項間における経費の流用をすることができると定めるも

のでございます。第９条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費といた

しまして、職員給与費８,９９７万３,０００円と定めるものでございます。第１０条、

他会計からの補助金といたしまして、一般会計から３億８,８７８万６,０００円の補助

を受けるものでございます。 

１３ページをお願いいたします。議第１９号平成３１年度玉名市農業集落排水事業

会計予算について御説明申し上げます。 

 第２条、業務の予定量につきましては、排水件数１,６６７件、年間総排水量５９万

５,０００立方メートルを予定し、主な農業集落排水の事業といたしましては、農業集

落排水施設整備費で１億９３万４,０００円を予定しております。第３条、収益的収入

及び支出の予定額につきましては、収入といたしまして、農集事業収益４億７９４万１,
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０００円で、支出といたしましては、農集事業費用４億７６４万１,０００円でござい

ます。第４条、資本的収入及び支出の予定額につきましては、資本的収入といたしまし

て１億３,７０４万４,０００円で、支出といたしましては３億１,０４７万４,０００円

でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、過年度分損益勘定留保資

金、当年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補

てんするものでございます。第５条、債務負担行為は、横島町農業集落排水汚水処理場

施設等維持管理業務ほか１件の業務について、期間及び限度額を設定するものでござい

ます。第６条、企業債につきましては、補助事業に伴う起債の目的、限度額などを定め

るものでございます。第７条、一時借入金の限度額は、１億円と定めるものでございま

す。第８条、予定支出の各項の経費の金額の流用につきましては、収益的支出内の各項

間における経費の流用をすることができると定めるものでございます。第９条、議会の

議決を経なければ流用することのできない経費といたしまして、職員給与費８４５万２,

０００円と定めるものでございます。第１０条、他会計からの補助金といたしまして、

一般会計から２億６,３６６万５,０００円の補助を受けるものでございます。 

 以上、平成３１年度当初予算について御説明を申し上げましたが、詳細につきまして

は所管の委員会において説明をいたしますので、御審議の上、原案どおり御承認賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長（中尾嘉男君） 副市長 村上隆之君 

［副市長 村上隆之君 登壇］ 

○副市長（村上隆之君） おはようございます。 

私のほうからは、議第２０号から議第３０号までの提案理由につきまして御説明を

申し上げます。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 議第２０号玉名市学校教育施設整備基金条例の制定についてでございますが、これは、

本市の学校教育施設の整備に要する経費の財源に充てるための基金を設置するため、条

例を制定するものでございます。 

 内容といたしましては、有償譲渡を予定しております梅林小学校、小田小学校などの

跡地につきましては、国の補助金の交付を受けて施設の整備を行なっているため、その

処分に当たりましては文部科学大臣の承認が必要となります。その承認の要件といたし

まして、学校教育施設の整備費用に充てることのみを目的とする基金が必要となります

ことから、条例を制定し、基金を設置するものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでご

ざいます。 



 － 25 －

 ３ページをお願いいたします。 

 議第２１号玉名市企業立地促進条例の制定についてでございますが、これは、本市に

おける企業の立地を促進するための奨励措置の内容を拡充するため、条例の整備を図る

ものでございます。 

 内容といたしましては、本市内において対象事業所等の新設、増設又は移設を行なう

者に対し、本市産業の振興及び雇用機会の拡大を図るための奨励措置を講ずることにつ

いて必要な事項を定めるものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

 また、附則第２項におきまして、条例改正前後における奨励措置の取扱いについて規

定するものでございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 議第２２号玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでございますが、これは、玉名市歌選考委員会及び玉名市防災行政無線施設整備工事

業者選定委員会を廃止し、並びに玉名市人・農地プラン検討委員会の委員の構成を変更

するため、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、目的を果たした２つの附属機関を廃止しますとともに、人・

農地プラン検討委員会の委員の構成に農地利用最適化推進委員を加えるなどの整備を行

なうものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 議第２３号玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、

これは、職員の定数を適正に管理するため、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、職員定数を５３３人から５５４人とし、市長事務部局の職員

定数を４１２人から４２２人に、上下水道事業事務部局の職員定数を２９人から２７人

に、教育委員会事務部局の職員定数を６７人から８０人に、それぞれ改めるものでござ

います。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 議第２４号玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてでございますが、これは、学校教育法の一部改正に伴い、条例の整備を図るもの

でございます。 
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 内容といたしましては、学校教育法の一部改正に伴いまして、法律の規定を引用いた

しております条例中の規定に項ずれが生じましたことから、その整備を行なうものでご

ざいます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 議第２５号玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてでございますが、これは、玉名市歌選考委員会委員等

の報酬について、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、先ほど御説明しました２つの附属機関の廃止に伴いまして、

それぞれの委員会の委員報酬についての規定を削除しますとともに、鳥獣被害対策実施

隊員の報酬額について新たに定めるものでございます。 

 また、併せて「青少年センター次長」の職名を「青少年センター所長」に改めるもの

でございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 議第２６号玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでございますが、これは、熊本県学校職員の給与改定に準じて、臨時教員の

給与を改定するため、条例の整備を図るものでございます。 

 内容といたしましては、臨時教員の給料月額を平均で０.６％引き上げる改定を行な

うものでございます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行し、改正後の条例の規定

は、平成３０年４月１日から適用するものでございます。 

 １７ページをお願いいたします。 

議第２７号玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定についてでござい

ますが、これは、玉名市教育振興基金の見直しに伴い、条例の整備を図るものでござい

ます。 

内容といたしましては、高等学校に在学する者に対する学資金給付事業の財源につ

いて、これまでの基金の運用益金による方法から、原資金の処分も可能となるような方

法に変更するため、規定の整備を行なうものでございます。 

なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するもので

ございます。 

 １８ページをお願いいたします。 
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議第２８号玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定についてでござ

いますが、これは、機構改革に伴い、条例の整備を図るものでございます。 

内容といたしましては、既存の建設部内の建設課及び建設管理課を業務の整理及び

行政事務の効率化を図るため、土木課及び都市整備課に再編することに伴い、玉名市都

市計画審議会の庶務をつかさどります部署の名称を改めるものでございます。 

なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するもので

ございます。 

 １９ページをお願いいたします。 

議第２９号玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定についてでございます

が、これは、玉名市防災会議の委員の構成を変更するため、条例の整備を図るものでご

ざいます。 

内容といたしましては、さまざまな視点に基づく防災体制の強化及び自衛隊との連

携強化を図るため、関係機関の女性構成員及び陸上自衛隊の自衛官を新たに委員に加え

るものでございます。 

なお、附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するもので

ございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

議第３０号市道路線の認定についてでございますが、これは、道路法第８条第２項

の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

今回新たに認定する路線は、高瀬秋丸旧県道線、秋丸旧県道線、河崎旧県道線の３

つの路線で、県道玉名立花線の改良工事に伴い、県道の一部を引き継ぐものでございま

す。 

詳細につきましては、所管の各委員会で御説明申し上げますので、御審議の上、原

案どおり御承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第６ 報告（４件) 

○議長（中尾嘉男君） 日程第６、「報告」を行ないます。 

 報告第１号 専決処分の報告について、専決第１号ほか３件の報告があります。 

 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） おはようございます。 

それでは、議案書の２２ページをお願いいたします。 

報告第１号専決処分の報告についてでございますが、これは、地方自治法第１８０
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条第１項の規定によりまして専決処分した損害賠償の額の決定について、同条第２項の

規定により報告いたすものでございます。 

 内容といたしましては、平成３０年８月３日午後９時ごろ、市道高瀬大橋春出線にお

いて、相手方が歩行中、路上に生じた突起物に接触した際に転倒し、左手を負傷したも

のでございます。 

 相手方への損害賠償額としまして、市は１００％に当たる１４万７,２９０円を支払

うものでございます。 

 なお、損害賠償金につきましては、公益社団法人全国市有物件災害共済会の道路賠償

責任保険より全額給付されます。 

 ２３ページをお願いいたします。 

報告第２号専決処分の報告についてでございますが、こちらも、地方自治法第１８

０条第１項の規定によりまして専決処分した損害賠償の額の決定について、同条第２項

の規定によりまして報告するものでございます。 

 内容といたしましては、平成３０年１１月１４日午後１時３０分ごろ、たまきな幼稚

園におきまして、玉名市民図書館の公用車が、同園の屋根に接触し、外壁を破損させた

ものでございます。 

 相手方への損害賠償額としまして、市は１００％に当たる６１万５,６００円を支払

うものでございます。 

 なお、損害賠償金につきましては、公益社団法人全国市有物件災害共済会の自動車共

済より全額給付されます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

報告第３号専決処分の報告についてでございますが、こちらも、地方自治法第１８

０条第１項の規定によりまして専決処分した損害賠償の額の決定について、同条第２項

の規定により報告いたすものでございます。 

 内容といたしましては、平成３０年１２月１０日午前１１時５０分ごろ、市道六田１

６号線において、相手方所有の軽自動車が、グレーチングにより生じた段差に接触し、

右前後輪のタイヤ及びホイールが破損したものでございます。 

 相手方への損害賠償額としまして、市は１００％に当たる８万２,５１２円を支払う

ものでございます。 

 なお、損害賠償金につきましては、公益社団法人全国市有物件災害共済会の道路賠償

責任保険より全額給付されます。 

 ２５ページをお願いいたします。 

報告第４号専決処分の報告についてでございます。これも、地方自治法第１８０条

第１項の規定により専決処分した損害賠償の額の決定について、同条第２項の規定によ
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り報告をいたすものでございます。 

 内容といたしましては、平成３１年１月２０日午前３時ごろ、市道築山小西築地線に

おきまして、折れた木の枝が、相手方が運転します乗用車に落下し、左サイドミラーを

破損させたものでございます。 

 相手方への損害賠償額としまして、市は１００％に当たる３万７,０００円を支払う

ものでございます。 

 なお、損害賠償金につきましては、全国市長会の学校災害賠償補償保険から全額給付

されます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、報告の説明は終わりました。 

 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。議事の都合により、明２６日から３月４日までの７日間、

休会いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、明２６日から３月４日までの７日間、休会することに決定いたしました。 

 ３月５日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

 一般質問を希望しておられる方は、発言通告書に質問の要旨を具体的に記載し、明２

６日の正午までに、事務局にお届けください。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時３８分 散会 



 

 

第 ２ 号 

３月５日（火） 
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平成３１年第２回玉名市議会定例会会議録（第２号） 

 議事日程（第２号） 

平成３１年３月５日（火曜日）午前１０時００分開議 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

    １  ９番 松本 憲二 議員（自友クラブ） 
    ２ １０番 德村 登志郎 議員（無会派：公明党） 
    ３  ２番 田 真樹子 議員（創政未来） 
    ４ １６番 近松 惠美子 議員（新生クラブ） 
    ５  ３番 吉田 憲司 議員（創政未来） 
        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

１ ９番 松本 憲二 議員（自友クラブ） 

１ 岱明町公民館建設について 

（１）建設が白紙になった今、今後の考えは 

２ 各自治区長等からの要望書等の取り扱いについて 

（１）各部局の要望書の取り扱いは 

（２）要望書への回答は 

３ 産業経済部の機構改革について 

（１）平成３０年４月から首席審議員を設置したわけは 

（２）今後の見通しは 

２ １０番 德村 登志郎 議員（無会派：公明党） 

１ 学校での心肺蘇生教育の普及推進及び突然死ゼロの危機管理体制の整備

について 

（１）児童生徒への心肺蘇生教育の現状は 

（２）今後の方向性、また、学校におけるＡＥＤの設置状況は 

（３）教職員へのＡＥＤ講習の実施状況など、具体的な取り組みは 

２ プログラミング教育について 

（１）本市のプログラミング教育実施に向けた取り組みについて 

３ 子育て支援について 

（１）母子手帳アプリ導入について 
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（２）ひとり親世帯の水道料金減免について 

（３）夏季休暇中における学童保育について 

（４）児童虐待防止対策について 

３ ２番 田 真樹子 議員（創政未来） 

１ 市民遺産制度について 

（１）玉名市の伝統的な工芸品について 

（２）担当課の考えは 

（３）今後の課題は 

４ １６番 近松 惠美子 議員（新生クラブ） 

１ 交流人口をふやすための施策について 

（１）玉名大俵まつり及び玉名市産業祭について 

（２）農産物を活用した交流人口増加対策として、みかんまつり・トマ

トまつり・イチゴまつりを開催してはどうか 

２ 長寿社会に対応した地域活性化対策について 

（１）介護予防事業の成果を伺う 

（２）保健事業の費用対効果を伺う 

（３）市民力を高める施策として何をしているのか。また、その効果を

どのように見ているのか 

５ ３番 吉田 憲司 議員（創政未来） 

１ 玉名市の広報紙について 

（１）「広報たまな」の過去５年間の発行部数と予算について 

（２）広報紙（紙媒体）のあり方について 

（３）さらに魅力ある広報紙を目指すには 

２ 市役所の危機管理体制について 

（１）職員の食料（水）等の備蓄について 

（２）大規模災害時の庁舎の危機管理体制について 

（３）各種訓練の実施について 

３ フルマラソン大会について 

（１）フルマラソン大会の要綱について 

（２）大河ドラマ「いだてん」を一過性に終わらせないための施策につ

いて 

４ 「笑顔をつくる１０年ビジョン」について 

（１）光（回線）ブロードバンドについて 

（２）市長の重点施策を伺う 
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（３）「笑顔をつくる１０年ビジョン」の中に詰まった市長の思いを伺

う 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

１２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

１４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

１６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 

１９番 作 本 幸 男 君 ２０番 森 川 和 博 君 

２１番 中 尾 嘉 男 君 ２２番 田 畑 久 吉 君 
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） ただいまから、本日の会議を開きます。 

 日程に入ります前に申し上げます。 

 日本初のオリンピック選手であり、日本マラソンの父と称される本市の名誉市民、故

金栗四三氏を主人公とした２０１９年大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺～」

の放送開始から早くも２カ月が経過いたしました。おとといの夜には既に第９話の放送

を迎え、回を増すごとに金栗先生の知名度、認知度ともに高まってきておる次第であり

ます。また、ドラマ効果により、金栗先生のふるさととして、この玉名市の名も浸透

し、全国に広まりを見せているところでもあります。この状況を後押しし、また、地元

のさらなる盛り上がりにつなげるべく、今期定例会も特別に一般質問期間中、金栗四三

氏のＰＲジャンパーを本会議の出席者全員で着用し、会議に臨むことといたしました。 

 本市の地域振興にとって、まさに最大の契機であります２０１９年いだてんの放送を

追い風に、引き続き金栗先生の功績と玉名市の魅力を遺憾なくＰＲしてまいりたいと存

じます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、これより議事に入ります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことにいたします。 

 ９番 松本憲二君。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 皆さんおはようございます。９番自友クラブの松本でございま

す。 

 今回トップバッターということで、今、議長がお話をされたように２０１９年、玉名

市には非常に降って湧いたようなＮＨＫの大河ドラマいだてん、そしてまた名誉市民で

あります金栗先生が主人公ということで、今、第９話まで放送が終わっております。そ

してまた、先月の２月２４日には横島町で、もう４２回目となります横島いちごマラソ

ン大会に約６,０００名の出場者の方をお迎えして盛大に開催をされました。そしてま

たそこにはいだてんで主人公、その金栗先生役を演じておられます中村勘九郎氏、そし

てまたそのお母さん役の宮崎美子氏、そしてＮＨＫの名前がちょっと出てこないんです

けど、旅なんかなんか（ラン×スマ～街の風になれ～）という番組があるんですけ

ど、そこにはロンドンブーツの田村亮さんがハーフマラソンを走られて、非常に大会と
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してはサプライズのゲストということで、非常に盛り上がったというふうに私も拝見を

いたしました。そしてまた、昨日の３月３日には小雨の降る中ではありましたけれど

も、金栗ハーフマラソン約６００名の選手の方が玉名市を走り、有名なランナーの方々

もいっぱい見えておられて、また、そこでもその１日前にはその金栗四三さんのお兄さ

ん役として中村獅童さん、そしてまた日本マラソン界をずっと引っぱってこられた宗兄

弟が玉名市民会館で講演をなされたというふうに、非常にこのいだてん一色で、玉名は

非常に今、盛り上がっているというわけです。しかしながら、この天気がもうなんか菜

種梅雨にもう入ったのかなというぐらいで、きょうは晴天の日に恵まれてますけれど

も、ずっと天気がなかなか続かないような日和になっております。 

 それでは、早速ではありますけれども、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 まず、第１番目に岱明町公民館建設についてということなんですけれども、これは１

２月の定例会、そしてまた２月に開催されました臨時議会で現地建てかえということ

で、公民館建てかえの、岱明町公民館の建てかえの計画提案を執行部のほうからされた

わけですけれども否決という状態になりました。私はもちろん現地建てかえのほうに反

対をしたわけであります。その理由といたしましては、反対討論でも申し上げましたよ

うに、２年前、これは髙嵜市長のときだったんですけれども、やっぱり岱明町公民館と

いうのは老朽化が進んでいるという中で、その皆さんやっぱり建てかえは早急にでもし

なければならないというのは頭の中にしっかり入ってらっしゃると思います。今回、約

２年までまだなりませんけれども、１期生の議員のその方々は、そのときの背景という

のはなかなか御存じではないだろうと思いますけれども、私は図面を２年前に結局提案

された結局図面をこのようにして持ってるわけですけれども、このときは非常に公民館

としての建設面積というのは、１,０００平方メートルにも満たなかったということ

で、そしてまたやっぱり動線というのが、なかなかやっぱり使い勝手が悪いというよう

な感じで、反対をしたわけです。それから今回、その藏原市長にかわられて現地建てか

えということで提案をなされたわけですけれども、やっぱりそこにもやっぱり県道を挟

んで、岱明ふれあい健康センターと若干距離があると。今、岱明ふれあい健康センター

の駐車場のことを頭の中に浮かべますと、県道からすぐ入って左側、岱明ふれあい健康

センターのほうに入ってすぐ左側に駐車場があるわけですけれども、なかなかそこの駐

車場の利用が少ないのかなというふうにも私は通るときに感じております。やっぱりこ

の公民館建設ということでありますけど、公民館は公民館、岱明ふれあい健康センター

は岱明ふれあい健康センターというふうに、もちろん所管するその課が全然違います。

しかしながら岱明ふれあい健康センターも築２４年という年月を迎えておりますけれど

も、非常に立派な建物ということで残っているというような中でもあります。その２年

前の併設案というのは、なかなかちょっと受け入れがたかったのかなという思いはある
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んですけれども、今この公民館に対しまして、臨時議会でも否決をされたと。多分臨時

議会のときに、今回その否決をされたらば一応、その白紙ということでの多分答弁があ

ったのかなというふうに、私は認識をしているわけでありますけれども、今その公民

館、岱明町公民館が１２月議会の定例会、そして２月の臨時議会で否決をされたような

状態になっておりますけれども、この今、白紙になったようなこの岱明町公民館建設に

ついて、今後のその考えというのが執行部はどのように持たれているのかというのをま

ず、お聞きしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 皆様、おはようございます。 

 松本議員の岱明町公民館建設の今後の考えについてお答えいたします。 

 これまで岱明町公民館建設事業につきましては、市町村合併が表面化してきた平成１

７年前後から老朽化を懸念して何度も改築の計画がなされ、議論が交わされてきており

ます。 

 最近の話では、平成２４年に公共施設適正配置計画にあわせて岱明町庁舎２階に図書

館、３階に公民館という集約化計画を立案し、平成２６年６月議会及び９月議会に計画

の関連予算を提案いたしましたが、関連予算が否決となりました。その後、再度検討を

重ね、平成２７年に岱明ふれあい健康センターに併設複合化する計画を立案し、平成２

８年１２月と平成２９年９月に関連予算を上程いたしましたが、これも否決となってお

ります。そして平成２９年１１月に藏原新市長が誕生し、１２月には岱明町公民館建設

と岱明町の将来を考える会より２,７００名余りの地域住民の署名を添えて、現地建て

かえ早期着手を要望する陳情書が提出されております。陳情書の提出を受け、再度地域

住民の意見を伺い検討に検討を重ね、平成３０年３月議会において藏原新市長が現地建

てかえを表明されました。そこで昨年１２月に公民館の現地建てかえ計画の関連予算を

上程しましたが、予算の修正削除となり、その後、２月に臨時議会の開催をお願いし、

計画の修正案を提案いたしましたが、これもまた否決となっております。このように長

きにわたり、計画修正を重ね、議論されているものの結果が出ない状況でございます。

このような状況でもありますが、公民館建設を可能な限り早期に事業化し、耐震、安全

性が十分に確保された施設の一刻も早い供用開始を目指すべきとの判断に変わりはござ

いません。しかしながら、新市建設計画における財政計画を見直す必要があること、ま

た、建設計画自体を大幅に見直すべきかどうかの検討もあるため、現段階では未定とし

か申し上げることができません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 
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○９番（松本憲二君） 今、部長のほうから答弁をいただいたわけでありますけれど

も、今、現段階ではその未定としかお答えができないということだったんですけれど

も、じゃあ、臨時議会が終わりまして、約２０日ぐらい経つのかなというふうに思って

おりますけれども、その間何か協議というのを、結局、岱明町公民館建設に当たってで

すね、何かその早急に建設をしなきゃならんというような思いは、考えは持っていると

いうことなんですけれども、その会議か何かを結局されたのかどうかというのをちょっ

とお聞きしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 松本議員の再質問で、会議をしたかということですけども、

常々この岱明町公民館についてはいろいろ議論をしております。今回、１２月、２月と

提案しておりますけれども、これについても会議を重ねて臨んだわけでございます。１

２月に否決されまして、内容の変更すべきか、問題点もありましたものですから、それ

は内容をきちっと精査して、２月では提案させていただいたつもりです。その後におき

ましても、この現地建てかえでの検討の資料を提出しましたけれども否決されていると

いうことの中では、再度どうしたものか、何がいけないのかということは、内部のほう

では話をしております。正式な会議ということではないですけれどもしております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 岱明町公民館は早急に建てないといけないというふうな懸案事

項の一つだというふうに、私たちもとらえております。しかしながら２月の臨時議会で

否決をされて、正式な会議はあってないということなんですけれども、この辺につい

て、早急に建てないといけない、早急に建てないといけない、そしてまた、現地建てか

えということで、そしてまた合併特例債の期限が迫っているというのも非常にその主張

されて臨時会まで開かれたというふうに、私は認識をいたしておりますけれども、しか

しながら臨時議会で否決をされたと、それから正式な会議はあってないと。これについ

て、早急に建てかえないといけないというふうな思いで、そしてまた合併特例債が迫っ

ている中ということだったんですけども、その合併特例債はもう多分間に合わないのか

なというふうに考えておりますけれども、早急に建てなきゃならんというふうな状況の

中で、これ臨時会で否決をされて、そのやっぱり早急に建てないといけないということ

は皆さんが一同に多分認識をされているというふうに思うんですけど、どうして正式な

会議が早急になされてないのかというのを、ちょっと市長のほうにちょっとお伺いした

いと思うんですけど、よろしいでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） お答えします。 
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 庁内協議は、もう何度となく開催をしておりまして、正式な会議というものは、基本

的にないというふうに思ってます。といいますのが、住民に対しての説明会であったり、

そういった会議体をつくることはありますけれども、庁内の協議においていろんな物事

を進めていっておりますので、これに関して正式な会議というものは開催義務づけられ

ているわけではありませんので、議員がおっしゃっているこのあとの検討をどのように

進めているのかということに関しては、しっかりと庁内で協議をして進めているという

ことになります。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、このあとのことは十分に協議をしながら進めているという

ことなんですけども、しかしながら具体策としてはまだ案がないというふうにとらえて

いいんですかね、部長じゃあ。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 再質問にお答えします。 

 現段階、今までの段階の中では、現地建てかえを提案させていただいておりますの

で、これが今の段階、我々の考え方には現地建てかえ案という形がまだ継続はしており

ます。 

 １２月議会、２月臨時議会においても、いろいろ議論されております中で、やはり精

査すべきもの等々が課題等も見えてくる部分はあります。議員の皆さん方がやはり指摘

されている部分については、きちっと精査をして再度検討したいというふうには考えて

おります。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、執行部の考えとしては、あくまでもやっぱり現地建てかえ

ということであります。私たちその反対をした議員約１０名は、１２月議会で提案をさ

れた現地建てかえのときから、いろいろと何度となく集まって協議をしながら、反対も

してきました。それは何でかというと、やっぱりそこの岱明町地区のそのエリアという

部分で、やっぱりそこにひとつどうしても引っかかるというのが、私たちの中にはあり

ます。その岱明ふれあい健康センターと岱明町公民館、約直線にしたら１００メートル

もないじゃないかというふうにおっしゃいますけれども、やっぱり県道が挟まるという

こと、そしてまたエリア的に末広がりが、その長い目で見たときにやっぱりどうしても

弱いというような思いがあります。 

 よく「横島はいいよね。」「いいよね。」というふうにおっしゃられます。それは何で

かというと、やっぱり一体化、集約化ができてると。体育館、小学校、支所、そして横

島総合保健福祉センター「ゆとりーむ」、そしてまた、すぐそばにＪＡが集まって、駐
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車場も土曜、日曜というのは非常に広く使えるような、そのエリアということで、いろ

んなスポーツ大会が頻繁に行なわれているというような状況でもあります。そういうこ

とを加味しますと、やっぱり公民館、そしてその岱明ふれあい健康センターのそのエリ

アというのは、道路も２年前のように延伸すれば、岱明Ｂ＆Ｇ海洋センター、それとま

た、グラウンドということで、その幅広く駐車場も使える。そして一体的なエリアとし

て非常にその行く末を考えたときに、広がっていくようなエリアじゃないのかなという

ふうに私たちは認識をしている。だからその公民館建設に関しましては、２年前に出さ

れたその併設案ではなくて、そのエリアの中に今回建設を予定されている１,４００平

方メートル余りのその規模の公民館の建設するのが１番ベストではなかろうかと。やっ

ぱりそのようなそのここに市長がこの笑顔をつくる１０年ビジョンということで、やっ

ぱり１０年をやっぱりその今後１０年間をちゃんと見越した中でのやっぱりとらえ方を

していくということで、ここに１０年ビジョンということで発表を結局されたわけです

けれども、そういう観点から見ましても、この岱明町公民館の建設というのは、この１

０年ビジョンというのが１番当てはまるんじゃなかろうかというふうに、私たちは認識

をしているわけですよね。それはやっぱり今後その岱明町のそのエリアという部分で、

やっぱり今、グラウンドが３００メートルのトラックで、グラウンドに行く道路も非常

に狭いですし、なかなかその外部から来たときにもわかりづらいアクセスというような

状況の中で、やっぱりこの３００メートルトラックというのは、今、桃田運動公園にも

３００メートルのトラックがある。そして岱明町のグラウンドにも３００メートルのト

ラックがありますけれども、やっぱり陸上競技の原点というのはやっぱり４００メート

ルトラックであります。そのやっぱり４００メートルトラックの拡張だとか、だからそ

れを早急にしろとかということじゃないんですけども、長いスパンで見たときにやっぱ

り玉名市に４００メートルのトラックがないというんであれば、やっぱり４００メート

ルのトラックも整備しなくてはいけないと、それはいつの日かわかりませんけれども、

そのエリアということで、そういう面で考えたときに一体的な整備ということで、公民

館建設もエリアの中に、私たちは入れていく必要があるんではなかろうかというふうに

認識をしております。 

 今、先ほど部長の答弁では、今の段階では、まだ現段階では現地建てかえという部分

でのその協議ということで今、なされているというふうな答弁であったかと思うんです

けれども、私たちの思いというのは、そのエリアの中にきっちり公民館建設をして、そ

してまた、そこがその末広がっていくような、長期的な計画ということでも見直しを求

めたというふうに思うんですけれども、その辺に関して、今、こうやって代替え案を提

案をさせていただいてるわけですけれども、その辺について、柔軟な考えをお持ちなの

かどうかというのをちょっと市長のほうにお伺いしてもよろしいでしょうか。 
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○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 松本議員がおっしゃるエリアの部分についての私の見解として

は、岱明の場合は支所が外れております。図書館が外れております。その中で岱明中央

グラウンド、岱明Ｂ＆Ｇ海洋センター、岱明ふれあい健康センター、現公民館、そして

将来は小中一貫となるであろう岱明中学校、これを一つのエリア、一つの拠点というふ

うに私は思っています。 

 柔軟に対応する気があるかという話ですけれども、それは公共施設等特別委員会に委

員長が提案された案件というふうにとらえてよろしいんでしょうか。 

 これは反問権で、ちょっと確認をさせていただきたいんですが、それでよろしいです

か。 

○９番（松本憲二君） はい。 

○市長（藏原隆浩君） そこは私も確認をさせていただいておりますけれども、これは

参考にしっかりさせていただきたいというふうに思っておりますが、現時点で、人様の

土地でありますし、調査をして検討をしなければ、一つの選択肢としての、一つの案と

しての提案ができるのかどうか。今の時点で、それをお答えすることはできません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） それはまだもちろん用地とかの問題が絡んできますんで、しか

しながら、今、市長の答弁の中には、そういう調査事項ということでとらえてというこ

との発言があったと思うんで、それは多分やっぱり公民館は早急にやっぱり建てかえな

きゃならんというのが、全員一致する、多分思いだと思います。その辺で、その面もし

っかり執行部内で協議をされて、そしてまた、計画を練られて、そのいろんな案を提案

をしていただきたいと、提示をしていただきたいと。やっぱりそこにこだわるんじゃな

くて、私たちも私たちなりに、いろいろ考えを持った中で、やっぱり１０年ビジョンと

いうことで市長が申されるように、やっぱり長いスパンで、やっぱりその市政、その市

のこの施設のやっぱり運用、活用というものをやっぱり継続して行なっていく。そして

また、皆さんに非常に利用頻度ということでも上げていく、底上げをしていくというよ

うな思いもありますので、その辺はしっかりこの協議、計画、それと予算の問題が１番

やっぱり絡んできます。その辺でももう前向きにやっぱり物事をとらえていただいて、

岱明町の皆さんの思い、やっぱり早急に建てかえ、これは合併協議会の一番最初の部分

での岱明町公民館の建設ということは、私たちも議員になってから十分それを認識し

て、今までやってきているわけでありますんで、平成２４年から始まりました支所との

併設であったり、また、平成２７年に提案をされた岱明ふれあい健康センターとの併設

であったりというその大きな波も一つずつ乗り越えて、その来て、なかなか合意には至
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っておりませんけれども、そしてまた、今回、現地建てかえということでも否決をした

わけでありますけれども、その建てかえという部分では一刻も早くという思いはしっか

り持っておりますんで、その辺もしっかり市長が先ほど答弁の中にあったように、協議

をしていく、そしてまた一つの材料にさせていただきたいというような話もありました

んで、それは前向きに本当にとらえていただいて、前に、少しでも早く前に進めるよう

にお願いをして、次の質問に移らさせていただきたいと思います。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） ２番目に、玉名市には各自治区、その区長さん方がいらっしゃ

ると思うんですけれども、この自治区長さん方から、いろいろな要望だったりというの

が多分上がってくると思います。区長さん並びに支館長さんあたりから、年間に要望書

ということで、道路の整備であったりだとか、排水路の整備であったりだとか、いろん

なその要望書が上がってくると思いますけれども、その各部局に対していろんな要望書

が上がってくると思いますけれども、その取り扱いについては、今、どのようになって

いるのかということで質問をさせていただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） おはようございます。 

 松本議員御質問の各部局の要望書の取り扱いについてにお答えをいたします。 

 区長などからの要望につきましては、昨年までは広聴業務の中で、多くの課題、要望

書を秘書課へ提出してもらうこととあわせまして、要望等に応じて各所管の部署へ直接

要望書を提出されておりました。同じ内容をそれぞれ提出され、重複となっているとい

うことでございまして、今年度から広聴業務での多くの課題、要望につきましては、廃

止をしまして、その旨を各区長にも周知を図り、直接担当部署への要望のみにいたした

ところでございます。 

 例えば、道路改良工事や生活排水路整備につきましては建設課、市道路面や側溝の改

修については建設管理課、そして農道や農業用の排水路に関することについては農地整

備課、ガードレールやカーブミラーについては防災安全課で要望書を受け付けていると

いう状況でございます。また、緊急性に応じて電話連絡により対応をしているという軽

微な事例もあっているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長のほうから答弁をいただきました。 

 多分、要望書というのは結構な数で上がっているのではなかろうかというふうに察す

るわけであります。要望書なり先ほど今、部長がおっしゃられました緊急な場合、もの
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すごく雨が降ったあとの、その多分、川だったり土砂の堆積だったりとか、そういうの

が多分、緊急的に電話でのそういう要望というのも多分あるかと思うんですけれども、

その要望に対するそのタイトルというか、多分、要望書として書面で多分出されるわけ

であると思うんですけれども、その対応をその要望書が提出をされて、じゃあ、道路で

あったり、排水路であったりというのは、そのもちろん現地に行ってその辺は区長さん

立ち会いのもとで、そういうその対応というのがどのようにそのなされているのかとい

うのがちょっとわかればお願いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの松本議員の御質問にお答えいたします。 

 要望書の提出の部署としましては、先ほど申し上げたとおりでございます。建設課、

建設管理課、そしてまた、農地整備課、防災安全課でございますが、担当部署によって

多少の違いはございますけれども、区長などからの要望書の提出後は、現地確認後、対

応を検討し、その方針や時期などを要望者の方へ電話又は直接口頭で回答するという流

れの中で、要望事項に対する対応を行なっているという状況でございます。 

 そしてまた、要望事項につきましては、各担当部署の判断によるものと、そして重要

なものについては、市長決裁の上で進めているという状況でございます。 

 ただし、先ほども申し上げましたとおり、緊急性のあるもので、比較的軽微なものに

ついては、即対応しているというケースもございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 部長のほうから今、答弁をいただいたわけですけれども、区長

さん方のほうからは、多分、道路、それとか水路だったり、そういう農道、そしてま

た、農業用の排水路あたりのその要望だったりとかですね、ガードレール、カーブミラ

ー等いっぱい多分あると思うんですけれども、各課において、そのもちろん道路の整備

だったり、排水路だったり、農道だったりというのが上がってくると思うんですけれど

も、その今、道路の補修だったりというのは、今、多分シルバー人材センターのほうに

お願いをされて、その見守りパトロールをされる中で、小さな穴だったりというのは、

整備をシルバー人材センターのほうでされてるというふうに、前も伺ったことがありま

す。そしてまたその現場を私は見たことがあるんですけれども、しかしながら、その応

急処置ではなかなかできないというような多分、道路の区長さん方からの要望というの

が多分上がってくると思うんですけれども、その辺の何というんですかね、この道路の

補修に関するそのマニュアル、結局、これぐらい道路の傷んでいる、傷み具合で、その

整備をしていくというののマニュアルが果たしてその各課できっちりできているのかと

いうのをちょっとお伺いしたいんですけれども。 
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○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 松本議員の再質問にお答えいたします。 

 要望書の提出の部署、先ほど申し上げましたとおりでございますけれども、そちらの

ほうに確認をいたしましたところ、マニュアルは作成していないということが現状でご

ざいます。 

 それぞれ実施できる予算には限りがございますので、事業の選択につきましては、緊

急性や安全性などを考慮した上で、確実に実施、進めているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、部長のほうからちょっと答弁があったんですけども、マニ

ュアルがないということなんですけども、そのある程度この整備状況というのを、その

傷んだ箇所ですね、やっぱり痛み具合で、やっぱり緊急性をもって整備をしないといけ

ないだとか、予算的なことが一番重要だとはなってくるとは思うんですけれども、しか

しながら、やっぱり区長さん方から要望書が上がっていて、その結局、区長さん方に返

答をするときに、どうして今年はできないとか、来年まで待ってくれとかというののマ

ニュアルがきっちりないと、じゃあ、どこでその基準を定めているのかということが非

常に重要になってくると思うんですよね。やっぱり区長さん方もやっぱり自分の区のこ

とですから、やっぱりそこを早くしていただきたいという思いで、多分、要望書を提出

されると思うんですけれども、その辺について、どうしてその今までそのマニュアルと

いうのが、その検討を一切されてなかったかというのを、各部、所管の部長さん方にち

ょっとお伺いをしたいと思うんですけれども。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

○建設部長（前田愼一郎君） 再質問にお答えをいたしますが、マニュアルがないので、

どうやってというお話でございますけれども、予算、私ども８款の土木費は大きく分け

ますと維持費と道路新設改良になります。先ほど議員がおっしゃいましたように、維持

の軽微な修繕工事等においては、年間に約４００件近くの要望があっております。執行

に当たりましては、先ほどから職員が現場のほうを踏査しまして、調査を行なって、緊

急性のあるものに対しましてはすぐ対応をやっているような状況であります。先ほど議

員もおっしゃいましたように、じゃあ、なぜすぐに対応できない場合かと申しますと、

その理由と予算の時期をあらかじめいったん持ち帰り上司と話し合いをし、残り予算の

残額とかいろんなものを検討して、その回答を区長さん方にお話をして、おおむね了解

をもらっているような状況になります。 

 それと、これは先ほど維持のほうお話ししましたけども、新設改良だとか、舗装の

件、これも年間に約５０件ほどの要望があっております。執行に当たっての大前提とい
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たしましては、やはり通行に支障があるかどうか、いわゆる危険性の度合いでございま

す。それを基準にしておりますものですから、ただ地域もございます。玉名、岱明、横

島、天水、いろいろな仕組み、相談、要望書がありまして、発注するに当たり、１カ所

に地域性に偏りがないことも前提にしております。そして、舗装の順番と申しますか、

舗装においては路面正常調査というのを行ないます。これはどういう調査かといいます

と、舗装のひび割れ率、わだち率、平坦率、そういうものを検査して、診断結果を４段

階に分けております。その４段階の結果が悪いところから着手をいたしまして、陳情

書、総合的に判断し、課内で協議を行ないます。その協議の結果をもとに新年度の予算

に対して工事の順番を決めているようなわけですので、ただし、場合によっては、地域

性や地理的条件、いろんなものが絡んできますので、工事のほうがその議員がおっしゃ

るように、要望書に対してあとから出た要望書に対して先に工事ができているかという

お話もありますけど、それも現実な課題でございます。ただ、その地域性といいますの

は、同じ日に仮に陳情書が出たとします。そこはＡ地区は１日の交通量が１,０００

台、２,０００台とあるところと、片や１００台未満の所もあろうかと思います。同じ

時期に陳情書が出されて、いわゆる当該年度の予算がなくて、次年度に一応繰り越した

としますと、片方の老朽化が著しく激しくなりますので、やはりそちらは老朽化が激し

いほうから着手して、片や４月、６月に出された場合でも、６月のほうを優先的に工事

をしているような状況になります。 

 私ども執行部といたしましても、財政が逼迫している中、限りある予算を有効かつ経

済的に進めないことも十分承知しておりますので、今後は陳情書、発注に対しても、最

善の努力を尽くしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、建設部長のほうからだいぶ詳しく、今、答弁がありまし

た。４つの項目に分けて、きっちり審査をしながらやっているということなんですけれ

ども、それは結局、課内ですよね、その課内での結局、決まり事というのは多分職員さ

んたち皆認識をしておられると思うんですけど、区長さん方にこの要望書に対する答弁

を、結局、回答をするときに区長さん方、多分わかりづらいというふうに思うんです

ね、だからマニュアルというのをきっちり外向けマニュアルということで、道路の状

況、写真なんかもいっぱい何種類かつくっとって、今、区長さんから要望があったこの

舗装のそのやりかえだったりというのは、今、この写真で判定をしていただくとＣ段階

ということで、やっぱりそういうその目安というのをきっちり用意をしとかないと、な

かなか区長さん方もやっぱり自分たちの所をやっぱりどうにか整備してほしいという思

いで要望書を上げられていると思うんで、その辺のやっぱり対応というのをきっちり外
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向けマニュアル、役所の職員は、それは多分、今までずっとそういう規定の中で仕事を

やってこられているわけですから、わかると思うんですけれども、やっぱり区長さん方

にはなかなかそういう基準を言っても多分わかっていただけないだろうというふうに思

うんで、その辺は写真で、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄならその４段階なら４段階にきっちりそうい

うその課内で取り決めがあっているような状況だったりとかというのを写真で提示をし

たり、あとは文言で危険度の判定の基準であったりというのを外向けにちゃんときっち

り用意をして、やっぱりそういう対応が必要だと思うんですね、そうしたら区長さん方

も「ああ、じゃあ、うちは今回は無理なんだよな。」というふうに、多分納得をされる

と思うんですよね。その辺に対して、今から、今後そういうやっぱりマニュアルという

のが非常に必要だと、外向けのですよ。自分たちももちろん、自分たちの課内ももちろ

んマニュアルというのも非常に必要だと思うんですけれども、それは先ほど４つのもう

ちゃんと審査というのが、４段階の審査というのがあるというふうに答弁をいただいた

んで、その辺は課内ではしっかり協議をなされているというふうに思うんですけれど

も、やっぱり区長さん方に返答をするときのマニュアルづくりについて、その部内で

は、今これは私が言ってるんですけれども、その必要性というのをどのように感じてお

られるかというのをちょっとお伺いしてもよろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

○建設部長（前田愼一郎君） 再質問にお答えをいたします。 

 議員がおっしゃいますように、確かにその証拠と申しますか、陳情書に対しての写真

判定も確かに必要だと思いますけれども、私ども建設部だけじゃなくて、事業課全体で

その話し合いをして、今後の検討課題にさせていただきたいと思います。 

 はい、以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） ぜひ、やっぱり外向けのきっちりした対応ができるマニュアル

というのをやっぱりつくっておかないと、いろいろやっぱり区長さん方は区長さん方な

りに、自分の地域で区長さんひとりの判断じゃなくて、地域のいろいろその会合であっ

たりというところでの要望書を多分作成をしていかれると思うんで、また区長さん方は

区に帰ったときに、区民の皆様方に説明もやっぱりなされないといけないというところ

もあると思うんで、その辺はしっかり検討をしていただきたいと思いますし、一つはこ

の３月議会というのは、平成３１年度の当初の予算があるわけですけれども、もちろん

その道路の改良であったりとか、新設であったりだとか、いろんな農業分野もそうで

す、建設部ばっかりじゃなくて、いろんなところでそういう予算づけが多分なされてい

くと思うんですけれども、せっかく道路部門に関しましては道路の部分、それと農業関

係を建設経済、産業経済のその委員会の中で、「ここは新しく道路をつくる場所です
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よ。」「ここは大幅に道路を改良する場所ですよ。」というのも委員会の中の一部のあれ

として、現地を見ていくというのもありなのかなというふうに思うんですけれども、３

月だけですね、もちろん当初予算で１年間の大体この割り振りというのは、大体予算の

編成も決まってますし、この審議を今からしていくわけなんで、この３月議会はやっぱ

り２日間常任委員会もとってあります。その中で、委員会の中でそういうその予算化を

してあるその道路だったりとか、農道の整備だったりとか、排水路の整備事業であった

りだとか、その辺はその委員会でやっぱり現地視察ぐらいはですね、当初予算に関しま

してはやっぱりやっていく必要もあろうかというふうに、私は思うんで、その辺はまた

委員会の中で、これはもんでいただいて、その辺が必要であるというふうに委員会の中

で判断をされれば、そのような対応をしっかりとっていただきたいなというふうに思い

ます。やっぱり私たちこの議会というのは、議員というのは、その執行部が提案される

この予算に対して、しっかり検証をしていくというところの機関でもあります。委員会

でその１年間当初予算に関しましてもやっぱり先ほど答弁でありましたように、４００

件の要望書、そしてまた、５０件の要望書、あわせて４５０件の要望書がやっぱり各区

長さん方から上がってきているというようなところも思えば、やっぱりそういうそのし

っかりした対応というのが、区長さん方に対してもしっかりした返答ができるような体

制をしっかりつくっていかないといけないのかなというふうに思いますんで、その辺は

部長のほうからでも提案をしていただいて、委員会の中に提案をしていただいて、委員

会の中でそういうその当初予算の執行に対するその場所、その箇所を視察と、現地に赴

いてみていただくというようなこともしっかり検討をしていただきたいというふうにお

願いを申し上げまして、次の質問に移らさせていただきます。 

［９番 松本憲二君 登壇］ 

○９番（松本憲二君） 最後の質問なんですけれども、産業経済部の機構改革というこ

となんですけれども、これは組織再編ということでも質問をさせていただきます。 

 平成３０年の４月から熊本県と人事交流という形で産業経済部のほうに首席審議員と

いうことで県庁のほうから１人お越しいただいております。このいだてんというのがち

ょうど降って湧いたような、玉名市にとっては非常にありがたいこの大河ドラマという

ことで、しかしながらやっぱり大河ドラマ館の設置であったりだとか、いろんなそのＰ

Ｒ活動であったりとかというのが非常に業務的にも、普通大河ドラマは、一般に聞けば

いろんな市、県あたりが要望をしながら、そこに結びつけるというので、要望活動をし

ていく段階で、しっかりした体制、準備体制というのが市役所の中でできているという

ふうに思うんですけれども、玉名市の場合はなかなかそれができていなくて、急に降っ

て湧いたようなこの大河ドラマだったというふうに思いますけれども、その平成３０年

から首席審議員が産業経済部の中に、県のほうからお越しをいただいて、非常にその今
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の段階では多分よかったのかなというふうに、私は認識をしておるんですけれども、ど

うしてこの平成３０年４月から首席審議員というのを産業経済部に設置をしたのかとい

うことについて、まずはお答えをいただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 松本議員の御質問でございます平成３０年４月から首席審

議員を設置した理由についてお答えいたします。 

 本年１月から本市の名誉市民であり、日本人初のオリンピック選手の金栗四三氏を主

人公のひとりとするＮＨＫ大河ドラマ「いだてん」の放映が始まりました。本市といた

しましては、全国にＰＲを図る上でも、千載一遇のチャンスととらえ、平成２８年９月

に金栗四三ＰＲ推進室を設置いたしまして、玉名市の魅力を全国に情報発信いたします

とともに、地域への観光誘客や経済効果などを最大限に活用した玉名市全体の振興活性

化を見据えた中で、全庁的に現在職員一丸となって事業推進に取り組んでいるところで

ございます。 

 そのような中で、さらにスピード感をもって広域的に地域への経済効果が最大限に発

揮できるように、また、そのためには県との連携を図りながら、効率的かつ効果的に事

業を進めることが必要であるというふうにとらえまして、観光や商工などの幅広い知識

を有する県職員の派遣をいただき、県内外のＰＲを大々的に進めるために観光部門のト

ップとして平成３０年４月から首席審議員を設置いたしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 答弁をいただきました。 

 もちろんやっぱりいだてんというのは、この大河ドラマというのが基本になっている

のかなというふうには思います。今、平成３０年４月から県のほうからお越しをいただ

いて、首席審議員ということでその席につかれているわけですけれども、首席審議員が

県のほうから今、いらっしゃって約１年が過ぎようとしておりますけれども、その効果

については、今どのように結局とらえていらっしゃるのかということをちょっとお伺い

してよろしいでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 松本議員の再質問にお答えいたします。 

 先ほど申し上げましたとおり、県との連携をとりながら、広域的にも地域への経済効

果が最大限に発揮できるように業務を進めてもらっているというところでございます。 

 例えば、玉名市、そしてまた１市２町の地域振興協議会や玉名市地域協議会への活動

などを通して、おもてなしやＰＲ関連業務においては、民間業者との連携推進、そして
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また、熊本日日新聞社と連携協定を締結し、そしてまた、大河ドラマ館オープンに伴う

特産品販売など、スキームの構築や住家周辺との回遊性を図るなど、地域活性化に携わ

ってもらっております。また、県から見た市政全般に対する意見も聞くことができるた

めに、ほかの職員の意識改革にもつながっているというところでございます。非常に大

きな効果が上がっております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 今、答弁をいただきました。 

 やっぱり非常に大きな効果が上がっているということだと、今、答弁があったわけで

すけれども、この首席審議員で今、県のほうからの人事交流ということでいらっしゃっ

てますけれども、約この４月で１年を迎えるわけですけれども、その期限というのが、

その期間、その期限という、人事交流のですね、期限というのはあるんでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 今年度から県からの派遣につきましては、人事交流という形で、熊本県と本市のほう

で締結をいたしているということでございまして、本市からも熊本県の福岡県事務所へ

職員を派遣しておりまして、平成３２年３月までの２年間ということの任期で協定をい

たしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 約２年間ということなんですけども、じゃあ、結局、あと１

年。残り１年ということに結局なりますよね。今、いだてんの結局ドラマがあって、約

１年間で終わると。そしてまたドラマ館も約１年間で閉鎖をするわけであります。この

首席審議員があと１年間しかいらっしゃらないということなんですけども、私の考えと

いたしましては、今、産業経済部ということで、農林水産と商工観光ということで、部

長が一人おられるというふうに思っております。そこに首席審議員が県のほうからいら

っしゃって、商工観光のほうを専門に首席審議員のほうに見ていただいているというふ

うに、私はとらえているわけで、そしてまた、もともと今、お越していただいている首

席審議員は、県のほうでは商工観光労働部のほうに多分所属をされているというふうに

ちょっとお聞きをしたことがあるんですけれども、その面から見ても、商工観光のほう

で手腕を発揮していただいているというふうに受けとめているわけですけれども、商工

観光とやっぱり農林水産と、私は分けたほうがいいんじゃないかというふうに、やっぱ

り常々考えをもっているわけですね、全然その業種が、全く別分野だというふうに、私

はとらえております。ですから首席審議員ということではなく、やっぱり部長というこ
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とで、その４月からはこの首席審議員の部長としてのその職務というのに、私は当たっ

ていただいたほうが、あと１年という、結局限りある時間の中で、やっぱり一過性に終

わらせないためにも、このいだてんをですね、一過性に終わらせないためにも、やっぱ

りそこは切り離しをして、やっぱり業務に当たっていただいたほうが、その職員の、先

ほど部長が職員の意識向上にも非常に役立っているということで答弁をなされたわけで

すけれども、その辺について、この産業経済部の中で、商工観光と農林水産を私はいち

早く分けて、やっぱり玉名の基幹産業というのは農林水産ということでの位置づけをさ

れています。やっぱりどこに重点をきっちり置いていくか、そしてまた、やっぱり分野

の違うところで、なかなか産業経済部長の答弁とかも今までずっと１年間拝見をさせて

いただいているわけですけれども、やっぱり農林水産のほうも答弁を結局されなきゃい

かん、そして商工観光のほうも答弁をされなきゃいかん、そして商工観光のほうの部局

としては、今、商工会議所の中に離れて、結局職員が席を設けているわけじゃないです

か、やっぱりその辺を思えば、この首席審議員を部長級に上げて、部長級というか、同

等だと思うんですけれども、部長としてとらえるということが非常に必要ではないかと

いうふうに思うんですけれども、その辺市長はどのようにちょっとお考えをお持ちなの

かをちょっとお伺いしてよろしいですか。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 今後の見通しというようなところでお答えします。 

 現在、産業経済部は農政部門から商工観光政策部門まで、事務分掌が幅広く機構改革

の必要性は十分認識しております。そのような中で、本年度から県との人事交流によっ

て、産業経済部に部長クラスですね、首席審議員を派遣いただいて、農政、商工観光政

策はもとより、金栗四三ＰＲ推進室の主要事業においても幅広く業務遂行に取り組んで

いただいているところでもあります。 

 議員の御質問の機構改革につきましては、昨年の１２月議会の全員協議会で平成３１

年度から組織再編について御説明をさせていただいたとおりでございます。産業経済部

については、引き続き平成３１年度においても現行体制で産業経済全体の業務に取り組

み、平成３２年度において金栗四三ＰＲ推進室の見直しも含めたところで、産業経済部

の機構改革のほうを進めてまいりたいというふうに現時点では考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） 平成３２年度から組織再編を見直すというような、この前全員

協議会でもあったんですけど、期限があと１年ということにやっぱりなれば、やっぱり

その今の結局、首席審議員が県のほうから来ていただいているわけですけれども、一

応、期限的には２年ということなんですけれども、これは再延長というのが可能なのか
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どうなのかというのは、部長ってわかられますか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 松本議員の質問にお答えいたします。 

 これ先ほども申し上げましたけれども、任期の延長につきましては、人事交流という

ことで、本市と熊本県のほうで協定締結をいただいているということでございますので、

現在、本市からも県へ派遣をしている職員、福岡県事務所でございますけれども、おり

ますので、本市での内部の協議、そしてまたあわせまして県との十分な協議が必要であ

るというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 松本憲二君。 

○９番（松本憲二君） せっかく、朝の冒頭で議長のほうから話がありましたように、

やっぱりいだてん、このやっぱり効果というのは、結局、ドラマの中で、日本全国にこ

の玉名というのがＰＲをされているわけでもあります。やっぱり本当の意味で一過性に

終わらせないために、そしてまた、この玉名を皆さんに知っていただく、また、来てい

ただいて実感をしていただくというような面からも、先ほど市長のほうからＰＲ推進室

の見直しとか、いろんなこともやっぱり検討課題の一つであるというふうにおっしゃら

れましたけれども、検討していくというような話でありましたけれども、この一過性に

終わらせないためには、やっぱりもちろんその部長級ということでその首席審議員がい

らっしゃるわけでありますけれども、今までその首席審議員が出席をされる会議の中

で、いろいろ補足として答弁をされる場面も何度となく見てきたわけですけれども、や

っぱりわかりやすく丁寧に答弁をされ、発言をされると。やっぱり職員あたりはやっぱ

り目の当たりにして、ああ、非常に刺激になるなという思いは多分庁舎全体の中で、多

分お持ちなのかなというふうにも思いますし、それだけやっぱり玉名市としても首席審

議員に来ていただいて刺激を受けると、そしてまた、いろんなところで活躍をしていた

だいているというような思いもあります。やっぱり本当の意味で一過性に終わらせない

ために、きっちり早急にその見直すところは見直すというところで、任期途中という

か、当初からの予定はなくても部長としての対応を議会にも、部長になれば議会のほう

にも多分出席をしていただかなければならないのかなというふうにも思いますけれど

も、その辺は県と早急にも協議をしていただいて、そういうその商工観光、本年度はそ

の企業誘致のその工業団地の所でも予算づけがなされております。県の商工観光労働部

といえば企業誘致なんかにもしっかり精通をされてるところでもありますし、働く場所

の確保という面でもやっぱりあと１年、あと２年ということで、延長ももし可能であれ

ば、していただきながら、やっぱりこの玉名というものをきっちりしたこのいだてんを

機に、そういういろんな面に波及がなされればいいのかなというふうに、私は思ってお
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ります。 

 今後の見通しということで、なかなかその協議を玉名市のその人事交流で一人職員を

もちろん県のほうに出向をさせていると、そしてまた県のほうから一人お越しをいただ

いているということなんですけれども、その工業団地の面、それと新玉名駅周辺整備計

画もあります。本当一過性でこのいだてんを終わらせないためにも、やっぱり県、国あ

たりとの人事交流というのも非常に必要不可欠な部分ではないかというふうに思いま

す。この期間、当初からじゃなくて、６月なら６月でもいいですし、その辺でその首席

審議員を産業経済部を農林水産と商工観光と分けるというようなふうになってくれれ

ば、もっとやりやすいその体制というのもきっちり確立できるのではないかなというふ

うに思います。その辺はすぐ答弁を求めてもなかなか答弁しづらいところがあられると

思うんで、答弁はいただきませんけれども、しっかりやっぱりその玉名のことをやっぱ

り考えれば、方向性をやっぱり見いだすためにも、その辺にもしっかり注視をしていた

だきたいと思います。 

 今回は、岱明町公民館、そして各区長さんからの要望書、そしてまた産業経済部の機

構改革ということで３つの質問をさせていただいたわけですけれども、岱明町公民館の

建設に当たっても、岱明ふれあい健康センターのあり方の問題であったりとか、岱明ふ

れあい健康センターの活用、利用頻度を上げていくというのも一つの課題にはなってい

ると思います。岱明ふれあい健康センターというのは、子どもさんからお年寄りまで皆

さんが利用できる場所、皆さんに集まっていただける場所としても、また、今、中規模

改修がなされているわけでありますけれども、その利用の頻度を上げるためにも、いろ

んな協議をしていただいて、汗をかいていただいて、市民のその方々から非常に喜ばれ

るような施設に少しずつでも変化をさせなければ、やっぱりせっかく先人たちが知恵を

絞って建設をされてきた場所でも、建物でもありますので、その辺はしっかり各課、そ

してまた、全庁的に意見を取りまとめていただいて、そういう取り組みも行なっていた

だきたいと思います。そしてまた、区長さん方からの要望に対するその返答のときに

は、そのマニュアル作成もきっちりしていただいて、区長さんたちにわかりやすく納得

していただけるような対応も図っていただきたいと思います。それと最後の産業経済部

の首席審議員の問題で、その県から来ていただいているということなんですけれども、

その辺も本当の意味で、せっかく商工観光労働部のほうから優秀な人材を派遣をしてい

ただいているということも頭に入れながら、市の工業団地の建設も頭の中に、市長の中

にはもうビジョンが多分できているというふうに思っておりますので、その辺もこのい

だてんを期にやっぱり玉名というのがもっともっと発展していただけるような体制づく

りをしっかり検討をしていただきたいということを要望いたしまして、私の一般質問は

これにて終わらせていただきます。 
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 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、松本憲二君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時１１分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時２５分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 １０番 德村登志郎君。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 皆さんおはようございます。１０番、公明党の德村登志郎

でございます。 

 それでは、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 学校での心肺蘇生教育の普及推進及び突然死ゼロの危機管理体制の整備について質問

いたします。 

 突然の心肺停止から救える命を救うためには、心肺蘇生ＡＥＤの知識と技能を体系的

に普及する必要があります。学校での心肺蘇生教育はその柱となるものであります。我

が国では、平成１６年に市民によるＡＥＤの使用が認められて以降、急速にその設置が

進み、ＡＥＤの使用によって救命される事例も数多く報告されています。しかしなが

ら、いまだなお、年間毎年７万人に及ぶ方が心臓突然死でなくなっているのとともに、

学校でも毎年１００名近くの児童生徒の心停止が発生しております。その中には、平成

２３年９月のさいたま市での小学校６年生の女子児童の事故のように、ＡＥＤが活用さ

れず救命できなかった事例も複数報告されています。そのような状況の中、既に学校に

おける心肺蘇生教育の重要性についての認識は広がりつつあり、平成２９年３月に公示

された中学校新学習指導要領保健体育科の保健分野では、応急手当を適切に行なうこと

によって障がいの悪化を防止することができること、また、心肺蘇生法などを行なうこ

とと表記されているとともに、同解説では胸骨圧迫、ＡＥＤ使用などの心肺蘇生法、包

帯法や止血法としての直接圧迫法などを取り上げ、実施を通して応急手当ができるよう

にすると明記されております。 

 しかしながら、全国における教育現場での現状を見ると、全児童生徒を対象に、ＡＥ

Ｄの使用を含む心肺蘇生教育を行なっている学校は、平成２７年度実績において小学校

で４.１％、中学校で２８.０％、高等学校でも２７.１％と、非常に低い状況にありま

す。 

 そこで伺いますが、本市においても児童生徒、教職員に対する心肺蘇生とＡＥＤに関

する教育を普及推進するとともに、学校での危機管理体制を拡充し、児童生徒の命を守
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るための安全な学校環境を構築することは喫緊の課題と考えますが、いかがでしょう

か。 

 １、児童生徒への心肺蘇生教育の現状と今後の方向性。２、学校におけるＡＥＤの設

置状況。３、教職員へのＡＥＤ講習の実施状況など、具体的な取り組み。 

 以上、答弁をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 德村議員の児童生徒への心肺蘇生教育の現状と今後の方向

性は、の質問にお答えいたします。 

 小中学校では、児童生徒が学ぶ教科等の目標や学習内容は、学習指導要領に示されて

おります。中学校においては、学習指導要領保健体育編において、心肺停止に陥った人

に遭遇したときの応急手当としては、気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫、ＡＥＤ使用の心

肺蘇生法を取り上げ、理解できるようにすると示されており、生徒への授業での指導が

行なわれております。一方、小学校の学習指導要領には、それに関する規定はなく、そ

のため小学校の児童に対しては、指導はしておりません。 

 今後の方向性ですが、近年、日本臨床救急医学会などのいくつかの学会から、文部科

学大臣に学校での心肺蘇生教育の普及並びに突然死ゼロを目指した危機管理体制整備の

提言が提出されておりますが、この件に関連した文部科学省からの特別な指導及び通達

は現在のところ受けておりません。児童生徒の危機管理意識を高める取り組みについて

は、防災教育の視点からもさまざまな機会を利用して行なっていく必要があると考えて

おりますが、心肺蘇生法に関する児童生徒への教育については、文部科学省の動向を見

ながら当面学習指導要領に示された内容に沿って進めていきたいと考えております。 

 次に、学校におけるＡＥＤの設置状況についてお答えいたします。 

 現在、ＡＥＤについては、玉名市立の全小中学校に１台もしくは２台を配備されてお

ります。配置箇所といたしましては、職員室、保健室、体育館、玄関等で、使用の可能

性の高いところ、あるいは緊急対応の際に便利な場所などが学校の実情に応じて配置し

ております。なお、体育的行事の開催時及び夏期休業中のプールの開放時には、その場

所に持参し、万が一の対応に備えているところでございます。 

 ＡＥＤの講習の実施状況でございますが、市内の小中学校においてはほとんどの学校

が消防署などに依頼をして、ＡＥＤの取り扱いについての実技講習を実施しておりま

す。特に、夏期休業中のプール開放を実施する学校においては、教職員だけではなく、

保護者を含めた心肺蘇生法の講習会を夏期休業前に実施しております。また、マラソン

大会等の学校行事の前にＡＥＤの取り扱いについての職員研修を行なうなど、教職員の

危機管理意識を高める取り組みもなされているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございました。 

 今の答弁で本市の状況がよくわかりました。 

 日本では、毎日多くの人が心臓突然死で命を失っております。その数は何と１年間で

約７万人、１日に約２００人、７.５分に１人が心臓突然死で亡くなっているというこ

とでございます。その原因の多くは、心室細動と呼ばれる重篤な不整脈です。心室細動

になると心臓は震えるのみで、血液を送り出せなくなります。いわゆる心停止の状態で

す。数秒で意識を失い、数分で脳を初めとした全身の細胞が死んでしまいます。心室細

動からの救命には迅速な心肺蘇生と電気ショックが必要です。１１９番通報してから救

急車が到着するまでの平均時間は８.６分かかります。救急隊や医師を待っていては命

を救うことができません。突然の心停止を救うことができるのはその場に居合わせた人

しかいないということです。突然の心停止から救命するためにできることは、１つ、１

１９番通報。２つ、胸骨圧迫、心臓マッサージ。３つ、ＡＥＤによる電気ショックで

す。このうち１１９番通報をして救急隊の到着を待っていたのでは９.２％の人しか救

命できません。しかし、胸骨圧迫をすることで２倍、さらにＡＥＤを用いた電気ショッ

クが行なわれることで、突然の心停止の半数以上の人を救えます。これはそばに居合わ

せた人がすぐに実施するからこそ得られる効果であり、救急隊や病院到着後に医師や看

護師が行なう処置と比べて数倍の効果です。そこに居合わせた人が行なう心肺蘇生は完

璧ではないかもしれません。しかし、それでも医療者が関わってから行なわれる治療よ

りも効果が大きいのです。勇気を持って一歩を踏み出すことで救われる命が多くありま

す。学校教育を基盤に全市民が救命教育を受けられる環境を整備することを要望してこ

の質問を終わりたいと思います。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） それでは次の質問に移ります。 

 来年４月から全国の小学校で必修化されるプログラミング教育について質問いたしま

す。 

 プログラミング教育はコンピュータを動かす体験から、課題解決の道筋を論理的に考

える力を養うもので、算数など既存の教科の中で行なわれるようです。既に中学や高校

の教育課程では必修になっていますが、これまで小学校では課外活動で初歩的な体験を

行なう程度で、原則教育課程内では行なわれていませんでした。家庭や職場など、あら

ゆる生活の場でＩＴ情報技術が普及し、ＡＩ人工知能も身近な存在となる中、コンピュ

ータなどの先端機器を自分の意図通りに動かす力を養う教育は時代に即したものと思い

ます。世界ではプログラミング教育の導入が進んでおり、英国やロシアでは初等教育段
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階から採用しています。日本は取り組みの遅れが指摘されてきただけに、来春の小学校

必修化の意義は大きいと思われます。また、パソコンやタブレット端末などを活用した

授業は児童にとってわかりやすく、学習意欲を高める可能性が高いとされています。学

びの楽しさを広げる好機になればと思います。ただ、気になるのはプログラミング教育

への理解が十分に進んでいるとは言えず、プログラミング技術自体を学ぶものと誤解し

ている人が少なくないことです。文部科学省によると、全国の市町村教育委員会のプロ

グラミング教育実施に向けた取り組み状況は、昨年２月現在で、特に取り組みをしてい

ないが半数を超えています。 

 そこでお尋ねいたします。本市のプログラミング教育実施に向けた取り組みについて

答弁お願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 議員御質問の本市のプログラミング教育の実施に向けた取

り組みについてお答えいたします。 

 プログラミング教育は、社会構造や情報の技術などが急速に変化進展を遂げる中、こ

れからの子どもたちに求められる力の一つであるプログラミング的思考やコンピュータ

等を活用してよりよい社会を築こうとする態度を育成するために、平成３２年度の新学

習指導要領により、小学校に導入されるものでございます。このプログラミング的思考

とは、コンピュータやプログラミングの概念に基づいて、問題を解決する論理的思考の

ことであります。プログラミング教育は、新しい教科としてプログラム言語とコンピュ

ータプログラムそのものを学習するものではなく、例えば、算数や理科、総合的な学習

の時間など、さまざまな教科等においてプログラミングを体験しながら、論理的思考力

を身につける学習活動を行なうものであります。 

 今年度、本市といたしましては、ＩＣＴ教育やプログラミング教育の先進地の視察研

修、各種説明会や担当者セミナー等に参加し、国の動向や先進事例などについて情報収

集を行なってまいったところでございます。 

 移行期間となる来年度につきましては、文部科学省が作成している小学校プログラミ

ング教育の手引きや未来を学び構想しあうポータルサイトを参考にしつつ、学校と連絡

調整を図りながら、再来年度の必修化に向けてソフトウェアやハードウエアなど、プロ

グラミング教育に必要な環境整備について検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 それではちょっと再質問になりますけれども、この教育のための設備予算、地方財源
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措置として各自治体に配分されていると聞いておりますが、パソコンや校内ＬＡＮの設

備といった学校のＩＣＴ情報通信技術化も重要と考えております。これに対して本市の

状況の答弁をいただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 必要な設備の整備についてということでございます。 

 平成３１年度当初予算に理科教育で使用する教材の購入費を国の補助事業である理科

教育設備整備事業を活用して計上しておりますが、その中で、プログラミング教材とし

ての理科備品購入費が含まれております。 

 また、校務用や教育用パソコン及び電子黒板については、全小中学校に既に整備が完

了しております。タブレット端末や無線ＬＡＮ等の整備につきましては、可能な限り早

い整備を目指しておりますが、来年度から関係部署、教職員等を含め検討会議の中で十

分な協議を重ねてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 ＩＣＴ化、すごく重要なことですので、なるべく早い形で整えていただきたいと思い

ます。 

 あと、また最後の質問になりますけれども、実際懸念されておりますとりわけプログ

ラミング教育に不慣れな教員へのサポート体制はどのように考えておられるのか、その

部分の答弁をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 教職員等への研修サポート体制ということでございますが、

プログラミング教育実施に向けて、現在本市では、教職員向けの研修等は現在行なって

おりませんが、文部科学省から映像、テキストを含めた教師用研修教材が作成後速やか

に公開される予定でございます。また、先ほど申し上げました未来の学び構想しあうポ

ータルサイトには、映像による実施事例が数多く掲載されておりますので、それらを活

用した校内研修などを、各学校で実施するようお願いするとともに、必要に応じてプロ

グラミング教育に関する研修会の実施についても検討してまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 本市においても教員の研修に民間の企業や団体の協力を得たり、また、外部の人材を

授業に活用するといった取り組みも進めていってほしいと思います。 
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 最後に、プログラミング教育へのより積極的な取り組みを要望してこの質問を終わり

たいと思います。 

［１０番 德村登志郎君 登壇］ 

○１０番（德村登志郎君） 最後になりますが、子育て支援について４点ほど質問をさ

せていただきます。 

 １つ目は、母子手帳アプリの導入についてであります。最近多くの自治体で導入され

ている母子手帳アプリ「母子モ」といいますが、これは紙の母子手帳と平行して利用で

きるサービスです。導入により自治体が発信した情報が住民の手元に届きやすくなり、

地域の新たなコミュニケーションの機会をふやします。また、成長記録の共有が簡単な

ため、夫婦、家族の子育て参加を促すことができます。子育て世代が抱える孤独や不安

を解消することで、母子保健サービスの向上、出生率向上へ貢献するとなっておりま

す。母子モはＩＣＴ情報通信技術を活用した新たな子育て支援策として、妊娠中から出

産、子育てまでのすべてのライフステージにあわせ、切れ目のない自治体サポートを実

現するツールであるようです。 

 本市においても検討いただきたい母子手帳アプリですが、執行部のほうの見解をぜひ

ともお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 德村議員御質問の母子手帳アプリ導入についてお答え

いたします。 

 母子手帳の電子化につきましては、さまざまなアプリケーションサービスが提供され

ていることは存じております。母子手帳アプリのメリットについてでございますが、親

は子どもの成長や健診、予防接種の結果を記録、グラフ化することができ、また、自治

体などはユーザーとなった住民に情報発信サービスを利用し、保健事業やイベントなど

の情報発信に役立つもので、東北地方や関東地方での活用が始まっています。 

 一方、電子化のデメリットとしましては、個人情報管理について確立されていないこ

と、また、市外へ転出した際に利用できなくなる場合があること、データ入力の手間が

かかること、また、市としましては、情報発信するための予算確保が必要であることな

どがございます。 

 母子手帳アプリは単独で利用するものではなく、現在利用している紙の母子手帳とあ

わせて利用されるものです。玉名市におきましては、事業の発信に関して広報たまなや

ホームページの活用、対象者への個別周知に加え、保健師や母子保健推進員等の訪問や

電話、健診で声かけすることで妊婦や乳幼児の健康状態や相談事のきめ細やかに把握す

ることの対応をとっております。このように子育てに関しての電子化のサービスは始ま
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ったばかりであり、もっと使いやすくデメリットの面も改善されることが期待されてお

りますので、今後もアプリ情報を注視しながら、情報発信の方法や導入につきまして考

えていきたいと思っております。 

 なお、熊本県でも子育て世代の困りごとや悩み相談に人工知能とＬＩＮＥを使って２

４時間無料で応じる子育て相談システムの実証試験に取り組んでおります。２０１９年

度にも実用化の方向であり、県レベルでは全国初となります。市としましては、この子

育て相談システムの運用を見守っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 いろんな状況をまず確認して考えていくというふうな答弁でございましたけれども、

実際、隣町にある長洲町では既に昨年６月より熊本県内では初の取り組みとなる先ほど

紹介しました電子母子手帳アプリ「母子モ」を長洲母子手帳アプリ「すこやかＤｉａｒ

ｙ」としてスタートさせております。これはやっぱり子育て世代のお母さんたちと市と

か行政の架け橋となっておりまして、特に予防接種につきましては、タイムリーなお知

らせ機能があり、また、母子健康手帳を紛失した場合でもアプリの情報をもとに復元さ

せることもできます。大変有益なツールですので、ぜひ、早期の導入を最後に要望させ

ていただきたいと思います。 

 次に、２点目ですけれども、ひとり親世帯の水道料金減免についてです。全国すべて

の自治体ではございませんが、ひとり親世帯の水道代、上下水道料金ですが減免になる

支援制度があることを御存じでしょうか。ひとり親世帯を支援する制度はさまざまあり

ますが、自治体により差や違いがあることの一つがこの水道料金減免であります。玉名

市には残念ながらひとり親世帯に水道基本料金や料金の一部が減免される制度はありま

せん。実際それを知ったシングルのお母さんから、「玉名市ではこのような減免制度は

取り入れられないんでしょうか。」というような質問がございました。 

 このことについての見解をお聞かせいただけたらと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 企業局長 松本優一君。 

［企業局長 松本優一君 登壇］ 

○企業局長（松本優一君） 德村議員のひとり親世帯の水道料金の減免についてお答え

いたします。 

 本市の水道料金減免につきましては、水道条例及び水道料金の減免に関する規定に基

づき、給水装置、給水管の破損、地震等災害による漏水時の減免を実施しているところ

でございます。ひとり親世帯に対する経済的負担の軽減を図る支援を目的とした水道料
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金の福祉的減免については、水道事業が独立採算による受益者負担のもとに成り立って

いることから、現在実施していない状況でございます。また、本市を除く熊本県下１３

市及び玉名郡４町でも実施されている自治体はない状況となっております。 

 今後の水道事業は、人口減少及び節水型器具の普及等に伴う減収、また、老朽管など

の布設がえや施設の更新事業等に多額の投資が見込まれますので、財政状況を鑑み、当

面の間は実施しない予定でありますが、子育て支援課と連携を図りながら、他自治体の

動向や情勢を精査した上で、適宜検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 ひとり親世帯の不安要素の一つに金銭的な、答弁いただいたとおり金銭的な問題があ

ります。ひとり親世帯の収入は決して高いものではなく、切り詰めた生活を送る必要が

あります。そこで助けになるのが、ひとり親世帯を助けてくれる手当や割引制度です。

一つでも多くの支援があれば、ふえ続けているひとり親世帯の一助になると考えており

ますので、ぜひとも答弁の通り前向きな検討をお願いしたいと思います。 

 それでは次の質問に移ります。 

 ３つ目、夏期休暇中における学童保育についてお尋ねいたします。 

 共働きの御家庭にとって、また、ひとり親の家庭にとっても夏休み中に子どもを預か

ってもらえる学童保育はありがたい場所です。しかし、子どもたちの生活がどのように

なるのかわからず不安に感じている保護者の方もいらっしゃると思います。そこで、特

に長くなる夏期休暇中の学童保育について伺います。 

 学童の保育時間や料金はどのようになっているのか。子どもたちは学童でどのように

過ごしているのか。昼食はどのようになっているのか。答弁をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 徳村議員の夏期休暇中の学童保育についてお答えしま

す。 

 現在、本市では保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学生の健全育成のため、放課

後や長期休暇中に預かる学童保育を１４の全小学校を１８の学童クラブに委託し実施し

ているところでございます。そのすべての学童クラブにおきまして、夏期休暇中も学童

保育を実施しておりまして、本年度の夏期休暇中の利用は約６００人でございます。 

 次に、夏期休暇中の利用料でございますが、利用料は学童クラブごとに定められてお

りまして、一部月額の所もございますが、おおよそ日額５００円から８００円の利用料

となっております。従いまして日曜日を除く全２９日間の夏期休暇中をすべて利用した

場合は、平均して約１万９０００円の利用料となるところでございます。 



 － 62 －

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 現状はわかりました。 

 それでは再質問になりますが、夏期休暇中の間だけ学童保育が必要な場合は、これは

利用が可能なんでしょうか、お答え願います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 徳村議員の再質問、夏期休暇中のみの利用についてに

お答えいたします。 

 夏期休暇中の学童保育の利用につきましては、原則、年間を通じて利用している児童

を優先して受け入れられていますけれども、各学童クラブの受け入れ状況に応じて、夏

期休暇中のみの利用希望者についても別途受け入れを実施しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 利用できるというようなことで安心いたしました。 

 それではもう１点でありますけれども、夏期休暇中は、先ほど答弁があったとおり利

用料金がほかの月と比べると高くなると思いますが、特にひとり親世帯では夏期休暇中

に学童利用料金の負担感が大きいというようなお話も聞いております。ぜひ、これを是

正するためにもひとり親世帯への補助とか、そういう考えを持っていただきたいのです

が、そういう考えがあるのかどうなのか、見解をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 徳村議員の再質問、ひとり親家庭への補助についてに

お答えします。 

 現在、夏期休暇中のみの利用に対する補助は行なっておりませんけれども、年間を通

じて利用する非課税世帯のひとり親家庭を対象に、月額２,０００円、年額としまして

２万４,０００円の利用料補助を行なっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 これもひとり親世帯の方からの要望だったのですが、夏休み中に金銭の負担がふえる

のは大変だというような声がありました。この声のほうをぜひとも汲み取っていただ

き、ぜひ、今後の検討も進めていただきたいと思います。 

 それでは、最後の質問になります。 
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 児童虐待防止対策についてであります。またもや虐待により子どもが犠牲になる事態

があってしまいました。やり場のない憤りを感じてなりません。千葉県野田市で小学４

年生の女児が親から虐待を受けて命を落としました。女児は通っていた小学校のアンケ

ートに被害を申告していましたが、市教育委員会は父親の威圧的な態度に屈して驚くこ

とに内容を教えていました。児童相談所を含め、不手際がなければ最悪の事態は避けら

れていたかもしれません。児童相談所などに寄せられている虐待に関する相談件数は増

加傾向にあります。その背景には、経済面や家庭内不和などさまざまな要因が絡む場合

が多く、解決方法が簡単に見つかるわけではありません。野田市のケースでは、行政は

虐待に気づいていたが、事件を防ぐことはできませんでした。児童虐待を巡る問題の複

雑さが改めて浮き彫りになったのではないでしょうか。それでも悲劇を減らすために政

治、社会をどう向き合うべきでしょうか。一つは、悩みを抱える家庭を地域全体で支え

る仕組みづくりにあると思います。 

 そこでお尋ねいたします。本市における児童虐待防止対策についての答弁、お願いい

たします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 徳村議員の児童虐待防止対策についてお答えいたしま

す。 

 最初に、虐待通報を受けてからの対応についてでございますが、虐待が疑われる事案

が市に通告された際には、児童の安全を４８時間以内に目視で確認し、その後の経過観

察におきまして、身体的虐待や重度のネグレクト又は性的虐待を発見した場合には、児

童相談所と連携し、一時保護の実施や必要に応じ警察への協力依頼などを行なっている

ところでございます。 

 次に、報告された虐待件数についてでございますが、平成３０年４月から１月末現在

で６２件となっております。通告書の内訳としましては、学校や県教育事務所、スクー

ルソーシャルワーカーなどから２３件と最も多く、次いで幼稚園、保育園から１２件と

なっており、６２件の通告の５６％を占めております。また、児童相談所から１２件、

市福祉事務所から８件と行政機関が関わる家庭におきまして虐待が発見される場合もご

ざいます。 

 市の取り組みについてでございますが、平成２９年度には、児童自ら保護してほしい

と児童相談所に電話で連絡した事例もありますことから、今年度は各小中学校へ家庭児

童相談室のパンフレット、各中学校の保健室には名刺大のＳＯＳカードを配布し、養護

教諭からの相談や児童自ら連絡相談できるよう周知に努めたところでございます。 

 虐待は周囲に目立たないように行なわれ、虐待者が事実を認めない場合が多く、ま

た、虐待を受け入れる児童も事実を隠す傾向にあり、児童虐待の対応につきましては、
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早期発見が大きな課題といえます。警察や学校を初め、民生委員や医師会等２０機関で

構成する玉名市要保護児童対策地域協議会におきましては、ケース個別会議などで状況

把握や情報共有を行なっているところでございますが、これまで以上に、地域をはじめ

としたより多くの目で子どもたちを見守ることが必要であると考えているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 それでは再質問になりますけれども、一人でも多くの人に寄り添い、必要とする支援

をつなげる、必要とする支援につなげるためにも、児童福祉司、保健師、児童心理司の

増員が必要と思われますが、この点についての見解をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 徳村議員の再質問にお答えします。 

 当市の虐待件数は、ここ数年大きく増加していないものの、緊急を要するケースや内

容が重篤化しているケースは以前よりも多くなっている状況にございます。当市だけで

なく全国的に同じ状況が見られ、国におきましても児童相談所職員の増員を計画してお

りますけれども、即戦力となる人員確保の難しさが懸念されています。 

 子育て支援課では、虐待における緊急を要するケースや内容の重篤化に対応できるよ

う平成２９年度から専門職として社会福祉士を１人増員しているところでございます。

しかしながら、１人の職員が対象世帯の全般に関わり、虐待防止や家庭環境の改善を図

ることは非常に難しく、関係機関や地域で支援方法や役割分担を決め、チームとして取

り組むことが問題解決への近道であると考えております。 

 今後も虐待の傾向や推移を見守りながら、必要に応じた人員体制を検討していきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 もう１点再質問になりますけれども、保育園や幼稚園に入園せず、自治体の福祉サー

ビスも利用していない子どもは地域社会の見守りの目が届きにくいと思われます。そう

した未就園児の支援をどのようにされるのか、答弁お願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 徳村議員の再質問にお答えします。 

 未就園児などの児童につきましては、虐待の確認がとりにくいことや小学校入学に当

たり児童の情報が少ないなどの課題があり、該当児童自身も周りとの集団生活の経験が
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なく、学校生活での困りや悩みにつながると推測しております。 

 未就園児の虐待防止につきましては、今後も３歳半健診などの保護者への聞き取りや

ヘルパーなどの家事サービス時や民生委員、児童委員の訪問時での家庭とのコミュニケ

ーションの中で、早め早めに情報をキャッチすることが重要であると思っております。 

 市としましては、関係機関への周知、啓発を今後とも行なってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 德村登志郎君。 

○１０番（德村登志郎君） 答弁ありがとうございます。 

 公明党は、この児童虐待防止を重点政策の中で、児童相談所や市町村の体制整備、ま

た、弁護士ら専門職の配置などを進めるように訴えております。これらの機会は専門家

が痛ましい事件を防ぐ有効な安全策になるようにさらに対策の強化をすべきであると申

し上げてこの質問を終わりたいと思います。 

 これで今回の一般質問は以上で終わります。御静聴ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、德村登志郎君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、午後１時まで休憩いたします。 

午後 ０時０８分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時０２分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ２番 田真樹子さん。 

［２番 田真樹子さん 登壇］ 

○２番（田真樹子さん） 皆さんこんにちは。２番、創政未来、田真樹子です。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず最初に、数日前、２月２８日に新聞の記事で「ハイ！こちら編集局」に玉名市の

ことが載ってましたけど、皆さんお気づきでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○２番（田真樹子さん） これをまず読ませていただきます。 

 「おめでとうの一言ほしい。先日出産した娘が市役所に出生届を出してきました。複

数の課を回ったようですが、どの課でも「おめでとうございます。」と言われなかった

とがっかりしています。市役所の人にとっては毎日何人もの届けを受けるのでしょうが

出す側にとっては子ども一人につきたった１回なんです。これだけ少子化が進む中、子

どもが生まれたら祝福する雰囲気があればいいなと思います。たった一言でいいんで

す。特に市役所で歓迎してもらえたらこれから子育てをしていく娘にとっても支えにな

ったのでは。」という玉名市会社員、女性５３歳が投稿されておりました。もう二度と
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こういうふうな思いをされる方が出ないように御指導のほう、よろしくお願いいたしま

す。 

 そして私事ですが、先日、初めて横島いちごマラソンを走らせていただきました。前

回の鹿児島のツルマラソンに続き１０キロメートルを走ったんですけど、もう２回目だ

ったので、タイムも上がるのではと思いました。でも結果、２分上がっただけだったん

ですけど、経験のある方に話すと、「２分上がったてよかたい。」と褒めていただきまし

た。とても伊倉なんですけど、山を越えた向こうにこんなにぎわいがあってるとは、行

ってきて知らなかったので、それに参加することができまして、とても横島が大好きに

なりました。熊本のお友達も来ていただいたんですけど、ほかの方たちも横島町が好き

になられたんじゃないかなと思います。来年はフルマラソンを企画されて、予定されて

おりますけど、参加されたことのある皆さんは、またプラスワンということで、お知り

あいを誘われて、経験と感動を感じていただければなと思います。 

 では、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 市民遺産制度を制定してはいかがでしょうか。市民に光を当てることでモチベーショ

ンアップにもつながり、強いては市民の健康増進、地域振興、経済効果など大いに貢献

できると期待が持てるこの制度を制定してはいかがでしょうか。そして、玉名市といえ

ば何かという観光名所、土産物を周知する方法の一つとなるのではないでしょうか。大

河ドラマいだてんで観光客が押し寄せる千載一遇の大チャンスだからこそ、できる限り

のことを精いっぱいやる価値があると考えます。 

 ここで市民遺産が何かを説明いたします。 

 各自治体で定義づけは違うのですが、第１３号まで制定をされている太宰府市民遺産

を例に話をさせていただきます。 

 太宰府市民遺産とは、市民一人一人が大切に思う物、人、出来事これを将来に伝えて

いきたいと思う物語と守り育てる活動に対して多くの市民が太宰府にとって大切なんだ

と納得したものとされております。地域にとっても大切なもの、その歴史を大切に思う

人がいて、そこにストーリーがあり、これを守り育てる人がいる。そのようなことに価

値をつけることが市民遺産の考えだそうです。 

 １２月議会での答弁でお伝えいただき、場所を活用させていただきまして、今月の１

日より高瀬しぼり復元の歩みのパネル展が来月４日まで、そして作品の展示は今週の８

日までドラマ館に隣接する玉名市文化センターの図書館前で行なわれております。それ

がきのうの新聞に 

［新聞を示す］ 

○２番（田真樹子さん） このような形で載っておりました。 

 例えば、この高瀬しぼり木綿で話をさせていただきますと、平成１７年合併の玉名市
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閉式記念品として８００枚の商品を準備されたと聞きました。玉名市百選写真集には、

応募ではなく市のほうより百選の一つとして載せられたそうです。当時も熊本日日新聞

に取り上げられたりと玉名市でもひと盛り上がりがあったと聞いております。高瀬しぼ

り木綿は日本最古という事柄については、１月の広報たまなに掲載され紹介されまし

た。絞り染めで有名な愛知県名古屋市の有松鳴海の絞り木綿や豊後絞り木綿よりも古い

ので、絞り染めにおける我が国の源流ともいえるのであります。佐賀の有田焼、岩手の

南部鉄器、石川県の九谷焼など、全国にはその地域を代表する土産物があります。この

ような背景の中、本市では伝統的な工芸品や土産物の存在が認知されていないのが現状

であるため、復元された高瀬しぼり木綿が市を代表する伝統的な工芸品や土産物として

普及されるための取り組みを進めることが有効と考えます。 

 現在、大河ドラマいだてんが放送されており、大河ドラマ館や住家、お墓の見学を目

的とした観光客もふえております。そして観光客への土産として商品化されている高瀬

しぼり木綿のまがい物が出ても困りますし、価値づけする手段、広く周知する手段とし

て市民遺産としたらどうかという話を聞きました。指定文化財には当たらない文化財が

玉名にもたくさんございます。高瀬しぼり木綿もそうですし、ほかに例を出しますと、

私の地元伊倉の伊倉十三川という湧水園、北社、南社とある両八幡宮もそうです。指定

文化財とするには難しいとされるものを市民遺産として認定することで地域の活性化、

あるいは地域コミュニティ推進の促進にも有効と考えます。 

 では、ここでお尋ねいたします。玉名市の伝統的な工芸品について、前置きでお伝え

いたしました高瀬しぼり木綿を伝統工芸品や県の伝統的工芸品として認定されるよう市

として後押しができないでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 田議員の玉名市の伝統的な工芸品についての質問にお答

えいたします。 

 全国で約２３０品目指定されている伝統工芸品は「伝統的工芸品産業の振興に関する

法律」に基づき経済産業大臣が指定するものですが、その指定されるためには１００年

以上の歴史をもっているかどうかなど、５つの条件を満たしているか文献や現物をもと

に審査されております。また、県下で８５品目ある熊本県の伝統的工芸品は、熊本県伝

統的工芸品の指定要綱に基づき知事が指定するものですが、これも主として日常生活の

用に供されている又は伝統的に使用してきた原材料を主たる原材料として制作され、３

０年以上の歴史を有することなど５つの要件を満たす必要がございます。 

 高瀬絞り木綿は、現況においてその制作を１００年以上前に途絶えたものと考えら

れ、また、オリジナルな情報を生成する一次資料と認定される高瀬絞り木綿の実物も発
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見されていないことから、伝統工芸品や県の伝統的工芸品として認定されることは現段

階では非常に難しいものと考えております。また、議員が提案されました本市の伝統的

な工芸品等を本市が誇れる市民の遺産として認定する制度を創設し、復元された高瀬し

ぼり木綿を指定することについては現状では考えておりません。 

 なお、高瀬しぼり木綿によるハンカチ、手ぬぐい、のれん、風呂敷など、生産され販

売されることは議員もおっしゃられるとおり、市の宣伝や高瀬絞り木綿の周知にも大い

に寄与するものであると考え、大いに推奨したいと思います。また、そのような活動が

持続され拡大されることは地域振興や市民の健康増進などにもつながるものと期待でき

るものと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 高瀬しぼり研究会の方々は、ますます元気づかれて現在活動されております。「玉名

の遺産を活かす会」の代表が発足して１年が過ぎたと言われておりました。市長も会員

でしょうか。玉名の遺産を活かす会でも市民遺産の話は出ているそうです。活かす会の

代表は活かす会で考える１番の候補は、高瀬しぼり木綿と言われておりました。ほかの

熊本県内１２の市で市民遺産制度として制定してあるところは、きのう電話でお尋ねし

ましたが、菊池遺産以外はまだありませんでした。その中で、熊本市の文化振興課で

は、地域文化財として進めていく話はあったが、まだ制定していないと言われておりま

した。 

 先ほどもお伝えいたしましたが、玉名市百選という写真集が市施行４５周年記念事業

の一環として平成１１年に松本虎之助市長時代に発行されております。この玉名市百選

は、玉名市の史跡、景観、観光、食文化、その他いろいろな分野において地元で埋もれ

ているもの百選を発掘、再発見することにより、郷土に誇りを持った市民による活力あ

る地域づくりを振興するとともに、新しいふるさとの発見と子どもたちに郷土愛をはぐ

くむことを目的として市民の皆さんから応募をいただいたそうです。 

 松本虎之助元市長は、当時「今後の新しい玉名市の再発見の道案内としていただけれ

ば幸いです。」と写真集のあいさつに書き残されていました。あれから２０年後、玉名

市が名誉市民金栗四三氏が主役として大河ドラマが始まるなど、今、全国から注目をさ

れております。先進地の太宰府市では、８年前に制定され、県内では菊池市のみが制定

されております市民遺産制度を２０年目の節目を機に、また、天皇陛下即位のため元号

も変わります。平成は一昔前となっていきます。ここで玉名市百選に変わる、そして関

わる市民に光を当てることでモチベーションアップにもつながり、強いては市民の健康

増進、地域振興、経済効果にも大いに貢献できると期待が持てるこの制度を制定するこ
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とは有効と考えます。 

 それでは次の質問に移ります。 

 （２）担当課の考えは。先ほどお伝えいたしました市民遺産制度を創設するためへの

条例を制定することによって、市の基本方針をお尋ねいたします。また、４月からにで

も条例制定に着手し、急速に運用を開始すべきと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 教育長 池田誠一君。 

○教育長（池田誠一君） 田議員の担当課の考えについての御質問にお答えいたしま

す。 

 市民が誇れる本市の伝統的な工芸品ではあるものの、県の伝統的工芸品の指定を受け

るも、惜しくも満たさない工芸品などにつきましては、それを市民の遺産として認定

し、制度の創設については、現時点では考えておりません。 

 今後、市民遺産と称されるほか、他市町村の制度や条例の内容の研究や情報収集を図

り、文化教育行政の視点から、積極的な制度創設の必要性を認めた際には、その検討に

着手したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 地域にとっても大事なもの、その歴史を大事に思う人がいて、そこにストーリーがあ

り、それを守り育てる人がいる。そのようなことに価値をつけることが市民遺産の考え

だそうですと先ほどもお伝えいたしました。指定文化財とするには難しいものとされる

ものを市民遺産として認定することで、地域の活性化、あるいは地域コミュニティ促進

にも有効と考えますとお伝えいたしました。 

 では、必要性を認めた際は、制度創設の検討に着手したいと答弁いただきましたが、

必要性とは具体的にどのようなことでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 田議員の再質問の必要性を認めた際ということでござい

ますが、本市では法の規定による重要無形文化財、もしくは県の条例による熊本県指定

重要無形文化財に指定される文化財を除くもので、市の区域内に存在する市にとって重

要なものを玉名市指定重要無形文化財に指定することができます。なお、市指定重要無

形文化財の染色の工芸美術の指定の基準は、芸術上も価値が高く又は工芸市場重要な地

位を占めるもので、かつ玉名地方の伝統的な特色を示すものなどとされております。 

 また、市指定重要無形文化財に並ぶ重要なものと考えられるが、さらに詳細な資料、

調査を必要とするものや市指定重要無形文化財に準ずる価値を有するものについては、

選択無形文化財として指定することもできます。従いまして、このような制度に照らし
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て、市指定重要無形文化財や選択無形文化財として指定することがかなわなかった場合

であっても、そのものの文化的な価値に鑑み、何らかの価値づけをする制度の創設がさ

らに必要と判断される場合が御質問の必要性を認めた際ということになると考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 （３）では、今後の課題は。制定のために必要なクリアすべき課題はどのようなこと

でしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 今後の課題についてお答えいたします。 

 復元された高瀬しぼり木綿など、その材料や製法等について確実な検証や継承がなさ

れていると実証できていないものを伝統的な工芸品として認定する場合には、文化行政

を担当する立場としては、伝統的なものとして認定する際に、どのような条件を満たし

ている場合が伝統的なものであるとするのか。その定義を決めることが重要であると考

えております。また、そのような場合における定義の決定については、広く市民の皆様

や有識者などの御意見を拝聴しながら、慎重に審議して実施する必要がございます。 

 条例を制定する場合には、このような整備を十分に行なった上で、制度を設計し、条

例案を議会に提案する必要がございます。現時点においては、高瀬絞り木綿を文化的な

市民遺産として認定することを視野に入れた制度を構築することは見送りたいと考えて

おります。また、伝統的な作成技法にしたがって制作された工芸品ではあるものの広く

一般に普及していない工芸品を本市を代表する工芸品であるとの地位を確立させるため

には、その工芸品の継続的な供給体制の整備や使用実績の積み上げも重要な課題になる

ものと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） 平成２９年４月２８日付で、菊池川流域のストーリーが日

本遺産に制定されたとき、菊池市、山鹿市、和水町、そしてもちろんこの玉名市もとて

もうれしかったはずです。そして日本遺産に認定されたことによって、本市をアピール

することも事業もふえ、商品もできて、いろんな意味で活性化したのではないでしょう

か。同じく地域の市民団体が活動や取り組みを認められたら同じようなことが起こるの

ではないかと。繰り返し言うようですが、認定が難しい指定文化遺産に沿わない、あわ

ないものを市民が大事に思い、そして大事にしていきたいもの、ことなどを認定する市

民遺産を高瀬しぼり木綿だけに限らずの提案でしたが、今回は見送られるということは
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わかりました。しかし、県内で取り組まれておられます菊池市では、地域の宝物として

古来より大切にされているものや行事などをふるさと遺産、国、県、市などの指定を受

けた文化財などを特別遺産として分類されておりました。第１回菊池遺産認定は平成２

１年、今から１０年も前なのです。ほか、県内１１の市では、まだ取り組まれていると

ころはないので、今、いだてんで盛り上がっている玉名市が取り入れられたら話題性も

あり、注目されるいい時期だとも思っております。 

 では、最後に市長にお尋ねいたします。 

 これまでの答弁を聞かれて、市長の感想をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） ただいまの御質問にお答えします。 

 高瀬絞り木綿の歴史や復元された高瀬しぼり木綿につきましては、平成８年の旧玉名

市の時代に歴史博物館こころピアにて高瀬絞り木綿の源流とその展開と銘打ち企画展を

開催した経緯がございますように、玉名市としましても、もちろん私自身の個人的な思

いといたしましても、とても大切にし、大いに活用していくべきものというふうに考え

ております。しかしながら、高瀬しぼり木綿の認定を視野に入れた市民遺産条例の制定

については、先ほど教育長の答弁と同様に、現時点においては時期尚早ではないかとい

うふうに考えております。今後、高瀬しぼり木綿を取り巻く環境や高瀬絞り木綿の調査

研究の成果に大きな変化が認められるなどした場合には、御提案いただいたその条例制

定にも向けた検討について、再考をしていかなければならないというふうに思っており

ます。また、まずは玉名ブランドというその菊池で行なわれているようなものも、取り

組みも玉名でもありますし、条例を制定する、制定しないということにかかわらず、市

民の皆様が高瀬しぼり木綿の保存普及のための活動に意欲を持って携われることは、議

員の御意見と同様に本市の地域振興はもとより、健康増進等に大いに寄与できるものと

いうふうに期待をしておりますので、大いに推奨をしていきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田真樹子さん。 

○２番（田真樹子さん） ありがとうございました。 

 また、私も違う視点からも考えてみたいと思っております。 

 今回は、私自身この市民遺産について知れたことと、関係者各位の方々にも認識いた

だいたことも一歩進んだとうれしく思っております。 

 県内２番手での市民遺産制度の制定を期待いたしまして、本日、私の一般質問はこれ

で終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 
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○議長（中尾嘉男君） 以上で、田真樹子さんの質問は終わりました。 

 １６番 近松惠美子さん。 

［１６番 近松惠美子さん 登壇］ 

○１６番（近松惠美子さん） こんにちは。まずは吉田大先輩に傍聴に来ていただいて

本当にありがとうございます。お久しぶりでございます。 

 まだ明るいんですけども、市長を初め職員の皆さん、いつも毎日夜遅くまでお疲れさ

までございます。私、この近辺を通るときにいつも庁舎に電気がついてるかなというこ

とを見ているんですけども、本当に遅くまで電気がついてることが多くて、それから普

段６時過ぎに私がまだ庁舎にいるときも当たり前のように仕事をしている職員が非常に

多いことに申しわけないなと思っております。もうこのように遅くまで仕事されている

職員さんの姿を見ますと、これ以上「あれをしてくれ。」とか「これをしてくれ。」とか

言えないなというふうな気持ちになってしまいます。減らせるものがあったら、減らし

て、新しいものを取り入れる余裕もつくっていただきたいなというふうな気持ちでおり

ます。また、男女の差をつけてはならないと言われてますけれども、やはり小さい子ど

もを育てている女性職員さんには、また、配慮をお願いしたいなと思いながら、残って

いる職員の姿を見て心配しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 そしてまた、今度の３月の玉名市広報ではメリケントキンソウのことをまた上げてい

ただいてありがとうございました。今年は暖冬で暖かいので、これメリケントキンソ

ウ、大体４月なんですけども、私もきのう見まして、もう愕然といたしました。これは

鹿児島県なんかが非常に力を入れているので、県事務所にもこれは非常に危険というこ

とで、取り組んだほうがいいですよと言いに行ったんですけれども、県事務所では全く

相手にしていただけずに、玉名市の環境整備課ですかね、そこでとても熱心に取り組ん

でいただいて、また今年も忘れずに広報に取り上げていただいたということで、本当に

よくやっていただいて感謝しております。 

 では、通告に従いまして始めます。 

 まず、交流人口をふやすための施策についてということですけれども、このことにつ

きましては、年間を通じてのイベントでも集客を図っていますし、また、今年はいだて

んを千載一遇のチャンスとして、その経済効果を上げたいと担当課だけではなく、庁内

上げて頑張っていただいていると思います。さらに今年に入ってからは、数々のイベン

トの開催で忙しくなってきたものと思います。そしてこの努力が実って、市民がいだて

ん効果を実感できるように、今後も効果的な事業展開をしていく必要があります。 

 ところで市民の間から「玉名にも道の駅があったらいいのにな。」という声をたびた

び耳にします。「岱明でしたら５０１号線沿いにほしい。」とか、それから「パイパス沿

いがいいんじゃないか。」とか、そういう声をよく耳にします。「福岡もあそこのが立派
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だ。」とか、「ああいうのがあったらいい。」とかというふうな声を聞きます。そこで建

設経済委員会でも道の駅を視察したり、市内の業者さんとの意見交換会もいたしまし

た。その結果、今のところですけども、私個人の考えといたしましては、玉名市内には

余りにも多くの直売所がありますので、諸手を挙げて賛成するには、まだ検討すべきこ

とがあると考えている段階です。成功しているところばかり見に行くわけですけども、

そうではないところもたくさん目にしますので、やはり慎重に考えなくちゃいけないか

なと思っているところです。 

 そこでまずは、現存の今ある直売所を主としてもっと応援していくほうが経費もかか

らず、堅実に農産物の売上げも上がるし、また、玉名への来訪者もふえるのではないか

というふうに、私は考えました。 

 そこでまず、産業祭とともに開催している大俵まつりの参加状況とそれに伴う産業祭

の出店売上げ、そして参加団体についてお伺いしたいと思います。 

 それから続けてですけども、私、阿蘇から別府に向かう途中で何カ所かの道の駅をと

んとん、とんとん立ち寄って、どんなものがあるかをのぞいてみました。そうしました

ら当たり前のことかも知れないんですけども、さすがにトマト、ミカン、イチゴ、色鮮

やかなものがなくて、あるのは黒、シイタケだけぐらいなんですね、非常にびっくりし

ました。考えてみれば当然のことなのですが、私たちは、この玉名に暮らす私たちは

日々の暮らしの中で、トマトやイチゴやミカンは当たり前のように目にして暮らしてい

るので、これが普通かなと思ってしまうんですけれども、よそに行ってみればこういう

ものは珍しいということです。本当に他の土地に住んでいる方にとってはこんなにたく

さんの種類が豊富に売ってるお店があるということは驚きではないだろうかというふう

に改めて思いました。そこで私は、この玉名の農産物の豊かさが目立つように、ミカン

まつりとかイチゴまつりとかトマトまつりなど、直売所を中心に取り組んでいただいた

らどうかというふうに考えました。私はずっと以前よりミカンまつりをしていただいた

らいいのになというふうに思っていたんですね、なぜかといいますと、私が玉名に来て

からミカンの種類の多さというのはびっくりしたんですね。男性は余り買い物されない

から御存じないかもしれないんですけど、今どきは１０種類ぐらい売ってるんですね。

ミカンはミカンという名前しか知らなかった私にとって、ミカンはいろんな名前があっ

て、いろんな種類があるということは、非常に熊本に来て驚きでした。そういうこと

で、熊本玉名にはこんなにミカンの種類があるんだよと、来てみたらこんなミカンを楽

しめますということでミカンまつりをしたら、関東各地からでも女性が駆けつけてくる

んじゃないかと私は思ってたんですけども、たった１日か２日して、大変な思いして経

済効果はどうかなとか、職員さんの負担はどうかなというふうに自分の中で思い続けて

きたんですけども、これを市でするというより、今ある直売所でしていただくと。して
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いただくのもなんですかね、ある程度の基準を協定結んだら、のぼりを立ててもらうだ

けでもなんかもうお祭りになるんじゃないかと、私は思ったわけです。ですからある程

度のミカンの種類とか、トマトとか、並べてくださるところには、例えば、市のほうで

ミカンまつりとか、トマトまつりというのぼり旗をあげますとかですね、そして玉名市

内全部でしてますということで、広報活動をうちでするとかですね、そういう広報から

応援していくとかですね、そういうことをすれば、市外からのお客がなんかミカンまつ

りで、数種類のミカンがあるらしいからいってみようと、そういうふうになっていくん

じゃないかと。まず、直売所、道の駅を考える前にそれが先ではないかなというふうに

私は考えた次第です。 

 今の玉名の直売所は地元の人や常連さんには知られているかもしれませんが、通りす

がりの人が入ってみようと思える強い宣伝力が欠けているように思います。私も改めて

きのういろんな直売所に行ってみたんですけども、こんなにも多くのミカンがあるとか

トマトがあるとわかるようなのぼり旗全然ないんですね、地元の人が新鮮な野菜がある

から行こうみたいな感じの直売所であると思います。１０種類もの柑橘類をそろえてあ

る直売所であっても「ミカンがあります。」とか「ミカン」みたいな旗は立ててないん

ですね、本当に残念なことだなというふうに思いました。また、ドラマ館から博物館に

移動するところにも直売所があるわけなんですけれども、そこにもよそから来た人がこ

こよってみたいと思えるようなのぼりというんですかね、宣伝がないんですね、やはり

玉名らしさをＰＲして市外のお客さんを取り入れようとするそういうふうな宣伝力はま

だまだないなというふうに思って見たところです。 

 そういうことで、市が直売所の指定管理以外の、指定管理も含めてですけども、直売

所の経営者の方とまた協議していただいて、どういうふうに市が応援したら玉名の農産

物をもっと取り扱っていただけるか、積極的に販売していただけるか、その辺のことを

協議していただいて、直売所をまず肩入れするということで玉名の農産物を多くの方に

わかっていただくとか、販売促進になると、そういうふうなことにつなげていったらど

うかなというふうに思っております。 

 そういうことで二つまとめてお伺いいたします。このことについて、どうお考えかと

いうことをお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 近松議員の玉名大俵まつり及び玉名市産業祭について

お答えいたします。 

 初めにこれら２つのまつりの開催目的についてふれさせていただきます。 

 まず、玉名大俵まつりにつきましては、菊池川河口に位置する本市の恵まれた地の利
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を活かし、江戸時代から米の集積地として繁栄し、米俵の積み出しで使われていた史跡

俵ころがしにちなみ、玉名の繁栄と五穀豊穣への感謝を目的に開催しております。 

 次に、玉名市産業祭につきましては、全国有数の産地として本市の特産物であるミカ

ン、トマト、イチゴ、さらにはアサリ貝などの販売などを通じ、本市の基幹産業である

農林水産業の振興を図ることを主たる目的として開催しております。これらのまつりに

つきましては、それぞれの実行委員会によりそれぞれのまつりを開催してまいりました

が、平成３０年度に初めて合同開催として、昨年１１月２３日に実施したところでござ

います。 

 議員お尋ねの玉名大俵まつり、玉名グルメフェスティバルの出店状況、玉名市内、市

外の内訳、売上額につきましては、飲食物等の販売店４１店舗に出店いただき、うち玉

名市内の事業者が２８店舗、玉名市外の事業者が１３店舗でありました。売上額につき

ましては、最も売上げが多い店舗で約３２万円、最も少ない店舗で約２万円、４１店舗

の平均が約１０万円となっております。売上げが多かった店舗はおにぎりや焼きそばな

どの軽食の販売を行なった店舗でありました。このように売上額に開きがありますが、

ジュニアエコノミーカレッジや学生ブースなどの安価で数量を多くは準備できない店舗

があることが理由ではないかと考えております。 

 次に、玉名市産業祭につきましては、玉名市内の飲食物等の１２店舗からの出店をい

ただきました。売上額につきましては、最も売上げが多かった店舗で約１９万円、最も

少なかった店舗が約１万円、１２店舗の平均が約７万円となっております。その中でも

農産物の販売数量につきましては、イチゴ１３６パック、ミニトマト２４０パック、ト

マト１４０玉、ミカン１４０キログラム、ナス２５袋、スナップエンドウ１１７袋、キ

ャベツ８８玉となっております。この農産物の販売につきましては、市の野菜振興協議

会及び柑橘振興協議会の取り組みの一つとして、それぞれから商品を実行委員会に無償

で提供していただき、事務局である農林水産政策課の職員が店頭販売を行ない、産業祭

の経費に充てているところでございます。 

 引き続き、近松議員のミカンまつり、トマトまつり、イチゴまつりを開催してはどう

かについてお答えいたします。 

 議員御提案のまつりとは、玉名大俵まつりのようなイベントの開催ではなく、ミカ

ン、トマト、イチゴに関するフェアを開催し、その農産物の時期ごとに地域全体でまつ

りのような雰囲気づくりを行なうことによって、市外からのお客様を呼び込み交流人口

の増加につなげてはどうかという御提案と認識しております。 

 例えば、ミカンまつりとしてミカン収穫の時期に合わせて市内の直売所などでまつり

の趣旨に賛同する店舗に共通ののぼり旗の設置やポスター等の掲示により玉名市を訪れ

たお客様に対して、玉名の特産物をＰＲするとともに玉名市民に対しても全国でも有数
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の生産量と品質を誇るミカン、トマト、イチゴなど、玉名の宝物を再認識してもらうよ

い機会になると考えております。そのためまずはふるさとセンターＹ・ＢＯＸや農産物

産直売所「郷○市」、ＪＡ玉名の直売所であるｉ－きらめきにおいてそれぞれがお持ち

ののぼり旗を収穫期に設置していただくようにお願いするとともに、市のホームページ

やＳＮＳ等での情報発信に努め、地域における全体的な機運醸成に向けて関連施設、関

係団体と協議してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 大俵まつりはこの間も盛況で、また、ダンスを取り入れ

たところからまたさらにお客さんがふえたんじゃないかと思いますけども、１日で３２

万円の売上げがあったと、お店もあるということで、それだけ集客はできていたという

ことじゃないんじゃないかなと思います。農産物も結構売れてるようですけども、なん

かちょっと部長から私の考えていたほうの玉名の農産物をもっと応援してほしいという

ふうなことを、趣旨を十分御理解いただけましたので、一歩一歩、一つずつやって反応

を見ながら、また次の政策を考えていただけたらいいかと、私は思っております。 

 よそから来ますと、本当に玉名というのは恵まれているなと思うんですけども、新幹

線を降りても玉名がミカンの産地だと、トマトの産地だと、イチゴの産地だという雰囲

気が全く見えないんですね、そういうことであちこちにのぼりが立って、「ああ、玉名

ってこういうまちなんだな。」ということが、基幹産業が農業だということで、それが

わかるようにぜひまた力を入れていただきたいというふうに思います。 

 先ほど話したミカンの種類のことなんですけども、いわゆるＪＡの直売所ですね、あ

そこに１０種類ぐらいあったんですけれども、皆さん１０種類ぐらいミカンの名前御存

じでしょうか。スイートスプリング、はるか、ツルノマイ、八朔、甘夏、紅八朔もあり

ましたね、ネーブル、デコポンというか不知火ですね、それからいよかん、ポンカン、

チャンドラ、晩白柚、パール柑、河内晩柑、せとか、清見、日向夏とかいろいろありま

す。あそこのＪＡの所でも１０種類ぐらいは売ってました。私、農協に行って玉名でど

のくらいの種類の柑橘類が栽培されてるんですかと聞きに行きましたら、意外と御存じ

なかったのでびっくりしたんですね、つまり大量につくって消費地に届けるというその

種類以外は農協では知らないということなんですね、つまり普通の大型店に行きますと

これだけ大量の柑橘類を見ることができないということなんですね、直売所だからちょ

こっとしかつくってないんだけども、家で食べきれないから出すということができるの

で、直売所だからいろんなミカンを並べることができると。でも大きな流通に乗るとこ

ろだったらこういういろんな種類は、出回ってない種類は取り扱いませんので、スーパ

ーで買うときには１０種類ものミカンを見ることができないということなんですね。こ
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こにやっぱり直売所の意義があるのかなと私もつくづく思いました。以前は小売店が各

地にありましたから、まだ小売店に珍しいミカンがあったんですけども、今、小売店が

つぶれて大きなスーパー中心になりますと、やはりこの大きな流通で手に入るものしか

食べられないということです。ですからこの１０種類ものミカンを、柑橘類を見ること

は、あるいはその玉名の直売所来なければ見れないかもしれないということなんです

ね。私も玉名のちょっと大型スーパーに見に行ってきたんですけど、やっぱりこんな１

０種類も当然ですけど並べてないんです。玉名のものは３種類ですかね、四国のいよか

んとかはありましたけども。ですからきっと熊本の方でも１０種類の柑橘類を見ること

ができて、選ぶことができるというのは、そういうお店というのはあんまりないんじゃ

ないかなと思いました。私は「マーコット最近見ないんですけど。」とか農協の方に聞

きましたら、「いや、マーコットはだれがつくってるかわからない。」と言われるんです

ね、大体切ってしまったかもしれないとか、最近「ツルノマイというミカンが出ました

ね。」て、「あれはどういうふうでつくってるんですか。」と聞きましたら、「いや、ツル

ノマイというミカンは自分は知らない。」と言われまして、本当に農協で扱ってるミカ

ンしかＪＡの方も知らないと。そのくらいこれだけの種類があるということは、やはり

非常に貴重なことなんだなと思いました。ぜひ、この玉名のこんなにたくさんの種類の

柑橘類が栽培されてて、それを見て買うことができるという、この特質をもう一回注目

していただきたいというふうに思います。 

 私段ボールをもらって、何種類ものミカンを一袋ずつ買っては入れて、何種類も送っ

たんですけど、それはそれは喜ばれるんですね、こんなミカン見たことがないと言うん

ですね。きっとチャンドラとかはるかとかスイートスプリングとかこういうものという

のは余り河内晩柑なんか出回ってないと思いますね。少し前は皆さん御存じでしょうか

弓削瓢柑（ゆげひょうかん）とかマーコットとかよく出回ってたんですけども、やはり

つくってる人が少ないせいか、もう目にすることができなくなりました。でも直売所で

こういうのを売り出しまして、多くの人が買うようになれば、また生産者も勢いづいて

生産していただけるんじゃないかなと思います。よく言われるのは定年退職してちょっ

と小遣い稼ぎをしたいから、それを出せる直売所がほしいということ言われるんです

ね。 

 男性は余り果物食べないから御存じないかなと思ってですね、ちょっと私が知ってる

ことをご披露させていただきました。 

 そういうことで、ぜひ、直売所にてこ入れをお願いしたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

 せっかくですので、ミカンのことに詳しい副市長から何かありましたらどうぞ。 

○議長（中尾嘉男君） 副市長 村上隆之君。 



 － 78 －

○副市長（村上隆之君） 突然のご指名で、今、近松議員がおっしゃられましたように、

私も今、直売所で１０種類ということが、いろいろお話を聞いた中で、東京に行っても

恐らくその専門店に行ってもそんなに種類は、やはり時期的なものがございますので、

なかなか揃うということはなかろうと思います。そういう面で、玉名で直売所の中では

やはりかなり量は揃うかなと。その品揃えについては、やはり地域の直売所でなければ

拝見できない、見ることはできないと。これは非常に目から鱗ですが、そういったふう

な感想を持ちました。ですからそういった点で、まつりと称して直売所のあたりでやる

ことというのは、非常に新しい斬新なアイディア、何でこういうことを今まで思いつか

なかったのかなという思いもしております。そういうことも含めまして、やはりもう少

し農協と生産者の皆さんともミカンに限らず、トマト、イチゴもいろいろ創意工夫をし

ながら、そういった形で産地をＰＲできればというふうな思いに駆られたところでござ

います。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

［１６番 近松惠美子さん 登壇］ 

○１６番（近松惠美子さん） では、ミカンの産地の副市長からも答弁いただきました

けど、きっと副市長は８種類ぐらいしか御存じなかったんじゃないかなと思いながら聞

いて 

○副市長（村上隆之君） つくっとっとは知ってます。 

○１６番（近松惠美子さん） つくっていますか。 

 私は、ミカンは珍しいものがあったら買って食べてみないと気が済まないというほう

ですので、ミカンちょっと楽しみにしてますから、ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 では次は、長寿命社会に対応した地域活性化対策についてということでお伺いいたし

ます。 

 土曜日に新聞を読んでいましたら８３歳で定時制高校を、定時制高校は４年ですけ

ど、３年で卒業した方の記事が掲載されていまして非常に若く見えました。「今後は短

大に進学しようかしら。」というコメントもありました。それからまた、往年の大スタ

ー有馬稲子さんの活躍ぶりも掲載されてましたけど、８６歳ですがとっても若々しくて

今でも朗読などの仕事などをなさっておられるようです。 

 人生１００年の時代が来たと言われていますが、まさにそのようになっていくだろう

なと感じることのことが多い昨今です。今までの人生のテーマをずっと持ち続けて、生

涯現役で暮らす人もいれば、若いころにできなかった夢を実現するための時間として有

意義に過ごす人もいます。しかし一方、生老病死という言葉どおり高齢者は死と病と老

いと隣り合わせであるため、その影に揺さぶられて不安の中で日々暮らしている人もお
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られます。病と死と老い先ばかりを考えていると、そのような情報しかキャッチせず、

健康でいることが最大の関心事になります。しかし、退職後３０年から４０年ある人生

を健康でいることと認知症にならないこと、筋力をつけて寝たきりにならないようにと

いうこの３つの指示を頭に置いて生活するというのは、つまり不安と恐れを抱いて生活

するというのは、ちょっとおかしいのではないかなと最近始終思います。 

 人生の目的が健康というのはもったいないことではないかと思います。子どもも育て

上げ、すべての時間を自分のために使えるこのすてきなシルバー世代が、現役時代に蓄

えた技術、経験を活かして社会貢献をすることができたり、やり残したこと、やりたか

ったことに挑戦できるそんな人生を送る応援を市が積極的に取り組んだら、結果として

元気になる人はふえ、地域はもっと元気になります。 

 私が思うに、健康になるための努力をして健康になるんじゃなくて、本当にいい人生

を送ると健康はついてくるんじゃないかと私は思いますし、そのようなやり方のほうが

非常に生産的ではないかなというふうに考えています。不安、恐れで生きるのではな

く、喜びと幸せを感じて暮らすことができたら、人は大いに力を発揮します。今の世の

中の風潮、国の方針は意識的ではないかもしれませんが、不安、恐れを増長させて人を

動かす傾向にあるように思います。 

 そこで、玉名市の介護予防事業の成果、保健事業の成果についてお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 近松議員御質問の介護予防事業の成果を伺うについて

お答えします。 

 現在、玉名市では健康で元気な高齢者をふやし、住み慣れた地域で安心して暮らし続

けるため、地域での支えあいの体制づくりを高齢者の重点施策として位置づけ推進して

いるところでございます。 

 具体的にはいきいきふれあい活動、ゆたーっと元気体操、通いの場などの活動を現

在、約１６０カ所の公民館で実施しており、特に、週１回以上の取り組みを行なってい

る地区は、介護予防効果が高いことが実証されております。高齢化率は上昇しておりま

すけれども、介護保険認定率におきましては、平成２５年度２１.６５％から平成２６

年度は２１.４１％に下がり、その後総合事業が始まった平成２９年度には１８.７９％

まで減少しております。また、介護保険給付費におきましても、平成２７年度から減少

傾向にあり、平成２９年度は約１.７％下がっているところから、その成果が十分現れ

ているものと考えられます。今後もより効果が期待できる週１回以上、地区公民館を活

用した介護予防事業を市内全体に拡充してまいりたいと思っております。 

 続きまして、保健事業の費用対効果についてお答えいたします。 
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 特定健診について申し上げますと、４０歳から７５歳未満を対象とした国民健康保険

特定健診にかかる費用でございますけれども、平成２９年度決算額で約６,３２０万７,

０００円となっており、うち臨時職員３人分の人件費が３８２万６,０００円となって

おります。費用対効果といたしましては、平成２９年度の特定健診の結果を申し上げま

すと、医療高血圧異常、これは上の血圧が１６０以上、もしくは下の血圧が１００以上

の方の中で、医療につながり降圧剤の服用を開始した人が２２６人中３３人でございま

した。３３人全員が年間降圧剤を服用する医療費としましては、１年間で１人当たり約

１１万８,０００円、３３人で約３９０万円でございます。一方、３３人が軽い脳血管

疾患で健康障害を起こした場合にかかる費用としまして、１人当たり６２０万円、３３

人で約２億円となります。その差額が費用対効果、そしてなによりもその方のＱＯＬ、

すなわち生活の質を落としてしまうことを考えますと、金額では表すことのできない効

果だと考えられます。 

 本市では、そのほか肺がん、胃がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん等のがん検診の

実施や４０歳未満を対象とした若人健診等の実施により、市民の日常生活における健康

維持と支援に努めてまいります。また、一人一人の体の状況に合わせて、各家庭の戸別

訪問に力を入れておりまして、今後も元気で長寿社会を迎えられるように保健予防事業

の充実に努めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 日ごろ熱心に取り組んでいただいているところから、介

護認定率ですか、少し下がってきていると。また、医療費についてもお金で言えない成

果が上がっているというふうな回答だったと思います。それぞれ一生懸命していただい

ている成果だと思うんですけれども、しかしながら、全体的に見れば、この恵まれた玉

名市、暖かいですから、冬も閉じこもることなく始終運動ができる。そして食べ物が安

いと。新鮮な野菜が手に入ると。そういう玉名市であってもこの介護認定率は全国平均

よりは高いわけですね。医療費の全体的に見えればうなぎのぼりということでございま

す。 

 この高齢者の問題というのは、どんどん、どんどん大きくなっていくんだろうなと思

いますけども、７５歳以上においては、医療費は１人平均１００万円、そして介護が２

０万円ぐらいだったでしょうか。それに年金入れますと７５歳以上になりますと１人に

対してのいわゆるこの社会保障費というんですか、２００万円以上に確かなると思いま

す。その方の年金によって違うと思いますけど、２００万円なり２５０万円、３００万

円になると思います。ですからよく私が話するんですけども、「自分の両親に月２０万

円あげているものなんだよ。」と、「それが今の世の中なんだよ。」と、だからこれがい
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つまで続くんだろうかと、２０年後もこれだけの福祉ができるんだろうかということを

非常に不安に私は思っております。ですから、これからの高齢者には、そういうことも

現実もきちっとわかっていただいて、そしていかに生きるかということを考えていく

と。根っこが、それが大事じゃないかなと思います。その介護予防事業の中で、また、

それ以前の問題ですけども、以前１００歳大学のこともお話いたしましたけども、これ

からの高齢者の生きる時代というのは、非常に厳しいものであって、今の年配の方はい

いですけども、これから１０年、２０年迎える人の場合には、今の保証があるかどうか

わからないというふうな状況であります。そんな中で、私はやはり大事にしていきたい

のは、この貴重な老後の時間を、死ぬのが怖くて何回も申し上げますけども、死ぬのが

怖くて、そして認知症になるのが怖くて、がんになるのが怖くて、それを一生懸命やっ

てる人生だったら何歳まで生きても満足感はないんじゃないのとよくお話しします。そ

れよりも今の人生を本当に自分はこれをやりたくて生きてるんだということを見つけ

て、人生の目的、目標を見つけて、それに昼夜忘れるぐらいの気持ちで取り組めると、

そういうふうな世の中をつくっていくことのほうが生きる満足感があるんじゃないかな

というふうに私は思っております。そして実際、人が、パワーがでるのは、そのことだ

と本当に夢中になってやれるものがあるときが元気になるんであり、また、社会貢献が

できるんであり、問題に対して対策を立てていくと、介護の人が多いから介護予防をし

ていくとそれも大事なんですけど、目標掲げてもっとこんな人生があるよと、そういう

応援を市がしていけないものかなということを思うんですね。 

 それで私としては、これは急な提案ですけども、高齢介護課もいいんですけど、考え

方として、市長、私は生きがい創造課のほうがずっと気持ちがいいと思うんですね、生

きがい創造課の中に介護係があり、なんとか係だったら、介護予防、介護予防と言われ

るより生きがい創造事業といわれたほうがとても元気が出ると思いませんか。そういう

地域の役員さんがどこに行くって、「はい、高齢介護課に行きます。」て、「生きがい創

造課に行ってきます。」ていうほうがなんかその言葉だけで元気になります。ぜひ、そ

の市政を考える上で、これから、今すぐ何をしていただきたいということじゃないんで

すけども、希望を持てる言葉を使っていってほしいということなんです。何か年をとる

ことってなんかすばらしいなと思えるようなですね、本当にその家を建てようとか、子

どもを学校に行かせるために頑張ろうとかいうものがなくなって、非常にフリーになっ

て自由になったところで、本当に自分の力を発揮できる時間が与えられてるわけですか

ら、その希望が持てるそういういわゆる機運をつくっていただきたいというふうな思い

でいます。 

 私の考えはそういうふうな思いでいるんですけれども、市としてこういうふうなこと

も含めながら、市民力を高める政策として何をされているのか。また、その効果などに
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ついてもお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 近松議員の市民力を高める施策として何をしている

のか。また、その効果をどのように見ているのかについてお答え申し上げます。 

 まず、統計上の数値から申し上げますと、最新の国勢調査の数字を用いた平成２７年

度の本市の高齢化率は３１.３％となっております。国の調査研究機関である国立社会

保障・人口問題研究所の将来人口推計によりますと２０４０年には高齢化率は３９.

９％になると予想されており、超高齢社会が加速している状況にございます。現在の超

高齢社会における高齢者の健康、生きがいづくりや労働者不足に対応するためにも６５

歳以上の方の社会参加をふやすということは必要不可欠であるとも考えております。 

 本市における高齢者を対象とした市民力を高める施策といたしましては、現在、生涯

学習事業の高齢者教室や公民館講座事業などを行なっております。参加者の方がこれか

らの人生を健康に生きがいをもって過ごすことに寄与していると考えております。 

 議員が先ほどおっしゃいましたし、以前の一般質問でもおっしゃっておりました滋賀

県栗東市の１００歳大学は、本市が現在実施しております高齢者教室を大規模にさらに

発展をさせたものだと理解いたしております。本市におきましても１００歳大学を一つ

の参考にしながら、笑顔をつくる１０年ビジョンに即し、長寿社会を意識した市民力を

高めるような事業の構築に取り組んでまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 近松惠美子さん。 

○１６番（近松惠美子さん） 取り組んでくださるということですので、よろしくお願

いいたします。 

 私は日ごろ接していて、高齢者の多くがなんか自分に自信をなくしているように感じ

ます。「もう僕はもう年だからだめだ。」という声とか、なんかちょっとあると「ああ、

もう半分認知症になってるかもしれない。」とか、そういう言葉がよく聞かれます。社

会が介護予防、介護予防と年取るとなんかそうなるのが当たり前に扱うと、本人もそう

いうふうな気持ちになってしまいます。人は得てして世間がイメージしたとおりに自分

の老いの姿もイメージしてその通りに生きていきます。老いは暗くて惨めなものだとい

うイメージを持ったまま事業展開すれば、市民もそのようになります。老いることはど

んなにすばらしく、人生の花の満開の時期だという意識で事業展開すれば、人々の意識

はそのようになると思います。もう高齢者がやがて４割になる時代が来るということで

すので、この方々がどんな気持ちで、生きていくかということが鍵なんじゃないかなと

思います。私は「人口が減ると困るから長生きしとってください。」というんですけど

も、希望を捨てないで、もうなんのために生きてるかと、なんのための人生にするのか
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ということをもっともっと考えるように刺激して、そしてやさしくするだけじゃなく

て、もっと頼っていく。高齢者の人がもう今の日本を、この４０％の人が日本を支えて

いくんだと、そういうふうな気概を持って、高齢者の人がというより、私もその一員で

はあるんですけども、そういうふうな気持ちで生きていかないと、もう介護保険がある

からとか、もう年金ぐらしだから何でも安くしてくださいとか、そういう意識では日本

は今の状態を保っていけないと思いますので、高齢者の意識改革ということで、市長も

いつか生きがい創造課か生きがい創造係ということも、どうか頭に置いていていただい

て、希望の持てる言葉を役所の中で使っていただきたいなということをお願いして、私

の質問を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、近松惠美子さんの質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ２時１３分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時３１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ３番 吉田憲司君。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） お疲れさまです。本日、ラストを務めます３番、創政未来の吉

田憲司です。 

 傍聴席の皆様、インターネットひまわりテレビをごらんの皆様、最後までありがとう

ございます。お世話になります。 

 きょうのトップバッターが松本議員でしたので、憲二で始まり、憲司で終わるという

ところで、よろしくお願いいたします。そして平成最後の一般質問となります。平成の

時代をかみしめながらさせていただきたいというふうに思います。 

 さて皆様、大河ドラマいだてん見ておられますでしょうか。先々週の第８話、私もど

きどき、ワクワクで見ておりましたが、リアルタイムでは自分を発見することはできま

せんでした。あとで録画のスローモーションを見て確認をしました。それでようやく発

見することができたんですけども、２日間拘束をされまして撮影をし、映ったのは４秒

ぐらいでしょうか。改めて大河ドラマのスケールの大きさを体験することができまし

た。ちょんまげの武士が出てこない大河ドラマはＮＨＫ始まって以来だそうです。視聴

率が思わしくないというお話もありますが、金栗先生本人がそうであったように、お手

本がない時代に足袋で走り、走り方、呼吸法を試行錯誤し、日本人初のオリンピアン、

マラソンの父金栗四三という人間を確立されました。なので、視聴率もこれからきっと

右肩上がりになってくれると信じております。皆さん、日曜日には外出をせず、必ずチ
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ャンネルを合わせていただくようお願いいたします。 

 それでは、まず最初の質問です。玉名市の広報紙について質問をさせていただきま

す。突然ですが、私たち市議会議員でつくりましたＰＲ動画ですが、当初はテレビでも

取り上げられ大変好評でしたが、今日現在６,３３３回です。最近は頭打ち状態です。

皆さん、あと１回ずつ見ていただければと思います。このＰＲ動画をつくってわかった

ことがあります。前々回の市議会だよりにはＰＲ動画を前面に打ち出し、表紙に目立つ

ようにユーチューブで配信しますと、このように印刷をしました。しかしいろいろな

方々にお話を伺うと、若い方ほどＰＲ動画が伝わっていないような気がします。したが

って、本市で発行している広報紙を見て読まれている方が少ないと思われます。一方、

比較的年配の方々はよく広報紙をよくごらんになっているようです。残念ながらユーチ

ューブがなんなのか、それとインターネットを見れるスマートフォン、パソコンを持っ

ておられない、持っていても見方がわからないということが推察をされます。そこでま

ず基本的な質問ですが、広報たまなの過去の発行部数と予算をお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員の広報たまなの過去５年間の実績について

の御質問にお答えいたします。 

 広報たまなは、平成２６年度までは月に２回発行いたしておりましたが、平成２７年

度から月１回の発行となりましたので、平成２７年度からの４カ年の実績についてお答

えをさせていただきます。 

 発行部数は平成２７年度が月平均２万５,７００部、平成２８年度、２９年度は月平

均２万６,０００部、平成３０年度は月平均２万６,１００部となっており、世帯数の増

加に伴い発行部数をふやしているところでございます。予算につきましては、平成２７

年度から平成３０年度までの４カ年、同額の年間１,７５６万円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 ４年間同じ額ということでした。今言われた予算が多いのか少ないのか議論があると

ころだとは思いますが、この広報たまなをつくっている担当職員又は市議会だよりに携

わっている私たちからすると、先ほどのユーチューブのところでも述べましたとおり、

どんな年齢層においても、一人でも多くの市民の皆様に見て、読んで、親しみを持って

もらえるように努力していると思います。市長が就任されてから担当部署も変わりまし

た。広報たまなもフェイスブックも創設をされて、いろんな形で市民の皆様へのアプロ

ーチをされていると思います。そのことを私は高く評価をしたいというふうに思いま
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す。ただ、先ほども述べましたように、デジタル化の時代ではありますが、紙媒体の広

報たまなを玉名市からの情報源として待っておられる市民も少なくないと思います。こ

の広報たまな、市議会だよりもそうですけど、紙媒体としてのあり方について玉名市と

しての見解をお伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員お尋ねの紙媒体の広報紙のあり方について

お答え申し上げます。 

 本市では、広報たまなやホームページのほか、ラジオ放送、ソーシャルメディアの一

つであるフェイスブックなど、多様な広報媒体を活用して市政情報などを発信しており

ます。中でも広報たまなは、全世帯に配布しているため、市政と市民をつなぐ最大の広

報ツールであると認識をいたしております。また、本市は平成２９年度に実施いたしま

したまちづくりと情報化に関するアンケートでは、複数回答ではございますが、行政情

報の入手方法として８６％の方が広報たまなを活用しているとの回答をいただいており

ます。紙媒体には一覧性が高い、保存できる、ほしい情報以外も目につくなどのメリッ

トがあり、アンケート結果からも広報紙による市政情報を望む市民の方々も多く、情報

入手手段として市民の方々に浸透しているということがうかがえます。一方では、近年

の急速なインターネットの普及による情報に触れる手段も多様化いたしております。本

市におきましても広報紙に掲載できない内容や詳細な情報をホームページで発信すると

ともに、リアルタイムな情報をフェイスブックにおいて補完をいたしているところでご

ざいます。このほか動画による情報発信につきましても少しずつではございますが、職

員で制作し配信をいたしているところでございます。 

 今後も市政等の広報活動に関しましては、紙媒体の広報たまなを中心に社会環境の変

化にも対応しながら、充実をさせてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 やはり紙媒体というのは、先ほども言われたとおり、新聞も同じなんですけど、自分

が積極的に必要としない情報でも目に入ってきます。しかし、そういうのは逆に自分に

とって、とっても価値のある情報だったりします。私も毎朝パソコンのスイッチをオン

にします。また、新聞のページをめくります。どっちかというと、新聞をめくるときの

ほうがわくわくします。その紙媒体である広報紙は全世帯に配布をします。そして、全

世帯の市民の皆様方に見て、読んでいただけるようなものにしなくてはならないと思い

ます。 

 先ほどありましたとおり、デジタルとアナログのお互いの長所を活かしながら、市民
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に情報を提供していただきたいというふうに思います。これからさらに魅力ある広報紙

を目指すために考えておられることがあればお伺いをします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員のさらに魅力ある広報紙を目指すにはにつ

いての御質問にお答えいたします。 

 先ほどの答弁と重複する所はございますが、広報たまなは全世帯に配布しており、市

政と市民をつなぐ最大の広報ツールであるとの認識のもと、多くの市民の方に読んでい

ただけるよう見出しを工夫する。高齢者向けの情報は字を大きくする。見やすい配置。

統一感のレイアウトなど、少しずつではございますが、工夫しながら発行しているとこ

ろでございます。 

 現在、ほかの自治体の広報紙では市民の顔をなるべく前面に出すように努めていると

ころが数多く出てきており、お知らせのページが極端に少なくなってきております。本

市におきましては、お知らせのページが半分以上を示しておりますが、このお知らせも

市民にとっては重要な情報源ととらえながら、市民が市政に理解を深め、まちづくりに

関心を持ち、行動につながるような記事の掲載。若者などが読みたくなるようなターゲ

ットを意識した特集の掲載。地域ならではの情報や人という読み手を引きつけやすい素

材をテーマにするなど、一方的に伝えるのではなく、伝わる、共感が持てる広報紙を目

指し、バランスのよい魅力ある広報紙づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 また、魅力ある広報紙を作成するためには、広報紙の原稿を作成する各事業の担当課

職員一人一人のスキルアップや全庁的な情報発信力の強化が必要となってまいります。

そこで今年度は新人職員１７名を対象に「たまなまるごと宣伝部」を創設したところで

ございます。この取り組みは、職員が本市を探索し、新たな魅力を発見、それらをフェ

イスブックで発信するといった活動で、職員自身が玉名を知り、感じ、愛着を持つこと

で、日々の業務に活かされるとともに、庁内の広報意識を高める狙いで実施をしたもの

でございます。このことは公益社団法人日本広報協会が発行しております月刊広報２月

号に大きく掲載され、全国に玉名市の事業が発信されたところでございます。今後も職

員一人一人が市の広報マンという意識を持ち、広報スキルを高めながら魅力ある広報紙

を作成するとともに、さまざまな広報媒体を活用しながら、戦略的な広報活動に取り組

んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 新市長、新議会になって、広報たまなのそれから市議会だよりもずいぶん紙面の雰囲

気も変わりました。時代のニーズに合わせて日々進化していかなければならないと思い
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ます。 

 先ほど部長から紹介がありましたとおり、庁内には新人職員によるたまなまるごと宣

伝部もできました。市長の１０年ビジョンの中にもあるように、わかりやすい広報たま

なと書かれています。市議会だよりも北本委員長をはじめ新メンバーとなり、名前をた

まて箱に変更しました。なるべく文字数を減らし、写真やイラストを多くし、よりわか

りやすくリニューアルを図っているところです。しかしわかりやすく魅力ある広報紙を

市民の皆様方に提供するには、文字を大きくしたり、文字数を減らしたり、写真やイラ

ストのカラー化、ときにはページ数をふやしたりすることも避けては通れないと思いま

す。その点を考慮していただき、今後予算についても市民のニーズに応えられるように

増額の方向で検討していただければ、広報たまな、そして市議会だよりのつくり手とし

てはうれしいかなというふうに思います。 

 そのことをお願いして次の質問に入ります。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 次の質問は、市役所の危機管理体制についてであります。 

 １週間前、政府の地震調査委員会がある公表をしました。それは、東北から関東にか

けて今後３０年以内にマグニチュード８クラスの地震が９０％以上の確率で発生すると

いう予測を公表しました。また、１月３日にはお隣の和水町で震度６弱を観測する地震

が発生しました。翌日の４日は和水町は成人式を挙行されましたが、新成人の晴れ着姿

とは対照的に町長以下担当職員も防災服で成人式に臨まれました。また、熊本県庁でも

仕事始め式が中止となり、警戒態勢をとられました。そして蒲島知事は防災服で臨時の

記者会見をされました。新年早々の地震で本市においてもさまざまな対応がなされたと

思います。警戒に当たられた市長以下職員の皆様に対して感謝を申し上げたいと思いま

す。 

 さて、災害続きの平成というこの時代は、私たちの防災意識を大きく変化させまし

た。自宅や学校、職場でも同じであります。そして平成２７年１月から業務を開始した

この市役所庁舎は、まさに玉名市の心臓部であり、職員一人一人がそこに流れる血液で

あると言っても過言ではありません。まもなく新しい防災計画が策定をされると思いま

す。当然それにしたがって市民の生命、身体、財産を守っていくことになるかと思いま

す。ただ、災害が多くなればなるほど、そのマニュアルが通用しないケースが必ず出て

きます。そのときにスピーディーな判断というか、決断が求められます。そのことを私

たちも含め考えておかなければなりません。 

 そこで質問いたします。まず、発災後初動対応が重要と言われます。市職員が業務を

継続する上で必要な食料や飲料水等の備蓄の状況についてお伺いをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 
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［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 吉田議員の職員の食料、水などの備蓄についてお答えをい

たします。 

 まず、災害時におきます市職員の食料、飲料水等の備蓄につきましては、行なってい

ないというのが現状でございます。また、災害対応職員に対しての備蓄につきましても

地域防災計画等で特に定めておらず、警報待機、それから避難所運営の際には、職員が

各自で自主的に食料、水を持参しというのが現状となっております。しかしながら、議

員御指摘のとおり、勤務時間中に大規模な災害が発生し、食料や水の調達もままならぬ

中で、全職員体制での昼夜にわたる災害対応を迫られる場合も当然想定しておかなけれ

ばならないというふうに認識をいたしております。 

 そのような状況の中で、現在見直しを進めております玉名市地域防災計画案、そして

玉名市業務継続計画案の中で、市職員につきまして支援物資が到着するまでのおおむね

３日分の食料や水を自主的に職場内のロッカーなどに備蓄するよう規定をいたしたいと

考えているところでございます。 

 今後市職員が率先して災害備蓄を行なうことによって、市民の皆様方に対しても大規

模災害時に対する備蓄の重要性を積極的に啓発推進してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 組織的には備蓄はしていないというお話だったと思います。 

 部長が言われたとおり、勤務時間内に大規模災害が発生したら、直ちに災害対策本部

が立ち上がり、当然ですが職員は帰れなくなります。行政の対応は待ったなしです。 

 例えば、震度７が発生すればこちらが要請をしなくても各県の緊急消防隊は迅速出動

で夜中でも被災地を目指してやってきます。発災後昼夜を問わず業務を遂行するための

最低限度の備蓄は私は必要と考えます。御検討をお願いしたいと思います。 

 ２番目は、大規模災害発生時のこの庁舎の危機管理体制についてお伺いします。電

気、水、ライフラインが途絶えた場合、まず自家発電施設が作動すると思いますが、庁

舎内の照明、空調、パソコン、電話等はどれくらいの割合で、どれくらいの時間使用で

きるのか。また、トイレの水の確保はどうなるのか。どのくらいの地震、震度までだっ

たら業務に耐えられるのか。ほかにもこのような体制をとっているということがあれ

ば、教えていただきたいというふうに思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員御質問の大規模災害時の庁舎の危機管理体

制についてお答えいたします。 
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 この市役所本庁舎は、平成２７年１月に開庁し、早４年が経過いたしました。構造は

鉄骨鉄筋コンクリート造の地上４階建てで免震構造ではございませんが、熊本地震の発

生が庁舎の完成後であったため、大きな被害を受けることがなかったということは皆様

も御記憶かと存じます。これはこの庁舎の設計に当たって耐震性を検討した際、国土交

通省が示します官庁施設の総合耐震計画基準に準拠し、重要度係数によって３段階に分

類される耐震性能のうち最も高いものを選択しております。耐震の中では最も強い耐震

性を有しているということでございまして、これにより現在も継続して使用をできてい

るものと理解いたしております。 

 次に、停電時における本庁舎内の非常用自家発電設備についてお答え申し上げます。

発電機は屋上にございまして、停電時に自動で稼働するようになっております。燃料は

重油約２万リットルを地下タンクに貯蔵しておりますので、連続７２時間の稼働が可能

でございます。もちろんその時間内に燃料の補充を行なうことができれば、さらに継続

して発電機を稼働させ続けることが可能ということになります。また、この自家発電機

からどのくらいの電気機器が使用可能かと申しますと、防災拠点となる庁舎では、地震

以外にも大型の台風災害なども想定しており、災害復旧や連絡手段としてパソコン等を

稼働させ続ける必要がございます。よって情報系サーバー及び電話が停止しないようこ

れを最優先し、次に防災対策を担います防災安全課や主に１階の窓口業務の各種システ

ム、プリンターの稼働など、災害時に必要な機能が可能な限り継続できるよう電力を供

給いたします。ただし、庁舎内の空調、冷暖房につきましては、その消費電力が非常に

高いことと、非常用自家発電という名前の通り、あくまでも非常事態に対応する設備で

ございますので、電力会社からの電力供給が復旧するまでの間は、自家発電機の電力を

冷暖房に使用するということはございません。 

 この庁舎の自家発電機につきましては、平成２８年の熊本地震の際に発生した停電に

伴い、自動で稼働しており、また、重油を貯蔵しております地下タンクにつきましても

損傷や漏れがないかなどの点検を行なっております。また、庁舎のトイレ等の水の確保

につきましては、屋外の受水槽タンクに３１トンの水を貯めており、停電時でも先ほど

の自家発電機で使用可能ですが、震度５以上を関知した場合には受水槽のポンプが自動

的に停止いたします。これは庁舎内には飲み水やトイレ用の水道管のほか、火災発生時

に稼働する屋内消火栓やスプリンクラーなど、多くの水道管があるため、大規模な地震

発生時には強制的に停止し、漏水を防ぐシステムとなっております。熊本地震の際も停

止いたしましたので、職員が確認しポンプを再稼働させた経緯がございます。 

 今後も大規模な災害発生に備え、これらの設備機器が確実に作動するよう、必要な保

守点検等の実施に努め、庁舎が有する災害対策機能を維持してまいりたいと考えており

ます。 
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 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 今、答弁していただいたことは、私たちも含め、職員全員が共通認識として理解して

おく必要があると思います。ほかにも日常的に自分たちでもできることがあると思いま

す。例えば、自家用車や公用車はいつも満タンにしておくとか、個人のロッカーには着

替えを準備しておくとか、自家用車の中に車用の携帯の充電器を備えておくとか、そん

なこともさりげなく重要かなというふうに思います。 

 では、３つ目の質問に入ります。３つ目は、実際に行動してみる訓練について伺いま

す。今年１月１１日に熊本市役所は、地震により庁舎が被災し、使用不能となったとい

う想定で、震災対処訓練が実施され、防災担当職員他約２６０名が参加されたそうで

す。来庁者の避難誘導を行ない、市民会館に臨時の災害対策本部を設置するという訓練

だったそうです。また、熊本市は毎年抜き打ちでメール等による職員参集訓練も実施を

されています。そして益城町も熊本地震から１,０００日目に当たる１月８日の早朝に

抜き打ちで職員の参集訓練を実施されています。防災担当や管理職の６２名が対象で、

１時間後までに参集できたのは半分の３０人だったそうです。西村町長がもっと集まっ

てほしかったと感想を述べられています。毎年玉名市でも住民参加型の玉名市総合防災

訓練は実施をしています。しかし、熊本市や益城町のような職員主体の訓練は実施して

いないと思いますが、これらの訓練の実施についてお伺いをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの吉田議員の各種訓練の実施についてお答えをい

たします。 

 現在、職員を対象としました各種訓練につきましては、例年１１月に開催をいたして

おります玉名市総合防災訓練を通して、２種目の訓練を実施いたしているところでござ

います。１つは、市幹部職員を対象とした災害対策本部訓練。もう１つは、全職員を対

象としました、返信機能付きのメールによる職員参集訓練を実施いたしており、職員の

安否確認や登庁可能時間を含めた連絡確認を実施いたしているところでございます。 

 なお、訓練の実施に当たりましては、事前に訓練実施日時と災害の規模、道路の渋滞

情報など、被害想定をあらかじめ付与した形で行なっているというのが現状でございま

す。今後は、議員御指摘のとおり抜き打ちでの職員参集訓練等につきましても検討して

まいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 
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 訓練というのは、あくまでも訓練ですので、訓練をしたからといって本番がスムーズ

にいくとは限りません。しかし、実際の動きの中で見えてくるもの、感じてくるものが

あると思います。私が消防本部時代に突然指令課から訓練のメールがきて、リュックに

パン、カップラーメン、ペットボトルに水を入れて徒歩で本部に向かった記憶がありま

す。若い職員の中には手ぶらで来た職員もいまして、上司から危機管理を問われていま

した。これらの訓練は情報収集、分析、判断、そして評価、それ一連のサイクルを体験

しておくということはとても有意義だと私は思います。ぜひ、検討をしていただきたい

というふうに思います。 

 それでは、次の質問に入ります。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 次の質問は、１２月議会に引き続き、フルマラソンについてお

尋ねをします。 

 先月の４日、５日に金栗四三地域創造戦略特別委員会のメンバーで岡山県津山市の津

山加茂郷マラソンの視察に行ってまいりました。内容につきましては、次の市議会だよ

りの中で御報告を申し上げます。また、この議会開会中に特別委員会からの３回目の提

言書を江田委員長のほうから提出させていただく予定ですので、御確認をお願いいたし

ます。 

 さて、熊本城マラソン、横島いちごマラソン、金栗杯玉名ハーフマラソンとたくさん

のいだてんが熊本を、玉名を走り抜けました。熊本城マラソンを走られた職員の皆様大

変お疲れさまでした。そして横島いちごマラソン、金栗杯玉名ハーフマラソンの運営、

サポートをしていただいた皆様に感謝を申し上げたいと思います。特に、金栗杯玉名ハ

ーフマラソンは雨で大変だったと思います。本当にお疲れさまでした。 

 さて、今回の熊本城マラソン、私にとってはフルマラソン１０回目のメモリアルラン

だったのですが、自分に負けてしまい去年より１０分遅くなってしまいました。そして

横島いちごマラソンでは、サプライズで勘九郎さんと宮崎美子さんが登場され、スター

ターを務められました。私も本物に負けじといつもの金栗スタイルで応援に徹しまし

た。体力、気力、努力のボードをつくり、声を振り絞りながらハイタッチをさせていた

だき、ランナーにパワーを送りました。レース終盤、ゴール近くで「最後まで頑張

れ。」とハイタッチをしている私の所に中学生ぐらいの男子が一人やってきました。す

ると小さい声で、「済みません。握手をしてください。」と言われました。私はとりあえ

ず右手を出して握手をしました。すると「いつも見ています。」と男の子が言ったの

で、私はすかさず、「僕は勘九郎さんじゃないよ。」というと、一瞬変な空気が流れて彼

は去って行きました。嘘のような本当の話です。その横島いちごマラソンの開会式、藏

原市長のあいさつの中で、来年はフルマラソンコースを増設しますとの宣言がありまし
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た。１２月議会と同じ質問で大変恐縮ですが、期日は２０２０年２月２３日と自動的に

わかりますが、そのほか募集ランナー数、コース、応援やボランティア体制など、決定

した事項があれば教えていただきたいというふうに思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 吉田議員のフルマラソン大会の要綱についてお答えいたし

ます。 

 昨年のフルマラソン大会検討会議におきまして、フルマラソン大会を既存の横島町い

ちごマラソン大会にフルマラソンコースを併設して２０２０年春の開催を目指す方針を

確認し検討をいたしているところでございます。大会の要綱となります金栗四三のふる

さと玉名横島いちごマラソン大会は、実行委員会が主催者として大会要綱を決定してお

りますので、現段階ではフルマラソンに関する要項なるものは実行委員会の中で検討、

決定しているものではございませんので、現段階での市の基本的な要綱事項の検討状況

についてお答えいたします。 

 開催日は例年の２月の第４日曜日を設定しておりますので、２０２０年２月２３日の

日曜日を予定しております。種目はこれまでの３キロコース、５キロコース、１０キロ

コース、ハーフマラソンコース、のんびりコースの５種目に新たにフルマラソンコース

を新設し、６種目の総合型のマラソン大会とするものでございます。定員はこれまでの

５種目で約６,０００名程度の参加がありましたが、新設するフルマラソンを２,０００

名程度に予定し、大会全体の規模を８,０００名程度とするものでございます。新設す

るフルマラソンのコースは、横島支所横をスタートし、横島町から大浜を経由して菊池

川沿いを上流に向かって北上し、北牟田付近を折り返すコースを基本的に設定し、おお

むね菊池川左岸をエリアとして調整しているところでございます。 

 なお、フルマラソンコースを新設することになりましたので、既存のハーフマラソン

コースなどの一部コースの変更を余儀なくされる状況でありますので、現在調整を図っ

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 コースが横島、大浜、菊池川を上って北牟田が折り返しという方向で検討されている

ということでした。先日の金栗ハーフマラソンのときに陸連の制服を着た知り合いの方

にちょっと呼び止められまして、「フルマラソンはどぎゃんなっとるとね。」といきなり

聞かれてですね、「最初のころは会議のありよったばってんが、最近いっちょんなかば

い。」と言われまして、「段取りの遅かごたるね。」と言われました。さすがに横島いち
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ごマラソンに組み込まれていることは御存じでしたが、そのような言葉を大会のときに

いただきました。とにかくもう１年を切りました。市長にも強いリーダーシップを発揮

していただくことを期待しております。 

 実は私は、昨年の２月にフルマラソンを表明されたときの市長の記者会見のニュース

の録画をまだ消さないでテレビの中に入っとるとですけど、きのうも見ました。そのと

きはマラソンはやりたい、どうしてもやるという表情で、気迫のある表情で記者会見さ

れておりました。その思いを発揮していただきたいというふうに思います。 

 この大河ドラマいだてんは、よく千載一遇のチャンスと言われます。しかしチャンス

とピンチは表裏一体です。野球でもピンチのあとには必ずチャンスがやってきます。サ

ッカーでも攻めても攻めてもゴールが入らず、一瞬のカウンター攻撃で点数を決められ

るというシーンをよく見かけます。チャンスはチャンスのままものにできるように頑張

らなくてはならないと思います。 

 市長はこのいだてんを一過性に終わらせないための一つの目玉としてこのフルマラソ

ン大会を表明されたというふうに思います。そして横島いちごマラソンの中に組み込ま

れた形となりました。やる前からこんなことを言うのは大変恐縮ですが、先ほどの広報

たまなと一緒で、やはりバージョンアップしていく必要があるかというふうに思いま

す。私も３回ぐらい横島いちごマラソン走りましたが、長年愛され続けている家族的で

アットホームな大会に、大河ドラマいだてんの持続性の効果を期待するのは、横島いち

ごマラソンにはちょっと荷が重いかなと、私的には思っています。玉名市の代表的なイ

ベント玉名納涼花火大会と横島いちごマラソンを単純に比較すると、これちょっと失礼

なんですけども、玉名市民であれば玉名納涼花火大会がいつあるのかというのは、見に

行く人も、見に行かない人も時期が来れば大体の方が知っておられると思います。しか

し、４２回を数える横島いちごマラソンであっても、いつ開催されているか御存じない

方も少なくはないのではないでしょうか。これも１２月議会でもお話ししました熊本城

マラソンの途切れない応援、それから先ほど紹介しました岡山県津山市の津山加茂郷マ

ラソンもそうです。地区の方々が総出で、しかも自発的に応援とおもてなしをされてい

ます。金さんのシンポジウムでも提言がありましたが、やはり走るランナーと多くの応

援やボランティアの市民が大会に関わり、そして主催者、運営する人も含め、一体感が

生まれ、感動が生まれるような大会になれば、それが自ずと一過性にならない施策にな

っていくと私は考えます。一過性にならない、させないこのフルマラソンについて、今

後何かいいアイディア、施策があればお伺いをしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 吉田議員の一過性に終わらせない施策についてにお答えい

たします。 
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 大河ドラマいだてんを一過性に終わらせないためにということで、スポーツの観点か

らこれまで熊本県北の地域になかったフルマラソン大会を今後継続的に故金栗四三氏の

ふるさとの地玉名で開催するものですが、大河ドラマ放送との連動性を考慮すると、既

存の市民マラソン大会である金栗四三のふるさと玉名横島いちごマラソン大会にフルマ

ラソンコースを新設することで、来年２０２０年２月での開催が現実味を帯びたところ

でございます。短時間での開催時期準備となりますので、フルマラソンの第１回目の大

会としては実現可能なコース設定となりますが、まずはこの玉名の地で、フルマラソン

を定着させ、今後数年をかけてよりよいフルマラソンにしていくためのコースの見直し

又は参加定員の検討、また、ボランティアスタッフなどの関わり方を含め、玉名市の魅

力を最大限に発信できる特色あるホスピタリティ豊かな大会になるよう、大会のあり方

を含め見直しやバージョンアップしていくところで考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。 

 今、言われました数年をかけて見直しを、バージョンアップをというお話がありまし

た。それもやっぱり大事なことだというふうに思います。私も一過性に終わらせないた

めの秘策があります。実はシンポジウムに出席された金哲彦さんとゆっくりお話しをす

る時間に恵まれました。その中で冗談半分、本気半分でお話をしたのですが、シンポジ

ウムのときに金さんから新玉名駅の前にランニングステーションを設置してはという提

言をいただきました。私は新玉名駅の駅名を「金栗新玉名駅」とか、「いだてん駅」に

変えるのはどうでしょうと金さんにお聞きをしました。そうしたら金さんから山形県東

根市は人口４万７,０００人の市なんですけど、１万２,０００人が走るさくらんぼマラ

ソンを開催されており、その山形新幹線の駅名が「さくらんぼ東根駅」だと教えていた

だきました。そしてさくらんぼマラソンのランナーだけを乗せた新幹線が東京駅からさ

くらんぼ駅まで走るそうです。金栗新玉名駅もハードルは高そうですが、不可能じゃな

いなと思いました。希望の光が見えたような気がしました。そのことを皆様にお伝えを

して最後の質問に入りたいというふうに思います。 

［３番 吉田憲司君 登壇］ 

○３番（吉田憲司君） 最後の質問は、市長が示された「笑顔をつくる１０年ビジョ

ン」についてであります。 

 さて、超少子高齢化に向かう中、大変ショッキングな結果が判明しました。それは高

校入試の倍率です。私たちのころは受験すら簡単にできなかった玉名高校が大きく定員

割れをしました。地域の進学校といわれる宇土高校、人吉高校も定員割れをしていま

す。これは何を意味するかというと、熊本市内の公立、私立を問わず、学業やスポーツ
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などの特色のある高校に進学をしている生徒が多いということです。嫌みになるかもし

れませんが、私の母校熊本工業は今年も２倍近い状況です。先日の３月１日は多良木高

校の最後の卒業式でした。そして９７年の歴史に幕を閉じました。また、お隣の南関高

校も２年前荒尾高校に統合され８９年の歴史に幕を閉じ、南関町から高校がなくなりま

した。私たちはよく玉名市には５つの高校がありますと胸を張りますが、玉名高校、北

稜高校、荒尾市の岱志高校も定員割れの状況が続くと県南の多良木高校が対象となった

ように、今後県北でも地域にある３校を２校に統廃合するという計画が県教委から示さ

れてもおかしくはない状況かもしれません。もし、そのような事態となれば玉名市とし

ても大打撃です。そんなことも想定しながら、この市長が示された１０年ビジョンを読

み解いていかなければならないと思います。 

 まず１つ目は、地域間のデジタルデバイド、いわゆる情報格差を解消すると掲げてお

られます。そして来年度予算の中で、インターネット光回線の未整備地域を単年度で一

気に整備、解消をし、市が負担する事業費４億７,０００万円は合併特例債を充当する

という英断をされました。これで石貫局、横島局、天水局の全域、また、玉名局、大浜

局、岱明局の未整備地区、すべての地区が整備をされ、同じ税金を払っていても格差が

ありましたが、これですべて解消されます。これは市長の思いと私の思いがぴたっと一

致して、私は感動しました。では、なんで感動したかということは、実はこんなことが

ありました。以前、石貫三ツ川地区にお住まいの方からお話がありました。知り合いが

ある会社というか、法人を立ち上げようと準備をされていたところ、最後の最後になっ

てそこの地区には光回線が通っていないことがわかって、その話が頓挫してしまったと

のことでした。さらにこの地区を離れていった方が結婚をし、地元に戻って家を建てよ

うと準備をしていたところ、光が通っていないとわかり、ほかの地区でアパートに住ま

われているそうです。この話を伺ったときに私は衝撃を受けました。この光回線という

ものは、公共施設、道路、水道、鉄道の駅、高速のインターと同じくらい、いやそれ以

上の価値がある公共のインフラ整備であるということです。これは定住、移住、企業誘

致、インバウンド、ＩＣＴ教育、スマート農業、さらには土地の評価、将来的には車の

自動運転等々、影響は広範囲に及びます。どうして菊池市や山鹿市に外国人が訪れるの

か。それは早い時期からフリーＷｉ－Ｆｉが整備されているからだと、私は思います。

先日の全員協議会での資料を見ましたら、玉名市の周りの近隣の市町村はすべてほぼ全

域整備が終わっています。それも何年も前に。ちょっと長くなりましたが、そういうこ

とで私は予算計上となったと思います。この光回線についてお伺いをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 吉田議員の光回線ブロードバンドについての御質問
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にお答えいたします。 

 「笑顔をつくる１０年ビジョン」に掲げております地域間のデジタルデバイドの解消

は本市にとって大きな課題の一つでございました。これまでの一般質問において答弁い

たしておりましたとおり光ブロードバンド基盤の整備には非常に多額の費用が必要とな

ります。その整備費用の一部を市が負担することによって行なう民設民営一部負担方式

で実施する代わり、市の負担額に対し国や県からの有効な補助制度もなく、すべて一般

財源を充てることになることから、これまで整備が進んでおりませんでした。しかしな

がら市内に未整備地区が存在するのは、市民の方々へ御不便をおかけするのみならず、

移住、定住、企業誘致等の施策を推進する上でも支障となります。このため市として光

回線ブロードバンド整備を早期に実施する方向で検討いたしていた折、新たに平成３１

年度より民設民営方式による光ブロードバンド基盤整備に対しまして、国の補助制度が

新設されるということが発表されました。これを絶好の機会ととらえ、国の補助制度を

活用して市内の光ブロードバンド基盤未整備地区の整備を図り、合併時からの懸案事項

であった情報通信格差を一気に解消したいと考えているところでございます。 

 光ブロードバンド基盤が整備されることにより、快適なインターネット環境の提供が

可能となります。また、市といたしましても整備された光ブロードバンド環境を有効に

活用して、定住化促進や企業誘致、教育ＩＣＴなど、「笑顔をつくる１０年ビジョン」

に掲げておりますさまざまな取り組みの推進に全力を尽くしてまいる所存でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁をいただきました。ありがとうございました。 

 今回の１０年ビジョン、もう一つ私がうれしかったことがあります。それはこの１０

年ビジョンの中に、消防団員に対する支援も明記をされています。活動する消防団員の

安全のための装備品にも早速予算が計上をされています。これも大変有意義なことだと

私は思います。私たち総務委員会は内田委員長のリーダーシップのもと、消防団の皆様

との意見交換を行なってまいりました。消防団の方々は、家庭を犠牲にし、危険な場所

へ向かわれ、消火、救助、捜索活動等をされるわけですので、最低限度の安全のための

装備品は必要不可欠だと思います。消防団の皆様の士気もさらに高くなると思われま

す。 

 そこで市長にお尋ねをします。この光回線の整備、消防団員の装備品についてスピー

ディーな対応をしていただきました。この１０年ビジョンの中で今後の優先順位といい

ますか、方向性をどのように考えておられるのか、言える範囲で結構ですので、お伺い

したいというふうに思います。 
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○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 吉田議員の御質問、重点的に考えている部分ということでお答

えをさせていただきます。 

 昨年１２月にこれからの本市の目指す姿、将来像を市民の皆様にお示しをし、ともに

その将来像の実現に向けて進んでいくために「笑顔をつくる１０年ビジョン」を策定し

公表をいたしました。そこで早速１０年ビジョンの基本目標の実現に向けて推進してい

くために、議員からの御質問ありましたが、光ブロードバンドの整備に必要な予算など

を初めとして、関連予算を新年度に計上させていただいたところでございます。議員御

質問の今後の重点施策、重点的に取り組むものはということで、すべて目指すべき姿に

到達していくために取り組みを行なっていくわけではありますけれども、まずは重点的

に行なうものとして九州新幹線全線開業以来の長年の懸案事項であります新玉名駅周辺

整備の問題、また、少子高齢化や生産年齢人口の減少に起因するさまざまな問題、ま

た、災害に強い都市整備など、ほかにも多くの喫緊の課題があることは認識しておりま

すので、準備が整ったものから早急に実施をしていきたいと考えておりますが、その中

でも１０年ビジョンの推進に当たって私が思いますことは、以前、玉名青年会議所に在

籍しておりましたときに、いろんな方々と話をさせていただく中で、やはり健康の大切

さと福祉の充実の必要性を強く感じておりましたし、そのような思いの中から、私が理

事長を務めさせていただいたおりに健康と福祉の里づくり構想というものを立てて、関

係者や各種団体の協力を得ながら、民間でできるものを推し進めてきたという経緯がご

ざいます。 

 このたびの１０年ビジョンのタイトルや基本目標にあります「笑顔」これを守りつく

るためには１０年ビジョンに掲げる、特に市民生活の安定の分野において、健康と福祉

の充実というものは欠かすことのできないものであるというふうにとらえておりまし

て、強力に推進をしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。ありがとうございます。 

 健康と福祉というのをやっぱり重きをおいて今からやるということでした。ここにあ

ります１０年ビジョンなんですけども、これを一つ一つ先ほど市長言われましたとお

り、実行していくに当たっては、案件ごとにおかれている状況でありますとか、財政的

な裏付け、それから市民の理解、そして私たち議会も当然それをチェックする必要があ

ります。その高いのか、低いのかわかりませんが、一つ一つそのハードルを越えていく

必要があると思います。そのハードルを越える意気込み、連続で大変恐縮なんですけど

も、１０年ビジョンの中に詰まった市長の思いを最後に伺いたいというふうに思いま
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す。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） 吉田議員の御質問にお答えします。 

 私が昨年１２月に公表しました先ほど申し上げました「笑顔をつくる１０年ビジョ

ン」はこんな玉名市であってほしい、願う多くの市民の皆様の御意見や希望をもとに作

成したものでございます。その策定に当たりましては、市長に就任する以前から多くの

市民の皆様と対話をして、交流して生の声を聞いてまいりました。子育てに悩んでいる

子育て世代、老後に不安を抱えている高齢者、仕事に働きがいを見いだせない労働者、

経済的に不安を抱える世帯など、多くの方々から御意見や要望、また、不安の声をたく

さん拝聴してまいりました。私はそんな苦労や不安を抱いている人に対して、すぐに解

決に至らないかもしれませんが、明るい未来や将来像を示すことで、希望や夢を抱いて

もらいたい。そしてその将来像を実現することで、そんな市民を笑顔にしたい。このよ

うな強い思いから「笑顔をつくる１０年ビジョン」を策定したところでございます。 

 今後の１０年ビジョンの推進に当たりましては、掲げております目指すべき姿、将来

像、この実現のために多様な取り組みが必要であって、関係各課や民間との連携は不可

欠というふうになりますので、必要に応じてそれぞれの分野の構想や計画、また、プロ

ジェクトなどを検討しながら、力強く進めていきたいというふうに考えているところで

ございます。また、あわせて１０年ビジョンの推進は行政だけで実行できるものではあ

りませんので、行政、議会、すべての市民の皆様とその市民力とその将来像を共有をし

ながら、チーム玉名としてその実現を目指し取り組んでまいりたいというふうに考えて

おりますので、議員の皆様方の御理解と御協力を切にお願い申し上げたいというふうに

存じます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 吉田憲司君。 

○３番（吉田憲司君） 答弁いただきました。 

 今、市長から「チーム玉名」という言葉が出てまいりました。私も同感であります。 

 平成最後のこの３月議会で、市長と私の価値観がぴたっと一致したと、共有できたと

いうことは、本当にうれしく思います。まもなく新しい時代がやってきます。市長は昨

年の９月議会で未来にしっかり責任を持って、長期的視点に立った未来予想図をしっか

りと描いていくと述べられました。近隣の市町村もそれぞれの未来予想図を描きはじめ

ています。荒尾市と長洲町は共同で学校給食センターを建てられます。南関町は廃校と

なった南関高校をリニューアルさせ、町役場、警察、消防、防災センター、ヘリポー

ト、２,０００人分の備蓄倉庫などをつくり、まちの機能を集約したコンパクトシティ

構想という未来予想図を実行されようとしています。玉名市もこれからさらに活発な議
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論をし、新しい時代にふさわしいよりよい玉名市に向かっていけることを願っていま

す。 

 最後に３月末で退職される職員の皆様、大変お疲れさまでした。公務員の肩書きが外

れると価値観が変わります。見えなかったものが見えてきます。そのことを後輩の方々

に教えていただきたいというふうに思います。そのことをお願いして、本日の私の一般

質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、吉田憲司君の質問は終わりました。 

 以上で本日の日程は、終了いたしました。 

 明６日は、定刻より会議を開き、一般質問を行ないます。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ３時３３分 散会 



 

 

第 ３ 号 

３月６日（水） 
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平成３１年第２回玉名市議会定例会会議録（第３号） 

 議事日程（第３号） 

平成３１年３月６日（水曜日）午前１０時００分開議 

        開 議 宣 告 

日程第１ 一般質問 

    １  ６番 古奥 俊男 議員（新生クラブ） 

    ２ １８番 前田 正治 議員（無会派：日本共産党） 

    ３ １２番 西川 裕文 議員（新生クラブ） 

    ４  ７番 北本 将幸 議員（創政未来） 

    ５ ２２番 田畑 久吉 議員（市民改革クラブ） 

日程第２ 議案の委員会付託 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 
日程第１ 一般質問 

１ ６番 古奥 俊男 議員（新生クラブ） 

１ 新玉名駅周辺整備について 

（１）駅前開発を進めるための人事について 

（２）通勤圏内宅地（ゾーン）について 

（３）開発のための企業参入について 

２ 玉陵校区のコミュニティについて 

（１）玉陵校区のコミュニティをどう補うのか 

（２）旧６小学校の伝統行事等の継続と文化の継承は 

（３）小中一貫とは 

３ 市が補助する外郭団体への指定管理について 

（１）公益社団法人玉名市シルバー人材センターについて 

（２）一般財団法人玉名市自治振興公社について 

（３）社会福祉法人玉名市社会福祉協議会について 

２ １８番 前田 正治 議員（無会派：日本共産党） 

１ 職員の任用について 

（１）臨時職員や非常勤職員の勤務実態の調査・把握の結果を求める。

そして、平成３１年度において非常勤職員、臨時職員の処遇はど

のように改善するか 



 － 104 － 

（２）職員組合との間で３６（サブロク）協定についてどうしているか 

（３）職員の時間外勤務縮減に向けての取り組みはどうしているか 

（４）会計年度任用職員制度移行に向けて、任用・勤務条件の設定、条

例制定、職員組合との協議などの日程はどうなるか 

（５）会計年度任用職員が行なう具体的な職種は何か 

（６）職員採用についての諸問題を聞く 

２ 消費者行政の推進について 

（１）消費生活相談員の専門的知識、技術、経験を鑑みた任用及び処遇

改善についての取り組みはどうしているか 

（２）消費生活センター相談記録の分析後、どのような課題が見えてく

るか 

（３）消費生活センター運営の充実に向けて、どのような改善点がある

か 

３ 農業の振興について 

（１）玉名市食料・農業・農村基本計画における施策の進捗はどうか 

（２）国連が決議した「家族農業の１０年」についての認識と玉名農政

に反映することへの見解を聞く 

（３）米作の生産コストを補う玉名市米価価格補償制度の創設について 

（４）耕作放棄地の解消、新規就農者増加、定住促進などを総合的に実

施する取り組みについて現況を聞く 

３ １２番 西川 裕文 議員（新生クラブ） 

１ ＩＣＴ教育の現状と今後について 

２ 当初予算の明細化について 

３ 保育料の無料化の影響について 

４ 農林水産関係予算の減額の理由について 

４ ７番 北本 将幸 議員（創政未来） 

１ 子育てしやすいまちづくりについて 

（１）保育園等待機児童の現状について 

（２）幼児教育・保育無償化における保育ニーズへの影響について 

（３）幼児教育・保育無償化における財政面への影響について 

（４）玉名第１保育所建てかえ計画の現状について 

２ 「笑顔をつくる１０年ビジョン」の地域内連携の強化について 

（１）市内高校の定員割れに対する見解について 

（２）定員割れに対する支援、対策について 
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（３）１０年ビジョンに掲げる地元高校との連携強化について 

（４）１０年ビジョンに掲げる大学との連携強化について 

３ 持続可能な財政運営、まちづくりについて 

（１）平成３１年度予算編成における重点施策について 

（２）行政評価制度における予算反映について 

（３）基金の推移について（財政調整基金、減債基金、市有施設整備基

金等） 

（４）市債残高の推移について 

（５）ＳＤＧｓ（エスディージーズ・持続可能な開発目標）に基づく持

続可能なまちづくりについて 

５ ２２番 田畑 久吉 議員（市民改革クラブ） 

１ 岱明町公民館の建設について 

（１）今後の計画は早く提案を 

（２）内容の充実した岱明ふれあい健康センターの活用を 

（３）岱明地域の将来を考えるとき、その拠点づくりを 

２ くまもと県北病院機構の建設と運営について 

（１）建設設計に変更はないか 

（２）運営上の責任者は決定されたのか 

（３）優秀な医師の確保は万全と言えるのか 

（４）ベッド数４０２床のスタッフ確保は 

３ 有害鳥獣の捕獲は順調か 

（１）シカ、イノシシなど、平成３０年度の成果は 

（２）平成３１年度の見通しは 

（３）イノシシの豚コレラ感染の対策はどうか 

（４）わなや猟銃資格者は不足ではないか 

日程第２ 議案の委員会付託 

        散 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 
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 １２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

 １４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

 １６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 

 １９番 作 本 幸 男 君 ２０番 森 川 和 博 君 

 ２１番 中 尾 嘉 男 君 ２２番 田 畑 久 吉 君 
‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（なし） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠  員（２名） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  堀 内 政 信 君    事 務局次長  荒 木   勇 君 
次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書 記  松 尾 和 俊 君 
書 記  古 閑 俊 彦 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 
総 務 部 長  西 山 俊 信 君    企画経営部長  水 本 明 子 さん 
市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 
産業経済部長  松 本 忠 光 君    建 設 部 長  前 田 愼一郎 君 
企 業 局 長  松 本 優 一 君    教 育 長  池 田 誠 一 君 
教 育 部 長  戸 嵜 孝 司 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 
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午前１０時０２分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） ただいまから、本日の会議を開きます。 

 日程に入ります前に申し上げます。 

 今月１１日をもちまして、東北地方を中心に未曾有の被害をもたらしました東日本大

震災の発生から８年を迎えます。この震災で尊い命を奪われた多くの方々の無念の思い

と、最愛の御家族を失われた御遺族の皆様のお気持ちを思うと、今なお哀惜の念に堪え

ません。政府は、１１日、国立劇場において、文仁親王同妃両殿下御臨席のもとに、各

会代表の参加を得て、東日本大震災８周年追悼式をとり行なうこととしております。ま

た、同日、被災地である岩手県・宮城県・福島県の各県の多くの自治体をはじめ、列島

の各地で、鎮魂の祈りを込めた追悼式典が行なわれるほか、地震発生時刻であります午

後２時４６分には、国民を挙げて、それぞれの場所で黙祷が捧げられる予定でありま

す。 

 玉名市議会といたしましては、１１日が休会でありますことから、本日ここに東日本

大震災における弔意を表明することとし、議場において全員で黙祷を捧げ、追悼の意を

表したいと存じます。 

 あわせて申し上げます。来月１４日をもちまして、九州地方の広い範囲に甚大な被害

をもたらしました平成２８年熊本地震の発生から３年の節目を迎えます。この熊本県に

おいて、震災により、不幸にして多くの尊い命が犠牲となりましたことは、誠に痛恨の

極みであります。残された御遺族の悲しみに思いをいたしますと、やはり哀惜の念に堪

えません。来月１４日、県は熊本県庁において、地震の発生から３年に至るに当たり、

犠牲となられた方々に哀悼の意を表するとともに、復興に向けた決意を新たにするた

め、熊本地震犠牲者追悼式をとり行なうこととしております。 

 玉名市議会といたしましては、本日ここに、あわせて熊本地震における弔意を表明す

ることとし、同じく黙祷を捧げ、追悼の意を表したいと存じます。 

 あと２カ月足らずで、平成の世は終わりを迎えますが、この平成を振り返りますと、

まさに多くの大災害に象徴される時代でありました。陛下は、先の在位３０周年記念式

典において、災害が相次いだことの３０年を通し、不幸にも被災地で多くの悲しみに遭

遇しながらも、けなげに耐え抜いてきた人々、そして被災地の悲しみを我がこととし、

さまざまな形で寄り添い続けた全国の人々の姿は、在位中の忘れがたい記憶の一つと述

べられました。我々は、震災の記憶を風化させることなく、後世に伝え、震災から復興

を誓うとともに、やがて来たる新しい時代が災害のない、平穏で安泰な時代であってほ

しいと、強く願うばかりであります。 

 それでは、東日本大震災及び熊本地震の両震災により犠牲となられたすべての方々に
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対し、謹んで哀悼の意を捧げますとともに、衷心より御冥福をお祈りし、黙祷いたしま

す。 

 全員御起立願います。 

［全員起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 黙祷。 

［黙祷］ 

○議長（中尾嘉男君） 黙祷を終わります。 

 御着席願います。 

［全員着席］ 

○議長（中尾嘉男君） 市長より発言の申し出があっておりますので、これを許可いた

します。 

 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） おはようございます。 

 本日の議会一般質問に先立ちまして、議長のお許しを得て、発言の時間を賜りました

こと、議員各位に深く感謝を申し上げます。 

 かけがえのない多くの命が失われ、そして多くの方の人生を一変させた東日本大震災

の発生から早くも８年が過ぎようとしております。本県におきましても熊本地震の発生

からまもなく３年を迎えます。最愛の御家族や御親族、御友人をなくされた方々の気持

ちを思うと、今なお、哀惜の念に堪えません。それぞれの被災地では、いまだに多くの

方々が不自由な生活を送られており、住み慣れた土地に戻れない方々も数多くおられ、

震災前の生活を取り戻すには決して容易なことではありません。東日本大震災以降、日

本では震度６弱以上の地震が２５回発生し、うち震度７以上は４回発生しております。

いつ何時起こるやもしれぬ大規模災害に備えるためにも、このような厳しい被害の現実

を直視し、多くの犠牲のもとに得られた貴重な教訓を決して風化させることなく、引き

継ぎ防災対策に活かしていくことが震災を経験し、震災以前とほぼ変わらぬ日々の暮ら

しを営むことのできている私たち一人一人が果たさなければならない責務だと思います。

被災されたすべての方々が１日も早く平穏で心身共に健康な生活を取り戻すことができ

るよう願い、犠牲となられた御魂の永遠に安らかならんことを改めてお祈りを申し上げ

るとともに、御遺族の皆様の御平安を心から祈念申し上げ、追悼の言葉といたします。 

 本日は、貴重なお時間を賜り誠にありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） これより議事に入ります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 一般質問 
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○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「一般質問」を行ないます。質問は、通告の順序によ

って許すことにいたします。 

 ６番 古奥俊男君。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） おはようございます。また、傍聴者の皆様ありがとうございま

す。６番、新生クラブ、古奥でございます。 

 では、通告にしたがって一般質問をさせていただきます。 

 新玉名駅周辺整備について、３つの質問をさせていただきます。１番が駅前開発を進

めるためには。２番、通勤圏内住宅（ゾーン）について。３番、開発のための企業参入

についてであります。 

 先輩たちが努力してつくってくれました新幹線新玉名駅どう活用するか。県北の拠点

づくりは新幹線駅を中心にすべきではないかと考えます。しかしながら、前に進まない

状況を見ますと、農振除外がいかに大変か、前に進まない状況を見ますと考えさせられ

ます。 

 そこで１番、駅前開発を進めるためにはでございますが、４月の機構改革により新玉

名駅周辺整備推進係というのができますが、今まで職員の方が県に行かれますと、帰り

にはうなだれて帰ってくると聞きます。担当職員のバックアップをする必要があるので

はないでしょうか。そこで県又は国からの出向、権限のある副市長ぐらいの権限のある

方、副市長２人制を提案したいと思っております。そしてプロジェクトチームを設けな

がら進めないと、前に進まないのではないでしょうかと思います。これは予算とか人事

の件でございますので、市長にお伺いをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） 古奥議員の新玉名駅周辺整備についての中の駅前開発を進める

ための人事についての御質問にお答えします。 

 新玉名駅周辺整備につきましては、昨年６月に新玉名駅周辺等整備基本計画を策定

し、平成３１年度は具体的な整備計画を策定するため、当初予算において新玉名駅周辺

整備における実施計画策定業務及び排水路策定業務をお願いしているところでございま

す。整備計画を策定し、事業を着実に推進するためには、都市計画に対しての高度な知

識と経験が不可欠でございますので、リーダーシップを発揮していただき、専門的な立

場から指導、助言等ができる職員の派遣を今、国土交通省に要望しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 
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○６番（古奥俊男君） 答弁ありがとうございます。 

 国からの要望をなさっているということでありますので、期待をしておきます。 

 ２番に移らせていただきます。前回６月に議会で質問をしておりますが、通勤圏内の

ための住宅、要するに居住ゾーンですね、設けてある町がこれがやるべきじゃないかな

と、私は思っております。福岡まで４０分、熊本までは１０分で行きます。非常に便利

です。利便性を考えますと、今までもう８年間何もできておりませんので、何らかのア

クションを起こすべきではないかと思っておりますけども、お考えをお答えください。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 古奥議員の通勤圏内宅地についての御質問にお答え

いたします。 

 昨年の６月に策定いたしました新玉名駅周辺等整備基本計画にて、整備区域における

ゾーニング計画を示しております。その中で商業、居住ゾーンを設定しており、新玉名

駅からのアクセス性が優れ、幹線道路にも近いことから子育て世代や高齢者など、幅広

い世代にとって利便性の高い居住ゾーンの実現を目指しているところでございます。今

後の人口減少にはどめをかけるため、都市圏の幅広い年代層の田舎暮らし指向者の移

住、定住を促進することにより、本市への人の流れをつくる必要があるため、駅周辺で

の住宅用宅地開発は前向きに取り組むべき事業であると考えております。 

 実際にお隣の玉東町がＪＲ木葉駅周辺に宅地分譲されたオレンジタウンは、人口減少

対策として成果が上がっているとも伺っております。ただ、市の事業として宅地造成を

行なう場合には、財政上の制約もございますので、民間と連携した整備方法や事業費を

圧縮するための補助金の活用など、幅広い手法を検討し、総合的に判断してまいりたい

と考えております。 

 来年度実施計画を策定した上で、新駅周辺に関する整備を進めていく予定といたして

おりますが、この中で、民間の動向等を踏まえながら、住宅用宅地についても重点課題

として検討してまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁ありがとうございます。 

 民間も確かに大事なことでありましょうけれど、なんせ農振地域は民間が関われない

物件であります。なるだけ民間ができるようにしていただき、開発できればありがたい

なと思っておりますが、なにせ住宅地は民間に買っていただくんですから投資しまして

も必ず返ってまいります。そのあとも取得税とか固定資産税が税収になりますので、結

果的には税収的にはすごくいい成果が得られると思うんですけども、今後できるように

頑張っていただきたいと思います。 
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 では、３番に移らせていただきます。開発のための企業参入についてでありますが、

駅前周辺は文化財調査をしなければなりません。盛り土もしなければなりません。上水

道、下水道も入れなければなりません。道路網などのインフラ整備を行ない、どういう

企業が参入されるか、調査をし、公募をかけてみてはいかがでしょうか。参入企業があ

れば、事業計画を作成していただき、市と協議をしながら一体となり、農振除外を県に

働きかけるべきではないでしょうか。また、何らかの対策を講じるべきであると思いま

す。もうそろそろアクションを起こされると考えますが、お考えはいかがでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 古奥議員の開発のための企業参入についての御質問

にお答えいたします。 

 基本計画の策定後、問い合わせのあった企業につきましては、進出に関するヒアリン

グを行なうなどの対応を行なってまいりましたが、詳細な市場調査、例えば、どのよう

な業種、規模の企業進出の可能性が高いのか調査を行なう事業者意向調査はこれまで行

なっておりませんでした。このようにさまざまな企業にアンケートを依頼し、どのよう

な業種、規模の施設であったら新玉名駅周辺に進出する可能性が高いのか、進出するに

当たってはどのような条件が必要なのかといった調査を行なうことで、ターゲットを絞

って誘致活動を行なうことが可能となり、議員がおっしゃるように進出の可能性が高ま

ることが期待されます。 

 来年度における実施計画策定の中で、このような事業者意向調査を行なうことといた

しており、施設誘導の参考にしたいと考えております。また、商工政策課との企業誘致

に関するさらなる連携、また、地元不動産業者等への進出希望業者の情報収集も引き続

き行なってまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 私はちょうど１年、１２月の議会からこの質問をさせていただ

いております。もう１年過ぎました。ほとんど前に進まない状況だと思っております。

頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） それでは２番の玉陵校区のコミュニティについてであります。

これも３つの質問をさせていただきたいと思います。 

 まず１番、玉陵校区のコミュニティをどう補うのか。２番、旧６小学校の伝統行事等

の継承と文化の継承。３、小中一貫校とは。 

 まず、玉陵校区におきましては、子どもたちのためによいことと思って一貫校を進め

てまいりました。しかしながらよいことを優先したために、不和がでております。もう
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１年がたちます。まず、地域コミュニティをどう考える。もう考えるべきがきていると

思います。学校づくり委員会の中でいろんな意見が出ております。十分に配慮をしなが

ら、市が援助すべきと思っております。地元の案は、体育館と運動場は残してほしい、

小さなコミュニティを大事にしてほしい、しかしながら、教育委員会のほうは一貫校の

あとは玉陵小学校区でやってほしいということでありました。もう１年を過ぎようとし

ておりますので、そろそろ真剣に考えていただきたいなと思っております。お考えをお

聞きしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育長 池田誠一君。 

［教育長 池田誠一君 登壇］ 

○教育長（池田誠一君） 古奥議員の玉陵校区のコミュニティをどう補うのかというお

尋ねにお答えいたします。 

 玉陵校区内には、梅林支館、小田支館、玉名支館、月瀬支館、石貫支館、三ツ川支館

の６支館がございます。玉陵小統合後の６支館につきましては、各支館の意向を踏ま

え、今後も継続することとしております。 

 現在は、それぞれの支館において支館委託料や各負担金等において球技大会や駅伝大

会等の活動が支館主体で運営されております。その運営過程において相談等が生じた場

合は、支館の意向を尊重しながら支援を図ってまいりたいと考えております。また、学

校の駐車場拡張につきましては、これまでの学校行事の際、不足したことがあるものの

今後はＰＴＡ等の御協力により、現状の駐車場で対応してまいりたいと考えておりま

す。しかしながら議員御質問の玉陵小中学校が玉陵校区全体としてのコミュニティの場

となった場合の駐車スペースにつきましては、地域の行事等について地域の方々との協

議を行ない、今後、駐車場の拡張等の必要性について検討してまいりたいと考えており

ます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁ありがとうございます。 

 いろんなその件があるかと思っておりますけれども、その中で、もうオープンしたか

らあとのことはもう少し遅れてもいいやということではないと思っております。例え

ば、６小学校、１つの小学校が大体１万平方メートルぐらいであります。６小学校で６

万平方メートル、それに玉陵小学校が１万５、６,０００平方メートル、７万５、６,０

００平方メートルの敷地があったわけです。現在が約５万平方メートル弱です。集約化

にはなっております。ただし、今度そこの一貫校の玉陵小学校で６校の行事をやる場合

には、今の駐車場では絶対に足りません。その辺はただ駐車場だけじゃなくて、少し考

えを広げていただかんと、何かが起きてからでは遅うございますので、考えていただき

たいと思っております。 
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 では、次に移らせていただきます。 

 旧６各小学校の伝統行事の継続と文化の継承でありますが、学校づくり委員会の中で

保存継承跡地利用部会というのがあったんですけども、１年半ぐらい議論もされず、凍

結されておりました。例えば、月瀬小学校の源九郎太鼓でありますが、学校行事で残し

てほしいという意見が出たと思います。今は継承されておりませんので、地域の月瀬

で、地域でやっていらっしゃるかと思います。伝統行事を継承することは非常に大事で

はないでしょうか。今後、どう補われるのか、お考えを伺います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育長 池田誠一君。 

○教育長（池田誠一君） 古奥議員の旧６小学校の伝統行事等の継承と文化の継承にか

かる質問にお答えいたします。 

 玉陵中学校区の旧６小学校の地域の伝統行事や文化等を学校行事等にどう継承してい

くかにつきましては、玉陵小学校の統合について話し合う新しい学校づくり委員会の保

存継承跡地利用部会の中で話し合いが行なわれ、その中で学校行事としての存続移管を

検討するのであれば、学校づくり委員会等で検討するよりも、学校サイドで検討してほ

しいとの結論となりました。そのため、統合後玉陵小学校においては６校区の旧６小学

校のことを学ぶことはできる新しい行事を設けたり、玉名学の指導計画を作成し、児童

が地域について学ぶことができるよう、教育活動の充実を図っているところでありま

す。 

 具体的には、昨年１１月になりますが、地域交流学習会を実施し、児童が出身の旧小

学校に出かけていき、例えば、旧梅林小学校ではホタルの放流に取り組んだり、旧月瀬

小学校では月瀬源九郎太鼓を児童が地域の方々に披露したりと、地域の文化や伝統にふ

れあう機会を設けるといった行事を実施しております。また、旧月瀬小学校区の月瀬源

九郎太鼓につきましては、今年度地域の方々により、源九郎太鼓保存会が地域で立ち上

げられ、昨年１２月から玉陵小学校体育館を利用し練習を開始しております。保存会は

旧月瀬小学校区以外の校区の児童も参加しており、保存会の方も喜ばれておられると伺

っております。また、玉陵小学校は玉陵中学校の校舎と小学校の校舎が渡り廊下でつな

がった玉名市発の施設一体型の小中一貫教育を推進する学校として、平成３１年４月に

開校いたしました。本年度は開校初年度ということで、この１年は児童が落ち着いて学

校生活を送ることができるようにすることに主眼を置き、学校運営を進められたところ

であります。 

 地域の伝統行事や文化を学ぶことは、郷土の誇りを胸に共働する相手の文化や願いに

思いをいたし、国際社会をたくましく生き抜く子どもを育てるために、これからますま

す重要になります。 

 教育委員会といたしましても、今後とも学校と地域と一緒になり、子どもたちに伝え
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ていきたいと考えているところであります。なお、地域の伝統行事、文化等を学校行事

等にどう継承していくかという観点からのお答えについては、以上となりますが、地域

の伝統行事、文化等につきましては、あくまでも地域のコミュニティが主体となり実施

されるものでありますので、その継承等についてはそれぞれの地域においてお願いした

いと考えております。また、玉陵小学校のおおむね全体の住民が玉陵小学校区全体で一

体となって継続伝承すべきと望まれる文化や伝統行事につきましては、行政が加わるこ

とが必要であれば、学校教育とは別に教育行政の立場で関わることのできる支援等を検

討していきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁ありがとうございます。 

 開校して１年たちますが、全般的にはよかったと思っております。学校の開校に対し

ましては、非常に今のところ喜んでおりますが、地域に対しての伝統工芸の継承とか文

化の継承はまだ置き去りになっております。検討をよろしくお願いします。 

 では、次に移らさせていただきます。 

 小中一貫校とはでありますが、最初日本一の学校をつくりますということから始まり

ました。分離型にするか、一体型にするかの議論から始まり、当初の説明では、一貫校

とは校長１人、副校長を小学校１人、中学校１人という説明がありました。現在は、中

学校の校長１人、小学校の校長１人であります。また、運動会も小学校、中学校一緒の

運動会が一貫校だと説明を受けております。しかしながら、現在は小学校、中学校別々

の運動会をなされております。ちょっと説明と違うように思うんですが、本当の小中一

貫校とは、お伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育長 池田誠一君。 

○教育長（池田誠一君） ただいまのお尋ねにお答えする前に、前のお尋ねにつきまし

て、一部訂正をさせていただきたいと思います。 

 それは、玉陵小中学校の開校年度を平成３１年４月と読んでしまいましたが、平成３

０年度に訂正をお願いいたします。 

 それでは、先ほどのお尋ねにお答えしていきます。 

 古奥議員の小中一貫校とはという質問についてですが、平成３０年４月に開校した玉

陵小学校は、議員も御存じのとおり、学校規模・配置適正化基本計画に基づいて、再編

され、小中一貫教育を進める玉名市において小学校と中学校が施設を同じくする初めて

の施設一体型の学校です。職員室も１つとなり、小中学校の教職員が力を合わせ、義務

教育９年間の学びと育ちをつなぐ教育が始まりました。玉陵小中学校では、小中一貫教

育を推進するために、小学校と中学校で共通した学校教育目標や目指す児童生徒像が設
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定され、具体的目標も小中学校の教職員が共有し、共有活動を展開しているところでご

ざいます。また、同一地域内にあることを強みとして、小学生と中学生の交流が日常活

動等いろいろな場面において可能であり、小中合同のあいさつ運動や委員会活動に取り

組んでおります。 

 学校行事としても４月の歓送迎会や年２回の避難訓練が小中合同で実施され、これは

中学生がリーダーシップを発揮するすばらしい姿を小学生が直に学ぶことができる好機

となったと聞いております。しかし、すべての行事が小中合同で実施されるわけではあ

りません。例えば、本年度の玉陵小学校の運動会は、中学校の５月の体育大会とは別に

９月に実施されました。その理由としましては、４月に開校したばかりで、新しい学校

に慣れるのに精一杯の小学生たちにとって、５月に運動会を実施することは大きな負担

となることが予想できました。まずは、子どもたち自身が統合してできた新しい小学校

の生活に慣れ、落ち着いた学校生活を送ることができるように注力することこそが、開

校１年目の玉陵小学校にとってなによりも大切であるとの判断からです。また、玉陵小

学校は、全学年が２学級ずつで編成され、児童数も約３００人とこれまでもの何倍もの

学級規模となりました。運動会を児童一人一人の学習成果の発表の場として考えます

と、小中合同で実施すれば、児童１人の出場できるプログラム数は限られ、待ち時間ば

かりが長くなることが予想されます。果たしてそれが小学生や中学生が望む運動会であ

るのか、保護者や地域の方々が期待される体育大会であるかという点からも小中別々に

実施するという判断がなされたところであります。 

 また、保護者の気持ちを察しますと、我が子が新しい環境において、どんな場面で、

どのように活動できているかをより多くの種目を通してみてみたいと思われているので

はないでしょうか。玉陵小中学校に確認しましたところ、運動会と体育大会につきまし

ては、来年度も小中別々に実施する計画が立てられております。しかしながら、小学校

と中学校は同一敷地内にあるということは、市内の他の小中学校にはない特徴であり、

新たな歩みをはじめた玉陵小中学校では、本市が目指す学校教育のモデルと考えており

ます。目指す１５歳の姿を間近で見て、肌で感じることは小学校の学校生活の充実につ

ながりますし、中学生にとっても身の引き締まる学校生活になっていることは確かであ

ります。児童生徒にとって、小中合同で実施することによる教育的効果が期待される行

事や学習活動は何か、開校２年目、３年目と玉陵小中学校が新しい試みにチャレンジ

し、試行錯誤を重ねながら、小中一貫教育の一層の推進が図られるよう教育委員会とい

たしましても、継続した支援を続けてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） 答弁ありがとうございます。 
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 基本的な考え方は守っていただきながら、悪いところはそれは改めるべきだと思って

おります。子どもたちによりよい環境が整いますようにお願いをしておきます。 

 それから前回、運動場だけの議論をしていただいて否決をされましたが、この玉陵校

区は、全校集まってここでやってくださいという教育委員会の説明があったもんですか

ら、例えば、６小学校がまとまって、例えば、まつりをやったときに、駐車場は絶対足

りません。例えば、小学校３００名です。中学校１５０で４５０名、一緒にやった場合

は保護者の方が見にいらっしゃる台数。どんなに少なくても３００、４００台ぐらいに

なります。それと、うちはなんか運動場にその入れるということでありましたが、うち

の運動場はこういうつくりになっておりません。暗渠排水は入れておりますから、例え

ば、今度玉名町小学校が今、運動場整備やっております。これは敷地がないから運動場

に駐車をしますということで、ちゃんと暗渠排水は入れますけど、そこはちゃんと、そ

ういうふうにせんといかんと思います。車が乗っても大丈夫なように、しかしながら上

のほうの固まったところは１年に１回、半年に１回、耕してまたせんと、暗渠排水の効

果は半減します。その町小はもう敷地がないからしょうがないかと思います。でも玉陵

は敷地がありますもんですから、そういうふうなことになっておりません。ただ、地区

の方たちが駐車場が欲しいからやってくれといっているわけではありませんので、くれ

ぐれも御検討をお願いいたします。 

 それでは、次の質問に移らせていただきます。 

［６番 古奥俊男君 登壇］ 

○６番（古奥俊男君） 市が補助する外郭団体への指定管理についてであります。 

 市が補助している外郭団体は３つございます。公益社団法人玉名市シルバー人材セン

ター、一般財団法人玉名市自治振興公社、社会福祉法人玉名市社会福祉協議会、市民に

対して費用対効果は成り立っているのでしょうか。そこで３つの質問をさせていただき

ます。１、公益社団法人玉名市シルバー人材センターについて。２、一般財団法人玉名

市自治振興公社について。３、社会福祉法人玉名市社会福祉協議会について。 

 １番の公益社団法人玉名市シルバー人材センターでありますが、補助金としては１億

５００万円ぐらい。ただ、私の質問は今回は指定管理についてという内容にしておりま

すので、市の補助は１,９００万円、これは人件費です。それぞれの課から委託をして

あります。６,８００万円になります。指定管理が１,８００万円、決算書を見ますと会

員の方が４００何十名いらっしゃるようです。事業費も合計しますと２億４,０００万

円ぐらいなさっておりますので、運営状況をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 古奥議員御質問の玉名市シルバー人材センターの運営
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状況についてお答えいたします。 

 シルバー人材センターは、高齢者にふさわしい仕事を家庭、事業所、公共団体等から

引き受けて会員に提供する都道府県知事許可の公益法人でありまして、自主的な会員組

織でございます。現在の会員数は４２１人でございまして、会員が働いた仕事に応じ、

配分金が支払われ、能力に応じた働き方ができます。平成２９年度の実績について申し

上げますと、主な業務であります施設の守衛業務、植木の剪定、草刈り等の受託事業収

入が１億７,４８６万２,０００円、蛇ヶ谷公園や武道館等の指定管理業務による委託金

収入が２,４７３万４,０００円となっております。その他に、市からの補助金１,９０

０万円等が主な収入となっているところでございます。 

 受託事業の受注件数ですけれども、３,４７１件で、前年度比では微増となっており

ます。市が実施する総合事業の一環でありますホームヘルパーによる掃除、片付けなど

を行なうふれあい家事支援サービスの平成２９年度からお願いしているところでござい

ます。今後も高齢者が能力を活かし、生きがいや生活感の充実を図ることができますよ

う、運営費の支援や業務の拡大、機能強化に向けた支援を行なってまいりたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 ４２０名の方がなさっていらっしゃるようです。時給が６４０円ぐらいと聞いており

ますので、適当かなと、私は考えております。しかしながら、今度平成３１年度から、

今まで蛇ヶ谷公園とテニスコートはシルバーセンターがやっておったんですが、今度安

心コーポレーションに変わるような話を聞いております。金額はわかりませんけども、

今までそこだけでこれで見ますと、１,４００万円ぐらいになっております。恐らく下

がってるから、金額が下がってるからここがとったんだろうと思うんですけども、その

辺の指定管理が適当だったのか、改善の余地はありますでしょうか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 議員御質問の再質問についてお答えいたします。 

 そうですね、今まで４つとっていったわけですけども、改善策としましては、これは

入札といいますか、そういう形でとりましたので、金額的に見積もりで落ちたという形

ですけれども、それにつきましては、その業者とまた話し合いをしまして、その業務を

何と言いますか、下請けといいますか、そういう形で検討しているというところはお聞

きしております。 

 以上です。 
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○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） いや、改善ができましたらお願いをいたしておきます。 

 続きまして２番に移らせていただきます。一般財団法人玉名市自治振興公社でありま

すが、ここも６,２００万円の補助が出ております。その中で、補助金、人件費として

１,８５０万円、この使用料が、使用料となっておりますが２,３００万円ぐらい市民会

館とかなんかを貸してありますもんですから、その収入がそれだけになっております。

指定管理は４,３５０万円。これは市民会館、青少年ホーム、体育センター、弓道場、

それとふるさと自然公園、これを見ますと、なんか事業費が８,５００万円になってお

りますから、稼いでいらっしゃるというか、その市民会館の使用料とか２,３００万円

いかないんですよ、今度３６億円かけて市民会館をつくっております。営業なさっても

ちっと稼いでいただかんと、３６億円に見合うお仕事をしていただきたいなと、私は思

っております。 

 この辺もどういう思い入れがなされているのか、お聞きをいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 古奥議員の一般財団法人玉名市自治振興公社の指定

管理業務に関する御質問にお答えいたします。 

 はじめに自治振興公社の設立経緯と指定管理者制度の目的について申し上げます。 

 自治振興公社はそれまで市直営で担当の職員を配置し、管理しておりました市民会館

を効率的に運営するため、昭和６２年４月市の出資により設立した法人でございます。

その関係上設立当時から職員の人件費分を市が負担し続けておりますが、設立の時点で

は管理運営にかかる全体経費の削減につながっていたものの、現在ではその効果が見え

にくくなっているということは承知しております。また、指定管理者制度の目的は、多

様化する住民ニーズに対し、より効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民

間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上を図るとともに、経費の縮減等を図ること

でございまして、当該制度の導入によって地域の振興と活性化、さらに行政改革の推進

効果が期待されているものでございます。 

 しかしながら、議員御指摘のとおり自治振興公社の決算書を見ますと、市民会館をは

じめ周辺各施設のいずれもが市からの費用を投入しないと運営できない状態であること

は事実でございます。これは住民福祉の向上につながる公共施設は、性質上利益を生み

出すものではないことから、赤字経営となるのはいたし方ない部分が大きく、本市以外

にも多くの地方自治体が同様に苦慮している点でもございます。 

 そこで自治振興公社におきましては、自らが主催者となり、市民会館を会場に年間

３、４回程度の自主文化事業を開催しており、平成２９年度の実績といたしましては、

映画上映会及び後援会、玉名の紅白歌合戦と題したカラオケまつり、名人寄席などを実
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施いたしまして多くの集客ができたものもございますが、全体としては利益が出ている

とは言えない状況にございます。これらのことは、これまでの市議会においても議論の

対象となっており、市民会館の稼働率の向上、自主文化事業に限らず、文化的な催し物

の誘致、充実等についてさまざまな御意見を頂戴しているところでもございます。 

 最後に建設中の新市民会館ホールの管理運営業務について申し上げます。 

 完成を約１年後に控え、今後の管理運営方針について、現在、関係各課と後者におい

て協議を行なっているところでございます。業務改善による赤字幅の縮小、稼働率の向

上を目標とすることは当然のことながら、文化活動の中心拠点、また、コミュニティの

場としての機能拡大を図り、施設利用者の利便性の向上と市民の方々から親しまれる魅

力ある施設となるよう努めてまいる所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 改善できるところは改善していただきたいなと思っております。よろしくお願いいた

します。 

 では、３番に移らせていただきます。 

 社会福祉法人玉名市社会福祉協議会なんですけども、ここも市からの補助金が平成２

９年度で２億２,８００万円、平成３０年度で２億３,５００万円となっております。そ

の中で、全体の事業は５億円ぐらいになっております。しかしながら、補助金として、

これ人件費職員の１８名分ですが、９,０００万円ぐらいでております。委託料として

２,７９７万円、指定管理が１億１,０００万円あります。それは健康福祉センターと、

岱明ふれあい健康センターとゆとりーむ、老人憩いの家でございます。私、考えますと

ころは、社会福祉協議会さんが経営はできるのかなと。指定管理として適当なのかなと

いうのがちょっとありますもんですから、ちょっとお聞きしたいんですけども、運営状

況をちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 古奥議員の社会福祉法人玉名市社会福祉協議会につい

てお答えいたします。 

 まず、平成３０年度社会福祉協議会へ支出する主なものとしまして、事務局長を含む

一般事務職員等１８名分の人件費補助金としまして９,３７２万９,０００円、また、玉

名市福祉センターや横島総合保険福祉センターゆとりーむなど、４つの公共施設の指定

管理料としまして、合計で１億１,０４８万７,０００円を支出しております。そのほか

地域包括支援センター運営業務、地域子育て支援拠点事業、福祉バス運航事業など、１

３事業について市からの受託事業として運営をお願いしているところでございます。ま
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た、社会福祉協議会におきましては、成年後見人事業や共同募金運動を始め、福祉機器

貸し出し事業、心配事相談福祉協力員設置事業などのさまざまな自主事業にも積極的に

取り組んでおられます。 

 当協議会が行なうこれらの事業につきましては、現在、指定管理施設を活動拠点とし

ており、これらの事業を通じて地域のニーズに適切に対応し、地域住民との信頼関係を

構築しながら、福祉の向上に大きく寄与しているところでございます。また、これらの

施設は、地域住民の福祉の向上を目的とする観点から、低額な料金で御利用いただく反

面、施設の運営、維持管理に多額の費用を必要とすることから、多くの収支を期待する

ものではございません。市としましては、今後も利用者の利便性向上と自主事業の充実

を求め、安定した管理運営のもと、収支の積算をしっかりと精査し、適正な指定管理料

を設定するよう努めてまいりたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 事業は確かにその福祉関係でありますので、利益を出すことが目的ではないと思いま

す。しかしながら、合併した当時、天水、横島、岱明、各行政にありまして、それぞれ

の財産があったかと思います。非常にこの決算書の中を見ますと、非常に財産があるん

ですよね。これはこれだけあるのに、そこまで補助せなんとかなというともありますん

ですが、その辺は改善の余地はあるんでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 基金関係で議員おっしゃいましたように、かなりあるわけですけれども、社会福祉法

人としましては、全国社会福祉人ございますけれども、平均的よりは若干少ないという

状況でございまして、人件費につきましても補助金で対応しているというところで、あ

くまでその補助金ということでこの補助金が例えばなくなった場合、そういうところの

ためとか、あとは介護施設がございますので、そういう所の拡大といいますか、そのた

めの費用というところで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 古奥俊男君。 

○６番（古奥俊男君） ありがとうございます。 

 それならば、例えば、ゆたーっと元気体操とかいきいきふれあい活動ですかね、あり

ますんですが、この辺をもう少し充実していただければ、地域のためにはなるかなと思

っております。そういうことも踏まえまして、改善ができますならば改善をしていただ

きたいと思います。 
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 これで私の一般質問は終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、古奥俊男君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時０５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時２２分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 １８番 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） こんにちは。日本共産党の前田正治です。 

 通告に沿って一般質問を行ないます。 

 １、職員の任用について。平成１７年に合併をしました玉名市は、職員採用につきま

しては、新規の正職員採用は退職者の３分の１にとどめてきました。農政や福祉などの

めまぐるしい制度改正、また、熊本県からの権限委譲などにより、業務量は増加してい

るにもかかわらずであります。市役所の公務は地方公務員法では、任期の定めのない常

勤職員、正職員による運営が前提であります。ところが減少した正職員に変わり一般非

常勤職員や臨時職員が増加して、正職員が担ってきた業務まで行なう状況が生まれてい

ます。任用の方法につきまして、一般職非常勤職員の任用根拠であります地方公務員法

の第１７条では、職員の職に欠員を生じた場合においては、任命権者は採用、承認、公

認又は転任のいずれか一つの方法により職員を任命することができるとしています。臨

時職員につきましては、第２２条任命権者は緊急の場合又は臨時の職に関する場合にお

いては６月を超えない期間で臨時的任用を行なうことができるとしています。 

 玉名市の条例では、任用期間を一般非常勤職員が１年未満、臨時職員は５月と定めて

おりますが、実際は一定の空白期間を挟み、繰り返し任用が行なわれています。常勤職

員同様の業務を給与や手当などの処遇面がよろしくない非常勤職員や臨時職員が担って

いる状況があります。職員の任用につきまして６点質問をします。 

 １、臨時職員や非常勤職員の勤務実態の調査・把握の結果を求めます。そして、平成

３１年度において非常勤職員、臨時職員の処遇はどのように改善するか。２、職員組合

との間で３６（サブロク）協定についてはどうしているか。３、職員の時間外勤務縮減

に向けての取り組みはどうしているか。４、平成３２年４月から始まる会計年度任用職

員制度移行に向けて、任用及び勤務条件の設定、条例制定、職員組合との協議などの日

程はどうなるか。５、会計年度任用職員が行なう具体的な職種は何があるか。６、職員

採用についての諸問題についてであります。 

 平成３１年度の玉名市職員採用実施状況を検索しましたところ、採用試験部門では採
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用予定人数１８人に対して、最終合格者は３０人であります。中でも行政職大卒は９人

予定に１４人の合格者、一般事務高卒は、採用予定１人に対して１２人の合格者であり

ます。昨年は最終合格者の中で辞退があったために、新入庁がいわゆる新職員が不足す

る自体がありました。昨年の教訓を考えれば、保険をかけた最終合格者なのかなという

思いがあります。今議会には定員、本議会には職員定数をふやす条例改正案が提出して

ありますが職員定数管理について、方針の転換があるのかどうか、平成３１年度採用に

おける多めの最終合格者を出したことについての説明や今後の職員定数管理について、

見解を伺います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 皆さんおはようございます。 

 前田議員の御質問の職員の任用について一括して回答をさせていただきます。 

 まず、臨時職員や非常勤職員の勤務実態の調査・把握の結果及び平成３１年度におい

て非常勤職員、臨時職員の処遇はどのように改善するかについてお答えをいたします。 

 臨時職員や非常勤職員の勤務実態の調査・把握につきましては、平成３２年度からの

会計年度任用職員制度の導入に向けまして必要な準備といたしまして、平成２９年度に

総務省からの依頼ですべての自治体が勤務実態の調査を実施いたしたところでございま

す。調査方法につきましては、臨時的任用職員及び一般職の非常勤職員、移行対象とな

ります特別職の非常勤職員の抽出を行ない、市長部局２４９人、教育委員会１５７人、

合計で４０６人の勤務実態の把握をしたところでございます。その中で、職務内容や任

用要件などから４０６人中３２１人の約８割が会計年度任用職員に移行予定であると総

務省に報告をいたしたところでございます。 

 続きまして、平成３１年度において非常勤職員・臨時職員の処遇はどのように改善す

るかについてでございますが、現在、平成３２年度からの会計年度任用職員制度移行に

伴い、全面的に処遇の見直しを行なっておりますので、平成３１年度につきましては、

現行の処遇にて任用していきたいと考えておるところでございます。 

 次に、２項目目の職員組合との間で３６（サブロク）協定についてどうしているかに

ついてお答えをいたします。 

 本市では労働基準法別表第１の１３号に区分されております保育所においては、職員

組合との間で３６（サブロク）協定を締結をいたしておりますが、そのほかの部署にお

きましては、労働基準法第３３条第３項の規定に基づき３６（サブロク）協定の締結は

必要ないものでございます。 

 続きまして、３項目目の職員の時間外勤務縮減に向けての取り組みはについて御回答

いたします。 
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 まず、時間外勤務縮減に向けこれまでの主な取り組みについて御説明いたしますと、

毎月第１金曜日をノー残業デーと定めまして、業務に支障がない限り全職員に対し定時

退庁の呼びかけを実施いたしております。また、所属長ヒアリングの中で、職員配置や

業務分担に関する協議を行なった上で、適正な配置や業務分担の見直しを図り、時間外

勤務の縮減に努めているところでございます。しかしながら、近年における業務の複雑

化や多様化に伴い、職員にかかる負担は増加傾向でございます。その対策としまして、

まずは必要とされる部署の職員数を確保するために、議員も先ほど申されましたけれど

も、次年度の新規採用職員をふやし、職員不足の解消を図ることで時間外勤務の縮減に

つなげていきたいと考えております。 

 続きまして、４項目目の会計年度任用職員制度移行に向けて、任用・勤務条件の設定、

条例の制定、職員組合との協議などの日程についてお答えいたします。 

 まず、現在の状況について御説明いたしますと、勤務実態調査結果や各課からの説明

を受けて、総務課において任用・勤務条件の案を作成をいたしているところでございま

す。また、平成３１年４月までに財政課や関係課との協議を経た上で、条例の整備に取

りかかる予定でございまして、本年の９月議会に条例案として上程をいたしたいと考え

ております。なお、職員組合とはこれまで情報提供や協議を重ねておりますし、会計年

度任用職員の制度設計を行なっていく上においても協議を行っていきたいと考えている

ところでございます。 

 続きまして、５項目目の会計年度任用職員が行なう具体的な職種についてお答えいた

します。 

 現在、非常勤職員として任用しております一般事務員、それから各種相談員、指導員

だけではなく、保健師や看護師、保育士などの専門的な職種についても会計年度任用職

員に移行をいたします。また、特別職の非常勤職員や臨時的任用職員の任用条件が厳格

化されるということでございますので、嘱託員や交通指導員等につきましても現行の特

別職の非常勤職員としてではなく、委託での対応あるいはまた、会計年度任用職員に移

行する必要がございます。このように非常勤職員や臨時的任用職員で任用している職種

の大半が平成３２年度からは一般職の会計年度任用職員として任用するという考えでご

ざいます。 

 最後に、６項目目の職員採用の諸問題についてお答えをいたします。 

 まず、平成３１年度新規採用職員について御説明いたしますと、募集した職員数は行

政職などの採用試験で１８名、土木技術職の選考試験で２名の計２０名を予定をいたし

ておりました。技術職の選考試験、失礼しました。が、所属長２０名を予定しておりま

したが、所属長ヒアリングや組織再編に伴い、円滑な事務事業を遂行するため、職員を

ふやす必要があると判断をいたしまして、結果としましては２８名の採用内定を行なっ
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たところでございます。その中でも高校卒業程度の一般事務の採用試験につきましては、

これも先ほど前田議員申されたとおりでございます。１名の募集に対し、１０名の採用

内定を行なったところでございますが、その主な理由といたしましては、高校卒業程度

と大学卒業程度の土木技術職が確保できなかったために、高校卒の一般事務職を土木に

従事する技術職員として育成を見据えた上で、採用を行なったというものでございます。 

 なお、今後につきましては、職員数の適切な管理を行ない、安定した行政サービスを

提供していくため、玉名市職員定員適正化計画の作成に取り組んでまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 一般職非常勤職員、臨時職員の処遇改善なんですけど、会計

年度任用職員制度に便乗して行なうということなんでしょうか。勤務実態調査がなされ

てますので、その結果、一般非常勤職員や臨時職員の勤務内容が常勤職員とほぼ同じと

いうふうなところは、どこがあるのか、２つ、３つ、その課全体、係全体ということで

はないかもしれませんけど、２つ、３つ例を挙げていただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 前田議員の再質問にお答えいたします。 

 会計年度任用職員制度の導入に合わせまして、一般職、現在の一般職の非常勤職員、

それから臨時的にいる職員につきましては、現在、条例等の整備を進めておりまして、

その改正によりまして処遇改善を図っていくという予定でございます。 

 それからもう一つの御質問でございますけれども、現在、任用しております臨時の職

員の中で、保育所の保育士については常勤の職員に近い勤務体系となっております。議

員御承知のとおり、保育所の保育士不足から負担が生じているというのは現状でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 保育士だけですか、私はまだほかにもあるんじゃないかな

と、そういう気がしております。 

 保育士ということでありましたので、保育士の場合は非常勤の場合は１年未満を繰り

返すと、臨時の場合は５月の中で途中挟んで繰り返しというような状態かと思いますけ

ど、いわゆる不安定雇用状態を何年間もこの間繰り返し継続したということになるかと

思います。そういう中で、必要な知識とかもちろん保育士は専門職なんですけども、そ

ういった経験を通じて業務に必要な知識とか、あるいはその保護者との対応の仕方とか

ですね、いろんなことが豊富になって常勤職員と同じような仕事を担っているというこ
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とかと思います。従いまして、まさにこの実態に応じた処遇改善を私はやっぱりすぐ行

なうべきじゃないかと、来年度を待たずにですね。例えば、この間も再三質問してきま

した通勤費用、常勤職員同様に改善するということはですね、これはもうすぐにでも可

能じゃないかなと思いますけど、見解を聞きます。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 前田議員の御質問にお答えいたします。 

 現在、通勤費用につきましては、これは保育所でございますけれども、雇用期間が、

失礼しました。一般の非常勤職員につきましては、雇用期間が１年かつ２キロメートル

以上の通勤がある場合に支給を行なっているという状況でございます。 

 臨時職員で任用する保育士等につきましても、同様な形で一般職の非常勤職員という

ような形で、今後支給できるように次年度以降取り組んでまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 経験を考慮して次年度じゃなくて今年度だろうと。さらには

通勤費用もこれは常勤職員並みにするというふうなことが必要じゃないかなというふう

に思うわけです。 

 時間外勤務縮減に向けての取り組みについてでありますけど、３６（サブロク）協定

結んでいるのは、保育士の職種ということでありました。私は別表１から判断すると、

企業局や保健センターの職員も３６（サブロク）協定を結ぶ範疇にあるのではないかな

というふうに判断するわけですけど、保育士以外には別表に照らした中でほかにはない

んでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 前田議員の御質問にお答えいたします。 

 超過勤務の命令の上限等につきましては、総務省や熊本県からの直接な措置を講じる

ように通知がなされております。本市におきましても玉名市職員の勤務時間、給与等に

関する条例施行規則等で今後も改正を行なっていきたいというふうに思っておりますが、

現在、３６（サブロク）協定を結んでおりますのは、保育所のみでございまして、先ほ

ど議員が申されました部分については、これは組合のほうと協議を行なって協定を結ん

でおりますので、福祉センター、恐らく博物館とかもあったと思うんですが、そちらの

ほうとは結んでおりません。それが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） じゃあ、別表１によると、保育士以外にも結ばんといかんと
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ころがあるけど、組合との協議の中で保育所だけにとどめてると、そういうことです

ね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 今の御質問にお答えいたします。 

 前田議員仰せのとおりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 私は、公務員でも原則としては３６（サブロク）協定を結ぶ

ことなしに時間外勤務はあり得ないと、こういうふうに思います。 

 ３６（サブロク）協定がないことで、勤務時間の把握、管理が適正になされず、いわ

ゆるサービス残業の温床になっているというふうに思うわけです。労働基準法では、官

公庁においては公務のための臨時の必要がある場合に限り、３６（サブロク）協定を結

ばずに、時間外勤務を命令することが可能であります。臨時というなら、突発的、ある

いはその短期間と考えるわけですが、臨時の状態が何カ月にも及んで、恒常的状態にあ

り、実施はもはや臨時と言えないような状況があるんじゃないかなと。平成３１年度の

当初予算におきまして、時間外勤務手当が計上してあります。タイムカードで把握でき

る時間外勤務については、時間外の手当をきちんとやっぱり出すべきだと思いますがい

かがでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 確かに、労働に対する対価というのは報酬として支払うということは当然のことでご

ざいます。我々もそういったことを念頭において予算編成をいたしとりますし、そして

また、上司からの時間外命令というのも適切に指示を出しておりますので、そのような

形で取り組んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） サービス残業はもう絶対あり得んというふうに考えておった

んです。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 そういった形で今後取り組んでまいりますし、今までもそういったことについては、

きちんとした適正な対応で職員間の連携をとって業務を進めておるということでござい

ます。 

 以上でございます。 
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○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 予算を使い切ったらサービス残業にならざるを得ないと、そ

ういう状況が私はあってはならないと思います。時間外勤務時間の正確な把握とそれに

見合う手当はきちんと出すということを確認したいと思います。 

 今年度の４月から人事規則にも時間外勤務命令の上限設定がなされることになりまし

た。総務省は地方自治体に対して、これに準じた条例や規則の改正を求めております。

時間外勤務の上限規制について、どのような対応をされるのかお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

 これは働き方改革の中で、上限が、規制が１週間４５時間という制度でございまし

て、年にしますと３６０時間というのが設定をされておりますので、それは４月１日か

らそこをスタートするわけでございます。そういったことでございますので、例規の改

正を今現在進めておりますので、４月１日からはきちんとした体制を整えていきたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） じゃあ、会計年度任用職員制度についてであります。 

 国会の政府答弁では、今回の中央公務員法の改正は、任用の適正化、処遇の改善に向

けた第一歩、また、雇いどめを行なうとか、処遇を引き下げるといったことは、改正法

案の趣旨に沿わない、こういう答弁があっております。非常勤職員臨時職員の約８割が

会計年度任用職員に移行するということですが、業務の円滑な遂行とこれまでの業務経

験を活かす点などを考慮すれば、特別の選考などを踏まえた希望者全員を任用すべきと

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの前田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、会計年度任用職員の選考方法についてでございますが、これは広く募集を行な

った上で、職歴や職務状況を踏まえ、面接にて選考していきたいと考えております。 

 それから、あと処遇改善あたりについてでございますけれども、２年目以降も同じ職

種で任命する場合につきましては、人事評価の結果を選考の判断材料といたしまして、

活用いたしたいというふうに思っておりますし、現在予定しておりますその処遇改善の

内容についてでございますけれども、期末手当の支給、それから通勤などの各種手当て

や費用弁償の見直し、休暇制度の充実などがございます。また、引き続き任用された職

員につきましては、昇給制度等を適用するなどの全面的な処遇改善に努めてまいりたい

と考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 全面的な処遇改善は必ず必要と思いますけど、今聞いたの

は、８割ぐらいの非常勤職員や臨時職員が、会計年度任用職員に移行すると、調査の結

果ですね、その中で選考の結果、選考という過程を経て、希望者は全員任用しますか

と。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 選考採用ということでございますので、面接を行ないまして、きちんとやはり先ほど

申しましたとおり、前職、経歴とかですね、その能力、そういったものは見極めて採用

しなければいけないというふうに思っておりますし、処遇改善を図る以上は、そういっ

た選考面接において、きちんと厳正な判断で採用いたしたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 次に、会計年度任用職員が勤務時間がフルタイム、これは常

勤職員と同じ週３８時間４５分であります。フルタイムとパートタイム、週３８時間４

５分未満があります。非常勤職員臨時職員が会計年度任用職員に移行した場合、フルタ

イムとパートタイムの人数、比率ですね、これはおおよそでよかけん、大体何対何ぐら

いに、フルタイムとパートタイムはなりそうですか。また、手当などの処遇面について

フルタイム、パートタイム、それぞれどうなりますか。違いがあるかどうかお答えくだ

さい。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 前田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、現在の勤務形態を含めまして、本市における会計年度任用職員につきまして

は、すべてパートタイムで任用する予定でございます。また、給付面におけるフルタイ

ムとパートタイムの違いについてでございますけれども、フルタイムは給料、旅費及び

手当が支給対象でございまして、パートタイムにつきましては報酬、費用弁償及び期末

手当が支給されるということになっております。 

 なお、パートタイムにおける時間外や旅費、通勤にかかる費用等につきましては、費

用弁償というふうな形で支給をしていくというふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） すべてパートタイムで任用すると、私も予想外でした。フル

タイムがあるとかなと思ってですね。パートタイムの処遇で、今まではでてなかった期
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末手当を支給できるということなんですけども、期末手当の支給率について何ですけ

ど、これは率は常勤職員と同じですか。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの前田議員の御質問にお答えいたします。 

 期末手当の支給につきましては、国が示したマニュアルがございまして、そのマニュ

アルにおきまして期末手当の具体的な制度設計につきましては、常勤職員の取り扱いと

の健康等を踏まえて定めていくことが適当であるということでございまして、制度の導

入に当たりましては、支給率を２年程度の期間をかけて段階的に常勤職員と同様という

ような考えで進めていきたいと、段階的に調整を行なっていきたいというふうに考えて

いるところでございます。初年度から常勤職員と同等とするのか、段階的に引き上げて

いくのかということのお話になるわけでございますけれども、これは自治体の動向や庁

内協議を踏まえて、最終的に決定判断いたしたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 私は、会計年度任用職員でそういった待遇が改善されると今

まででてなかった期末手当が出せるようになったと、何も段階かけて引き上げんでも、

やっぱりその時点で常勤職員並みに出すべきだと、その２年かけて常勤職員並みにしな

さいというふうに何らかの規定がありますか。それとも２年という猶予がそれはそのい

わゆる市長の裁量の範囲に入るとですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの前田議員の御質問にお答えいたします。 

 段階的にというふうな話をさせていただいたんですけども、これにつきましては、国

の総務省のほうからのマニュアルの中で、そういったことの内容も盛り込んでございま

すので、その判断につきましては、それぞれ格段のお考えもございますので、市として

は、近隣市町の状況、あるいは庁内の中で、それはもう財政的な面も含めて、全体的な

内容の中できちんと精査して取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） せっかく期末手当が支給できるようになったからですね、よ

そと足並みをそろえて低っかところからスタートせんで、同じ所からびゃっとスタート

したほうがやっぱりよかっじゃなかつかなと、やっぱりやる気も出てくるんじゃないか

なというふうに、私は考えます。 

 職員採用についての諸問題についてであります。私は、今までの一般質問で減りすぎ

た職員では、めまぐるしく変わる制度改正、あるいは災害などの対応に適切に対応でき
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ない、３分の１採用を見直すべきだとたびたび申し上げてきました。職員定数をふやす

ということは、３分の１採用を継続した中で職員が減りすぎたという理解でいいのかと

思いますけど、この時点において定数をふやすということは、減りすぎた面のカバーと

いうことと、今後の新たななんか政策展開のたびに必要な人材と人数を確保していくと

いうことでありましょうか。職員定数をふやすということについての、先ほどちらっと

あったんですけど、方針があったらその理由をお聞かせください。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの前田議員の御質問のお答えいたします。 

 合併当初６９７名だったと思うんですけど、職員数が。退職者の３分の１採用で、平

成２８年には５０４名まで削減されるということでございまして、確かにその状況の中

で、先ほど前田議員も申されたとおり、県からの権限委譲、そしてまた、多岐にわたる

広範囲な行政のその業務というものがふえております。そういった中で２００程度職員

が減った状況ということは、今も現在の職員に非常に大きな負担となっているのが現状

でございます。そういったところも踏まえて、今年度２８名の内定予定者を採用予定で

ございますけれども、そういったところで正職員を採用することによって、行政の運営

にきちんと対応していくと、それによって住民サービスと福祉の向上に努めていくとい

うのが行政の役割であろうというふうに思っておりますので、そういった方針のもと

に、市長からのそういった御指示もございましたので、今回の新規採用の職員というこ

とにもなりましたし、これがじゃあずっと定数が多くなっていっていいのかということ

ではございませんで、これは先ほど申しましたように、確かに職員の定員管理の監視と

いうのはきちんとすべきところがございますので、これは計画的に今後定員管理に努め

ながら財政の負担の重しにならないような形で、人件費のバランスとそして行政福祉の

サービスをきちんととらえながら、今後定員管理、職員の管理については努めてまいり

たいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田議員、１番まで終わってください。 

○１８番（前田正治君） １番まで、はい。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） なら、今日においては、インターネットなどで全国市町村の

いろんな施策を知ることができますが、職員のスキルを高めるためには、先進地へ直接

出向いての視察研修も必要かと思います。職員の視察研修ですね。市政活性化のために

も先進地研修は重点をおくべきだと思います。職員が減りすぎたということであります

ので、私は、職員がこの今減った中で、職員による視察研修もどうも減ってきとるんじ

ゃないかなと、そういうような気がします。職員が先進地を視察研修する機会は、合併
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前と後では、変化がないのかどうか、職員における先進地視察研修について見解と実施

状況をお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 前田議員の今の御質問にお答えいたします。 

 法律や制度改正などがあった場合につきましては、基本的には、国や県から通知がご

ざいまして、特に重要な事項につきましては、県で説明会が開催され、担当職員などが

参加をしているというのが状況でございます。また、それらの改正などに対応する職員

研修としましては、主なものとして、日本経営協会が開催いたしますＮＯＭＡ行政管理

講座、それから市町村職員の中央研修所、いわゆる市町村アカデミーでございます。そ

してまた全国市町村国際文化研究所、国際文化アカデミーでございますけれども、この

ように派遣研修を行っており、職員自らの申し出によって参加をお願いをいたしている

ところでございます。その派遣研修に参加した職員数を述べますと、平成２８年度が１

４名、平成２９年度が１７名、平成３０年度は１６名とほぼ横ばい状態でございます。 

 今後は希望者に加えまして、総務課からも直接職員に対して打診や推薦を行なうな

ど、研修に対して参加しやすい環境づくりを行なって、職員のバックアップを図ってい

きたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○１８番（前田正治君） 終わりです。 

○議長（中尾嘉男君） 前田議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、午後１

時まで休憩いたします。 

午後 ０時０２分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時０２分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） それでは、続いて一般質問を行ないます。 

 ２、消費者行政の推進についてであります。消費者安全法に基づいて、玉名市消費生

活センターが設置してあります。そして、その後改正された法律で消費生活センターの

充実、強化が図られました。消費生活センターの業務内容は、１、消費生活相談にかか

る相談などの処理に関すること。２、消費生活相談にかかる啓発活動に関すること。３、

消費生活相談にかかる情報の収集及び提供に関すること。４、１、２、３のほか、消費

生活の安定及び向上に関することであります。消費生活センター長はくらしサポート課

長が行なう。配置されている職員はすべて一般非常勤職員でありますが、具体的には、
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消費生活相談事業では、消費者トラブル、債務などの問題解決に向けての支援、多重債

務相談事業では、司法書士や弁護士の協力を得て債務整理の支援や生活再建に向けた家

計管理の支援、消費者教育、啓発事業では、消費者被害を未然に防ぐために、消費生活

に関する情報発信や講座などで市民への消費者啓発活動などであります。市民の消費生

活の安定と、困難に直面した市民の自立に向けた支援などを行なっています。消費者行

政の推進につきまして、３点質問します。 

 １、消費生活相談員の専門的知識、技術、経験を鑑みた任用及び処遇改善についての

取り組みはどうしているか。２、消費生活センターの相談記録の分析後、どのような課

題が見えてくるか。３、消費生活センターの運営の充実に向けて、どのような改善点が

あるか。 

 以上、お尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） まず、前田議員の消費生活相談員の専門的知識、技術、

経験を鑑みた任用及び処遇改善についての取り組みはどうしているかについてお答えい

たします。 

 消費生活センターが発足した平成２３年度から非常勤の消費生活相談員３人で対応を

しておりましたけれども、平成２７年４月から１名増の４人体制で現在に至っておりま

す。 

 人員がふえたのは、相談件数がふえたことに加え、相談内容が複雑化したり、相談が

１回で終わらず複数回継続した対応が必要になってきたことなどによるものでございま

す。また、消費生活相談員の専門的知識や技術の向上につきまして、全国各地で開催さ

れる研修会等に参加いただくことにより、最新の情報収集や課題解決に向けた技能を習

得する機会を与えるとともに、消費生活相談資格を有していない相談員に対しましては、

その取得を促しているところでございます。 

 以上のことを踏まえ、毎年の年度更新の際には、本人の意思や健康状態等を考慮した

上で引き続き任用をお願いしているところでございます。消費生活相談員の処遇改善の

取り組みにつきましてですけれども、平成３２年度４月から導入予定の会計年度任用職

員制度にあわせまして、処遇改善を図ってまいりたいと思っております。 

 続きまして、消費生活センター相談記録の分析後、どのような課題が見えてくるかに

ついてお答えします。 

 平成３０年度で今年２月２５日までに消費生活センターで直接面談した新規の相談記

録１３１件を分析いたしますと、１０歳代１件を含みまして２０歳代から３０歳代が２

８件、４０歳代から５０歳代が２８件に対しまして、６０歳代から８０歳代は６８件で
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ございまして、全体の５１.９％を占めております。その６８件の内訳申し上げますと、

契約トラブル３６件、架空請求１６件、多重債務１１件、その他５件となっております。 

 高齢者の方々には、理解力、判断力、認知機能が低下し、内容をよく理解しないまま

契約したり、架空請求に応じたりして消費者トラブルに発展するケースが多く、高齢者

対策が課題であるということが分かります。去る２月２０日に熊本県主催で、熊本県高

齢者等消費者被害見守りネットワーク連絡協議会が設立されました。この協議会は、高

齢者等の消費者被害の未然防止と、早期救済を図ること、市町村における高齢者等の見

守り活動を推進することを目的とするものでございまして、高齢者の消費者対策として

設立されたものでございます。これらの目的を達成していくことが高齢者の消費者トラ

ブルを解決していくことになると思いますので、今後も県や各種団体と連携を深め推進

してまいりたいと思っております。 

 続きまして、消費生活センター運営の充実に向けて、どのような改善点があるかにつ

いてお答えいたします。 

 現在、高齢者や障がい者など、いわゆる生活弱者が当該者となる相談につきましては、

後を絶たない状況でございまして、また、一般の方であっても業者からの巧みな誘導や

消費者としての情報意識の不足から、安易に契約までいき、あとに取り返しが困難な状

況の中、消費生活センターへの相談につながっているケースが見えております。そのよ

うな相談におきましては、対象事業者に対する行政としての強い権限とトラブルの早期

解決が求められます。これに対応するため、県の消費生活条例によりまして、具体的に

消費者がトラブルに巻き込まれる事例を明確にし、禁止行為を明記するなどして、県独

自に実施できる立ち入り検査や勧告、公表など、迅速に対応ができるよう整備されてい

る状況でございます。市としましては、これを有効に活用することが重要でありますの

で、今後もより一層、県と連携を密にし、これらが迅速に対応できますよう努力してま

いります。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 消費生活相談員の処遇改善についてであります。 

 玉名市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の第５条では、市長は消費生

活相談員が実務の経験を通じて専門的な知識及び技術を体得していることに十分配慮し、

任期ごとに客観的な能力実証を行なった結果として、同一の者を再度任用することは排

除されないこと。その他の消費生活相談員の専門性に鑑み適切な人材及び処遇の確保に

必要な措置を講ずるものとするとしてあります。会計年度任用職員制度の導入に当たり、

処遇改善もこれにあわせるということでありました。相談員のいわゆる雇いどめについ

ては、どういう見解をお持ちかお尋ねいたします。 
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○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 前田議員の会計年度任用職員制度導入に当たり、相談

員の雇いどめについての見解を聞くということに対しお答えいたします。 

 現在、相談員の年齢制限は特に設けておりません。会計年度任用職員制度導入に当た

りましては、詳細が明らかでございませんので、今のところ未定でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 今のところ詳細が明らかでないということなんですけど、会

計年度任用職員の導入に当たり、しかしその雇いどめはじゃあ、ありうるということな

んですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの前田議員の御質問にお答えいたします。 

 会計年度任用職員の方法は先ほど申しあげたとおりでございますけれども、面接、選

考という形で任用を行なっていきたいというふうに考えておるところでございますので、

これまでの経験、職歴、そういったものを精査をさせていただいて、対応をし、任用を

行なっていきたいというふうに思っております。これは個別にそういった形でそれぞれ

の職員さんに対して行なっていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 先ほど会計年度任用職員でパートタイムになったときの期末

手当支給については、国の指導にのっとって率を考えていくということだったですよ

ね。去年の、平成３０年６月に、実は消費者庁消費者教育地方協力課という国の部門か

らなんですけど、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う消費

生活相談員の任用についてという文章が玉名市にも来てると思いますけど、この文章は

見られたことありますか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 質問にお答えします。 

 ちょっと見ておりません。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） これには長かとですけど、要約しますと、任用回数に一律に

制限を設けることなく、専門性に配慮した任用と処遇をお願いすることは、法改正のも

とでも変わりません。と、引き続きいわゆる雇いどめ解消に御協力をお願いいたしま

す。と、ですから、国はこの文章をもって消費生活相談員の雇いどめについては、もち

ろん客観的な選考を経てですよ、引き続き雇いどめせんように協力をお願いしますとい
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う文章を出しとるわけです。 

 大体見とらんということ自体がですね、私はおかしかと思うんですけど、見とらんと

言いなはるなら、こういうのがありますので、見てください。ということは、去年の決

算委員会の中でも言ったんですけど。 

 はい、なら続いてですね、消費生活相談員からの業務全般に対する日常的な意見の集

約という点では、どういったことをされてますか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えいたします。 

 現在は、職員と消費生活センターの相談員双方から打ち合わせ事項がある場合にミー

ティングを行なっている状況でございます。御指摘のとおり、意見集約のため定期的な

ミーティングが必要と思われますので、今後は定期的なミーティングを実施する方向で

検討してまいりたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 今後は定期的なミーティングをすると。今までしてなかった

のは、私はちょっと不思議でですね、ならんとですけど。 

 続けてちょっと再質問します。消費生活相談員全員の総意のもと、玉名市における消

費生活に関する条例制定の意見並びに提案があるようです。その提案はどのような対応

をされてますか。その提案について。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 

 先ほどの答弁でも述べましたけれども、県の消費生活条例を有効に活用するというこ

とを今後迅速化させていきたいというふうに思っておりますし、それをもとにさらに迅

速させる必要がございましたらば、独自条例につきまして必要かどうか検討していくと

いう状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） しかし、その今までも県の条例を有効に活用しとったわけで

しょ。ですよね。今までもその業務はあっとったとだけん。県の条例を有効に活用しと

ったけど、やっぱりそれじゃちょっと物足りん、事業者に対してのいろんなあっせんご

とがうまくいかんということで、条例提案があっとるとというふうに理解してますけ

ど、ちょっとあとからまた言いますので。 

 次に、再質問です。社会問題化している自殺、生活困窮、人権侵害などの市民生活に

関する深刻な問題に対し、関係各課などが連携し、問題を解決するための積極的な施策
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の推進及び生活再建に向けての適切な支援を図るため、玉名市生活安心ネットワーク委

員会が設置してあります。委員長は健康福祉部長、庶務はくらしサポート課が行なって

おります。平成３０年度における玉名市生活安心ネットワーク委員会及び個別ケース検

討会議の開催状況はどうなってますか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 前田議員の再質問にお答えします。 

 平成３０年度玉名市生活安心ネットワーク委員会につきましてですが、本年度は今月

の中旬に行なうこととしております。しかしながら、職員研修的意味合いが濃い内容に

つきましては、本来の担当課で行なうなど、今後庁内的に見直しを行なってまいりたい

と思っております。 

 なお、玉名市生活安心ネットワーク委員会設置要項第６条に基づく個別ケース検討会

議につきましては、必要に応じ、各部の関連する課、関係機関と会合の場を設け、問題

可決を図っておりまして、大変重要な会議であると認識しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） この意図するところが、安心ネットワークの意図するところ

が自殺、生活環境、人権侵害など、市民生活に関する深刻な問題があったら開くという

ことですね、今言われた、職員のその何というか、スキルアップというか、そういった

ための性格もあるかもしれませんけど、やっぱりこれの１番重点は、市民生活に関する

深刻な問題を各方面が協力して解決していくということじゃなかっですかね。何が重点

なんですか、このネットワークの中で。ネットワークの担当する仕事というか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 

 さまざまな問題があるわけですけども、喫緊の課題として解決すべき非常に重要な問

題、それにつきましては、本当に解決を要する事例に関しましては、開催するというこ

とでございまして、一つの例としまして、先ほど申しあげましたように個別検討会議、

これにつきましては幅広い部、課から集めて意見集約を図って解決に向けていくという

ことでございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） じゃあ、平成３０年度における個別検討会議は、だれが招集

して、大体何回ぐらいあったですかね、平成３０年度には。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 
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 ちょっと今手元に回数はございませんけれども、招集は健康福祉部長であったり、く

らしサポート課課長であったりしますけれども、回数的には随時ということで、数十回

とはいきませんけども、１０数回以上は開いているんじゃないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） やっぱり市民生活に関する困難なこと、深刻なことを改善す

るというのが第１番の目的じゃないかなと思うわけですよ、ですからやっぱり積極的に

そういったことに対しての対応というのは、やっぱりやっていかんと、市民生活、困難

を期待している市民がずっと置き去りにされるような状態になるとじゃないかなと。積

極的な改善を、委員会の運営について積極的な改善を、私は要請したいと思います。 

 次の質問で、消費生活センター長はくらしサポート課長でありますが、センターは別

室に位置をして、常勤職員はだれも配置がしてありません。私はこの質問を準備するに

当たりまして、センターに出向きいろいろ調査をしました。市役所各課におきまして

は、朝８時３０分から簡単な朝礼が行なわれておりますが、消費生活センターにおいて

は朝礼は行なわれておりません。センターでの日々の業務や相談解決に向けての相談者

への対応、事業者への対応、消費者行政を推進する上でかかえている課題や問題点な

ど、くらしサポート課と消費生活センターの間での情報の共有が極めて希薄でないかと

感じたところであります。 

 現場で業務に当たっている担当者とコミュニケーションが希薄な状況で、どうやって

消費者行政を推進していくのか、全く不可解であります。先ほど聞きました現場から出

ている条例制定の提案についてでありますが、はっきり言って今出ている玉名市消費生

活センターから出ている条例制定の提案というのは、検討に値しないということです

か。条例制定の提案、これは相談員全員の総意でだしたということです。この提案を受

けて、相談員から意見を聞くなど、あるいはミーティングを開くなど、そういった機会

はあったのかどうか、お尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 

 先ほど申し上げましたように、県条例につきまして実施されているわけですけれど

も、県に尋ねてみましたけれども、その事例として非常に少ないという事例の結果とい

うことでありまして、本当に必要であれば、県に自ら行って、事業所に対して指導して

もらうということも必要かと思いますけれども、そういう結果でございましたので、当

面の間は、そのパイプ役といいますか、そういう所に重点をおき、その後必要であれば

条例を考えていくというふうなことでございます。 

 以上です。 
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○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 県の条例が、そういったのが制定されてるというのは市民は

知らんですよね、各市町村に消費生活センターを設けなさいというのが消費者安全法の

もとで決められておるわけですよ、そうですよね。それで玉名市民の人が消費生活セン

ターにいろいろ相談に来られると。それで事業所になら何か言ってくれ。指導をしてく

れというなら、自分で行ってくださいと言うならですよ、それは玉名市消費生活センタ

ーを設ける意味はいっちょんなかじゃなかですか、ですよね。その条例制定の提案を消

費生活センターの職員から受けて、それに基づいてこれはいったいどぎゃんことですか

とか、もうちっと中身を聞きたいとか、そういったミーティングは１回もなかったんで

すか。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 

 職員から話は聞いておりますけど、意見聴取につきましては行なったということでご

ざいますけれども、その条例自身が県内でも熊本市は除いて条例化しているところはご

ざいませんし、先ほど申しましたように県の条例を有効に活用するということは非常に

重要なことでございますので、そういうところで今のところそういう状態でございま

す。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 私は消費生活センターからの条例制定の提案、これは極めて

具体的で説得力があるというふうに受けとめました。相談者が事業者への指導を求める

ケースも少なくない。しかし、現状では玉名市にその権限がなく、相談者には熊本県の

消費生活センターへの再相談を促すことになる。県の条例を使いなさいというふうに相

談に来た人に「済みません。あっち行ってください。」て言いよらすわけです。ここ

で。相談者は玉名市の対応に不満を抱き、相談員への暴言につながることもある。セン

ターとしても業者に条例に基づいた指導的アプローチをすることで、被害回復の交渉を

スムーズに進め、被害の再発予防に尽力したいが、それができない現状がある。また、

事業者にトラブル対応を求めても非協力的な場合がある。相談業務に困難さを感じるこ

とが多い。このようなことから、消費生活相談業務をさらに推進するために条例の制定

が必要というふうなことになったそうであります。 

 そして条例に具体的に入れてほしいということもどうも考えておられるようです。条

例をつくって市民のためにもっとよりよい仕事がしたいという提案についてです。その

真意も確認しないという対応、業務改善についての提案を真正面から受けとめていない

のではないかと、私は危惧するわけです。 
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 消費者行政に対する執行部の熱意が感じられません。くらしサポート課と消費生活セ

ンターの連携協力が極めて不十分じゃないかと感じているところです。消費者行政をさ

らに推進するために、センターに常勤職員を配置して体制を強化することを要求したい

と思います。見解を聞きます。 

 それと条例なんですけど、熊本県内では今のところおっしゃるように熊本市以外はつ

くっとらんですよ。熊本市はどうだったかな、つくっとったかな。ところがそのここで

消費生活センターから提案されている条例案というのは、実は、一般質問もでもたびた

び出ておりますが、滋賀県野洲市の条例、これを参考にしたらどうですかと、そこまで

丁寧に提案してあるのに、やっぱりそれをきちんと受けとめないというのは、ちょっと

やっぱりいかがかなと思います。私は先ほど言いましたように、ですから消費者行政を

さらに推進するために、センターにやっぱり常勤の職員、非常勤職員だけじゃなくてで

すね、常勤の職員を強化することを要求したいと思います。 

 県内の消費生活センターで常勤職員を配置しているところもあるかと聞いておりま

す。ですから玉名市において常勤職員を設置ができないという、そういうことはないと

思いますので、見解をお聞きします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 

 それにつきましては、検討していきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） 職員の配置の問題では、やっぱり積極的な消費生活センター

の充実強化になるような配置をよろしくお願いします。 

 ３番目、農業の振興についてであります。 

 玉名市の基幹産業は農業であります。農政は国策に左右され、農作物の輸入自由化拡

大が食糧自給率の低下に拍車をかけています。玉名地方の繁栄は農業とともにあったと

過言ではありません。ところが今日、農業を取り巻く情勢は非常に厳しいものがあり、

農家からは、展望がないということを聞くこともあります。玉名市では、魅力ある農村

を次世代に引き継ぐとともに、その進むべき道筋を明らかにした玉名市食料・農業・農

村基本条例が制定をされました。さらにこの条例に基づく基本となる施策を計画的、具

体的に推進するために平成２９年３月に玉名市食料・農業・農村基本計画が策定されて

います。 

 私は農業問題は大変複雑で難しいと思っておりまして、実は、一般質問で農業問題を

取り上げたのは、今回で４回ぐらいかなとそういうふうに思っていますが、農業の振興
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について４点お尋ねをいたします。 

 農村基本条例では、市長が毎年度基本計画に基づく施策の実施状況を公表しなければ

ならないと定めています。平成３０年度も年度末になります。玉名市食料・農業・農村

基本計画における施策の進捗状況はどうなっているか。２、国連が決議をした「家族農

業の１０年」についての認識と玉名農政に反映することへの見解をお尋ねします。３、

米作の生産コストを補う玉名市米価価格補償制度の創設についてちょっと見解をお尋ね

します。４、耕作放棄地の解消、新規就農者増加、定住促進などを総合的に実施する取

り組みについての現況をお尋ねいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 前田議員の玉名市食料・農業・農村基本計画における

施策の進捗はどうかについてお答えいたします。 

 まず、取り組みについてでございますが、食育の推進に当たり、玉名市野菜振興協議

会から市内小中学校の給食用として農産物の提供を継続して行なっているとともに、今

年度からは、玉名市柑橘振興協議会が公立保育園へのみかんの提供活動を行なうなど、

食育の推進を図っているところでございます。また、地産地消の推進にあっては、本年

度から玉名市産業祭を玉名大俵まつりと合同開催し、より多くの方へ地元農産物の周知

を行なったところでございます。今後は、農産物販売所に共通ののぼりを立てるなど、

市内が一体となった取り組みを行なっていきたいと考えております。 

 次に、地元農産物のＰＲとしまして、東京や大阪などの大規模消費地でのトップセー

ルスを実施し、また、各種イベントにおいて地元農産物を販売するなど、知名度の向上

を図っているところでございます。進捗状況につきましては、現在、平成２９年度の現

況地の確認を行なっている状況でございますが、これまでに把握している内容で申しま

すと、熊本グリーン農業の生産宣言者数が目標値１,３００件に対し１,１７３件、応援

宣言者数が目標値１,５００件に対し、７７３件となっております。また、新規就農者

数では１５名で、平成２９年度においては年間１０名の目標値を達成しております。今

後も進捗状況の把握に努め、点検、評価を実施し、計画目標値を達成するための施策を

推進していきたいと考えております。 

 続きまして、国連が決議した「家族農業の１０年」についての認識と玉名農政に反映

することへの見解を聞くについてお答えいたします。 

 ２０１７年１２月に国連が決議した「家族農業の１０年」における家族農業とは農地

や農場の運営管理を１戸の家族で営む持続性のある農業形態を指すもので、世界の食糧

の８割がこの家族農業により生産されているところでございます。また、世界の全農業

経営対数の９割以上を占めておりまして、日本におきましても数年前の数値ではありま
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すが、９７.６％という状況にございます。この家族農業に対する認識といたしまして

は、食料生産にとって大きな役割を担っていることは言うまでもなく、営農活動により

自然環境の保全や地域社会の活性化等のさまざまな面においても重要な役割を担ってい

ただいているものと認識しております。しかし、一方では農業の法人化が進み、農業生

産法人や企業の参入により経営面積の大規模化が加速しているのも事実でございます。 

 本市におきましても家族農業は農業の中心的な農業形態でありますが、高齢化や後継

者不足による離農や規模縮小が見られ、地域の中心的な担い手など、大規模農家への農

地集積とともに、農業経営の規模が拡大しているところであります。小規模な家族農業

に限定するものではございませんが、本市における農業に対する取り組みといたしまし

ては、次世代人材育成投資事業や農の雇用事業などの国や県の補助事業等を活用した新

規就農者の確保や認定農業者の低金利資金事業の活用、さらには、農業用機械や施設の

導入支援事業、農業農村の多面的機能の維持発展発揮を図る支援事業等に取り組んでい

るところであります。また、市独自の取り組みといたしましては、規模拡大を図る認定

農業者に対する規模拡大事業助成金や農業機械等整備事業補助金など、さまざまな補助

事業による支援を行なっているところであります。今後につきましても、これらの事業

を積極的かつ有効に活用していただくため、あらゆる機会において幅広く周知してまい

り、家族農業が安定、持続できるよう行政として最大限の努力をしてまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、米作の生産コストを補う玉名市米価価格補償制度の創設についてお答え

いたします。 

 先ほどの御質問の中にありました米１俵当たりの生産コスト１万６,０００円につき

ましては、平成２５年６月１４日に閣議決定しております日本最高戦略において平成２

３年の担い手における米の生産コストの全国平均として示された金額と思われます。日

本最高戦略では、平成２３年度コストを平成３５年までに全農地面積の８割を担い手に

集積することで、４割削減することが目標として設定されております。平成３０年１１

月に農林水産省が示された資料によりますと、米の生産コストは、平成２３年度の１万

６,００１円から平成２９年度には１万５,１４７円と８５４円低減しているところでご

ざいます。また、米の価格につきましても、国の公表では全国の年産ごとの相対取引価

格は、平成２３年産が１俵当たり１万５,２１５円と確かに７８６円のコスト割れが生

じております。一方、平成２９年産につきましては、１万５,５９０円とわずかながら

ではありますが、４４３円の利益が出ているところでございます。米作のコストにつき

ましては、国の研究機関による低コスト技術の研究や農協による耕作指導、中間管理機

構による担い手への農地集積が全国的に進んだことで低減しているところでございます。

また、米価につきましては、新規需要米を取り入れた生産調整の実施に伴い、平成２７
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年度に全国で米の生産数量目標が達成されてから平成３０年度産まで国の想定する需要

量内での主食用米生産も達成したことで、平成２６年度を底値として回復傾向にござい

ます。また、価格保証につきましては、平成３１年度より収入保険制度が始まります。

また、国の既存事業として米、麦、大豆の価格補てん事業も事業であります収入減少影

響緩和対策、俗にならし対策とも言われますけども、ございますので、現時点では市に

おける価格保証制度を創設する必要性は低いと判断しております。しかしながら市とい

たしましても、平成３０年度より自主的生産調整に移行したことにより、米作農家をは

じめ、農協や米業者への生産調整の指導、そして売れる米づくりにつながる情報提供を

行なうなど、農協と連携した低コストにつながる米作の推進を図り、米作の収益確保に

よる農業所得の向上に努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、耕作放棄地の解消、新規就農者増加、定住促進などを総合的に実施する

取り組みについて現況を聞くについてお答えいたします。 

 まず、耕作放棄地の解消につきましては、荒廃した農地を耕作者自らが営農できるよ

うに荒廃農地等利活用促進交付金や耕作放棄地解消事業といった国、県の補助事業の活

用により解消が図られております。 

 次に、新規就農者の確保につきましては、国の次世代人材育成投資事業、県等の農の

雇用事業、新規就農者セミナー等を活用した就農支援を行なっております。なお、就農

に伴い、借り入れを希望する方には農業委員会と連携し、借り入れ希望条件に合う農地

を紹介、あっせんしているところであります。このように新規就農者への支援に関する

相談等につきましては、関係課で連携を図っております。また、定住相談につきまして

も庁内関係部署との連携を図ることが可能であるという理由から、総合的な窓口の創設

は現在のところ必要がないと考えております。 

 なお、Ｉターン、Ｊターン、Ｕターンの就農希望者が農地を取得か借り入れをされる

場合には、農地法による耕作又は取得するための条件である耕作面積５０アール以上と

いう農地保有条件等の点で難しい面もございますが、本市に移住、定住していただける

ように農林水産政策課、農業委員会及び地域振興課がより一層の連携を図ってまいりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 先ほどの米作の生産コスト、政府が発表してるところの１俵

当たり１万６,０００円ですね、金額が私が言い忘れたけん、わざわざ部長が言うてや

んなはったけん。 

 玉名においては現在のところ価格保証制度はほかの施策を活用しながらやってるから、

玉名市独自のやつは必要ないという判断であります。やっぱり農家の人が特に米は「せ
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っかくつくったばってん、もう赤字で次の年はつくろごんなか。」というような、やっ

ぱり意欲がなくなるようなことになってくっとやっぱりいかんかなと。米だけじゃなか

っですけど。玉名の場合はいろいろ手数をして、生産費に見合う米の値段というかな、

そぎゃんとが確保されてるというような状況ですけど、以前は１０アール当たり１万７,

０００円だったですかね、補助金がきよったですよね、ところがそれがいつの間にか半

分になって、いつの間にかなくなったと。これ農家の受けてるダメージというのは相当

なものがあります。それを回復していくというのは、やっぱり並大抵じゃないかなとい

うふうに感じているわけです。 

 再質問をします。基本計画の進捗で、新規就農者は目標値を超過達成しているという

ことでありますが、施策はいろいろ述べられましたけど、この計画にはまだいっぱいで

とっとですけど、そのほかの施策についても進みよっとかなというような疑問がありま

す。施策の進み具合が目標値に達していないものについては、目標年度が平成３８年度

に設定してありますから、２９年度、３０年度と経過する中で、３８年度の達成の見込

みというのは、なかなかそれは今の状態では、今の時点では判断が難しいかもしれませ

んけど、計画全体で２２項目からなる具体的な施策、事業が上げられておりますので、

年度、年度の進捗状況で超過達成している施策については目標値は引き上げる。未達成

のもについては推進体制をやっぱり強化せんとでけんとじゃないかなと、強化するよう

な対策、的確に講じる必要があると思いますけど、そこら辺部長いかがお考えですか。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 前田議員の再質問にお答えします。 

 玉名市食料・農業・農村基本計画、先ほど申されましたとおり項目が多ございます。

その中で新規就農者というのは、単年度では達成しておりますけども、最終年度という

のは目標達成年度平成３８年度でございますので、５年後の平成３４年度にはデータの

更新に基づく中間見直しをいたしまして、目標値がまた適当であるかというのを見直し

をいたします。議員に言われるとおり、簡単に目標を達成するものと簡単に達成するん

じゃなかろうかという思いがございまして、その辺は見直していきたいと思います。特

に一つ私が気になっているものがありまして、イチゴの面積というのが増加で目標を掲

げてありまして、現在、イチゴの農家がなすに変換されたりとか、転換されたりとか、

ミニトマトに転換されたりとかされておりますので、わかりやすいところでイチゴの面

積については増加でなく、減少に持っていく必要があるのかもしれません。そういった

意味で、あらゆる面を見直してこの計画の中の第５章にＰＤＣＡサイクルと人口管理に

よって施策の調整等を行なっていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 



 － 144 －

○１８番（前田正治君） 基本計画の進捗では５年後の見直しということを今、おっし

ゃいました。見直す際、目標を引き下げるというのは、これは簡単て思うとですよね、

簡単と思います。ですからやっぱり見直しの際に掲げた目標を達成するには何が足らん

かと、そういうふうな見直しをぜひ、心がけていただきたいと思います。 

 再質問に移りますけど、就農希望者が新規に参入しやすい環境を整備するということ

から、農家として必要な、先ほどおっしゃいました経営面積５０アールを３０アールに

引き下げる市町村もあるというふうに聞いてます。玉名での状況は３０アールに引き下

げてもよかっじゃないかなと、私は思うんですけど、その辺実際的にはどうなってます

か。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 農地の売買や貸借をする場合には農地法第３条の規定

に基づく農業委員会の許可が必要であります。その基準の一つとして許可後の農地面積

が５０アールという規定がございますけれども、平成２１年度の農地法改正で農業委員

会が農林水産省で定めた基準に従い、地域の実情に応じて別段の面積を定めることが可

能となっております。本市においても下限面積について検討しております。また、空き

地に付属した農地につきましても、遊休農地解消や市外からの新規就農を目的とする移

住促進にもつながることから、関係課との連携を図り、下限面積の引き下げについて調

整してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） 新規就農者が参入しやすいようなやっぱり条件整備をお願い

したいと思います。 

 再質問で、玉名に移住して新幹線で通勤する人には補助金が出ます。また、移住して

家を建てた場合も補助金があると思います。玉名に移住して、家を借りて農業をはじめ

る場合の支援策について、私は家賃を例えば５年間ぐらいは家賃を補助するというよう

な玉名市独自の制度をつくってもいいんじゃないかなというふうに思いますけど、見解

をお聞きします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 議員の言われるのも確かに有効な手段だと思いますけ

ども、現在のところ考えておりません。検討の余地があるのかもしれませんけども、こ

の先の課題としてとらえさせていただきたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 前田正治君。 

○１８番（前田正治君） これはもうやっぱり玉名に移って農業をしたいという人を積

極的に受け入れる一つの手として、政策としてぜひ、検討実現してもらいたいと思いま
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す。 

 国連機関がまとめたところによりますと、アメリカを含む世界８１カ国の農家のうち、

耕作面積が２ヘクタール未満の割合が８５％、１０から１００ヘクタール未満が２.

６％、１００ヘクタール以上が０.４％であります。ＥＵでは２ヘクタール未満が４

９％、５ヘクタール未満が６７％であります。こういったことを考えますと、世界を養

う農家の大部分が小規模家族経営であるということが分かると思います。２００８年の

世界的経済危機と食糧危機の発生に伴って、市場原理に委ねれば貧困と飢餓は撲滅でき

るという新自由主義的な政策に対する批判が強まり、国際機関が家族農業や小規模農業

の役割を見直し、政策転換に乗り出しているのがこの家族農業１０年の議決につながっ

たというふうに、私は認識しております。 

 執行部におきましても、家族農業１０年の重要性については十分認識されていること

だと思います。国の政策を下に下ろすだけでなく、家族農業が持続できる農政に向けて

知恵を絞り、農家の経営が安定する政策を展開してほしいということを申し上げまして、

私の一般質問を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、前田正治君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ２時０４分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時２３分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 １２番 西川裕文君。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） どうもありがとうございます。本日３番目、１２番、新生ク

ラブ、西川裕文でございます。 

 傍聴席の皆様、また、ネットでごらんいただいている皆様ありがとうございます。 

 さて、先日の日曜日、第７０回金栗杯玉名ハーフマラソンが行なわれました。運営に

担当された皆様方は大変お世話でございました。特に準備と後片付けは雨がありまして、

大変だったと思います。今回は、毎年東京の町田から参加していただく方がエントリー

はされておりましたけども、当日、見とりましたけども、結果的に参加ができずに走ら

れる姿がなくて、少し残念ではありましたけども、ハーフマラソンでは川口選手をはじ

め、招待選手の方々、また、一般の選手の方々の中にはいって九州内の多くの大学生や

関東からの大学生の方々の参加、また、女子１０キロの招待選手や一般選手の方々に加

え学校対抗の高校生の方々、特に男子１０キロメートルは九州、山口、愛媛の高校生の

方々に学校対抗に多く参加していただきまして、この大会が一般選手、大学選手に加え、
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特に高校生の皆さんの競争の場となっておりまして、この中から日本の陸上長距離界の

黎明の鐘となる選手が多く出てくることを感じました。そして応援しとって、本当に玉

名に来てくれてありがとうという気持ちになりました。 

 天候は、幸い男女１０キロはスタートからゴールまで雨もなく、ハーフはゴール地点

で少し小雨の状況でしたけども、ウォーミングアップのときは少し大変だったと思いま

すけども、その中でも競技中は応援の方々も含め、幸運に恵まれたと思われました。繰

り返しになりますけども、準備と後片付けは大変だったと思います。今後もいだてん金

栗四三先輩のような黎明の鐘となる選手、参加していただいた選手方の応援を頑張りた

いと感じたところです。 

 それでは、通告に従いまして一般質問をいたします。 

 まず、ＩＣＴ教育の現状と今後について伺います。これにつきましては、昨日徳村議

員さんのほうからの一般質問と重なる部分がございますけれども質問いたします。 

 先月の下旬、熊本日日新聞に未来へつなぐＩＣＴ教育と題し、文部科学省が全国のト

ップランナーと位置づける県内２自治体の小学校が連載されておりました。ここは過疎

債を活用した小規模校の状況の連載でございましたけども、現在、熊本とか学園等々の

学習塾等でももう活用されておりまして、それから最後に連載の中で、先生がおっしゃ

られておりましたけども、今後日本としても小学校から高校までの１２年間を通してＩ

ＣＴ活用が必要という締めで終わっておりました。 

 以上のようなことも踏まえ、玉名市でのＩＣＴの現状がどうであるか伺います。ま

た、そして今後の計画はどのように考えておられるか伺います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 西川議員のＩＣＴ教育の現状と今後についての御質問にお

答えいたします。 

 初めに、本市の小中学校におけるＩＣＴ機器の整備状況についてでございますが、ま

ず、パソコンの整備につきましては、整備計画に沿って計画的に各学校に整備しており、

公務用、教育用パソコンともに１００％の整備率となっております。また、電子黒板の

整備状況につきましても、昨年度市内全小中学校の普通教室にデジタルテレビ型又はプ

ロジェクター型の電子黒板の整備が完了いたしましたので、整備率といたしましては１

００％となっております。 

 このように公務用、教育用パソコン、電子黒板につきましては、段階的に整備を進め

てきたことで授業においてすぐに使え、簡単に使える環境が整い、教職員にとって容易

にＩＣＴ機器が利用できる状況となっております。 

 教職員のアンケートの結果を見ましても、高評価を得ており、ＩＣＴ機器の積極的な
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活用をこれからも一層推進してまいりたいと考えております。 

 一方で、情報技術の急激な進展や児童生徒の情報教育の充実が求められている中、国

においても無線ＬＡＮやタブレット端末の整備が今後の課題となってきております。市

といたしましても、今後国の動向を注視するとともに、先進地への視察研修ＩＣＴ教育

に関する各フォーラム及び勉強会への参加など積極的に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 しかしながら、タブレット端末や無線ＬＡＮ等の整備には、時間と多くの予算がかか

ること、それからセキュリティーの面からの条件整備も必要であるということから、今

後関係部署、教職員等を含めた検討会議を開催し、可能な限り早い段階で整備ができる

よう、十分な協議を重ねＩＣＴ教育の充実に努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） ありがとうございます。 

 それで電子黒板やパソコン等々整備されていて今後タブレット等、やっぱり新聞の報

道になりますけども、過疎地域でしたので子どもたちのやっぱり生徒さん方の人数も少

なかったというところもあって、費用的なところはその点、過疎債も含めたところでで

きたのかなという感じもありましたけども、今後はやっぱりハード面等々を考えられま

すけども、何しろ今回来年度が市内全域に光回線等々の導入もありまして、かなりＩＣ

Ｔの導入等々については、しやすくなるのではないだろうかなと思います。今後やっぱ

り機会均等といいますか、子どもたちの教育として移住にも、よそからの移住にも影響

してくるということも考えられますし、やっぱり今後のやっぱり世界をつくる子どもた

ちになりますので、やっぱりそういう機会づくりをぜひもう早く設けていただいて、子

どもたちがいろんな経験ができるようにしていただきたいと思います。 

 ちょっと再質問になりますけども、これも昨日あったと思いますが、子どもたちの教

育に対してはやっぱりどうしても先生方が主体になってくると思います。やっぱり教育

の現場におられる指導者である先生方への普及とかサポート体制についてはどのように

されておるか。どういうふうにされる計画かだけちょっと再質問で伺わせていただきた

いと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 再質問にお答えいたします。 

 言われるとおり、教職員の教育というものは大事でございます。教育委員会といたし

ましても、ＩＣＴ機器を整備すること自体をゴールとして考えているものではありませ

ん。ＩＣＴ機器の本市のすべての児童生徒にこれからの時代に求められる資質、能力を

育成するための学びの質を高めるツールであるというふうに考えております。そのよう
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な中、中核を担う先生たちを支えるものでなければならないと認識しております。今後

ともＩＣＴ機器の導入、整備に当たっては先生方への十分な研修は当然ながら、ＩＣＴ

支援員の配置、もしくはＩＣＴ技術に精通した民間業者などのサポート体制の整備など

を含めて今後検討していく必要があると考えております。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） 答弁ありがとうございます。 

 今、部長からおっしゃっていただきましたように、どんどんやっぱり、特にＩＣＴ

等々は日本以上に他の国のほうが進んでいるような状況だというふうなところもあると

思います。やっぱり今後本当に少し日本の気持ちがちょっと弱くなっている現状がある

と思いますので、子どもたちの指導、子どもたちがやっぱり次をつくっていく世代にな

ってきますので、そういうところで検討をしていただきたいというふうに思います。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） それでは続きまして、２番の当初予算の明細化について質問

いたします。 

 我が玉名市議会におきましては、決算の特別委員会は設けてありますけども、予算関

連の委員会についてはまだ設けてありません。当初予算に関しましては、今議会のよう

に３月の定例会において、委員会の日程を１日延長して各常任委員会において協議をな

されております。当初予算のあらましに関しましては、財政課よりの説明がなされてお

りますけども、その内容につきまして、当初予算におきまして、補助金や負担金は明示

されておりますけれども、委託料や工事請負、備品購入等々の細目については各常任委

員会で各自質問するしかございません。事業別予算書や施策別予算書など、より細目が

明確化した当初予算の資料を提出することができないか、これについて、もし提出して

いただければ、より内容が、もう見ただけでわかりやすいというところもありますので、

細目化した資料の提出をしていただけないか、質問をいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 西川議員の当初予算の明細化について御質問にお答えをい

たします。 

 予算書の説明につきましては、事業別予算のように、委託料、工事請負費などの明細

化ができないかということでございますが、現行の予算書の説明欄につきましては、細

説の金額を表示しており、議員先ほど申されるとおり、報酬負担金補助及び交付金、そ

れから扶助費、公課費につきましては明細化を行なっておりますが、それを除く委託料、

工事請負費等につきましては、入札における競争性を確保するために内容の表示はいた
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しておりません。この予算書を補足するものといたしまして、毎年３月の定例会の閉会

日に事業別の財源内訳と概要を記載しました当初予算説明書をお配りいたしているとい

う現状でございます。 

 他市の予算書の説明欄の表示につきまして確認をいたしましたところ、本市と同様の

要旨のところもございますし、説明欄に事業ごとの総額を記載してあるところもござい

ます。いずれにいたしましても予算書の表示を明細化する範囲、そして当初予算説明書

の配付時期等につきましては、今後検討を重ねながら、可能な範囲で対応を図ってまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） 答弁ありがとうございます。 

 ただいま部長のほうから答弁いただきまして、検討していただくというところで、先

ほどちょっとほかから伺ったときに、前細分化した書類を提出したときに議会のほうか

らいろいろ昔ですね、そういう問題があったということも初めて伺ったこともありまし

たけども、できる限り入札等々もございまして、数値がなかなかオープンにできないこ

ともあるかもしれませんけども、ぜひ、今検討していくというふうなところのお話を伺

いましたので、できる限り内容が、当初予算の中でできる限りの中で出していただくよ

うにお願いしたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） それでは、３番目、保育料の無料化の影響について伺いま

す。 

 政府は本年１０月の消費税の値上げに準じて同じ１０月から３歳から５歳児までの幼

児教育保育の無償化を決定しております。これによって市への財政的負担の影響、ま

た、保育所の受け入れ等の影響をどのようになるか、どのように考えておるか質問いた

します。 

 入所希望が増加したとき、現状で対応ができるのか、また、年度途中入所希望がある

ときに対応はどうなるのか伺います。 

 先日、面積の基準による入所可能者数の資料をいただきました。そのとき内容を見た

ときに、現状の市内の保育園の面積を見ますと、入所可能人数の余裕はかなりあるよう

に思われましたけども、どうでしょうか質問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 西川議員の保育料の無料化の影響についてお答えしま

す。 
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 国における重要な少子化対策として打ち出された幼児教育保育の無償化につきまして

は、平成３１年１０月の消費税増税にあわせまして、１０月の保育料から実施すること

が昨年１２月２８日の閣僚会議で正式決定され、２月１２日の閣議決定を経まして、現

在国会におきまして関係法案が審議されているところでございます。無償化の主な内容

としましては、保育所等の認可施設や新制度に移行している幼稚園の３歳から５歳児と

非課税世帯のゼロ歳から２歳児につきましては、保育料が無料になります。また、新制

度に移行していない幼稚園や認可外保育施設を利用している子どもにつきましても、保

育料や一時預かり事業、病児保育事業、ファミリーサポートセンター事業などの子ど

も・子育て支援事業を利用した料金につきまして、一定の要件を満たす場合に保育料の

全国平均額を上限に無料になるものです。その一方で、認可保育所や認定こども園の保

育部分に通う３歳児以上の給食に関わる副食費、いわゆるおかず代のことですけれども、

この副食費につきましては、保護者の実費負担とされ、施設におきまして徴収する方針

が示されております。 

 無償化に要する費用の負担割合につきましてですが、子ども・子育て支援法の基本理

念を踏まえ、現行制度と同様に国が２分の１、都道府県が４分の１、市町村が４分の１

とすることが示されております。これら無償化に要する費用につきましては、消費税率

１０％への引き上げによる財源を活用するもので、国の負担分は社会保障関係費として

内閣府で予算計上され、地方の負担分はこの消費税の増収分を活用し、地方交付税措置

するとされておりますので、市財政への影響は少ないと考えております。 

 なお、実施初年度に要する経費の負担につきましては、地方へ配分される地方消費税

増税増収分が平成３１年度はわずかであることから、全額国費による負担とされている

ところでございます。現時点での情報に基づき、平成３１年度予算ベースで試算したと

ころ、ゼロ歳から２歳児は延べ３７２人が対象で、１１７万円の保育料が無料となり、

３歳から５歳児は延べ１万６,２２４人が対象で、２億６,７９８万円の保育料が無料と

なります。 

 保育の利用に関する影響としましては、例えば、パートに出ても給料が保育料に消え

てしまうので働かないという方にとっては、無償化によって働きに出る動機が生じます。

そのようなケースも含め、保育料が無料ならば子どもを預けて働きに出たいと考える方

が少なからず存在していると思われます。保育所等の利用希望はふえるものと予想して

いるところでございます。ただ、年度途中での保育所等の申し込みにつきましては、現

状での入所が厳しい中で、１０月から実施される無償化以降に入所希望がふえた場合、

受け皿の確保は大変厳しいものがあると考えております。その対策としましては、年度

途中の利用希望状況を考慮した上で、ゼロ歳から２歳児までの利用ではございますが、

新たに小規模保育事業を認可して対応することとしているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） どうもありがとうございました。 

 １０月からまだ今、国のほうでは審理途中ですので、決定はしておりませんけども、

そういうふうな形になると思います。直接平成３１年度については、市の予算等々につ

いても国が全額負担ということで、影響はないというところで伺いました。 

 最後に部長のほうからありましたように、子どもたちを預けるという親が、やっぱり

無償化になるということでふえるというふうに思います。今後も先ほどもありましたけ

ども、保育士等々についてのやっぱり今後の検討等々が課題になってくるというふうに

思います。面積のほうはどうにか先ほど余裕はあるとは思いますけども、今後はやっぱ

り保育士の確保等々を十分に、早めに検討していただいて対応をとっていただきたいと

いうふうに思います。 

［１２番 西川裕文君 登壇］ 

○１２番（西川裕文君） それでは最後になりますけども、４番目、農林水産関係予算

の減額の理由について質問いたします。 

 平成３１年度の当初予算、農林水産関係ですけども、２３億７,８００万円と前年３

９億２,６００万円と比較しまして、約１５億５,０００万円の減額であります。前年比

約６０％の額になっております。ちなみに５年前、平成２６年は２３億６,９００万円

でしたけれども、決算は補正もありまして３１億円となっております。翌平成２７年度

は予算３２億円に対しまして、決算は約２５億円でしたけれども、それ以降は３０億円

後半から４０億円を上回る決算となっております。 

 以上、ここ数年を考えても今回、減額がかなり大きいというふうなところを感じてお

ります。平成３１年度の当初予算の減額の理由を伺います。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 西川議員の農林水産関係予算の減額の理由についてお

答えいたします。 

 減額の主な理由でございますが、まず、農業関係予算で生産総合つよい農業づくり交

付金事業が約９億２,０００万円の減となっております。理由としましては、平成３０

年度が事業実施主体数８件、平成２９年度国二次補正にかかる平成３０年度当初予算へ

の二重計上２件の合計１０件あったのに対して、平成３１年での事業実施主体が３件と

７件減少したことによるものでございます。土地改良関係予算で、暗渠排水事業の工事

請負費で約４億円、県営事業に対しての負担金で、約１億円の減となっております。理

由としましては、暗渠排水事業は国の制度変更に伴い、本年度に再要望調査を行ないま
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して、この調査結果をもとに平成３１年度は現地調査、地元説明会、測量設計を行ない、

工事は平成３２年度からとなったことによるものでございます。 

 次に、県営事業に対しての負担金ですが、現在、更新整備を行なっている排水機場が

平成３０年度で完成し、平成３１年度においての排水機場につきましては、各種調査や

測量設計となり工事費が発生しないことから負担金の減となったことによるものでござ

います。 

 水産関係予算では、水産基盤整備機能保全事業が１億８,０００万円の減となってお

ります。理由としましては、平成３０年度新川漁港のしゅんせつ土量６万６,１５３立

方メートルに対し、平成３１年度横島漁港のしゅんせつ土量が２万８,８２０立方メー

トルで、３万７,３３３立方メートルの減となったこと。また、新川漁港から塩屋漁港

までの運搬距離１４キロメートルに対し、横島漁港からの運搬距離は５.３キロメート

ルと８.７キロメートル短くなったことによるものでございます。 

 以上のような理由により、農林水産業費の関係予算につきましては、前年度と比較し

て約１５億円少なくなっているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 西川裕文君。 

○１２番（西川裕文君） ありがとうございました。 

 暗渠排水等々は今年度じゃなく、来年度のほうに工事が移るということで分かりまし

たけども、今後農林水産業につきましては、特に先ほどもありましたけども、我が市の

主産業でもあります。当然、商工業、観光業も含めて地場産業すべてが大切であります

けども、耕作面積等を考慮したとしても大切な産業であります。現在、大規模集約化に

なっておる農地をより活用しやすく、また、農業農水産部というのは、玉名市で考えれ

ば市外からの外貨を獲得する、外貨を１番獲得する産業でもあると思います。今後、内

容的なところはわかりましたけども補正等々が必要になるときは、やっぱり即対応して

いただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 それからちょっと先ほど言い忘れておりましたけども、人口増を考えるときに、今、

人口減でありますけども、人口増を考えるときに移住人口も必要ですけれども、基本は

やはり出生数の増加が大切であると思います。国もそのことを考え保育料の先ほど申し

ました無償化や今後、私立高校、大学までの授業料の無償化等々も入ってくるとは思い

ます。その中で、やはり今後最も大切なのが繰り返しになりますけども、保育士の確保

や学童保育の充実等々が本当に必要になってくると思いますので、やっぱり前もって対

応を計画を持ちながら、先ほどありましたＰＤＣＡがあります。そういうところで早め

早めのやっぱり対応を常にしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 最後になりますけども、大河ドラマいだてん金栗四三先輩をやっぱり１番感じます。
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まずは私たち玉名市民が皆それぞれの立場で黎明の鐘となるように、頑張っていきたい

と思いますし、３月いっぱいで、今回の退職をされる職員の皆様方、本当にありがとう

ございました。今後は別の角度から、今以上に笑顔ある玉名づくり、玉名人づくり、玉

名づくりへの御協力をお願いしたいというふうに思います。 

 それでは、これをもちまして私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、西川裕文君の質問は終わりました。 

 ７番 北本将幸君。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） こんにちは。７番、創政未来の北本将幸です。傍聴の皆様あり

がとうございます。 

 昨日のニュースで宇宙航空研究開発機構ＪＡＸＡ（ジャクサ）の探査機はやぶさ２号

が小惑星「リュウグウ」に着地した際の動画が公開されていました。着地の直後地表に

発射した弾丸によって飛び散ったとみられる大小の岩石が舞い上がる様子が鮮明にとら

えられていました。この着地点は、「たまてばこ」と名付けられました。この着地点

「たまてばこ」は今後の宇宙開発において地球と宇宙の架け橋となっていくと思います。

また、たまて箱といいますと、昨年より新しくつけられた市議会だよりの愛称でもあり

ます。現在、広報広聴委員会としてさまざまな取り組みをしてよりよい議会だよりの作

成を目指しております。その一環として玉名女子高校のアニメデザイン科コースの方々

に表紙のイラストをお願いしています。少しでも議会に対して興味を持っていただける

機会になるのではないかと思っています。市議会だより「たまて箱」も市民と議会の架

け橋となれるよう、今後もさまざまなことに取り組んでいきたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 まずはじめに、子育てしやすいまちづくりについて質問いたします。先ほどの西川議

員の質問と重複するところもあると思いますが、質問させていただきます。 

 人口減少社会が続く中、子育てしやすいまちをつくっていくことは最重要施策の一つ

であります。一昨年の３月議会でも同様の質問をさせていただきましたが、待機児童の

解消はなかなか進んでおらず、子育てしやすい環境はまだ十分に整っていないように思

われます。そのような中、先月政府は消費税増税による増収分の一部を充て、幼児教育、

保育の無償化を今年１０月からはじめることを閣議決定いたしました。これにより保育

園や幼稚園、認定こども園に通うすべての３歳から５歳児と住民非課税世帯の０歳から

２歳児の保育料を無償化し、認可外保育園についても市町村が保育の必要性があると認

めた場合には無償化されることになります。 

 今回の無償化により保育ニーズの増加などが見込まれますが、どのような影響がある

のか、前もって検討しきちんと対策をとらなければいけません。 



 － 154 －

 そこで、子育てしやすいまちづくりについて、４点質問いたします。 

 １、保育園等待機児童の現状について。２、幼児教育・保育無償化における保育ニー

ズへの影響について。３、幼児教育・保育無償化における財政面への影響について。４、

玉名第１保育所建てかえ計画の現状について。以上、４点お伺いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

［健康福祉部長 松野信生君 登壇］ 

○健康福祉部長（松野信生君） 北本議員の保育園等待機児童の現状についてお答えし

ます。 

 本市の待機児童は平成３０年４月１日の時点で３１人でありましたが、平成３１年度

につきましては、入所の調整が最後まで終わってない段階でございますので、見込みの

人数となりますが、３３人程度と予想しております。 

 なお、２月末時点におきまして、市内各保育所や認定こども園あわせて、６２人分の

入所受け入れ可能な人数がございますけれども、これは受け入れ可能な年齢と入所を希

望している年齢があわない、兄弟が同時に入所できない。立地の関係から送迎等に無理

があるなどの個別の事情によりまして、空いている６２人分が活用できず待機が生じて

いる状況でございます。 

 また、受け皿の確保としまして、小規模保育事業等の地域型保育事業につきまして、

来年度の途中からの開所にも対応してまいりたいと考えております。 

 次に、幼児教育・保育無償化における保育ニーズへの影響についてお答えします。 

 幼児教育・保育の無償化に伴い、本年１０月からすべての３歳から５歳児と非課税世

帯の０歳から２歳児の保育料が無料となることが国において決定し、現在関係法案の審

議が進められているところでございます。この無償化が保育ニーズに与える影響としま

しては、保育料を気にせず働くことができる環境が創出されることから、どの程度か見

込むのは難しいものの、保育所等の利用を希望する人はふえるものと予想しております。 

 既に市内の保育所等は定員を超えて児童を受け入れている中で、無償化の実施によっ

て増えた保育ニーズに対する新たな受け皿の確保は大きな課題と認識しているところで

ございます。 

 次に、幼児教育・保育無償化における財政面への影響についてお答えします。 

 幼児教育・保育の無償化に要する費用につきましては、公立の施設分が市が１０分の

１０、私立におきましては国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１の割合を基本に

負担することとされております。その地方負担分につきましては、公立、私立含めまし

て、地方財政計画の歳出に全額計上した上で、個別自治体の地方交付税の算定に当たっ

ても、地方負担の全額を基準財政需要額に算定するとともに、地方消費税の増税分の全

額を基準財政収入額に算入するとされておりますので、市の財政面への影響は少ないと
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考えております。 

 なお、平成３１年度の無償化に要する経費につきましては、全額国費で負担するとさ

れております。 

 次に、玉名第１保育所建てかえ計画の現状についてお答えします。 

 これまで現在地、旧庁舎跡地のほかに民有地数カ所を選定し検討を行なってきました

けれども、民有地につきましては、面積や形状、立地場所などの問題があり、適した用

地の選定が難しい状況でございます。そのような中で、旧庁舎跡地につきましては、従

来から賑わいの創出が強く求められていることもあり、また、その利活用につきまして

基本構想が定まってない現状から考えますと、現在地での建てかえも検討の一つと考え

ているところでございます。 

 建設に当たりましては、今申し上げました民有地や旧庁舎跡地、現在地にしましても

急傾斜地対策や文化財発掘等により建設までにかなりの時間を要することが予想されま

す。現園舎が危険建物であり子どもの安全性を考えますと、仮園舎につきましては、早

急に確保すべきであると考えておりまして、現状としましては、仮園舎の確保を最優先

に検討してまいります。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 １番初めの保育園等待機児童の現状についてですけど、この待機児童については、毎

年問題になってるんですけど、やっぱり昨年が３１人で、今年度も見込みですけど、３

３人ということで、昨年を上回る数が予想されてるということで、やっぱりしっかり取

り組んでいかないといけないんじゃないかなと思います。 

 国においては子育て安心プランにおいて２０２０年度までに約２９万３,０００人の

保育の受け皿を拡大して、待機児童ゼロに向けて取り組んでいくとされてます。待機児

童解消に向けては、小規模保育をされるとか、対策とられるというふうなことですけど、

市長も１０年ビジョンにおいて待機児童解消に向けた取り組みの推進を掲げられていま

すが、今後具体的にどのような対策を考えられているのか、見解を伺います。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 北本議員の再質問、新たに取り組みをする待機児童対

策についてお答えします。 

 保育には子どもの年齢に対して配置しなければならない保育士数が決まっていること

から、待機児童の解消には保育士を確保することがなによりも重要だと考えています。

全国的に保育士の確保が課題となる中で、保育士資格を取得したあとで一度も保育所に
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勤めたことがない人や保育所に勤めていたが、今は勤めていない人、いわゆる潜在保育

士と呼ばれている人が全国で７０万人以上いるといわれております。 

 来年度の新規事業としまして、潜在保育士が市内の公私立認可保育所や、認定こども

園に新たに就職することを支援する事業を予算計上しております。具体的には、新たに

保育士として就職した場合に、就職１年目に１０万円、２年目に１０万円、あわせて２

０万円の就職支援補助金を支給するというもので、私立保育所等でも、この制度を大い

に活用して保育士の採用を進め、待機児童が解消されることを期待しております。 

 さらに４月に新規事業として開所する小規模保育事業に続き年度途中でありましても

複数の地域型保育事業の認可を進めてまいりたいと思っています。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁にあったように、やはり待機児童解消するにはやっぱり保

育士の確保というのがやっぱり問題になってくると思うんですけど、国も処遇改善に取

り組んで、市のほうでも２年で２０万円手当補助して処遇改善されていくということな

ので、本当この来年度３３人程度待機児童発生することが予想されて、預けられないと

いうのは、預けられない人にとってみれば本当に死活問題だと思うので、やっぱり本当

ゼロに向けて、ここは絶対ゼロに近づけるぞという強い気持ちで今後も取り組んでいた

だきたいなと思います。 

 ２点目の幼児教育・保育無償化における保育ニーズへの影響ですけど、ニーズは無償

化になるなら恐らくふえると思います。そもそもこの制度が１０月から始まるんですけ

ど、まず、この保護者の方たちに１０月から無償化になりますよというようなこの制度

自体の周知徹底もする必要があるのかなと思いますけど、保護者に対する制度の周知の

流れについては、どのようになっているのかお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 北本議員の再質問、無償化に関する保護者への周知に

ついてお答えいたします。 

 今回の無償化につきましては、これまで段階的に拡充されてきた負担軽減措置を一気

に加速させた取り組みでありまして、内容も多岐にわたり複雑なものとなっており、９

月の保育料算定替のタイミングに合わせまして、保護者に対して制度を周知していきた

いと考えております。 

 特に保育料が無料となるとともに、新たに園が実費徴収することとなる給食の副食費

の取り扱いにつきましては、保護者に向けて丁寧な周知を行なう必要あると考えており

まして、私立保育所等に対する助言などを行なってまいりたいと思っております。 

 以上です。 
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○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 大きく制度が変わりますんで、９月に説明されるということ何

で、しっかり周知徹底できるようにしていただきたいと思います。 

 さっきから何回も言ってるんですけど、無償化になると恐らくニーズはふえると思い

ます。現在でも３３人待機児童が予想されてるとなると、今度来年度、また新しい年

度、もう４月から無償化が、新年度は１０月からですけど、４月からスタートするとき

に、やっぱりもっと待機児童がふえる可能性もあると思うんですけど、その辺について

はどういう見解なのかお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 再質問にお答えします。 

 先ほども申しましたように、保育ニーズの増加がどのくらいかというのが明確ではご

ざいませんので、今のところは対策としては持っておりません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 恐らく絶対ニーズがふえると思いますので、もし対策なんかと

らないならやっぱり来年３３人よりもっとふえるかもしれないので、しっかり状況を見

ながら対策考えていってほしいなと思います。 

 国も待機児童ゼロに向けて取り組んでいるんで、絶対玉名市では待機児童出さないん

だぞというぐらい強い気持ちで、今後取り組んでいっていただきたいなと思います。 

 ３点目の財政面への影響についてですけど、影響はほとんどないだろうということで

考えられていますけど、今、認可外保育園に行ってる人とかに対して、玉名市独自で補

助をやってたりすると思うんですけど、そういう無償化になるなら認可外のところも無

償化になると思うんですけど、そういう補助金関係については今後どうなっていくのか

お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 健康福祉部長 松野信生君。 

○健康福祉部長（松野信生君） 北本議員の再質問、無償化後の認可外保育施設への補

助金についてお答えいたします。 

 本市では、待機児童対策としまして、認可保育所等の利用を希望しながら入所できな

かった児童の保護者を対象に、認可外保育施設を利用した場合に、支払った保育料の差

額分を補助する認可外保育施設利用者補助金を交付いたしておりまして、平成３１年度

予算にも計上しているところでございます。 

 今回の幼児教育・保育無償化において認可外施設については、国が示す対象者の要件

を見ますと、同補助金の対象者は無償化の対象者となると考えられます。しかしながら、

認可外保育施設における無償化は、上限が決まっており、３歳から５歳児で月額３万７,
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０００円、０歳から２歳児で月額４万２,０００円となっております。認可外保育施設

によって、保育料が違いがありますので、これらの上限額を上回る部分の保育料の負担

に対しましては、引き続き認可外保育施設利用者補助金で支援する考えでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） その今使ってる人がしっかりちゃんと損しないというか、新た

に支払いはしなくていいように補助金続けられるということなんで、その辺はしっかり

続けていただきたいと思います。 

 ４点目の玉名第１保育所建てかえ計画ですけど、これ大分前から議会でも議論されて

るんですけど、民有地検討されて民有地のほうはちょっと厳しいという答弁だったと思

うんで、となると現在地か旧庁舎跡地になってくると思うんですけど、現在地となると

その期間の代替えの場所も必要になってくると思うんで、最後に市としては残す公立保

育園になると思うんで、しっかりしたものを建てれるように、今後現状把握しながら検

討をしていただきたいなと思います。 

 それでは次の質問に移ります。 

○議長（中尾嘉男君） 北本議員の一般質問の途中ですが、議事の都合により、暫時休

憩いたします。 

午後 ３時１４分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ３時３０分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめ延長いたします。 

７番 北本将幸君。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） 次に、１０年ビジョンの地域内連携の強化について質問いたし

ます。 

 先週、県内の各高校において卒業式が開かれました。その中で、大きく取り上げられ

ていたのが、今年度で閉校する県立多良木高校での最後の卒業式でした。同校最後の卒

業生６７人の門出を祝おうと、地域の人たちが大勢集まり開催されたようです。翌日に

は閉校式が行なわれ、県立高校再編計画によって９７年の歴史に幕を下ろしました。こ

の県立高校再編計画においては、近隣の南関高校と荒尾高校も統合の対象となり、現在、

岱志高校として開校しています。 

 このように再編計画が進められた要因としては、長年にわたる定員割れによる生徒数

の減少などが上げられ、県教育委員会としては、１学年を４学級以上とする学校の適正
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規模を掲げて進められました。全国的にも廃校となる高校がふえてきています。高校の

廃校による地域への影響は若い世代の流出など、想像以上のものがあります。しかし、

そもそも高校は市町村の管轄ではないため、取り組みが難しいところもあると思います

が、市町村によっては独自に地元の高校を支援する動きも大きくなってきています。 

 玉名地域には大学をはじめ、５つの高校があり、文教都市でもあります。しかし、本

市においても高校の定員割れが起きています。このような状態が続けば、いつ高校再編

の対象になるかわかりません。市長は１０年ビジョンにおいて、市内５つの高校との連

携を掲げられています。 

 そこで、１０年ビジョンの地域内連携について４点質問いたします。 

 １、市内高校の定員割れに対する見解について。２、定員割れに対する支援、対策に

ついて。３、１０年ビジョンに掲げる地元高校との連携強化について。４、１０年ビジ

ョンに掲げる大学との連携強化について。 

 以上、４点質問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員お尋ねの１０年ビジョンの地域内連携強化

についてのうち、まず１番目の市内高校の定員割れに対する見解についてにお答えいた

します。 

 今年度、熊本県公立高校入学者選抜における出願者数では、玉名高校、北稜高校全学

科、玉名工業高校の一部の学科にて定員割れとなっております。また、玉名女子高校や

専修大学玉名高校といった私立高校においても同様の状況となっております。定員割れ

の理由といたしましては、まず第一に子ども人口の減少が上げられますが、ほかの理由

といたしまして、大学への進学実績の高い高校やスポーツなどの実績の高い市外の高校

への進学を希望する傾向にあるのではないかと考えております。これは熊本市を除く県

内共通の傾向と認識しております。ただ、市内５つの高校が本地域の教育、文化、産業

等の振興に果たす役割は非常に大きく、今後も必要不可欠な存在と考えておりますので、

定員割れとなっている現状につきましては危惧しているところでございます。 

 次に、２番目の定員割れに対する支援、対策についてお答えいたします。 

 現時点では、特に本市において取り組んでいるものはございません。ほかの市町村で

は、自治体独自の支援、対策として、入学支援金補助金、被服費準備補助金、大学進学

時への奨励金交付金といった施策を行なっている事例もございますが、本市としまして

は、県の動向等を見ながら今後必要に応じて検討してまいりたいと考えております。 

 次に、３番目の１０年ビジョンに掲げる地元高校との連携強化についてにお答えいた

します。 
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 地元高校との連携についての直近の事例といたしましては、昨年１０月市内５つの高

校との防災協定を締結いたしております。これは災害発生時における学校施設の避難所

等利用に関するもので、大規模災害が発生した場合に、市内の高校が避難所の役割を果

たし、防災対策の充実を図ることができます。また、全国的に有名な玉名女子高校や専

修大学玉名高校吹奏楽部による市主催の各種音楽イベントへの参加は、音楽の都玉名の

取り組みに寄与いたしております。そのほか、北稜高校生徒によるたんぼアートプロジ

ェクトへの協力、金栗四三ＰＲ事業に関連した玉名工業高校生徒によりますカウントダ

ウンボードの製作、また、玉名女子高校生徒による「シナモンロール」や「韋駄天どら

や金」といった食品開発とさまざまな連携を行なっております。 

 最後に、４番目の１０年ビジョンに掲げる大学との連携強化についてにお答えいたし

ます。 

 本市は、現在４つの大学、九州看護福祉大学、崇城大学、熊本県立大学、筑波大学と

の間で包括協定を締結しており、庁内各部署において大学と連携した事業を行なってお

ります。地元の大学でもある九州看護福祉大学との連携といたしましては、各種会議へ

の参加、市民向け公開講座の開催、健康、食育フェアといったイベントへの参画といっ

た実績があり、市の行事等へもたくさんの学生がボランティアとして参加いただいてお

ります。このように各学校の特性や機能を十分に活かした連携を行なうことで、相互の

人的、知的、物的資源を活用し、人材育成と地域社会の発展に寄与するものと考えてお

ります。 

 今後もこれまで以上の連携強化を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 定員割れの要因としては、人口減少が１番大きな要因だと思いますけど、玉名市もそ

うですけど、どこの自治体もやはり地域における高校の重要性は当然認識されてると思

います。多良木高校の廃校においても地元多良木町では、高校の存続を願う運動が起き、

いかに高校が地域に根ざしていたのか、地域から必要とされていたのかがわかります。

閉校式当日にも「閉校ノー」と書かれた横断幕を地元の方たちが掲げられたようです。

しかし玉名市も含め、地方の高校の定員割れは広がっており、都市への流出は加速して

いるように思われます。 

 そこで１点お伺いしたいんですけど、現在、玉名市内の中学校から玉名市内の高校へ

の進学率はどの程度となっているのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 北本議員の玉名市内の中学生の進学先の現状ということで
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ございますけれども、直近の平成２９年度の卒業生の実績で申し上げます。 

 卒業生５５８人中、進学者が５５２人となっております。御質問であります玉名市内

の高校への進学者は、市内の公立の高等学校には２２４人、私立の学校には８５人とな

っております。全進学者の５９.６％でございます。 

 一方、玉名市外の公立学校には７８名、私立の学校には１４５名となっておりまして、

割合といたしまして、全進学者の４０.４％という現状でございます。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 市内への進学は６割程度で、玉名市外への進学は４割程度とい

うこと何で、４割程度は市外へ、市外の高校へ行っているということが現状だと思いま

す。どこの高校で学ぶかは自由でありますので、必ずしも地元の高校に行くのがいいわ

けではありませんが、玉名市としてはいかに将来を担っていく若い世代を地域に残して

いくのか。あるいは逆に市外から呼び込んでいくのかを考えていく必要があると思いま

す。現在のところ対策、その定員割れに対する対策とか具体的な支援は行なっていない

とのことですけど、これ熊本県教育委員会が開催されたんですけど、先月２３日、２月

２３日に、県立高校魅力創造発信事業というのが、この玉名市の総合体育館で開催され

ています。荒尾、玉名地区の４つの公立高校が参加して、各校の生徒たちがそれぞれ自

校の魅力などを中学生などを対象に発表されたとのことです。そのシンポジウムの一環

として玉名市長、藏原市長も地域の魅力をテーマにした講演をされています。玉名市と

しても今後そのような地域の高校と中学生が関わって、高校の魅力を発信できるような

取り組みを行なっていくこともできるんじゃないかなと思いますけど、その辺について

どうお考えか、見解をお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

 先日行なわれました県立高校魅力創造発信事業シンポジウムにおきまして、ぜひとも

地元高校に通ってほしいという思いを込めて、荒尾、玉名地域の魅力についてという講

演を私のほうで行なってまいりました。このイベントは荒玉地区の県立高校４校が合同

で開催し、各高校の特色ある教育課程や学校行事、進路状況や部活動等の活動の様子を

中学生やその保護者及び中学校教職員へ情報発信を行ないＰＲを行なうものでございま

す。 

 今回初めて参加をさせていただきましたけれども、現役の高校生が高校の魅力につい

て紹介をしたり、さまざまな展示、体験コーナーが設置されたり、個別の相談窓口にて

質問ができたりといった内容が企画されておりまして、高校進学を控えた生徒や保護者

にとって大変有意義な機会だったんではないかというふうに私は感じました。 
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 先ほどから高校の定員割れの話が出ておりますけれども、このような機会において地

元の高校の魅力が伝われば、市外の高校に比べて通学時間や交通費負担が軽減される玉

名市内の高校を選んでもらえるんではないかというふうに考えております。このシンポ

ジウムが県立高校主催ではありますけれども、市としても貴重な機会ととらえておりま

すので、県と連携を図りながら積極的に関与していければというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、市長答弁で言われたように、直接高校生と中学生が話聞い

て、意見交換したり、魅力を聞いたりとするということは、本当にいいことだと思いま

すので、玉名市としてもその県と協力してやれるところがあればやっていただきたい

し、独自でやれるところがあれば、この魅力をどんどん発信していけるような取り組み

をしていただきたいなと思います。 

 支援としては、現在具体的なことはしていないとのことで、答弁で自分で費用など支

援する自治体もありますよという部長の答弁があったんですけど、実際近隣だと熊本県

内において支援に取り組んでいる地域としては、芦北町があります。芦北高校は芦北郡

内唯一の高校で、農業科、林業科、福祉科の３学科で構成され、ホタルの再生など特徴

的な取り組みを行なっています。しかし、一方少子化の影響で定員割れが続いており、

地域の核である芦北高校を存続させるため、芦北町が１３項目にわたる生徒確保のため

の経済的支援や学校の魅力向上の支援を行なっています。支援としてはさっき答弁にあ

ったように、教科書の補助であったり、制服の購入の補助であったり何ですけど、その

資金獲得の一つとして、ふるさと寄附金制度を活用されて、芦北高校総合支援事業とし

て実施されています。このように独自でされてる自治体もあります。必ずしもそういう

費用の補助だけが支援じゃないですけど、玉名市としてもできるところから検討してい

ただきたいなと思います。 

 ３点目の地元高校との連携強化についてですけど、これは防災協定５つの高校と結ん

で、取り組んでいるとのことですけど、この地域と学校の連携においてはコミュニティ

スクールの導入が進められており、市内の小中学校においてこのコミュニティスクール

導入していると思いますけど、このコミュニティスクールは学校の保護者や地域の方々

がともに知恵を出し合って学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら地

域とともにある学校づくりを進めていく仕組みであります。 

 最初の始まったころは小中学校が主だったんですけど、現在としては、この動きは高

校、高等学校においてもかなりの数でふえているようです。自治体では、地域内すべて

の高等学校へのコミュニティスクールの計画的な設置に向けた取り組みも見られるよう

になっています。その一つが、実は熊本県でありまして、すべての県立学校に学校運営
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協議会、いわゆるコミュニティスクールを設置して、熊本地震の教訓を活かした防災の

取り組みを高校と地域とが一体となって進めています。よって、さっき答弁にも出てき

たように玉名市も防災協定を５つの高校と結ばれているのだと思います。また、神奈川

県では平成３１年度までにすべての高等学校へのコミュニティスクールの設置が計画さ

れ、高校生に主体的に地域に関わらせるなど、魅力ある学校づくりを推進しています。 

 高校においても社会、地域に開かれた教育課程を実現し、地域との積極的な対話によ

る学校運営が期待されています。やっぱりこの若者の定着を進めていく上で、いかに地

域と関わっていくかがやっぱり重要になってくると思いますので、玉名市のほうも積極

的に高校のほうと連携をとっていただきたいなと思います。 

 もう１点、地元の高校を支援する自治体の動きで、全国的に広がっているのが高校魅

力化プロジェクトというものがあります。その先駆けになったのが島根県隠岐諸島にあ

る隠岐島前高校で行なわれている島前高校魅力化プロジェクトです。この島前高校が海

士町では約７,０００人いた人口が一時期２,０００人を切る勢いで減少していきました。

高齢化率は４０％、２０代から３０代の若者が少ないために、生まれる子どもの数も少

なく、超少子高齢化地域となっていました。この地域では、近隣のこの海士町を含め、

３町村と島根県が協力し、魅力ある高校をつくっていこうとし、持続可能な地域づくり

を目指しました。取り組みとして地域資源を活かした教育カリキュラムの導入や高校と

地域の連携型塾の開設、全国から多様な意欲、能力のある生徒を募集する島留学など、

独自の政策を行なわれました。するとこの高校への入学を希望する生徒数もふえ続け、

廃校寸前の高校から生徒数はＶ字回復で、現在は、生徒数は倍増以上になっています。

しかも、高校が活性しただけでなく、地域の活性化、子育て世代の移住、人口増加など

の影響も起きています。ここに結果が書いてあるんですけど、１番少ないときは８０人

ぐらいだった生徒が、今は１８０人ぐらいになっていて、地元中学校から地元高校への

進学率が４５％だったのが、７７％まで回復してます。この高校が回復したことによっ

て、観光客数も３,０００人ぐらいふえて、出生数も１０人ぐらいふえて、人口減少も

予想より下回っているという、学校を活性化しようとしたことで地域全体が活性化した、

このさきがけ的な取り組みで、全国からも視察が絶えない地域になっているようです。

やはりこの教育による地域活性化が地方創生につながるという一つの例じゃないかなと

思います。だから本当に玉名市においても５つも高校あるんで、本当魅力ある地域だと

思うんで、これ全国に発信して、全国から人を呼び込むようなことも行なっていただき

たいなと思います。 

 ４点目の大学との連携についてですけど、包括協定結んで、今後もいろんな連携とっ

ていきたいとのことですけど、この地元の九州看護福祉大学は、看護福祉の分野の大学

でありまして、きのう市長も１０年ビジョンの重点施策としては福祉を考えてるとのこ
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とだったんで、やっぱりこの大学といかに連携していくかが大事だと思うんですけど、

そこで１点ちょっと聞きたいんですけど、今現在、大学の卒業生のうち、この玉名市内

に就職されてる方は、現状としてどのようになっているのかをお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 北本議員お尋ねの九州看護福祉大学の玉名市内への就職者

数につきましてお答えいたしたいと思います。 

 過去３年間の実績といたしまして、平成２７年度は卒業生２９２名のうち１１名、３.

８％、平成２８年度卒業生３０５名のうち５名、１.６％、平成２９年度２６７名のう

ち６名、２.１％の状況でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 大学あるんですけど、就職率が少ないときが１.６で、多いときが３.８で、数パーセ

ント、多くても３％ぐらいということなんですけど、この現状を把握すると、さっき中

学校の進学率も聞いたんですけど、進学率が６割ぐらいで大学からの就職率は多いとき

でも３％ぐらいということで、この数字だけなんですけど、見て分析すると、玉名市内

の貴重な人材が中学卒業時、高校卒業時、大学卒業時と段階を重ねるごとにどんどん市

外に流出していることになります。必ずしも地元の学校に行って地元に就職することが

すべてではないと思います。私自身も大学、大学院と静岡のほうに行き、６年間玉名を

離れました。玉名を離れて地域のよさに改めて気づく面もあると思います。要は、玉名

市が将来にわたってどのように貴重な人材を確保していくかだと思います。そのために

は、地域に愛着を持ってもらうことが１番ですし、そのためには地域との交流が不可欠

でないかなと思います。 

 そこでもう１点再質問ですけど、市長の１０年ビジョンに掲げる地域との交流で、若

者の地域定着を推進とありますけど、どのような取り組みを行なってこの若者を定着さ

せていこうという考えなのかお伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） ただいまの再質問にお答えをいたします。 

 まずは雇用の創出、働く場の確保というものを受け皿づくりをしっかりとしていくた

めにも企業誘致を推進していかなければならないと思っておりますけれども、これは新

病院の誕生においても大変期待するところでもありますし、従来型ではないしっかりと

九州看護福祉大学という大学がある以上、そこのつながりというものをより強固なもの

にしていきたいというふうに思っております。そういったところで、先進的な部分とし

て、先ほど企画経営部長より官学連携に関する御紹介ありましたけれども、そういった

地域交流型の取り組みというものを積極的に行なっていくことが、地元学生に玉名の魅



 － 165 －

力を再認識していただける場になるんではないかというふうに考えております。 

 普段勉学や部活動だけでは気づかなかった自分の地域のことが１年に何度もあるお祭

りやイベント、また、これからでいうならばマラソン大会であるとか、そういったイベ

ント、大会などで企画であるとか、参画をしていただくことによって、そしてまちづく

りの一端を担っていただく。そういうことをやる中で、魅力あふれる地域であったこと

に気づいていただくと、そういった仕掛けを作っていく必要があるんではないかという

ふうに感じております。玉名に愛着を感じ、地域に定着してもらえるような施策の一つ

として、これからも官学連携というものをしっかりと推進していく所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 将来を担う貴重な人材が流出していることは、将来のまちづくりにおいて大きな影響

を与えると思います。今、市長の答弁であったように流出させないためには、雇用の問

題であったり、さまざま取り組まなければいけないことがあると思います。その中で、

やはり地域に定着させていくための取り組みとしては、重要になるのが交流と市長も言

われましたけど、小学校、中学校、高校、大学など、それぞれの世代において、地域と

の交流を図り、いかにして地域愛をはぐくみ、生まれ育った地域で活躍していきたいと

いう人材をどう地域ぐるみで育てていくかだと思います。 

 この地域からの若者の流出を防ぎ、人材を確保していこうという取り組みで、全国か

ら注目されている取り組みがあります。鹿児島県長島町のぶり奨学金制度、魚のぶりで

すね、ぶり奨学金制度という取り組みです。この長島町は２３の島々からなる人口１万

人ほどの小さなまちですが、今、地方創生の先進都市として注目を集めています。ぶり

奨学金制度とは、高校、あるいは大学卒業後まちに戻ってきた若者の奨学金返還を免除

する制度で、高校在学中は毎月３万円、大学、専門学校等の在学中は毎月５万円まで、

ぶり奨学ローンとして借りることができ、先ほど言ったように、将来長島町出身の生徒、

学生がまちに戻ってきた場合には、この奨学金を基金から補てんして返さなくていいと

いう制度です。仮に、高校から大学院まで通った場合は５００万円近くの奨学金が与え

られることになります。なぜ、ぶりかというと、この長島町はぶりゆかりの地であり、

漁業が盛んなまちであります。しかし、このまちには高校がありません。よってもう高

校に行く時点でまちの外に転出するため、多くの高校生が卒業後町外に就職し、若者の

人口流出が続いている現状があります。そこで、回遊魚である、出世魚であるぶりのよ

うに地域で育った人材が世界各地で活躍することやふるさとに戻ってからさらに活躍す

ることを支援するため、この地方創生事業としてぶり奨学金制度を開始されました。こ

の財源確保には、まち上げての取り組みで、地元金融機関の支援はもちろんのこと、例
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えば、町民の方がぶり１本購入したら何円基金に積み立てられる、まちの居酒屋でビー

ルを１杯飲んだら何円基金に積み立てられるというように、島の地産のものを消費した

際にその額の一部を基金に積み立てるという取り組みもされており、地域みんなで応援

していくというような仕組みもできています。ここにもまた、それ以外にふるさと寄附

金にもぶり奨学金に関する事業を開催され、平成２９年度においては７,０００万円近

くの寄附を集められています。このように各地方自治体では、アイディアをこらしなが

ら、住民を巻き込みながら、地域一体となって人材確保に取り組んでいます。この紹介

したところは高校がない地域、あるいは高校が１つしかない地域で、玉名市とちょっと

現状が違うんですけど、必死になって人材確保に取り組みながら、しかも成果を上げて

おられます。玉名市には大学もあり、５つの高校もあり、非常に恵まれた環境にあると

思いますが、現実としては人口の流出が進んでいるのではないでしょうか。文教都市玉

名をもっと全国にアピールしていくためにも、地域の高校、大学との連携をもっと構築

しながら将来担っていく人材の育成、確保に取り組んでいただくことを要望いたしまし

て、次の質問に移ります。 

［７番 北本将幸君 登壇］ 

○７番（北本将幸君） 最後に、持続可能な財政運営、まちづくりについて質問いたし

ます。 

 地方創生が叫ばれてから各自治体においてはさまざまな取り組みが行なわれています

が、人口減少社会に加え、高齢化社会も進んでおり、社会保障費は増加し続け、加えて

公共施設の老朽化により維持管理費は増大し、地方自治体は厳しい財政状況におかれて

います。国は、平成３１年度予算においては、実質的な交付税措置、地方交付税の総額

を対前年度比で、２.７９％減の１９兆４,３７７億円としていますが、地方が地方創生

等の重要課題に取り組みつつ、安定的な財政運営に必要となる、一般財源の総額につい

ては、前年度０.５９兆円上回る額を確保し、地方財政への対応を行なうこととされて

います。言い換えると、定額的な地方交付税は削減されるが、しっかりと地方創生など

に取り組んでいるところに対しては、前年を上回る財政的な支援を行なっていくという

ことだと思います。今後も地方自治体においては、さらなる人口減少が進み、ますます

厳しい財政運営が見込まれます。よって持続可能な財政運営、まちづくりを行なってい

くためにも歳入の増加、歳出の削減に取り組みながら、人口減少の改善に向けた地方創

生の取り組みや大量に更新時期を迎える公共施設等の適正な管理などにも引き続き取り

組んでいくことが求められます。さらには頻発する自然災害に対して、国が国土強靱化

政策を掲げたように、災害に備えるための防災、減災の対策など、市民の命と安全を守

る役割も高まっています。そのためにも１０年後、２０年後、あるいはその先まで見据

えながら、今何をするべきか、何が必要かを常に考え市政運営を行なっていく必要があ
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ります。そのために持続可能な財政計画や計画に沿った具体的施策をどのように行なう

べきか、しっかり考えていかなくてはなりません。 

 今３月定例会においては、新年度予算が計上されており、予算額としては過去最大規

模の一般会計総額は３４２億円ということで、前年度比６.３％の伸びとなっています。 

 そこで５点質問いたします。 

 １、平成３１年度予算編成における重点施策について。２、行政評価制度における予

算反映について。３、基金の推移について。４、市債残高の推移について。５、ＳＤＧ

ｓに基づく持続可能なまちづくりについて。以上、５点質問いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 北本議員の持続可能な財政運営、まちづくりについての中

の１番目の平成３１年度予算編成における重点施策についてと３番目の基金の推移につ

いて、そして４番目の市債残高の推移についてお答えをいたします。 

 まず１番目の平成３１年度予算編成における重点施策についてでございますけれども、

笑顔をつくる１０年ビジョンの最終目標でございます、市民の笑顔が人を呼び込むまち、

その実現に向けた３原則に沿って重点化した事業を中心に説明をいたします。 

 まず１点目の原則、市民生活の安定の分野について、高齢者が住み慣れた地域で安心

して暮らせるよう、移動手段の確保を行なう地域公共交通対策事業で、睦合地区、そし

て豊水地区についての乗り合いタクシーのエリア拡大を行ないます。 

 ２つ目の原則でございます。まちづくりの充実といたしまして、企業立地の促進を図

るため、市内において産業用地を開発する民間事業者に対しての優遇措置でございます

産業用地開発支援事業に取り組みます。また、市全体の集約型都市構造の実現と新玉名

駅周辺における土地利用方策の検討を行う立地適正化計画策定、同時に玉名平野北西部

土地利用等検討事業といたしまして、新玉名駅周辺整備実施計画、そして整備にかかる

影響、解析及び排水計画策定に向けて取り組みを行ないます。 

 ３つ目の原則、行政運営の進化といたしまして、学校規模適正化事業により廃校いた

しました小学校につきまして、学校跡地利用に民間活力の導入を図ることといたしてお

り、梅林小学校ほか４校のプール解体工事を計上いたしております。 

 次に、３番目の基金の推移についてお答えをいたします。 

 まず、平成２９年度末の積み立て基金の現在高につきましては、１０２億６,０００

万円で、そのうち財政調整基金６０億８,０００万円、減債基金１３億８,０００万円、

市有施設整備基金１２億１,０００万円でございます。 

 次に、平成３０年度末の積み立て基金の現在高の見込みでございますが、合計で９５

億９,０００万円、内訳としまして、財政調整基金５４億４,０００万円、減債基金１３
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億８,０００万円、市有施設整備基金１２億１,０００万円でございます。そして平成３

１年度末の基金積み立ての積み立て基金の現在見込額といたしましては、合計にいたし

まして６７億７,０００万円でございまして、その内訳としまして、財政調整基金３４

億６,０００万円、減債基金１０億９,０００万円、市有施設整備基金７億１,０００万

円となっておりまして、年々減少傾向にある状況でございます。 

 次に、４番目の市債残高の推移についてお答えをいたします。 

 平成２９年度末一般会計の市債残高は３３７億４,０００万円、平成３０年度末市債

残高の見込額は３５１億４,０００万円、平成３１年度末市債残高見込額は３５９億２,

０００万円となっておりまして、こちらのほうは基金とは逆に年々増加傾向にあるとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

［企画経営部長 水本明子さん 登壇］ 

○企画経営部長（水本明子さん） 私のほうからは、まず２点目の行政評価制度におけ

る予算反映についてお答えいたします。 

 玉名市が実施しております行政評価には、前年度に実施した継続事業について成果や

目的の達成度、有効性等を評価する事務振りかえりと翌年度以降に実施しようとする事

業について目的の妥当性や事業の必要性等を評価する新規事業提案がございます。平成

３０年度の事務振りかえにつきましては、前年の平成２９年度の事務事業を対象といた

しており、評価対象の事務事業数は２９９事業でございました。そのうち予算の反映を

求める評価であった事務事業は６９事業あり、予算に反映したものは６０事業で、予算

増額分が２９事業、約３億３,６００万円、予算減額分が３１事業、約８億６,７００万

円、合計した予算反映額といたしましては、約５億３,１００万円の減額となっており

ます。また、平成３１年度における新規事業提案につきましては、事務振りかえり拡充

分を除いたもの１０事業、総額約７億５,７００万円となっております。 

 次に、５番目のＳＤＧｓに基づく持続可能なまちづくりについての御質問にお答えし

ます。 

 ＳＤＧｓとは、「Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ」

持続可能な開発目標の略称でございまして、２０１５年９月の国連サミットで採択され、

国連加盟の１９３カ国が２０１６年から２０３０年の１５年間で達成するために掲げた

目標でございます。 

 貧困や飢餓の根絶、質の高い教育の実現、女性の社会進出の促進、再生可能エネルギ

ーの利用といった１７の目標と各目標を実現するための１６９のターゲットから構成さ

れ、地球上の誰一人として取り残さないということを誓っております。 
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 このＳＤＧｓにつきましては、平成２９年に閣議決定されたまち・ひと・しごと創生

基本方針２０１７に地方公共団体における持続可能な開発目標の推進、いわゆるＳＤＧ

ｓが盛り込まれており、地方公共団体におけるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを促進す

るための施策を検討し、方向性を取りまとめることとされております。 

 本市としましても、今後地方創生を促進し、人口減少社会に対応した持続可能なまち

づくりを進めるためにも検討を行ない、平成３２年度に改訂予定の玉名市まち・ひと・

しごと創生総合戦略にて推進可能なＳＤＧｓの取り組みがあれば、取り入れてまいりた

いと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 １点目の予算案における重点施策についてですけど、さまざまな平成３１年度も事業

に取り組んでいかれると思います。答弁の中にあったんですけど、立地適正化計画の策

定業務が上げられています。この立地適正化計画の策定においては、以前一般質問をさ

せていただいたんですけど、この計画の意義としては、コンパクトなまちづくりと地域

交通再編との連携により、コンパクトシティプラスネットワークのまちづくりを進める

計画であります。予算では債務負担行為が平成３３年度までになっていたんですけど、

この計画策定の流れはどのようになっているのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 建設部長 前田愼一郎君。 

○建設部長（前田愼一郎君） 北本議員の再質問にお答えをいたします。 

 立地適正化計画の御質問でございますが、これは都市再生法特別措置法第８１条に基

づくもので、概要を簡単に申し上げますと、人口の減少や高齢化が進行する中、これま

でどおり日常の生活サービスや行政サービスを身近で受けるために、住宅や医療、福祉、

商業、その他の住居に関連する施設などを一定の区域に誘導することで議員がおっしゃ

いましたように、コンパクトな都市構造へと転換していくための計画でございます。 

 策定後は国の交付金が活用されますので、先ほども言われましたように、今後は歳入

を多く、歳出を少なくするような考えをもっております。この計画、昨年の１２月末現

在で、全国で１８６の自治体が計画を作成しており、熊本県内におきましては、都市計

画の区域を有する自治体１４市７町のうち、熊本市、荒尾市、菊池市の３市のほうが計

画策定を終わられている状況でございます。本市といたしましても今議会に債務負担行

為を上程しておりますので、御承認後、新年度から３年間で計画策定を予定しておりま

す。今後の策定の流れといたしましては、初年度から関係各部局や学識経験者、民間事

業者、住民代表などの地域の関係者と相互に連携を図りながら、立地適正化計画の検討

に取り組み、最終年度は住民説明会やパブリックコメント、都市計画の審議会を予定し
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ており、住民の意見を十分に反映した計画を考えております。 

 今後の玉名市全体のまちづくりと持続可能な都市経営に寄与するよう、計画策定に取

り組む所存でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） この計画策定されるということは、本当いいことだと思いま

す。コンパクトなまちづくりと、あと公共交通、ネットワークを充実させて、どうまち

づくりをしていくかというための計画であり、国も財政措置、これの計画つくることに

よっていろんな財政措置受けれるようになると思いますんで、まずは計画策定して、い

ろんな財政支援も活用しながら、まちづくりを進めていっていただきたいなと思いま

す。 

 もう１点、予算関係で聞きたいんですけど、今年度予算の中で県民体育祭玉名荒尾準

備委員会負担金、全国高校総体開催事業、オリンピックキャンプ誘致実行委員会負担金、

いちごマラソン大会補助金、このように大きなスポーツ大会、スポーツイベントに関連

する予算が上がってるんですけど、このスポーツを活かした地域活性化への取り組みと

してはどのようなことを考えられているかお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 皆様御承知のとおり、日本スポーツ界にとっては５６年ぶりに東京で開催されます夏

季オリンピック・パラリンピック競技大会が２０２０年、２０２０と申しますかね、開

催されることが決定されたことは大きな出来事で、国を挙げて現在準備が進められてい

るというところでございます。そしてこの東京２０２０オリンピック・パラリンピック

競技大会が決定したことで、日本人として初めてオリンピックに出場された選手であり、

本市の名誉市民であります故金栗四三氏を主人公の一人としたＮＨＫ大河ドラマ「いだ

てん～東京オリムピック噺～」の放送が２０１７年に決定し、現在放送がされておりま

す。このことは、本市にとりましてこの上ない喜びであります。さらに熊本県下では、

ラグビーワールドカップや女子ハンドボール世界選手権大会が２０１９年に開催され、

玉名市では南部九州４県で開催される全国高等学校総合体育大会が同じく２０２０年に、

また、第７５回熊本県民体育祭の玉名荒尾大会が２０２０年に開催されるなど、本市に

とりまして２０１９年、２０年はまさにスポーツに関する取り組みが目白押しの開催と

なってまいります。 

 オリンピック・パラリンピック競技や女子ハンドボール世界選手権大会、さらに全国

高等学校総合体育大会の開催は、本市といたしましてもこの上ないチャンスであり、こ

の国内におけるスポーツの潮流を的確に捉え、積極的に取り組んでまいります。 
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 全国高校総体では、熊本県内で５市のみで開催される中、本市ではレスリング競技の

大会の開催が実現し、また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会では、

アフリカ南西部にありますアンゴラ共和国ハンドボールチームのオリンピック事前キャ

ンプ誘致の実現につながってくるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、答弁であったように、ラグビーのワールドカップであった

り、東京２０２０オリンピックであったり、県民体育祭であったり、総体であったり、

本当この２年間スポーツイベントがたくさんありますので、ぜひ、これを地域活性化に

つなげると同時に、あるいはスポーツを通した市民健康の増進にも取り組んでいただき

たいなと思います。 

 次に、２点目の行政評価制度における予算反映についてですけど、見直しによって事

業継続で増額されたのが３億円で、見直しが８億円で、５億円ぐらい削減されて、効果

が出ているということですけど、新規で７億円ぐらい新たな事業に取り組まれたという

ことだったんですけど、この行政評価制度というのは、本当にちゃんと機能すればいい

制度だと思います。この第三次行政改革大綱で、行政評価による事務事業の最適化を行

なって予算編成にいかに連動していけるかというのを目標にされてると思いますけど、

今の時点で、この前５億円ぐらい削減できてるんですけど、しっかり本当に全部予算反

映できてるのか、それとも何かまだ課題があるなと感じられているのか、その辺のほう

の見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 企画経営部長 水本明子さん。 

○企画経営部長（水本明子さん） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 第三次行政改革大綱に示す予算への反映につきましては、主体性と自立性の高い行政

経営の実現という基本方針のもと、事務事業評価の実施による行政経営の意識向上を図

るため、予算編成への連動性の強化を進めているところでございます。 

 そこで財政課では、予算査定時に行政評価に基づく予算要求かどうかを判断し、予算

編成に取り組んでいるところでございます。また、その行政評価結果に基づき予算連動

したかどうかを予算連動率として取り組み状況のフォローアップを実施しております。 

 第三次行政改革大綱実行計画では、平成２８年度の４０.７％であった予算編成連動

率から次年度の平成２９年度の数値目標を５０％と設定し、年度を重ねるごとに１０％

ずつ数値目標を上げ取り組むことといたしております。平成２９年度は数値目標５０％

に対し、実績は７６.２％、平成３０年度は数値目標６０％に対し、実績は８７％とな

っており、行政評価と予算の連動が進んでいるところでございます。 

 今後もＰＤＣＡサイクルによる業務改善の徹底化、職員の経営意識の向上に取り組
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み、限りある予算に対し、コスト意識を高めた事業展開して、健全な行財政運営に努め

てまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） ８０％ぐらい予算反映されてるということで、やっぱり何百も

ある事業を一個一個評価して予算につなげていくというのは大変な作業だと思いますけ

ど、やっぱりここをしっかりして、この事業はもっと予算いかないといけないとか、こ

の事業はやっぱりもうしなくてもいいんじゃないかと、やっぱり選択する部分としない

部分というのを、この厳しい財政運営のなかしていくことは大切だと思いますんで、パ

ーセントどんどん伸びているということなんで、この調子で今後もやっていただきたい

なと思います。 

 ３点目の基金についてですけど、基金とは特定の目的のために財政を維持し、資金を

積み立てる積み立て基金とその他の基金とにおおきく２つ分けられるんですけど、積み

立て基金の一つに年度間の財源調整や災害発生時など、不測の事態が生じたときに使う

財政調整基金、いわゆる市の貯金みたいなもんですけど、ほか地方債の返還に充てる減

債基金とか公共施設つくったりするときに使う市有施設整備基金のような特定基金があ

ると思いますけど、どんどん基金は減っていってるということで、平成２９年、３０、

３１と示してもらったんですけど、ここの特に平成３０年から３１年、この新年度予算

つくるときに、財政調整基金が約２０億円程度、減債基金が３億円程度、市有施設整備

基金が５億円程度切り崩されて、約２８億円１年で切り崩し予定なんですけど、この大

幅に基金を切り崩さないといけなかったような要因としては、何があるのかお伺いしま

す。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの北本議員の再質問にお答えをいたします。 

 平成３１年度当初予算におきまして財政調整基金２０億３７１万５,０００円の取り

崩しでございますが、歳入におきまして普通交付税が合併算定替えの縮減により減少し

ていることと、それから歳出につきましては、職員採用による人件費、また、公債費及

び金栗四三ＰＲ推進事業費などで経費が増加していることから、財源調整のため取り崩

しを行なったところでございます。また、減債基金３億円の取り崩しにつきましては、

合併特例債の償還に対する財源として、また、市有施設の整備基金５億円につきまして

は、将来の公共施設整備に備えて積み立てておりましたものを市民会館建設事業の財源

とするために計上をいたしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 
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○７番（北本将幸君） 要因としては人件費とか市民会館建設とかあるということで、２

８億円取り崩しされているんですけど、この２年間、平成３０年、３１年の推移で見て

も約３４億円の基金が取り崩されており、新年度では２８億円、現在、平成３１年の残

高としては、この３つの合計が約５０億円ちょっとなんで、このペースで取り崩してい

くと２年。もう２年で財政調整基金とかなくなっていくと思うんですけど、２年ぐらい。

市として基金残高、財政調整基金、減債基金、市有施設整備基金これが主に３つ基金が

あると思いますけど、この適正額というか、今後の見通しとしてはどのように考えてお

られるのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 北本議員の再質問にお答えいたします。 

 基金の保有額についてでございますけれども、額については特に法律的、法律等での

規定はございません。しかしながら、財政調整基金や市債の償還に充てる減債基金とい

った財政機能を有する積立金の目安は標準財政規模のおおむね２０％程度といわれてお

りまして、本市におきましては金額にいたしますと３５億円程度ということでございま

すので、こちらについては確保しておくべきというふうにとらえているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） その財政調整基金については、大体それぐらいという全国的な目

安があって３５億円なんですけど、平成３１年度見込みでもこの３５億円切って、３４

億円となってるんで、来年度基金取り崩せないというような状況にもなってると思いま

すんで、しっかり基金の貯めることがいいわけじゃないんですけど、やっぱり足りない

ときは、どうしても足りないときは取り崩しが必要になってくると思いますんで、その

ためにもある程度の額は積み立てておく必要があるんじゃないかなと思います。 

 今年度においてはいきなりこんな２８億円取り崩されたんで、今後こういう予算編成

は本当に大丈夫なのかなと、ちょっと不安になるんですけど、もう１点再質問したいん

ですけど、今議会においては廃校利活用のために、新たに玉名市学校教育施設整備基金

がつくられ、今後運用されていくと思います。現時点でも２０ぐらい基金はあるわけで

すけど、ほとんど資金の動きがない基金もあると思いますけど、１回この基金は必要と

か、この基金はもういらないんじゃないかというような、基金自体も整理する必要があ

ると思いますけど、その辺についてはどうお考えか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの北本議員の御質問にお答えいたします。 

 基金の目的等についての整理ということで答弁をさせていただきますけれども、基金
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の目的などによる整理について、現在、積み立て基金は財政調整基金を含めまして１０

の基金がございます。すべての基金につきましては、条例により設置運用、それから処

分などを定め、運用を行なっているところでございます。この１０の基金のうち社会福

祉振興基金、文化振興の整備基金、ふるさと水と土保全基金、教育振興基金につきまし

ては、取り崩しにより事業への充当を行なって現在おりません。育英奨学資金の給付を

目的としました教育振興基金につきましては、先ほど議員が申されましたとおりでござ

いますけれども、基金の利子と一般財源でこれまで運用してきましたけれども、新年度

よりこれまでの利子運用から取り崩して運用するように変更したいと、今回の条例の一

部改正を今議会にお願いをしているところでございます。 

 また、残りの３基金につきましては、今後、基金の目的に応じた事業へ充当するなど

の検討を行なってまいりたいと考えているところです。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 基金についても適正額は市としてどれぐらいなのか、どの基金

がいるのか、きちんと精査して、しっかりある程度の基準はもっていただきたいなと思

います。じゃないと、財源不足したら全部基金で補っていこうという形とると、すぐな

くなると思いますんで、しっかりその辺基準を持って、バランス考えて進めていただき

たいと思います。 

 ３点目の市債の残高についてですけど、平成２９年が３３７億円で、平成３１年が３

５９億円ということで、２２億円ぐらい市債、借金ですね、の残高もふえているとのこ

とでしたけど、玉名市の一般会計の歳入においては自主財源が約３割、依存財源が約７

割なんで、地方交付税、県からの支出金、足りないところはやっぱり市債、地方債、借

金で補っていく必要があると思いますけど、この残高も年々ふえ続けている状況にあり

ます。 

 １点再質問なんですけど、今年度の、新年度の予算編成については、先ほども言った

ように、借り入れのほうが返す額より多いんで、市債残高はどんどんふえていってます。

さらに基金は取り崩しているような予算編成になっていると思いますけど、この市債残

高は市としては、もうどんどん、どんどんこのまま右肩上がりでふえていくのか、これ

以上はふやさないぞというような額は決められているのか、その市債の残高について、

どういう見解を持っておられるのか、お伺いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 北本議員の再質問にお答えをいたします。 

 平成３１年度当初予算におきましては、市民会館の建設、岱明玉名線新設改良工事、

そしてまた、防災行政無線デジタル化などの事業に伴う地方債の借り入れによりまして、



 － 175 －

その借入額が償還額を上回るという状況でございます。 

 これまで庁舎建設、玉名町小学校校舎の建設事業、それから玉陵小学校建設等の大規

模事業の実施によりまして、平成３１年度末地方債残高はピークを迎えているという現

状でございます。 

 今後は、今年度の財政負担を考慮した計画的な事業展開を図り、健全な財政運営に取

り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 今、３５９億円ということで、これピークぐらいということ

で、やっぱり本当もう３５９億円ということは、もう一般会計より多いということなん

で、極端に言うと一般会計全部借金返済に使ってもまだ残るというぐらいの借金を抱え

てるということなんで、やはり最低でも借り入れより返済が多くなるような財政運営行

なっていただきたいなと思います。今後も適正に運営されていくということなんで、し

っかり単年度、単年度、やっぱりやらない事業、やらないといけない事業はあると思う

んですけど、その辺も何でもやらないといけないんじゃなくて、長期的にやっぱり考え

ることも必要だと思いますんで、その辺しっかりやるべきところはやる。やはり選択と

集中だと思います。どの事業を本当市長がやるのか、やるところには本当いく。でもこ

れはもうやっぱり財源厳しいからできないところはちょっと今は押さえとって、また、

ちょっとその先にやるとか、本当そういうしっかり選択と集中で行財政運営を行なって

いかないと、あとあと多分相当きつくなってくると思いますんで、市長にちょっとお伺

いしたいんですけど、今後も社会保障費の経費は自然増、増加していくことが見込ま

れ、さらに公共施設の老朽化による維持管理費の増額、さらには防災、減災対策への強

化、取り組まなければならない事項がたくさんあると思います。今回のように、やはり

基金の取り崩しと、市債に頼っている予算編成だと続いていかないと思うんですけど、

その辺の予算編成について、市長の見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） ただいまの再質問にお答えします。 

 これまで庁舎建設や学校建設など、いわゆる箱物の建設によりまして、予算規模、地

方債の発行額、基金の取崩額もふえている状況であります。さらに新玉名駅周辺整備で

ありますとか、老朽化した市有施設の更新に多額の経費がこれからも必要となりまして、

今後財政運営が憂慮される状況ではありますけれども、事業の必要性をしっかりと見極

めて、計画的に実施することで、財政の健全化を図ってまいりたいというふうに考えて

おります。それにあわせて予算の今後の適正な規模までちょっとお話をさせていただき

ますけれども、合併後２５０億円から２７０億円で推移をしておりました当初予算額で
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ありますが、平成２６年度で初めて３００億円を超えて、平成２９年度が３５５億円だ

ったと思いますが、現在も高い水準で推移しているところでございます。これは社会保

障関連経費の増加や老朽化した公共施設の更新が主な要因でありまして、このまま右肩

上がりの予算編成が続けば、基金が枯渇し、危機的な状況になることは十分に認識して

いるところであります。今後は公共施設等総合管理計画などの行財政改革関係の既存計

画を確実に実施しながら、財政規模の縮小を図っていくことが大変重要でありまして、

当初予算としましては、今後は３００億円程度が適正規模ではないかというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 北本将幸君。 

○７番（北本将幸君） 答弁いただきました。 

 今後の財政状況としては、市長言われたように本当厳しくなっていくと思います。平

成２７年度に１４億円あった地方交付税上乗せの合併算定替もどんどん今減らされてい

る状況で、平成３３年度にはなくなります。地方交付税も恐らく今後削減されていくこ

とが予想され、そういう中でも一般会計の予算は右肩上がりの状況が続いています。さ

っき答弁の中でもちょっと出てきたんですけど、今から１０年前平成２０年の一般会計

は２６４億円でした。その間に人口は５,０００人程度減少になっていますが、今年の

一般会計予算は３４２億円となって、７０億円から８０億円近い伸びであります。やは

り今一度やっぱりこの現状をしっかりと分析して、玉名市としても歳出削減を行ないな

がら、予算の適正化を図っていく必要があると思います。市長答弁されたんですけど、

適正額としては３００億円ぐらい、今年度より４０億円ぐらい少ないということで、こ

れが玉名市として適正規模ということなんで、これに向かって今後予算編成されていく

と思うんですけど、平成２９年度決算においては財政健全化判断基準に該当する部分は

なくて、財政としては玉名市大丈夫だよという感じですけど、やはり今回基金を大幅な

取り崩し、２年間で３４億円約取り崩されて、市債は残高は２２億円、足すと５６億円

から７億円ぐらいこの２年間で市民の負担がふえているということになります。これだ

けふえていくということは、やっぱり本当厳しくなっていくと思いますんで、中長期的

な視点をもちながら、今後も行財政運営に市長が先頭になって、取り組んでいただきた

いなと思います。 

 市長も１０年ビジョンにおいても未来を見据えた行財政運営を掲げて長期見通しによ

る計画的な財政運営を掲げられていますので、しっかりと計画的な財政運営を行なって、

笑顔あふれる１０年ビジョンの実現に向けて、市政運営を行なっていただきたいと思い

ます。 

 最後に５点目のＳＤＧｓに基づく持続可能なまちづくりについてですけど、このＳＤ
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Ｇｓこれなんだろうみたいな感じで思われた方もいると思いますけど、答弁でもあった

ように、このＳＤＧｓとは、貧困や格差、気候変動など、さまざまな課題解決に向け、

国連が２０３０年度末までの達成を目指す持続可能な開発目標として、誰一人取り残さ

ない持続可能な世界の達成を目指す１７の項目からなる国際目標であります。 

 ２０１５年国連サミットで採択され、２０１６年に発効され、各国が国内施策として

取り組むように求めています。もちろんこのＳＤＧｓは日本国内においても注目をされ、

地方自治体や民間企業でその理念を政策や事業に取り入れる動きが活発化しています。

１７の目標は、貧困をなくそう。飢餓をゼロに。すべての人に保健と福祉を。住み続け

られるまちづくりをなど、簡潔に示されています。日本政府もＳＤＧｓ達成のために２

０１６年には推進本部を設置し、ＳＤＧｓ達成に向けた優れた取り組みを提案する都市

をＳＤＧｓ未来都市として全国で３０都市程度選定し、その中で先導的な取り組みに対

して、自治体ＳＤＧｓモデル事業として１０都市を選定し、資金的に支援しています。

補助額としては上限４,０００万円程度の支援を行なっています。今後国は２０２０年

度までにこういった取り組みを行なう自治体を３０％程度にすることを目標としていま

す。このモデル事業においては近隣では小国町が選ばれており、特色ある地域資源を活

かした循環型の社会と産業づくりに取り組んでいます。このように世界も含め、国は持

続可能という観点から、新しいまちづくりに取り組んでいく予定であります。時代とと

もに自治体のあり方、考え方そのものも変化しています。玉名市においても答弁であっ

たんですが、今後まち・ひと・しごと総合戦略に盛り込んでいくとのことですが、まず、

できるところから取り組むことが大切だと思います。 

 持続可能な社会とは、将来にわたって健全に豊かに継続できる社会のことであり、目

先の利益のためだけに資源や財源を消費したり、環境を悪化させたりして次世代に負担

を残さないことであります。また、持続可能な社会という概念を地域社会にも適用し、

持続可能な地域社会をつくっていこうということが必要になります。コミュニティの持

続可能性、地域の歴史、文化、環境などの持続可能性、社会のインフラ、防災も含めた

地域基盤の持続可能性、また、財源をふくめた経済の持続可能性などまちづくりにおい

てはさまざまな持続性が必要であります。 

 今回、子育て支援、地域の高校や大学との連携、財政運営について質問いたしました

が、最終的には子育てしやすいまち、人材確保に取り組み、より安定した財政基盤を築

くことにより、いかに持続可能な住みよい玉名のまちづくりを進めているかだと思いま

す。そのためには、持続可能な財政運営が必要ですが、予算の削減だけを進めると自治

体間競争に打ち勝つための新たな施策に取り組めなくなり、悪循環に陥ります。先ほど

も言ったように、よって選択と集中が必要であります。子育て支援や産業振興、まちづ

くりなど、未来への投資を行なうところはしっかり投資して、削減できるところは削減
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していくというバランスが求められていきます。いずれにしても、大切な税金をどう使

うかについて、行政、議会、市民が一体となって考えていくことが大切です。 

 ＳＤＧｓという持続可能なまちづくりという、新しい観点のまちづくりが始まってい

ます。玉名市として市長は１０年ビジョンの目標としては、市民の笑顔がひとを呼び込

むまちとされています。どのようにして玉名に人を呼び込んで、持続可能な玉名市にな

っていくのか、どうすればいいのか、今後考えながらさまざまな施策に取り組んでいた

だきたいと要望いたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、北本将幸君の質問は終わりました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ４時４８分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ５時０６分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を行ないます。 

 ２２番 田畑久吉君。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） 一般質問も２日目になりまして、一番最後でございます。 

 大変皆さんもお疲れだと思いますけど、今しばらく辛抱のほうをよろしくお願いしま

す。市民改革クラブの田畑でございます。 

 私も貧乏暇なしといいますか、本当は理路整然とした原稿を書いて、皆さん方にこう

してお話ししたいと思っておりましたけど、大変不愉快な思いをされることがあるかと

思いますけども、御理解と御容赦をお願いしておきます。 

 最近、国政の少し話になりますけど、加計・森友とか勤労統計問題が非常に国民の疑

念を募るばかりで、アベノミクスもまさしくアベノマヤカシではないかというふうな、

そういうふうな思いを私はするような気分で今おります。 

 これは全く私の考えでございますので、別に気にすることはありませんけども、今朝

の新聞でも見られましたかね、安倍首相が勤労統計の問題について、一般的では隠蔽だ

と言われたことが載ってましたね、皆さん読まれましたか、しかし狭い意味ではそうで

ないと。こういう意味不明なことを私は理解してられんですよね、しかし暗いことばか

りじゃなくて、今年４月１日に新元号が発表されます。日本の新しい歴史の幕開けだと

思っておりまして、日本が平和で平穏であるように願うことばかりでございますけど

も、世界の動きは日韓、日朝、日露、日中、日米、そしてまたアメリカからすれば、米

韓、米朝、米露、米中と大きな問題の中で、その大きな変化が起こるような緊張感が今

漂っております。 
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 さて、元号といいますと、私たちの頭にすぐに浮かんできますのは、明治、大正、昭

和、平成ぐらいですね、明治の前はなんだったかとか、ちょっとその辺を振り返ってみ

ますと、明治の前が慶応、その前が元治、その前は文久、その前が万延、その前が安

政、その前は何と思いますか。嘉永。嘉永て聞いたことありますね、弘化、弘い化ける

と書いて弘化といいます。その前が天保。天保という言葉は聞きましたね、その前が文

政、文章と政治の文政、その前が文化。その前が享和というんですね、次が寛政、言う

ときりがありませんので、これでやめますけど、非常にこの元号はその時代時代を意味

するものであると思いますけども、私も余り歴史は勉強したことはございませんので、

それが果たしてマッチしてるのかちょっと私もわかりかねます。さて、それで今年の新

元号がどうなるか、頭を巡らすと非常にこう希望が湧いてくると思います。 

 玉名市の歴史もやはり市町村が変わりますと、その基本理念、あるいは政策が変わる

ことはもうこれは当然でございますね。きょうの私の一般質問は、岱明町公民館を最初

に取り上げ、一日でも早い建設を望む議員の一人として、強く進言と要望をしておきま

す。 

 昨年の１２月議会において岱明町公民館建設仮称ではございますけども、文化ホール

構想が議会に提案されました。このときの驚きと非常に残念な気持ちを思い浮かべたく

もありませんけれども、私もやりきれない気持ちでこの場に立って反対討論いたしまし

た。数人の若い議員さんが経済理念を基本として、基礎として堂々たる理論を持って反

対討論されたことに、私は玉名市議会の未来に大きな期待が持てるんじゃなかろうかと

いうことをこの場で発言されたことを振り返っております。この考えは今でも私は間違

えなかったと自信を持っております。岱明公民館建設の仮称文化ホールの構想をどのよ

うな手順でもって練り上げて議会に提案されたのか。これは一つの大きな疑問でもあり

ますけども、既に玉名市民会館に全く同様の小ホールの施設を建設中である事実を見る

ときに、私は非常にいろいろと鈍感なとこがありますけども、鈍感な私でもその理解に

届くことができなかった。もう今振り返ってみますと、そういう気持ちが非常に強いわ

けですけども、最初の仮称文化ホール案が否決されて、次に修正案が２月の臨時議会で

提案されました。可決に至らなかった結果は何を意味しているのか。私は十分な熟慮が

必要じゃないかと執行部に強く進言をいたしました。また、修正案はだれの考えを基本

にして構成を組み立てられるのか。全員協議会の場で説明を聞きましたときに、私は

即、なぜ、これぐらいの試案しか提出できないのかと疑問を持ち、多岐にわたる案を考

えておりました。何事も一つのことに固執すると、周りが見えません。発想が狭くなり

ます。一つにとらわれますと判断が偏ります。私もそのような意味からして、現地建て

かえの構想も練ってみましたが、どんな角度から考えても私の図面の上に浮かんでこな

いわけですね、信号付近の入り口を付け替えても、県道の横断歩道を渡ることになりま
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すし、危険が伴う行動になってきます。歩道橋を設置したとしても年配の方には不便き

わまりないことでありますし、県道のつけかえもとてもできるもんじゃございません。

ならば、岱明ふれあい健康センター一帯の地域に構想を変えてみました。そうしました

ら、あっという間に一案、二案、三案、四案までぱっと出てきたですね、これはだれが

考えてもそうなると思います。修正案採決の際、私も予告はしておりませんでしたけ

ど、反対討論をする予定でおりましたが、吉田憲司、それから北本議員、若い二人の議

員が議会のあり方、予算審議に議論を交わし、内容ある反対討論をされる姿を見て、こ

れ以上の私の反対討論は必要なかろうという思いで、私は反対討論は辞退した結果でご

ざいます。結果として、修正案に１０名反対があって、否決となったわけでございます

けども、否決を表明した１０名は決して反対を前もって申し合わせをして行動したわけ

では決してありません。藏原市長に反対でも、藏原市政に反対でもありません。反対の

反対でもありませんし、今回の件は、玉名市政の中で岱明の将来のあるべき姿を考える

とき、今、言えることは、中途半端な考えでは、真の活性化と繁栄を岱明に成し遂げら

れない。それこそ強い思いをもった、持ち続けている議員がいる証だと判断いたしまし

た。臨時議会前に、３会派代表で時間をいただき、市長にお会いして、議案の内容を少

し調整して提案されたらいかがでしょうかと申し上げたことがありました。しかし、残

念ながらそのまま原案で提出、提案されて、否決となりもう少し余裕を持って議会対応

する幅がもっておられないかというところでございますけれども、藏原市長、私はあな

たに非常に期待をしておりました。行政の古いすべてのことに刷新と貪欲に諸問題に取

り組んでいかれるだろうと私は確信を持ってみておりました。岱明公民館建設にはそれ

こそ強い意志を市長は表明してこられましたね。そのように解釈しておりますし、それ

でいいでしょうか。２度否決したからといって私、あるいはその反対した議員たちは決

して岱明町公民館建設そのものに反対しているわけではありません。行政、執行部、そ

して我々と知恵を出し合って、岱明の将来の繁栄とその基礎、礎を確立しようと考えた

上での行動です。 

 市長、１市３町合併してからの人口の現状は、減少は御存じですね、当然御存じだと

思います。念のために私の知り得る範囲で示しておきます。１市３町合併したときに玉

名市合併時７万２,８１８人、１月の末で６万６,６１７人です。６,２０１名減ってお

ります。岱明町、天水町、横島町のほう個別に見てみますと、岱明町が合併時１万４,

７２５人、１月末が１万３,７３４人、９９１名減っております。天水町が合併時７,０

５１人、この前特別委員会のとき私が横島町の数字をわざと言いました。副市長が「そ

れはちがう。」と言って私、怒られましたっけね、天水町は７,０５１人でした。そして

１月末現在で９７４名が減っております。横島町のことを見ますと、合併時５,７６７

人、１月末で６２２名減っております。人口数は行政の基本的な要素と私は見ておりま
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す。その状況のとき予算編成執行には厳正に対応するのが議員本来の姿だと、判断する

一つとして自負をしております。 

 なんかきょうはあまり長たらしく申しますと本当に申しわけございませんけど、私の

性格ではございませんけども、きょうは何でか自分で長くなってしまったような気がし

て、本当に申しわけないことだと思っております。 

 １日でも早く岱明町公民館建設の提案を出していただきたいと願う者の１人でありま

すし、少しでも早く建設の実感を岱明地域の皆さん方に安心していただくよう願う議員

の一人でもあります。２月の臨時議会後執行部の考え方、あるいは反対対応策、再々案

など検討されたのかお尋ねいたします。 

 経緯発表をお願いいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

［教育部長 戸嵜孝司君 登壇］ 

○教育部長（戸嵜孝司君） 田畑議員の岱明町公民館の今後の計画を早くと言うことの

質問にお答えいたします。 

 岱明町公民館の建設の事業計画につきましては、市町村合併以前から老朽化を懸念し

改築の計画が議論され、最近では平成２４年に公共施設適正配置計画にあわせた岱明庁

舎２階に図書館、３階に公民館の集約計画、平成２４年６月及び９月議会に提案、ま

た、その後岱明ふれあい健康センターに併設複合化計画案を平成２８年１２月議会と、

２９年９月議会にそれぞれの関連予算を上程しましたが、どれも否決となっておりま

す。そして平成３０年１２月議会と今年に入りまして２月の臨時議会の開催に現地建て

かえ案を上程いたしましたが、予算の修正削除となり、これもまた否決となっておりま

す。 

 現公民館が老朽化に伴い、早期の建てかえを行ないたい考えにかわりはございません

が、このような状況下では、判断に苦慮するところでございます。また、計画を変更す

るとなりますと地域住民や利用者団体などへの説明、さらには議会の皆さんなどへの説

明など、相当の期間を要するものと考えます。このようなことで、現段階では未定とし

か申し上げることができません。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今、部長の言葉の中にしりとりしたらちょっと具合悪いんで

すけど、苦慮しているとどういう意味ですかね、なんのために苦慮しているんですか。

はっきりその辺を申し上げてください。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 再質問にお答えいたします。 



 － 182 －

 苦慮するということは、今現段階でここに提出する資料をもたないということです。

出せる状況にはないということで。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） なぜ、出せる状況にない。こんなこと２、３日あれば簡単に

できるでしょうが。なかったらこっちで調べますよ。はっきり言ってください。はっき

り。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 提案するには、それなりの計画、現況の状況、いろいろな

ことがやはり出てきます。現場を調査したりいろんな人の意見を聞いたりですね、議会

のなかでもちょっと説明が、地域の人たちに説明ができてないんじゃないかというふう

な御質問もあっております。そういうことを考えますと、すぐに修正案が出るような状

況ではないということです。 

 以上です。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 議会は議案を審議して、否決するか、可決するか、権利があ

るんですね、否決したからといってそれをもう何日たちますか。私だったらもっと早く

できる。やってみせます。放棄するのですか、しばらく。あなたの答は放棄するように

しか見えない。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 再質問にお答えいたします。 

 放棄するということではございません。検討が必要であるということを申し上げてい

るということでございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 検討が必要であるということは分かります。しかし、どの程

度いつごろまでにどうするかということは、やっぱり具体的に話をしないとね、答弁に

はならんですよ、この議会の。あなたはもう十分ベテランだろうし、私もある程度場を

ふんできた。 

 検討する。いつまで検討するのか、いつごろにどういう答えを出すのか。もう一度お

願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 教育部長 戸嵜孝司君。 

○教育部長（戸嵜孝司君） 再質問にお答えいたします。 

 期限をもって出せるという資料がそろってないということでございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） そんな答弁は聞きたくないんですよ。もう子どもの議会じゃ
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ないんだからね。 

 じゃあ、市長。市長にお願いします。 

 私も先ほど申し上げたとおり、非常に期待感をもって、真の与党ぐらい思ってやって

きたんですけど、選挙のときは違いましたけどね。これはある事情があって、「田畑さ

んじっとしときなっせ。」と言われたことがありますんで、その人の気持ちをくんで私

はそうしましたけど、期待感は藏原市長に選挙終わったあとは非常に期待をして、いろ

んな行政の古いところは刷新しながら、いろんな諸問題に貪欲に取り組んでいただける

ものと、私は思っておりました。しかし、今回のこの否決をしたあとに、すぐにとはい

いませんけど、何かのやっぱり検討策はされたんだろうという思いをもちましたんで、

ちょっと市長にお尋ねします。 

○議長（中尾嘉男君） 市長 藏原隆浩君。 

○市長（藏原隆浩君） お答えさせていただきます。 

 ちょっと長くなるかもしれません。これまでの流れのなかで、一番初めに私が市長を

した時代ではありませんけれども、支所に複合するという案が２回否決をされている。

それから岱明ふれあい健康センターに併設する案として２回否決されている。その間、

いろんな町民の声を聞く中で、それがなぜ反対されたのかということは、どうしても現

地建てかえがいいんだという地域の声が多かったということにあったと、私は認識をし

ています。現に岱明ふれあい健康センターに併設案に賛成をされたその当時のすべての

区長さん方、御署名いただいて、捺印いただいている方に全部お一人お一人お会いしな

がらお話を聞いたときに、その当時はどうしてもここでなければ建てられないという話

だったから印鑑は押したが、本当は現地に建てかえてほしいんだという声がほとんどで

した。それを受けて、私が昨年の３月に現地建てかえを表明したという経緯がありま

す。それから２転、３転したというようなお話をよく議員さん方もされますけども、２

転、３転してるのではなくて、計画を立てていく経緯の中で規模が変わったりだとか、

そういったことはありますけれども、内容が変わったりということはありますけれど、

おおむね現地に建てかえていくんだということは何にも変わりはなく、そして確かに１

２月の議会に提案したものが、ほかの支所と比べていくときに豪華すぎるというような

御意見があったので、ほかの支所よりも規模を若干小さめにするなり、なんなり、そう

いった形で臨時議会で提出をさせていただいたということであります。そして、それが

否決された以上、先ほど申しあげたとおり、これまでの大きな流れの中で現地に建てか

えるというような民意をくんでこれまで出してきたわけですから、今から一から住民の

方々に、地域の方々に岱明ふれあい健康センター併設でもいいですかというような、そ

ういった説明をしなければならないということがあるんです。そしてこの今、３月議会

に入っていて、例えば、自分たちが、市長が出ていってできる、その会議を設定するよ
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うな今時間があるかというと、今の時間はありません。ただ、否決されたあとにもその

計画を立てながら、案を幾つか出して、地元にも提案をしなければならないだろうとい

うことで、これは市長と副市長と担当課だけで話してるわけではなくて、保健予防課も

そうですし、子育て支援課もそうですし、企画もそうですし、総務もそうですし、いろ

んなところが協議として、きのうも質問があった中でお答えはさせていただきましたけ

れども、何度も何度ももう既に検討していますが、例えば、委員長が提案をされたよう

なものについて、「はい、わかりました。」と言って今出せるでしょうか、こちらで。そ

れこそ場所が変わることに対しての、地元に対しての説明もいります。人様の土地にそ

れが建てられるのかというような調査も必要です。それが今の時点で出せるのかと、出

せるわけがないと私は思いますけれども、それこそ、しっかりとこれから一から新年度

に入ってからでも調査をし始めて、丁寧にやっていくべきだというふうに思っているの

で、今の時点でお出しできるものではないということは御理解をいただきたいというふ

うに思います。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 私が特別委員会開きましたときに、第１、第２案まで出しま

した。第３、第４は出しておりません。第４案が私がかいたら一番いいかなという思い

でおりますけれども、今、市長が言われたことは十分理解できます。しかし、先ほども

言いましたように、何事も固執すると視野が狭くなったり、判断が小さくなったりする

んです。だから今はもう白紙ですね、白紙だから今言われたように、いろんな方法で考

えていただく方向性を見せて、今言われましたようね、それでいいんですよ。 

○市長（藏原隆浩君） いいですか。 

○２２番（田畑久吉君） ちょっと私がしゃべってるからさえぎらんでください。 

○市長（藏原隆浩君） 尋ねてらっしゃるから答えました。 

○２２番（田畑久吉君） 尋ねてません。発言してるだけです。 

 だからそういうことでありますんで、今言われたように、そういうふうに方向性を言

われる。こういう事情で今すぐ出せないということであれば理解できるんですよね。理

解できます。その間にやっぱりいろんなことを、いろんな意見を聞いて、知恵を出し合

って、一番いいほうをしていって、どういう方法が岱明の将来に一番いいのかというの

が一番大事ですよね、建てることはもうこれは絶対大事です。大事。私たちの考えはや

っぱり岱明ふれあい健康センターあの一帯を岱明の拠点にして、そして岱明Ｂ＆Ｇ海洋

センターまでの道路を入れて、あの一帯を拠点として岱明の将来を描いていくのが私は

一番最高じゃないかと、どうしても今現地に公民館建てましても県道挟んで、県道。そ

れから岱明ふれあい健康センター、岱明Ｂ＆Ｇ海洋センターと別々に。この前岱明Ｂ＆
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Ｇ海洋センターのずっと裏を通っていきましたけど、非常に道も不便で、わかりにくい

ところにあります。あれを岱明ふれあい健康センターから道をこうつなぎますと、両サ

イドに今度は発展していきますね、これは予想ですからわかりませんけど、市長が言わ

れるようにあくまでも予想ですからわかりませんけど、そういった岱明町の将来の拠点

づくりをあそこにしたほうが大きな繁栄と活性化をもたらすんじゃなかろうかというそ

ういう思いで私は思っております。ただ今後もそういった意見はどんどん市長に対して

も、執行部に対しても意見は言わせていただきますし、第３、第４案も今考えておりま

すし、その辺はまた、あくまでも今の時点は私の私案ですから、何もそれをこの前の特

別委員会のあれ提案じゃないわけ、何かを出さないと委員会そのものができないから、

参考資料として出している。むしろあれこうじゃいかんというのをだれかが言ってくれ

るのを待ってたんですよ。そういう資料であって必ずしもこれがいいというものではあ

りません。だからそういうふうに私は岱明の公民館建設を反対した、否決した議員１０

名もそう思っておると思います。これは全面的に協力、対話をして、少し対話が市長足

りなかったかなと、私はそう思っておりますけど、今度は対話をもっとしていただい

て、必ず対話すればいい案が出てきます。そういうことでよろしくお願いして、できる

だけ早くに岱明の人たち安心しますように、案を出していただくように計画を練ってい

ただきたい。それを強く進言いたしまして、これを終わりたいと思います。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） くまもと県北病院機構の建設と運営について。 

 このことは、私本人だけが知り得ると思えば、病院のほうに出かけていって聞けばわ

かることです。しかし、我々は議員をしている立場上、いろんな人がいろんなことを聞

いてこられますよね。そのときにやっぱりある程度の資料を頭の中に入れておくか、何

かで書いたものをおいたほうが説明もしやすい。こういう場で発表していただくと、そ

れが広報に載りますし、今放送もあっていると思います。聞いておられます。そういう

ことをできるだけ多くの人に知っていただくために、きょうはこれもあえて私が直接病

院に行けばすぐわかることですけどね、あえてこれはするわけです。 

 それで建設設計に変更はないかということで、まず、１番でお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

［総務部長 西山俊信君 登壇］ 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員の御質問にお答えいたします。 

 新病院の建設につきましては、昨年１月１０日の新病院整備事業に伴う設計施工一括

発注の公募を行ないましたが、参加表明を行なった企業のリニア中央線新幹線建設への

独占禁止法違反などによる指名停止処分等の影響で中止となりまして、結果、４月３０

日の再公募によるプロポーザル方式によって、設計施工業者が決定をいたしたところで
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ございます。 

 来月の４月３日には、新病院建設にかかります安全祈願祭がとり行なわれ、本格的に

とりかかるということでございますので、いよいよ来年度は新病院の建設が見えてくる

だろうというふうに伺っております。 

 議員御質問の建設設計に変更はないかについてでございますが、昨年のプロポーザル

時点で提案された案とは基本的には同じことでございますけれども、設計段階において

各診療部などとのヒアリングを行なった結果、患者側や医師、そして看護師側の動線な

どを考慮したスムーズな診療ができるよう設計業者と幾度となく打ち合わせを重ね、外

来部門や救急部門の拡張など、若干の変更がなされたと言うことで伺っているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 建設設計に変更はないということですね、最初のとおりで。 

 それで次の２番目、運営上の責任者は決定されたのかに移ります。 

 前、病院から来られて前院長中野さんだったかな、前の医院長来られて説明ありまし

たときに、私は中野院長に大変失礼なようなことを言ったことを覚えております。あの

人は理事長になる予定だったんですよね、それであなたが管理者として適正と思えばそ

れでいいけど、医者としての実力は十分だろうと、優秀だろうと思うけど、管理者とし

てどうですかということを言いました。その後病院でいろいろな事件が発生して、今な

んか総院長かなんかになられたんでしょ。そうしたら理事長は見込みは中野さんじゃな

いわけですよね。これはどういう方をまたその理事長に運営上の責任者として連れてこ

られる予定なのか、その辺こちらで病院じゃないけども、申しわけないけどちょっと。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 田畑議員の質問にお答えいたします。 

 運営上の責任者の決定についてでございますけれども、昨年１２月末日をもって前理

事長が辞任をされました。くまもと県北病院機構設立組合の定款では、新理事長は副組

合長と協議の上、組合長が任命するということになっております。 

 現在、正副組合長の協議も終わりまして、新理事長予定者の内諾も受けていると言う

ことでございます。しかしながら、予定者側の各種承認などの手続きが終了しておら

ず、公表は控えさせていただきたいということでございます。３月中旬には予定者側の

手続きが終了すると伺っておりますので、その後、組合長の任命を受け公表をされると

いうふうに伺っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 
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○２２番（田畑久吉君） 組合長というのはどういう方かな。ちょっと済みません。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） 失礼しました。 

 ただいまの御質問にお答えいたします。 

 くまもと県北病院機構設立組合の定款では、玉名市とそれから玉東町の共同による設

立というふうになっておりますので、組合長は藏原玉名市長でございます。そして副組

合長が玉東町の前田町長ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 責任者の問題は別としまして、私の知り合いにゼネコンの大

手と月に２、３回そのお話ししてそんな話をされる方がおるんですね、その方がいつも

話をされるのに、ゼネコンの大手の方が玉名市こんな大きな病院建てて将来成り立つの

かといういつも疑問を投げかけられるそうです。ただ、この管理運営上の責任者非常に

重要な位置なりますよね、組合長さんが玉名市長になるか、玉東町の町長になるか、そ

れはわからんわけですよね、それはそれとして。 

○１８番（前田正治君） 玉名市長は組合長。 

○２２番（田畑久吉君） そういうことで次にいきますと、この前の新聞にも医者の不

足が載ってましたよね、内科医が１万４,４６８人不足と。外科医だけでも５,８３１人

と。２４年、これは２０２４年ですよ。ただ厚生省は当然その調整はすると思いますけ

ども、いろいろ話を聞きますと優秀な医者は県庁とか、そういう所在地から離れたくは

ないと言うらしいですよね、らしい。だからこういう田舎に本当にその優秀な医者が確

保できるのか。ということもいろんなところから耳に入ってきますしですね。研修医上

がりの若い医者ばっかりでは、またこれも成り立ちませんしですね。ちょっと細かいこ

とで部長申しわけないけど、今、新玉名病院でもう県北あれになりましたけども、医者

が何人おられて、その何人が玉名市に住んでおられるかわかりますか。わかったらちょ

っと参考までに。 

○議長（中尾嘉男君） 総務部長 西山俊信君。 

○総務部長（西山俊信君） ただいまの田畑議員の質問にお答えいたします。 

 現在の医師の総数につきましては、６９名ということで伺っておりますけれども、そ

の中で、市内在住の医師というのが何人かというのは承知いたしておりません。 

 申しわけございません。以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） せっかく玉名の所在地の病院ですから、できたら玉名に住ん

でいただいて、緊急時でもいつでも出勤できるようなことを、今言ってもしょうもない
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ですけど、そういった考え方も伝えていいかと思いますし。 

 だから優秀な医師の確保は非常に難しくなってくるんじゃなかろうかと、市民の皆さ

んが心配しておられるわけですよ。 

 私も胃がんで手術するときに、やはりこの病院でしませんもんね、やっぱり。熊本済

生会しか頭に浮かばないですね。私はここでしたかったんですよ玉名の市民だから。だ

けど死んだらなんもならんしですね、だから済生会病院でしてきました。大門さんも済

生会病院すすめますもんで。おかげでこのとおりここに立って、胃を３分の１とりまし

たけれども、今正常になりました食べ物。早かったですよ、回復が。先の２月１５日に

１年ぶりの検査に行きまして、「田畑さんの胃がんは粘膜にできとったから、組織に入

ってないから大丈夫ですよ。安心してください。」と言われましたけど。それぐらい済

生会病院というのは、やっぱり信頼を得られる病院である。医者も優秀な人がおられる

ということで、医者も優秀な医者の確保というのは、もう病院にとっても絶対条件です

よね。だから部長あたりも病院と話されるときは、いろんなことを一つ進言していただ

くようにお願いします。 

 それからベッド数、私が４０３床と書いてたのに４０２床になおっておりますけどよ

かったと思いますけども、４０２床のスタッフも、これも確保するのは大変なことです

よね、先生もやっぱりふえますでしょ。看護師もふえるだろうし、患者数もふえるだろ

うし、その辺のことも今、部長に聞いても数は無理だと思いますので、それはあれしと

きます。また病院に行って、いろんなことを尋ねようと思いますので、あれしときま

す。 

 次に３番目に移ります。 

［２２番 田畑久吉君 登壇］ 

○２２番（田畑久吉君） 有害鳥獣の捕獲は順調かということで、書いております。 

 先ほど申しあげましたとおり、人口はどんどん減っていくけど、イノシシだけはどん

どんふえてるんですね。ある山の麓のところに行きましたら、「うちはイノシシ村にな

らせんどか。」と言われまして、人間よりイノシシが多くなる。とってもとってもふえ

て。この前打ち合わせたときに、平成３０年度の成果はどうかと聞きまして、大分ふえ

てる、とりがふえてるようですけども。とってもとってもふえる。イノシシは年に２回

ほど子をもつらしいですね。それに対応するのにはどうしたらいいのかということを執

行部にちょっとお尋ねしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

［産業経済部長 松本忠光君 登壇］ 

○産業経済部長（松本忠光君） 田畑議員の御質問にお答えします。 
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 実績から申してよろしいでしょうか。実績から申し上げますけど。 

○２２番（田畑久吉君） それ１番目。 

○産業経済部長（松本忠光君） １番目の実績からですけど。 

 平成３０年度において有害鳥獣として捕獲されました、平成３１年１月末時点の実績

で答えさせていただきます。 

 イノシシ７９１頭、カラス２７９羽、シカ０頭で、前年度の同時期と比べますと、イ

ノシシ９０％、カラス１４７％で推移しているところであります。なお、シカにつきま

しては平成２７年度に捕獲実績がございますが、それ以降は捕獲されておりませんし、

目撃情報もあっておりません。 

○２２番（田畑久吉君） シカはいないということだな。 

○産業経済部長（松本忠光君） はい。 

○２２番（田畑久吉君） あと、あとまたいきますんで。 

○産業経済部長（松本忠光君） あと全部いいですか。 

○２２番（田畑久吉君） 平成３１年度もちょっとついでに。 

○産業経済部長（松本忠光君） はい、わかりました。 

 次に、田畑議員の平成３１年度の見通しはの御質問にお答えいたします。 

 野生生物でありますので、予測捕獲数の増減は十分考えられますが、平成３１年度の

有害鳥獣捕獲見通しにつきましては、平成２９年度の実績と平成３０年度の１月末時点

の実績をもとに、イノシシ１,１５０頭、カラス４００羽と予測しているところであり

ます。 

 今後も農作物の被害軽減を図るため、有害鳥獣捕獲隊等と連携し、有害鳥獣の捕獲に

努めてまいります。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） シカはいない、目撃がない。イノシシは大分ふえておりまし

て、来年度は１,１５０頭目標でございますけれども、今年も１,１００頭ぐらいいくん

でしょ。平成３０年度の３月までで。 

 このとったイノシシの処理、今どういうふうな流通になっておるんですかね。私もた

まにシカやイノシシの肉だってもらうんですけど、素人が処理した肉を食べる気にもな

りませんしね。ごみと一緒にたまに捨てるんですけど、これ処理方法というのは公的な

通じて、流通させるわけにはいかないんですかね、ちょっとその辺のところお願いしま

す。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 捕獲されたイノシシ等につきましては、１時間以内に

処理をしないと流通に乗せられないと思います。１時間以内と申しますと非常に難しい
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ということで、今の時点では捕獲された方々が処理され、流通に乗ってることはないと

考えております。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） そうしますと捕獲したそのイノシシは現場でほとんど解体し

てると思うんですけど、その内臓やら骨やら皮やらはその場にほったらかしですよね。

非常に環境に悪いし、肉そのものをなかなか持ってこられても食べる気になれないんで

すね。だからそういった処理方法とか、そういう基準を設けて政策を出したらどうかな

と思うんですけど、その辺どうですかね。とても考えられませんか。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 野生の鳥獣の食肉加工を行なう場合につきまして、専

用の処理施設の設営と解体作業員の常駐が、仮につくった場合必要になります。また、

品質の管理におきましても重要でございまして、熊本県におきましては、捕獲止め刺し

後１時間、先ほど申しましたとおり１時間以内に処理施設へ搬入しなければならず、ま

た、止め刺し方法によっても食肉として利用できる部位が制限されております。一律で

取り扱いが難しくなっておるという状況です。 

 本市の鳥獣担当職員が野生鳥獣の食肉加工及びジビエを行なっている地区の視察研修

に参加してお話を伺ってきましたところ、その地区では、はこわな捕獲を主体とし、狩

猟者がイノシシを生きた状態で処理施設まで搬入するなど、徹底した品質管理に努めて

いるようです。また、利用できるものはすべて利用する考えから、革はなめして財布や

名刺入れをつくったり、内臓はペットの飼料に利用するなど、やっと黒字になるぐらい

のものだということです。内臓を産廃として出していたら利益はないとも伺っているみ

たいです。ほかの自治体におきましても品質の維持管理や販売ルートの確保などを苦慮

し、行政主体でのジビエの成功例はほとんどないようです。 

 野生鳥獣の食肉加工及びジビエにおいて成功しているところの多くは、民間の会社が

解体や販売ルートの確保などの主体となり、行政がそれを手助けするような構図が一般

的となっております。このような状況ですので、現在玉名市での行政主体の野生鳥獣食

肉加工等は考えていないということです。なお、定住自立圏での取り組みの一つとして

上げておりましたが、各市町の首長の意向とした調査では、食肉加工等の建設について

建設したいが１町、建設しないが１市２町という結果になっております。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 今部長がおっしゃったように、民間のほうにお願いして、市

から補助を応援するという形で、何かの方法をとらないと、このままだらだらといくと

いう現状じゃ、私はなかろうかと思うんですけど、その辺は何か考えないですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 副市長 村上隆之君。 
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○副市長（村上隆之君） 先日、和水町のほうで三加和でちょうど国衆一揆のお祭りが

ございましてそこに参加しましたときに、南関町長と、それから和水町の議長と、それ

から私と３人で、ぜひ、そのジビエ、イノシシを流通の加工場あたりの建設を共同で進

めていきましょうというお話がございました。それで事務レベルで、それじゃあ、事務

レベルで早速やりましょうというふうなことで、お話をして帰ってきました。それで一

応、事務方と十分話をしまして、最終的な見解、今、部長が申しましたように、南関町

としてはやりたい、しかし周りのところとしては、まだ要するに玉名市としては１,１

００頭ぐらいとれよるんですが、ほとんどが自家消費、そしてとれたのをその現場付近

で埋設して帰ってきているということで、時間的制約が非常に厳しいというふうなこと

で、その施設に持っていく、なかなかそういう時間帯というのがとれないということで、

玉名市としてはまだ少し早いと、これが相当の数がとれて道路等もある程度の整備がで

きて、といいますか、そういう施設あたりがきちっと決まって、この辺というような計

画的なものをもう少し検討した段階で、そういったことを進めていきたいというふうに

思っておりますので、今の段階では玉名市としては考えていないというのが状況でござ

います。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 村上副市長の説明で本当によくわかりました。 

 そういった玉名市独自でなくても、例えば、和水町とか玉東町とか、その辺ぐらいの

間で、あんまり遠いところにありますと、時間的ありまして、やはり１時間以内にその

処理しないといけないというその辺がネックで、時間的にですね。できるだけ、しかし

前向きに何かを考えていかないと、このまましてたら何もしないで投げやりになってき

ますので、その方向性だけはちょっと考えていただくようにお願いしときます。 

 それから、イノシシの豚コレラ感染、これは玉名市の場合は山間地で養豚場もござい

ませんし、この心配はないと思うんですけど、捕獲された方がもうコレラかかってイノ

シシ死んでるのはいいですよね、死なないやつを取って「ああ、これはコレラにかかっ

てるな。」とか、その判断はどういうふうにされているのか。我々もとった肉をもらう

ことがありますんで、ちょっと心配するんですよ。その辺のことをどのような指導をさ

れているか、ちょっとお願いします。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 田畑議員のイノシシの豚コレラ感染の対策はどうかと

いうことの御質問にお答えいたします。 

 平成３０年９月９日、岐阜県の養豚場におきまして、日本では平成４年以来２９年ぶ

りに豚コレラの発生が確認され、その後平成３１年２月６日に愛知県、長野県、滋賀

県、大阪府でも発生したところであります。 
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 豚コレラは、豚やイノシシに感染する病気でありまして、強い伝染力と高い致死力が

特徴で、口蹄疫と同様に家畜衛生対策が重要となる家畜伝染病でございます。野生イノ

シシに対する豚コレラの感染予防につきましては、熊本県より死亡した野生イノシシに

ついては、原則として抗原検査及び血清抗体検査を実施することになっております。発

見した場合には、県内家畜衛生担当部局に速やかに連絡することと、市町村及び猟友会

に通知が発出されております。玉名市におきましては、対象となった事例はございませ

んでしたが、今月１３日から始まる有害鳥獣捕獲隊更新申請時に周知するようにいたし

ます。 

 なお、仮に豚コレラにかかった肉や内臓を食べても人体に影響はないと、農林水産省

より公表されているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 豚コレラですね、人間には感染しないということもある程度

は認識しておりますけれど、自然にだんだん、だんだんやっぱりこれもなれてくるかわ

からんけど、できれば感染しないといっても食べたくないですよね、わなにかかったイ

ノシシとか、猟銃で撃ったイノシシとかね、その人たちは判断がつかないわけですか

ら、何でも肉とって、ここでどこにやるか、ここにやるかと持ってこられるわけですけ

ど、人間には感染しないといってもやっぱりその辺は心配になってきますよね、だから

その辺のことも一つは含めてイノシシとる人には御指導をお願いしておきます。 

 以上です。 

 それから次に、わなや猟銃資格者は不足ではないかということで、イノシシがふえて

猟銃ハンターの方も高齢者が多く、わなのほうはそうでもないですけど、猟銃の所有者

というのは、非常に高齢者が多くてなかなか免許が取れない、やめていく人も多いとい

うことを聞いておりました。それでその辺の資格をとるのに何らかの支援するとかです

ね、補助金出すとか、そういうあれは今ないんですかね。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 免許の支援ということですけども、資格を取られると

きにですね。 

○２２番（田畑久吉君） 今、資格者が不足しているか、してないか。それを先に。 

○産業経済部長（松本忠光君） はい。 

 それでは田畑議員のわなや猟銃資格者は不足ではないかの御質問にお答えいたしま

す。 

 現在、玉名市において有害鳥獣捕獲隊に登録されている隊員は２０人の鉄砲隊と２１

人のわな隊の計４１人でございます。また、鉄砲とわなの区分はなく、計４１人で編成
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されている市有害鳥獣捕獲隊予備隊も別途ございます。 

 狩猟免許の取得状況としましては、新規でわな、猟銃の資格を取得したものが平成２

８年度に２０人、平成２９年度に７人、平成３０年度においても９人おり、市担当職員

も２名資格を取得しております。このように徐々にではございますが、ふえてきている

ところでございます。また、捕獲隊内からも狩猟者の人数不足については特に話は上が

っておらず、現時点では資格者の不足はないと考えております。 

○議長（中尾嘉男君） まだ答弁あるとな。 

○産業経済部長（松本忠光君） はい。 

 資格の取得するときに、その際に１万円の補助をしていたと思います。 

○２２番（田畑久吉君） １万円の補助があるの。 

○産業経済部長（松本忠光君） はい。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 捕獲頭数に対して、この猟銃ですか、猟銃の資格とかなんか

少ないような感じしますけど、わなをする人は鉄砲は免許は持たないわけですね。 

○産業経済部長（松本忠光君） いや、両方持たれております。 

○２２番（田畑久吉君） 両方。 

 実際、鉄砲持ってる人は何人ですか。わなを仕掛ける人の中に資格者があるだろうと

思うし。 

 いいです。次にいきます。 

 頭数の確認をしますね確認。あれはイノシシのしっぽを持ってきて確認してるんです

か。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） ただいまの再質問ですけれども、現在はそのようにし

ております。 

 来年度からは確認方法を変更いたします。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 持ってこられたしっぽは、市にもって処理するわけですか。

お返しするの。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 確認のために持ってこられましたしっぽは、確認した

あと、冷蔵庫の中に保管しておきます。そしてその後処分する。 

○２２番（田畑久吉君） 市の冷蔵庫に。 

○産業経済部長（松本忠光君） はい。 

○２２番（田畑久吉君） 一昨年度から非常に捕獲数がふえてますんで、その辺の確認
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の仕方がどうかなという疑問もちょっとあったもんですからお尋ねしました。 

 今のような捕獲の方法では、イノシシはふえるばかりと思うんですよ。田んぼの周り

に電気柵かしてもですね、イノシシは本当にふえますんで、先ほども言いましたけど、

山手のほうに一回行きましたら、もうこの辺はイノシシがふえて、人間よりは多くなる

というような言葉も聞きまして、非常にその辺が気になってきょうのこの質問となった

わけですけども、もうちょっとなんですかね、その捕獲、猟銃がもっと足りないんじゃ

ないかと思うんですよね、だから１,１５０頭、平成３１年捕ったとしてもですね、捕

ったからといって足りるのか、また、ふえるのか、それはわからんですよね、イノシシ

の世界のことだからね。だけどその辺ちょっと、もうちょっとなんか方法ないかという

ことですたいな。 

○議長（中尾嘉男君） 答弁ですか。 

○２２番（田畑久吉君） ほかのを考えてあるのか、ないのかでいいです。 

○議長（中尾嘉男君） 産業経済部長 松本忠光君。 

○産業経済部長（松本忠光君） 先ほどの答弁で申しましたとおり、捕獲隊内部からで

も不足しているという話はあっておりません。 

 私の認識としては、先ほど答弁しましたとおり、隊員は足りていると思います。ま

た、先ほど話がありました確認方法ですけども、新年度から確認者が現地に行って確認

するようにいたしますので、今までよりも厳格な確認方法となりますので、その辺はお

知らせしときます。 

○議長（中尾嘉男君） 田畑久吉君。 

○２２番（田畑久吉君） 長くなってしまいましたけど、確認だけは厳格にお願いしと

きます。 

 話はいろいろ聞きますと、いろいろなことが耳に入ってきまして、その辺を一つ厳格

にお願いしときます。 

 それからそういった捕獲隊員からそういった情報がないといわれるけど、捕獲隊もイ

ノシシがどうこうなるようあまり関知しておられないと思うんですね、ただ、今後のこ

ととして、いろんな面を考えて、行政としても政策を推し進めて行かれるようにお願い

いたします。 

 非常にだらだらと長くなりましたけど、これで終わりたいと思います。よろしくお願

いしときます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、田畑久吉君の質問は終わりました。 

 これをもちまして、一般質問は全部終了いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 議案の委員会付託 
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○議長（中尾嘉男君） 日程第２、「議案の委員会付託」を行ないます。 

 議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）から議第３０号市道路線の

認定についてまでの市長提出議案２９件を一括議題といたします。 

 それでは、ただいま議題となっております議案につきましては、お手元に配付してお

ります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

 

議案及び陳情付託表 

総務委員会 

 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

（総則・第１表歳入歳出予算補正 歳入の部・第１表歳入歳出予算補

正 歳出の部、①議会費、②総務費、③民生費１項社会福祉費中７目

隣保館費、④衛生費〔１項保健衛生費中１目保健衛生総務費８目水道

費９目浄化槽設置整備費を除く〕 、⑨消防費・第２表繰越明許費補正 

追加、⑨消防費・第３表地方債補正） 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

（総則・第１表歳入歳出予算 歳入の部・第１表歳入歳出予算 歳出

の部、①議会費、②総務費、③民生費１項社会福祉費中７目隣保館費

８目人権推進費９目男女共生推進費、④衛生費〔１項保健衛生費中１

目保健衛生総務費２目予防費３目母子衛生費９目浄化槽設置整備費を

除く〕 、⑨消防費、⑫公債費、⑬諸支出金、⑭予備費・第３表地方

債） 

 議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 議第２３号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２４号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

 議第２５号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 

 議第２８号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２９号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

 

建設経済委員会 

 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、④衛生費１項保健衛生費中８
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目水道費９目浄化槽設置整備費、⑥農林水産業費、⑦商工費、⑧土木

費、⑪災害復旧費・第２表繰越明許費補正 追加、⑥農林水産業費、

⑧土木費） 

 議第６号  平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 

 議第７号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第４号） 

 議第８号  平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第９号  平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第１０号 平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

（第１表歳入歳出予算 歳出の部、④衛生費１項保健衛生費中９目浄

化槽設置整備費、⑥農林水産業費、⑦商工費〔１項商工費中５目消費

者行政推進費を除く〕 、⑧土木費、⑪災害復旧費２項農林水産施設災

害復旧費４項公共土木施設災害復旧費・第２表債務負担行為） 

 議第１５号 平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

 議第１６号 平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算 

 議第１７号 平成３１年度玉名市水道事業会計予算 

 議第１８号 平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算 

 議第１９号 平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

 議第２１号 玉名市企業立地促進条例の制定について 

 議第３０号 市道路線の認定について 

 

文教厚生委員会 

 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

（第１表歳入歳出予算補正 歳出の部、③民生費〔１項社会福祉費中

７目隣保館費を除く〕 、④衛生費１項保健衛生費中１目保健衛生総務

費、⑩教育費・第２表繰越明許費補正追加、③民生費、⑩教育費） 

 議第３号  平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第４号  平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 議第５号  平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

（第１表歳入歳出予算 歳出の部、③民生費〔１項社会福祉費中７目

隣保館費８目人権推進費９目男女共生推進費を除く〕 、④衛生費１項

保健衛生費中１目保健衛生総務費２目予防費３目母子衛生費、⑦商工
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費１項商工費中５目消費者行政推進費、⑩教育費、⑪災害復旧費５項

文教施設災害復旧費） 

 議第１２号 平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

 議第１３号 平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

 議第１４号 平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

 議第２０号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について 

 議第２６号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

 議第２７号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 

○議長（中尾嘉男君） 各常任委員会におかれましては、会期日程に従い、審査をお願い

いたします。 

以上で、本日の日程は、終了いたしました。 

この際、お諮りいたします。委員会審査のため明７日から２４日までの１８日間休

会としたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

よって、明７日から２４日までの１８日間休会することに決定いたしました。 

２５日は定刻より会議を開き、各委員長の報告を求めることにいたします。 

本日は、これにて散会いたします。 

午後 ６時１４分 散会 

 



 

 

第 ４ 号 

３月２５日（月） 
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平成３１年第２回玉名市議会定例会会議録（第４号） 

 議事日程（第４号） 

平成３１年３月２５日（月曜日）午前１０時００分開議 

        開 議 宣 告 

日程第１  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

     ３ 文教厚生委員長報告 

日程第２  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第２号から議第３０号まで、平成３０年陳第４号から平成３０年陳第８

号まで） 

 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

 議第３号  平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第４号  平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 議第５号  平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第６号  平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 

 議第７号  平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第 

４号） 

 議第８号  平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第９号  平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第１０号 平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

 議第１２号 平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

 議第１３号 平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

 議第１４号 平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

 議第１５号 平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

 議第１６号 平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算 

 議第１７号 平成３１年度玉名市水道事業会計予算 

 議第１８号 平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算 

 議第１９号 平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

 議第２０号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について 

 議第２１号 玉名市企業立地促進条例の制定について 

 議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 
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 議第２３号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２４号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 議第２５号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 議第２６号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

 議第２７号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２８号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２９号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第３０号 市道路線の認定について 

 平成３０年陳第４号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める

意見書の提出に関する陳情 

 平成３０年陳第５号 介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める意見書の提出に関

する陳情 

 平成３０年陳第６号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書の提出に

関する陳情 

 平成３０年陳第７号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見

書の提出に関する陳情 

 平成３０年陳第８号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める

意見書の提出に関する陳情 

日程第３  所管事務調査の結果報告 

（議会基本条例第３１条第４項に規定の重点調査項目） 

     １ 文教厚生委員長報告 

日程第４  質疑 

日程第５  委員長報告 

     １ 公共施設等建設特別委員長報告 

日程第６  質疑・採決 

日程第７  委員会の中間報告 

     １ 金栗四三地域創造戦略特別委員長報告 

        閉 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

 本日の会議に付した事件 

        開 議 宣 告 
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日程第１  委員長報告 

     １ 総務委員長報告 

     ２ 建設経済委員長報告 

     ３ 文教厚生委員長報告 

日程第２  質疑・議員間討議・討論・採決 

      （議第２号から議第３０号まで、平成３０年陳第４号から平成３０年陳第８

号まで） 

 議第２号  平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

 議第３号  平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第４号  平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 議第５号  平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第６号  平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 

 議第７号  平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第

４号） 

 議第８号  平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第９号  平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第１０号 平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

 議第１２号 平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

 議第１３号 平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

 議第１４号 平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

 議第１５号 平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

 議第１６号 平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算 

 議第１７号 平成３１年度玉名市水道事業会計予算 

 議第１８号 平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算 

 議第１９号 平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

 議第２０号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について 

 議第２１号 玉名市企業立地促進条例の制定について 

 議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 議第２３号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２４号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 議第２５号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
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部を改正する条例の制定について 

 議第２６号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

 議第２７号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２８号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２９号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第３０号 市道路線の認定について 

 平成３０年陳第４号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める

意見書の提出に関する陳情 

 平成３０年陳第５号 介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める意見書の提出に関

する陳情 

 平成３０年陳第６号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書の提出に

関する陳情 

 平成３０年陳第７号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見

書の提出に関する陳情 

 平成３０年陳第８号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める

意見書の提出に関する陳情 

日程第３  所管事務調査の結果報告 

      （議会基本条例第３１条第４項に規定の重点調査項目） 

     １ 文教厚生委員長報告 

日程第４  質疑 

日程第５  委員長報告 

     １ 公共施設等建設特別委員長報告 

日程第６  質疑・採決 

日程第７  委員会の中間報告 

     １ 金栗四三地域創造戦略特別委員長報告 

日程第８  議員提出議案上程 

 議員提出第１号 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置について 

日程第９  議員提出議案審議（質疑・議員間討議・討論・採決） 

      （議員提出第１号） 

 議員提出第１号 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置について 

日程第１０ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会委員の選任 

        （休憩中委員会） 

日程第１１ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会正副委員長互選結果報告 
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        閉 会 宣 告 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

出席議員（２０名） 

  １番 坂 本 公 司 君  ２番  田 真樹子 さん 

  ３番 吉 田 憲 司 君  ４番 一 瀬 重 隆 君 

  ５番 赤 松 英 康 君  ６番 古 奥 俊 男 君 

  ７番 北 本 将 幸 君  ８番 多田隈 啓 二 君 

  ９番 松 本 憲 二 君 １０番 德 村 登志郎 君 

 １２番 西 川 裕 文 君 １３番 嶋 村   徹 君 

 １４番 内 田 靖 信 君 １５番 江 田 計 司 君 

 １６番 近 松 惠美子 さん １８番 前 田 正 治 君 

 １９番 作 本 幸 男 君 ２０番 森 川 和 博 君 

 ２１番 中 尾 嘉 男 君 ２２番 田 畑 久 吉 君 

  

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠席議員（なし） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

欠  員（２名） 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  堀 内 政 信 君    事 務局次長  荒 木   勇 君 
次 長 補 佐  松 野 和 博 君    書 記  松 尾 和 俊 君 
書 記  古 閑 俊 彦 君 

‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ 
説明のため出席した者 

市 長  藏 原 隆 浩 君    副 市 長  村 上 隆 之 君 
総 務 部 長  西 山 俊 信 君    企画経営部長  水 本 明 子 さん 
市民生活部長  村 﨑 信 介 君    健康福祉部長  松 野 信 生 君 
産業経済部長  松 本 忠 光 君    建 設 部 長  前 田 愼一郎 君 
企 業 局 長  松 本 優 一 君    教 育 長  池 田 誠 一 君 
教 育 部 長  戸 嵜 孝 司 君    監 査 委 員  元 田 充 洋 君 
会 計管理者  竹 村 昌 記 君     
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午前１０時０１分 開議 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○議長（中尾嘉男君） ただいまから、本日の会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１ 委員長報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１、「委員長報告」を行ないます。 

 これより、各委員会に付託し、審議を終了いたしました事件の結果と経過について、

各委員長の報告を求めます。 

 議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）から議第３０号市道路線の

認定についてまでの市長提出議案２９件、継続審査となっておりました平成３０年陳第

４号安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書の提出に関

する陳情から、平成３０年陳第８号介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の

新設を求める意見書の提出に関する陳情までの陳情５件、以上の事件を一括議題といた

します。 

 お手元に配付しております委員会審査報告書の朗読は、これを省略いたします。 

 審議の方法は、各委員長の報告のあと、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたしま

す。 

 各委員長の報告を求めます。 

 総務委員長 内田靖信君。 

［総務委員長 内田靖信君 登壇］ 

○総務委員長（内田靖信君） おはようございます。 

 今期、総務委員会に付託されました案件は、議案８件であります。委員会における審

査の経過と結果について、報告をいたします。 

 まず、議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）中、付託分について

であります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５億９,８６７万８,０００円を減額し、総

額を３１５億４,４５３万円とするもので、今年度の事業費の決定及び決算見込み並び

に国の第２次補正予算関連事業による調整との説明があり、続いて歳入について項目ご

との説明がありました。 

 まず委員から、歳入に関して、土木費国庫補助金の社会資本整備総合交付金の減額は

事業費決定によるものか、との質疑があり、執行部から、岱明玉名線道路改良事業で当

初５５％の補助率を予定していたが、交付決定率が３３％となったための減額である。

なお、減額分は市債のほうに振りかえを行なっている、との答弁でした。 

 次に、委員から、都市公園にかかる社会資本整備総合交付金に関し、蛇ヶ谷公園の改
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修とはどのような内容か、との質疑があり、執行部から、遊具の改修を行なうもので、

減額の理由は入札残である。点検や修繕は定期的に実施している、との答弁でございま

した。 

 次に、委員から、農林水産業費県補助金の団体営農業農村整備事業はなぜ不採択にな

ったのか、との質疑があり、執行部から、国としては、２ヘクタール以上集積の暗渠整

備事業にシフトしているため、との答弁でございました。 

 次に、委員から、保育給付利用者負担金、一時預かり事業負担金の減額は、との質疑

があり、執行部から、多子世帯にかかる保育料の無償化の年齢拡大に伴い、県と市が２

分の１ずつ負担することとなった。一時預かり事業は、保育士の不足により伊倉保育所

での事業ができなかったための減、との答弁でした。 

 次に、委員から、財政調整基金繰入金が５億円ほど減となっているが市の見解は、と

の質疑があり、執行部から、厳しい財政状況であり、老朽化した施設の更新もあるの

で、歳出面でも気を引き締めて取り組んでいく、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、地方債のピークはいつごろなのか、との質疑があ

り、執行部から、平成３１年度から平成３２年度にかけてがピークを迎える、との答弁

でございました。 

 続いて、歳出について項目ごとに説明がございました。 

 次に、委員から、歳出に関して、本市の産業医はどのような役割を担っているのか、

との質疑があり、執行部から、玉名中央病院の医師と契約しており、健康診断等を診て

もらっているが、今後は職場巡視にも取り組んでいきたい、との答弁でした。 

 次に、委員から、市職員の中で現在の休職者の数は、との質疑があり、執行部から、

現在、４人休職しているが、定期的な面接等を行なっている、との答弁でした。 

 次に、委員から、地方バス路線維持費等補助金に関し、現状と今後の対策は、との質

疑があり、執行部から、バス事業者より見直しについての説明会を行う予定であるが、

多くの方に乗車をしてもらいたい、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、見直しを行なったあとの代替え措置を考えて、受

け皿の研究をお願いしたい、との意見がありました。 

 次に、委員から、文書広報費の印刷製本費の減額理由は、との質疑があり、執行部か

ら、入札残である、との答弁でした。 

 次に、委員から、総務管理費の研究費用は不要だったのか、との質疑があり、執行部

から、研修機関である自治大学校の募集定員が１２０名から８０名に縮小され、本年度

については募集から漏れてしまったことによるもの、との答弁でした。 

 次に、委員から、選挙費の委託料の減は、との質疑があり、執行部から、新元号への

移行に伴うシステム改修委託料であり、新年度予算に計上し、万全の体制をとっていき
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たい、との答弁でございました。 

 次に、委員から、消防施設費の工事請負費が減となった経緯は、との質疑があり、執

行部から、横島外平地区の防火水槽の設置予定箇所の用地が確保できなかったため、今

回は減額した、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、今後も防火水槽はふやしていく計画なのか、との

質疑があり、執行部から、地元からの要望を受け、必要とする場合は設置していきた

い、との答弁でした。 

 さらに、委員から、学校プールの水を利用して、水槽的な役割を活用できないか、と

の意見がございました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２号中付託分については、原案のとおり全員

異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１号平成３１年度玉名市一般会計予算中、付託分についてであります。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ３４２億８００万円とするもので、平成３０年度当初

予算と比較して、６.３％増となっている。主な理由として、市民会館建設事業及び光

ブロードバンド基盤整備事業等の普通建設事業費が増加するとの説明に続き、歳入につ

いて項目ごとに説明がございました。 

 まず、委員から、歳入に関して、固定資産税が前年度より増となっている要因は、と

の質疑があり、執行部から、平成３１年度は評価替えの翌年度であることから、在来分

家屋の価格は据え置かれ、新築分家屋の価格が加わるため、との答弁でした。 

 次に、委員から、個人市民税の見込みに関し、農業関係の園芸部門の収益が上がって

ないように聞くが、との質疑があり、執行部から、農業所得で約５,０００万円の減、

給与や営業所得などで約６,０００万円の増を見込み、差し引き全体で前年度より増額

となっている、との答弁でした。 

 次に、委員から、ふるさと寄附金を増額で見込んでいる理由は、との質疑があり、執

行部から、ポータルサイトを３社にふやし、１億１,０００万円の寄附額を目指すた

め、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、年度ごとに収支報告を精査すべきで、返礼品につ

いても検討すべき、との質疑があり、執行部から、昨年度は若干の赤字であり、本市の

場合、地元の地場産品を取り扱っている、との答弁でした。 

 次に、委員から、財政調整・減債・その他の基金の繰り入れについて、何かルールは

あるのか、との質疑があり、執行部から、財源不足額を財政調整基金等で繰り入れてい

るが、取り崩しについては、特段のルールはない、との答弁でした。 

 次に、委員から、市税の滞納繰越の現状は、との質疑があり、執行部から、滞納繰越

分の調定額は、かつての平成２６年度が５億４,８００万円で、平成３１年度の調定額
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を３億４,３００万円と見込んでおり、５年間でおおむね２億５００万円、年平均で４,

１００万円を圧縮している。これは滞納処分の強化による成果だと考えている、との答

弁でした。 

 次に、委員から、県支出金において、全体で１０億４,０００万円の対前年度比の減

の主な要因は、との質疑があり、執行部から、強い農業づくり交付金で約９億円の減が

主なもの、との答弁でした。 

 次に、委員から、雑入の中の生活保護費返還金の対象となる人数の実績は、との質疑

があり、執行部から、平成２８年度６８件、平成２９年度９６件で、不正な手段や資金

力があるのに保護受給した分の返還金である、との答弁でした。 

 また、委員から、生活保護費の不正受給がなくなるよう取り組みを強化してほしい、

との意見がありました。 

 次に、委員から、地方交付税９０億円は前年同額だが、減ってくるのではないか、と

の質疑があり、執行部から、普通交付税の合併算定替えで２億８,０００万円の減、玉

名中央病院と玉名地域医療センターの経営統合に伴う２億円の増で、病院については、

同額をそのまま支出するので、実質的には合併算定替え２億８,０００万円の減を見込

んでいる、との答弁でした。 

 次に、委員から、自衛官募集事務委託金に関し、市の対応はどのように行なっている

のか、との質疑があり、執行部から、自衛隊玉名地域事務所と協力しながら、情報公開

条例に基づいて実施している、との答弁でございました。 

 次に、委員から、防災無線等整備事業は４月１日供用開始なのか、との質疑があり、

執行部から、防災行政無線デジタル化は、平成３２年度から全体での供用を目指してい

るが、一部は平成３１年４月から供用開始する、との答弁でございました。 

 次に、委員から、国庫負担金の生活扶助費等負担金の対象数は、との質疑があり、執

行部から、被保護者数は平成３１年度５２５人で計上、平成２７年度６０３人、平成２

８年度５７１人、平成２９年度５２６人で、減少傾向にある、との答弁でした。 

 次に、委員から、大河ドラマ館の集客状況と循環バスの改善策は、との質疑があり、

執行部から、現在２万１,３００人の来館者があっているが、循環バスは周知方法を含

め、検討していく、との答弁でした。 

 歳入については、このほか多子世帯の対象者数、要保護者・準要保護児童・生徒就学

援助費の支給時期、入湯税の見込み、危険ブロック塀等安全確保支援事業、民間建築物

吹き付けアスベスト対策支援事業、地域生活支援事業など、多岐にわたる内容確認や質

疑がありました。 

 続いて、歳出について項目ごとに説明がありました。 

 次に、委員から、歳出に関して総務一般管理費が前年度と比較して増加しているが、
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との質疑があり、執行部から、勤職員１３人、再任用職員６人の増加に伴う人件費の増

によるもの、との答弁でした。 

 次に、委員から、人事評価システムにおける今後の対応の考えは、との質疑があり、

執行部から、平成３１年度から導入し、将来的には勤勉手当に反映できる体制を構築で

きるよう努めたい、との答弁でした。 

 次に、委員から、隣保館の建設年度及び財源は、との質疑があり、執行部から、昭和

５６年建設で３８年経過しているため、公共施設等適正管理推進事業債を活用し、大規

模改修工事を予定している、との答弁でした。 

 次に、委員から、地域おこし協力隊員を募集する目的及び要件等はどうなっているの

か、との質疑があり、執行部から、地域活性化やまちづくりを推進するため、政策研究

員や情報発信員を求めていきたい、との答弁でした。 

 次に、委員から、防犯灯設置等・防犯灯電気料・ＡＴワンペダル整備費補助金の詳細

を、との質疑があり、執行部から、ＬＥＤの普及率は玉名地区７０.５％、岱明地区５

８.４％、横島地区２５.４％、天水地区７１.６％である。本年度も地元区長に要望調

査し予算計上している。防犯灯の電気料は５３.８１％が補助率となっている。ＡＴワ

ンペダルについては、広報たまな等にてＰＲしていく、との答弁でした。 

 次に、委員から、玉名市のマイナンバーカードの発行数は、との質疑があり、執行部

から、本年１月末現在において、約５,１００枚で割合は７.６％となっている、との答

弁でした。 

 次に、委員から、コンビニ証明書交付事業を導入する予定だが、費用対効果はあるの

か、との質疑があり、執行部から、住民票・印鑑証明書・税証明書２００円のうち、コ

ンビニ事業者に１１５円の手数料を支払うので、市への収入としては１件当たり８５円

となるが、利用者にとっては、交付時間や交付場所が拡大され、利便性の向上が図られ

る、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、コンビニでの証明書交付については、継続的に管

理運営の費用が発生するため、慎重に進めるべきではないか、との質疑があり、執行部

から、コンビニ証明導入経費として約３,３００万円かかるが、平成３１年度までに導

入すると、導入経費及びランニングコストについて、３年間は、２分の１の特別交付税

措置が実施されるが、４年目からは約８２０万円の一般財源での対応となってくる、と

の答弁でした。 

 次に、委員から、旧天水支所解体後の活用及び農村女性研修センターの跡地利用の計

画は、との質疑があり、執行部から、旧天水支所跡地については、周辺公共施設の駐車

場として考えているが、農村女性研修センター跡地については、まだ決定していない、

との答弁でした。 
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 次に、委員から、現在、建設中の市民会館の管理運営について、有効利用できる斬新

な委託形態ができないか、との質疑があり、執行部から、関係各課と協議を進めてお

り、民間も含め幅広い分野で検討していきたい、との答弁でした。 

 次に、委員から、乗合タクシー運行補助を睦合地区・豊水地区へ拡大するに当たり、

法的規制はなかったのか、との質疑があり、執行部から、公共交通会議で審議を行なっ

ており、秋ごろをめどに導入を図りたい、との答弁でした。 

 次に、委員から、光ブロードバンド基盤整備事業のより詳しい説明を、との質疑があ

り、執行部から、市内での情報通信格差を解消するため、市内全域で光ブロードバンド

環境となるよう整備を図るもの。石貫局・横島局・天水局などの未整備地域で、民設民

営の一部補助方式で実施する予定である、との答弁でした。 

 次に、委員から、有明広域行政事務組合消防費負担金に関し、消防本部玉名消防署統

合庁舎の建設計画はどうなっているのか、との質疑があり、執行部から、移転予定の築

地の用地の確保は済んでいる。現在の玉名消防署が跡地になった場合の活用について

は、今後検討していく、との答弁でございました。 

 次に、委員から、消防施設等整備補助金の中で消防詰所の建てかえ計画は、との質疑

があり、執行部から、地元からの要望を受け、築山中尾、岱明鍋、岱明庄山の３詰所の

修繕を計画している、との答弁でした。 

 次に、委員から、消防団員の加入促進の対策はとの質疑があり、執行部から、平成２

７年度より消防団協力事業所表示制度を推進している。また、工事入札参加者資格審査

において加点制度を導入し、団員確保に努めているとの答弁でした。 

 歳出については、このほか、議会費の非常勤職員の減、選挙における投票率を向上さ

せる対策、非常勤公務災害補償の実績、塵芥処理費の中の東部清掃費及びクリーンパー

クファイブ費負担金、職員自主研究グループ活動の実績及び活動内容、本年７月施行の

敷地内禁煙に対する市庁舎での対応、旧玉名市クリーンセンター管理棟補助、企画費の

中の結婚新生活支援事業、商店街への防犯カメラ設置の可能性、２０１９年ゴールデン

ウィーク、いわゆる１０連休における保育所等の運営、市庁舎玄関前及び周辺コンクリ

ートブロックの修復、国際交流奨励費の内容、消費税１０％導入に伴う各種手数料の改

正時期、外部評価委員会と予算編成との関係性、競争入札１社制度を見直す考え、女性

管理職の登用率アップなど、多岐にわたる内容確認や質疑がありました。 

 以上、審査を終了し、議第１１号中付託分については、異議があり、挙手による採決

の結果、賛成多数で可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２２号玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてであります。 

 これは、玉名市歌選考委員会及び玉名市防災行政無線施設整備工事業者選定委員会を
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廃止し、玉名市人・農地プラン検討委員会の委員構成を変更するものであります。 

 本件に関して、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２２号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２３号玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。 

 これは、職員定数を適正に管理するため、条例の整備を図るもので、内容としまして

は、職員定数を５３３人から５５４人、市長事務部局の定数を４１２人から４２２人、

上下水道事業事務部局の定数を２９人から２７人、教育委員会事務部局の定数を６７人

から８０人にそれぞれ改正するものであります。 

 まず、委員から、上下水道部局の定数が２名減るが支障はでないのか、との質疑があ

り、執行部から、今回は定数を減じるが、必要に応じて事務に支障が出ないよう措置を

講じていく、との答弁でした。 

 次に、委員から、職員定数の上限を設定すべきではないか、との質疑があり、執行部

から、合併当時の職員数は６９７名だったが、職員定員管理計画で５０１人まで削減し

た。業務に応じた適正な職員定数を計画的に管理していく、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、職員採用試験の条件はあるのか、との質疑があ

り、執行部から、日本国籍を有する者となっている、との答弁でした。 

 さらに、委員から、これに関連し、人材流出を防ぐためにも、地元採用枠を設けるこ

とはできないか、との意見がありました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２３号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２４号玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてであります。 

 これは、学校教育法の一部改正に伴い、条例の整備を図るもので、内容としては、法

律の規定を引用しております条例中の規定に「項ずれ」が生じるため、その整備を行な

うものであります。 

 本件に関して、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２４号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２５号玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 これは、玉名市歌選考委員会及び玉名市防災行政無線施設整備工事業者選定委員会の

委員報酬の規定を削除し、鳥獣被害対策実施隊員の報酬額を新たに定め、あわせて、青

少年センター次長の職名を改正するものであります。 

 まず、委員から、鳥獣被害対策実施隊員が特別職の非常勤職員ならば、事故等の補償
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はあるのか、との質疑があり、執行部から、公務中の事故ならば、公務災害補償の対象

となる、との答弁でした。 

 次に、委員から、他市にもこのような事例があるのか、との質疑があり、執行部か

ら、市独自の事業であり、イノシシ等の有害鳥獣を捕獲した際、頭数の確認作業の厳格

化を図るため、今回条例を整備する、との答弁でございました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２５号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２８号玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定についてで

あります。 

 これは、機構改革に伴い、条例の整備を図るもので、内容としては、玉名市都市計画

審議会の庶務をつかさどります部署を都市計画課に改正するものであります。 

 本件に関して、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第２８号については、

原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２９号玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。 

 これは、防災会議の委員構成を変更するため、条例の整備を図るもので、内容として

は、委員定数を４５人以内と定め、関係機関の女性構成員及び陸上自衛隊の自衛官を新

たに委員に加え、防災体制の強化を図るものであります。 

 まず、委員から、条例中に、指定公共機関の職員、指定地方公共機関の職員、関係す

る期間又は団体の女性構成員、指定地方行政機関の職員とあるが、具体的には、との質

疑があり、執行部から、例として、国土交通省、バス事業者、ＪＲ九州、女性消防団

員、日本郵政、ＮＨＫ等である、との答弁でした。 

 次に、委員から、活発な意見が出るような防災会議にしてもらいたい、との質疑があ

り、執行部から、より一層の協力体制を構築し、連携強化を図っていきたい、との答弁

でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２９号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 付託案件を終了し、今回、当委員会における議会基本条例第３１条第４項に定める政

策課題、重点調査項目等について、調査研究を行なってきましたので、その経過につい

て中間報告いたします。 

 まず、昨年９月１８日の委員会において、調査研究課題の協議を行ない、災害時にお

ける防災対策についてを重点調査事項として位置づけ、調査研究を行なうことに決定を

いたしました。 

 次に、昨年１１月２２日、自衛隊の公式行事で参加できなかった玉名地域事務所を除
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く、国土交通省河川事務所、玉名警察署、ＮＴＴ西日本、九州電力、有明広域消防本

部、市消防団との意見交換を実施し、専門的見地からの提言や協議を行ないました。 

 次に、昨年１２月１７日、市消防団長及び副団長と分団再編等計画及び団員の装備品

の整備についての協議を行ないました。 

 以上が本委員会の経過であり、これを踏まえて、各委員からの主な意見、要望を申し

上げますと、消防団員の装備品については、編上げ消防作業靴、救命胴衣及び作業手袋

などは安全確保を図る上で必要なため、ぜひ、整備していかなければならない。 

 また、消防団員の確保についても、地元団員との協議を重ねながら、必要な対策を講

じる必要がある。さらなる消防力の充実強化を求めております。 

 さらには、災害時における情報提供の伝達手段、いかに人命を守るべきか、災害警備

訓練、初動体制の取り組み、緊急消防援助隊、自主防災組織の充実等についても、玉名

市地域防災計画に反映できるよう要望を行なっております。 

 以上が本委員会の重点調査の経過でありますが、本件については重要な政策課題でも

あり、今後も、調査研究を行なうこととしております。 

 以上で、総務委員会に付託されました案件の報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 建設経済委員長 田畑久吉君。 

［建設経済委員長 田畑久吉君 登壇］ 

○建設経済委員長（田畑久吉君） 皆さん、お疲れさまです。 

 今期、建設経済委員会に付託されております議案１４件につきまして、委員会の審査

の結果と経過を御報告いたします。 

 まず、議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）中、付託分について

であります。 

 執行部から、農林水産業費、商工費、土木費、災害復旧費、浄化槽設置整備費など

で、主に補助金の決定に伴う減額補正や工事請負費における入札残額の減額などについ

て説明がありました。 

 委員から、予算書への掲載で内容がわかりづらいので、詳細を掲載するなどわかりや

すいようにしてもらいたいとの要望に、執行部から、農林水産政策課所管の事業におい

て、多額の減額補正を計上しているが、産業経済部以外にも補助事業があり、全庁的に

統一する必要があるので、財政部局と協議を行ない、統一的な対応をしていきたい、と

の答弁でありました。 

 また、強い農業づくりに関して、入札により事業費が確定した７件分及び平成３０年

３月補正予算と重複し予算化した当初予算の減額２件分が大部分である、との答弁であ

りました。 

 委員から、資材の高騰による生産者への影響はないのか、との質疑に、執行部から、
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今回の繰り越しの主な理由は、年度の途中で追加採択されたため資材自体が調達できな

いということで、資材の高騰することについては、繰越しの理由としていないが、今後

は注視していきたい、との答弁でありました。 

 委員から、予定を取り下げられた理由は、また、担当課としても予備審査を十分にし

たほうがいいのでは、との質疑に、執行部から、強い農業づくりは事業効果が見込めな

いということで、県とのヒアリング段階で取り下げられた。また、事業申請はＪＡと事

業者の間での協議段階で採択基準を満たすか確認後、市に提出されるが、市においても

さらに十分な審査を行なうなど、精査の質を高めたい、との答弁でありました。 

 委員から、地域経済ポイントシステムの補助金導入で、補助額が減ったから見送った

とのことだが、どれくらいか、との質疑に、執行部から、事業者は玉名スタンプ会で、

見守り機能付きのカードを導入する予定で申請をしたが、国の補正予算の中で、補助率

が変更になり、負担増となり申請を取り下げられ、次年度の補助金で再考されている、

との答弁でした。 

 委員から、現在のカードに付加価値をつけるために申請をしているということか、と

の質疑に、執行部から、補助金自体が付加価値をつける必要があるが、現在の機械では

読み取りができないので、新しい機器を導入されようとしていた、との答弁でした。 

 委員から、今回、農業関係で不採択が多いようだが、その原因は、との質疑に、執行

部から、国の２次補正はポイント制の補助事業であり、５割補助となるが、玉名市のポ

イントが全国における採択基準ポイントに満たず不採択になった。また、新規就農者の

申請が少なかったことも原因の一つではないか、との答弁でありました。 

 委員から、ポイント制は玉名市全体か、との質疑に、執行部から、玉名市を４つの地

域に分けて評価されるが、地域ごとのポイントで判定され、すべて採択基準ポイントを

満たしていなかった、との答弁でありました。 

 委員から、中牟田線の工事について、工事が進まなかった理由は、との質疑に、執行

部から、地権者に説明会等を行なったが、土地開発のエリアの計画について具体性がな

いことに対して、地域の合意形成に至らず、道路改良工事においても同意を得ることが

できず、工事が進まなかった、との答弁でありました。 

 委員から、下水道事業で計上されているのは、一般財源かとその計画は、との質疑

に、執行部から、下水道事業については、事業認可を取得する必要があり、新玉名駅周

辺整備については、具体的な計画が決定しておらず、農業振興地域のため認可の取得が

できない状態である。そのため事業計画の区域外となり企業会計では事業ができず、一

般会計となる。来年度から具体的な計画を策定し、農振除外や土地利用、開発計画な

ど、具体性のある計画が決定すれば認可が取得できると所管から回答を得ている、との

答弁でありました。 
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 委員から、老朽空き家で対象とならなかった理由とその周知は、との質疑に、執行部

から、調査等を行ない判定基準の評点が足らず対象外となった。今年度は２２件の申請

があり、そのうち１１件が対象となり、広報等を活用して周知は行なっている、との答

弁でありました。 

 委員から、ユニバーサルデザインの建築物整備事業について、以前から変わらないよ

うだが意外と周知できていないようだが、との質疑に、執行部から、この件について

は、問い合わせは２件ほどきているが、制約もあり申請をされなかった。また、対象は

旅館等も含まれる、との答弁でありました。 

 審査を終了し、採決の結果、議第２号中付託分については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第６号平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号）につ

いてであります。 

 執行部から歳入歳出予算の総額から、それぞれ１,１１７万１,０００円を減額し、総

額を３,２８３万３,０００円とするもので、主に浄化槽設備費における工事請負見込み

減である、との説明がありました。 

 委員から、浄化槽設置の減額は申請がなかったということか、との質疑に、執行部か

ら、当初１８基予定中、実績として１１基の申請しかなかったため、との答弁でした。 

 委員から、申請が少なかったということは、住宅の建設が少なくなっているというこ

とか。あわせて既存の住宅でも設置が減ってきているということか、との質疑に、執行

部から、１１基については、ほぼ新築住宅の申請である、との答弁でありました。 

 委員から、下水道整備が進んでいるところはいいが、これだけの減額になると、何の

ための浄化槽かと思われるので、もう少し浄化槽を設置してもらえるような努力をして

ほしい、との要望がありました。 

 委員から、天水や横島方面の農業集落排水は、市が負担していて、岱明は個人型だ

が、農業集落排水事業だから市が直接工事を行なうのか、との質疑に、執行部から、今

回の事業の内容は、市町村設置型の浄化槽の設置に係る事業で、天水地区の農業集落排

水事業の区域外のものである。との答弁でした。 

 委員から、市町村設置型と個人型とあるので、どうしても不公平と思えるのでどうに

かならないか。合併から１０年経過するので検討してほしい、との意見でした。執行部

から、市町村設置型については、旧天水町のときの事業で、事業中止となると住民サー

ビスの低下につながったり、また補助事業なので整備が完了するまでは事業を継続する

必要があるため県と協議し、平成３１年度からほかの自治体の現状を調査して検討する

考えである。執行部から、現状として汲み取りと単独の天水における残りの設置基数

は、市町村型で１,０６４基、その他浄化槽設置区域の残りの単独槽は２,２９１基で、
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汲み取りについては、人口は１,６５４人だが基数は不明である、との答弁に、委員か

ら、今後計画的にするように要望があっております。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第６号については、原案どおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第７号平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算

（第４号）についてであります。 

 執行部から、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８,９９０万１,０００円を追加し、総額

を６億１,６２７万８,０００円とするもので、主に工事請負費で入札不調により工事が

できなかったために減額するもの、との説明がありました。 

 委員から、財政運用収入で有価証券ということだが、証券を購入しているということ

か、との質疑に、執行部から、有価証券を購入し、その利子等で運用している。また、

現在２本で約６億円保有しており、売却益で９,６００万円ほどあり、普通預金とあわ

せて約７億７,０００万円ある、との答弁でありました。 

 審査を終了し、討議・討論もなく、採決の結果、議第７号については、原案どおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第８号平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号）についてであり

ます。 

 執行部から、収益的収入及び支出の補正で、水道事業収益の営業収支で４００万円の

減額、資本的収入及び支出の補正の資本的支出の建設改良費で９,４８６万円の減額な

どの説明がありました。 

 委員から、一般会計から補助金を繰り入れるのか、との質疑に、執行部から、給水支

援経費と経営戦略策定経費を繰り入れる予定で、給水支援経費は、昨年の西日本豪雨災

害時の支援活動経費で、経営戦略策定経費は繰入基準内の経費である、との答弁であり

ました。 

 審査を終了し、討議・討論はなく採決の結果、議第８号については、原案どおり全員

異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第９号平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号）について

であります。 

 執行部から、収益的収入及び支出の補正で、収入の公共下水道事業収益の営業収益で

１億１,０００万円の減額、支出の公共下水道費用の営業費用で１億１,０１３万４,０

００円の減額。主なもので、工事請負費の減額で、新玉名駅周辺整備に伴う下水道整備

である、との説明がありました。 

 委員から、資本的収入と資本的支出の差額が、起債ということか。何のための起債な

のか、との質疑に、執行部から、起債については、事業費の確定によるもので、資本的
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収入及び支出の差額ではない、との答弁でありました。 

 委員から、新玉名駅周辺整備に伴う下水道整備で１億１,０００万円予算があった

が、補助金で予算化された場合、幾らぐらいになるのか、との質疑に、執行部から、新

玉名駅周辺整備については、下水道の認可区域外であるため、補助事業での整備ができ

ないが、できれば補助事業を活用した整備をしていきたいと思い、県と協議を行なって

いるところであり、現在においては、社会資本総合整備交付金で行なっている分では２

分の１が国からの補助である、との答弁でありました。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第９号については、原案どおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１０号平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号）につ

いてであります。 

 執行部から、収益的支出の補正で、支出の農集事業費用の営業費用で１万９,０００

円の減額、資本的収入及び支出の補正で、収入の資本的収入の企業債で５,５４０万円

の減額、支出の資本的支出、建設改良費で１億５,０１２万６,０００円の減額で、主な

ものは、資本的支出工事請負費で１億２,６００万円の減額で、内示額及び入札残によ

る減額である、との説明がありました。 

 委員から、資本的支出の委託料や工事請負費の減額の理由は、との質疑に、執行部か

ら、補助額の確定による減額で、要望額の４０％しか補助が採択されなかったため、と

の答弁でありました。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第１０号については、原案どおり

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１号平成３１年度玉名市一般会計予算中、付託分についてであります。 

 執行部から、農林水産業費、商工費、土木費、災害復旧費、浄化槽設置整備費などに

ついて説明がありました。 

 委員から、農業者人口の推移と業種別の状況は、との質疑に、執行部から、農業者人

口は、直近の数値で４,９５２人と年々右肩下がりで減っているが、認定者農業におい

ては、平成２９年度は１,０４８人とほぼ横ばいの状況である。また、作物別では、平

成２９年度の状況として、中でもミカンについては、ＪＡ共販分は５０１経営体があ

り、販売額は１８億１,９２８万円であった、との答弁でありました。 

 委員から、産業用地開発支援事業奨励金と工場等設置奨励費について質疑があり、執

行部から、民間を活用した工業団地の整備を検討していて、その際に発生する奨励金で

あること、工場等設置奨励については、平成３１年度に申請予定での分である、との答

弁でした。 

 委員から、アサリ貝等の水揚げ量高と対策は、との質疑に、執行部から、アサリ貝の
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本年度水揚げはゼロで、ここ数年はほぼない状況で、対策としてアサリ稚貝の育成事業

や覆砂事業があるが、結果に結びついていない。過去においては、平成１５年が２,６

２３トンの水揚げがある、との答弁でありました。 

 委員から、なぜ捕れなくなったかの見解と今後の対策は、との質疑に、執行部から、

河川からの川砂の流入減少などにより稚貝が育つ砂地の減少が原因と考えられる。その

ため土壌改善の取り組みがあり、その成果を見極めた上で、将来的に実証実験を行なえ

れば、との答弁でありました。 

 委員から、アサリ貝の件で砂をまく事業を行なっていたが、その成果は、との質疑

に、執行部から、覆砂事業について、その後県と共に生育状況調査を行なっているが、

期待する成果が得られていない、との答弁でありました。 

 委員から、車エビの放流方法を変えて成果を上げるようにしたら、との質疑に、執行

部から、今後放流の仕方も含め、県車エビ部会と協議をしたい、との答弁でありまし

た。 

 委員から、イノシシ等捕獲において、捕獲者の数は十分か、また、捕獲量についての

質疑に、執行部から、現状としては捕獲隊が４１名、予備隊が４１名で十分である。他

市町村の状況を踏まえ、来年度は１頭につき７,０００円でと考えている、との答弁で

ありました。 

 委員から、ドラマ館のリニューアルをするのか。また、来館者の推移は、との質疑

に、執行部から、今後２回ほどのリニューアルを予定している。来館者については、オ

ープンから３月１０日時点で、２万１,３２１名で、１年間で１２万人となるが、今後

行楽シーズンを迎えると、伸びると予想している。また、３０万人目標の来館者を達成

するために、テレビスポットＣＭを福岡や熊本で放送するなどの取り組みをしていきた

い、との答弁でありました。 

 委員から、今の状況で経済効果は上がっているか。また、宿泊については、との質疑

に、執行部から、県内の効果として１０２億円の積算がされている。玉名市に関して

は、お食事マップを作成したり、土産に関してはロゴマークを土産に貼ってＰＲにつな

げることで、今後も経済効果を上げていきたい。宿泊については、旅館に確認したが、

今のところ効果は見られないが、旅行商品のプランも出てきているので、今後ふえると

思われる。ドラマ館の販売においては、おおむね良好、との答弁でありました。 

 委員から、巡回バスの乗車状況についての質疑に、執行部から、きょうまでで１,２

２７名の乗車状況である。土日は割と乗車されていてふえてきている。また、回遊バス

の時刻表を広報たまなに掲載したことでも効果が出ている。また、今後は運行計画の見

直しも含め、検討していきたい、との答弁でありました。 

 委員から、金栗四三だけにとどまらず、玉名市のＰＲはできないのか、との質疑に、
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執行部から、今回を契機に一過性に終わらせないために、住家を活用したり玉名温泉な

どに商品として組む計画も進めていきたい、との答弁でありました。 

 委員から、イベント民泊だけでも市民に告知して広げたほうが、玉名に経済効果をも

たらすために必要と思われるが、との質疑に、執行部から、市内の宿泊施設において、

施設ごとに独自の営業を行なっているので、今後につながると思われるし、日帰りにつ

いては、大型バスなど４０から５０名の団体で食事がとれる食事処が市内に少ない状況

である。民泊についても今後いちごマラソン大会当たりで試験的に取り組む考えはあ

る、との答弁でありました。 

 委員から、いちごマラソン関連の旅行商品予算で、現在の状況と今後の計画は、との

質疑に、執行部から、インバウンド事業でターゲットを香港と台湾に設定し、いちごマ

ラソンについては、旅行商品を造成して実際にお越しいただき、さらにふえる予想をし

ている、との答弁でありました。 

 委員から、新玉名駅高架下の借地について質疑があり、執行部から、借地期間の満了

に伴い、一旦ＪＲにお返しするが、今後の活用については協議を行なっているので、再

度活用したい、との答弁でありました。 

 委員から、今後の産業祭のあり方について質疑があり、執行部から、数年前から大俵

まつりとの合同開催が議論され、今年初めて合同開催をしたが、課題もあることから改

善を加えながら継続させたい。しかし、改善が図れず、課題が山積するようであれば、

今後は別開催も一つの選択肢になる、との答弁でありました。 

 委員から、農業委員会の組織の変更に伴い、どのように機能しているか、との質疑

に、執行部から、遊休農地対策として借り手・貸し手の掘り起こし活動を行なうことに

なっている、との答弁でした。 

 委員から、がけ地近接等危険住宅移転事業補助金ほかで、地元説明は行なっているの

か、との質疑に、執行部から、がけ地近接等危険住宅移転事業補助金は、県の建築基準

条例に基づき補助するもので、地元説明は行なっていないが、広報等で周知している。

また、土砂災危険住宅移転促進事業は、警戒区域に対し県が説明会を開催して周知はし

ている、との答弁でありました。 

 委員から、県営急傾斜地崩壊事業での基準は変更されているか、との質疑に、執行部

から、高さ５メートル以上で家屋が５戸以上となっている、との答弁でした。 

 委員から、景観形成支援事業で、一般の方は知らないので、周知やほかの景観形成に

おけるところも検討してほしい、との要望がありました。 

 また、委員から、３１団地を管理委託しているとのことだが、１業者で管理している

のか、との質疑に、執行部から、１業者が維持管理センターで管理していて修繕等を行

なっているもので、居住者から営繕課に連絡が入るとセンターにつないで行なってい
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る、との答弁でありました。 

 委員から、大倉団地の今後の流れは、との質疑に、執行部から、大倉団地・一本松団

地の空室床撤去工事においては、維持管理と別に工事請負費で行なっている。大倉団地

及び一本松団地については、老朽化しているため、入居を停止し対応している、との答

弁でありました。 

 委員から、市道の補修で、全体的な計画はあるのか、との質疑に、執行部から、来年

度より舗装個別施設計画策定予定である、との答弁でありました。 

 委員から、危険ブロックの基準と予算は不足しないのか。また、処分については、と

の質疑に、執行部から、費用については横の長さで１メートル当たり１万２,０００

円、もしくは上限２０万円のいずれか低いほうで、建築基準法で定められている範囲で

行なうもので、処分については特段考えていない。また、予算の範囲内で対応していき

たい、との答弁でありました。 

 委員から、予算以上に要望があった場合は補正でも対応してほしい、との意見でし

た。 

 委員から、山部田奥野線で復旧後の計画はすぐ行なうのか、との質疑に、執行部か

ら、できる限り早期発注に努めたい、との答弁でありました。 

 審査を終了し、採決の結果、議第１１号中付託分については、原案どおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１５号平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算についてでありま

す。 

 執行部から、歳入歳出予算の総額にそれぞれ４,０３４万２,０００円とし、歳入にお

いては、分担金、使用料、繰入金などで、歳出においては、工事請負費で１５基分の浄

化槽設置工事分である、との説明がありました。 

 審査を終了し、特に質疑もなく、採決の結果、議第１５号については、原案どおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１６号平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算に

ついてであります。 

 執行部から、歳入歳出予算の総額を２億６,２６０万３,０００円とし、主なものは、

建設事業費の工事請負費で、１億７,６２４万円で、工事は平成３０年度を完了として

いたが、経費や材料の高騰により、平成３０年度できなかった分を平成３１年度に完了

させる予定である、との説明がありました。 

 特に質疑もなく、審査を終了し、採決の結果、議第１６号については、原案どおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１７号平成３１年度玉名市水道事業会計予算についてであります。 
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 執行部から、収益的収入及び支出で、水道事業収入の合計で８億１,５９５万６,００

０円、支出合計で８億１,０７１万９,０００円、資本的収入及び支出で、収入合計で２

億４,０９９万円、支出合計で５億４,５７６万６,０００円、などの説明がありまし

た。 

 委員から、給水収益の状況は、との質疑に、執行部から、平成３０年度当初の見込み

で、６億６,４００万円程度で、ほぼ微増というところで、給水戸数も微増であり、節

水意識の高まりはあると思われる、との答弁でありました。 

 委員から、水道事業費用の特別損失とは何か、との質疑に、執行部から、漏水等の場

合の減免措置の損失である、との答弁でありました。 

 委員から、加入金と営業外収益とは何か、との質疑に、執行部から、加入金について

は、新設の場合の加入金で、２５０件分で１戸当たり８万円に消費税を含んだところ

で、営業外収益の主なものは、現金収益を伴わない収益である、との答弁でありまし

た。 

 委員から、水道の本管から個人宅に引く際のメーターは市の所有か。また、個人負担

額は、との質疑に、執行部から、メーターは市が貸し付けている。また、口径により加

入金が変わってくる、との答弁でありました。 

 委員から、立願寺にある貯水タンクは利用しているのか、との質疑に、執行部から、

現在も稼働中であり、環境整備は委託業者にお願いしているが、確認もしていきたい、

との答弁でした。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第１７号については、原案どおり

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１８号平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算についてであります。 

 執行部から、収益的収入及び支出で、収入の公共下水道事業収益は１６億５,９０８

万３,０００円、支出の公共下水道事業費用は１６億４,３６４万６,０００円、資本的

収入及び支出で、収入の資本的収入は５億４,８１６万４,０００円、支出の資本的支出

で１１億９９７万７,０００円などの説明がありました。 

 委員から、雨水に関して、玉名中学校通りの冠水について、雨水管はどのあたりまで

来ているのか、との質疑に、執行部から、玉名中学校通りには雨水管は入っていない、

との答弁でありました。 

 委員から、処理場経費の委託料で、玉名市の浄化センターの委託料は、との質疑に、

執行部から、１億１,５０２万円である、との答弁でありました。 

 委員から、下水道に関して都市計画税を払っているが、地域によって違うのはおかし

いと思うが、との意見に、執行部から、下水道処理区域には玉名処理区と岱明処理区が

あり、岱明処理区に関しては合併以前から受益者負担金を建設財源として事業認可をと
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っている。一方、玉名処理区は下水道の使用料を建設財源として事業認可をとっている

ため、認可を見通し統一するのは難しい、との答弁でありました。 

 委員から、おのおの処理区域における負担の違いがあるかなど、合併して１０数年経

過しているので、不公正が出ないように積算を示してほしいとの要望でした。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第１８号については、原案どおり

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１９号平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算についてでありま

す。 

 執行部から、収益的収入支出で、収入の農集事業収益は４億７９４万１,０００円、

支出の農集事業費用は４億７６４万１,０００円、資本的収入及び支出の収入で資本的

収入は１億３,７０４万４,０００円、支出の資本的支出は３億１,０４７万４,０００円

である、との説明がありました。 

 委員から、事業予算収益に対して使用料が少ないので受益者数が非常に少ないように

思えるが、利用率は、との質疑に、執行部から、平成２９年度の利用率で、天水で５

１.６％、横島が７４％である、との答弁でありました。 

 委員から、その利用率で使用料が約８,１００万円ならほとんど補助金に頼っている

状態で旧玉名市と金額の差があるように思われるが、との質疑に、執行部から、公共下

水道事業で、上水道を使用している場合、使用水量で使用料が変わるので明確に比較は

できないが、上水道がない４人家族の場合で４,２６１円、農業集落排水事業で、同じ

く４人家族で４,２１６円でほぼ同額である、との答弁でありました。 

 委員から、利用率において横島・天水地区における利用率を向上させるような計画を

立てて委員会に提出するようにと要望がありました。 

 委員から、真空弁の設置は何年ごとに行なっているのか、との質疑に、執行部から、

１５年から２０年で取りかえている、との答弁でありました。 

 委員から、処理場機能診断はどういったところに依頼するのか、との質疑に、執行部

から、委託業務については、熊本県の土地改良事業団体連合会に依頼している、との答

弁でありました。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第１９号については、原案どおり

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２１号玉名市企業立地促進条例の制定についてであります。 

 執行部から、本市における企業の立地を促進するための奨励措置の内容を拡充するた

め、条例の整備を図るもので、新たな業種や小規模な企業を視野においたものである、

との説明がありました。 

 委員から、この条例は玉名市独自の内容があるのか、との質疑に、執行部から、今回
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の改正は玉名市工場等設置奨励条例を全部改正したもので、熊本地震の際に県外に出て

いく事例もあり、とどめ置きに力を入れた結果である、との答弁でありました。 

 委員から、同じような事例を他市で行なわれた場合の対策は、との質疑に、執行部か

ら、こうした優遇措置は熊本県下ほとんどの自治体があるが、奨励金の額に関してはよ

いほうと思われ、他県より県内にとの考えのもと誘致に努めていく、との答弁でありま

した。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第２１号については、原案どおり

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第３０号市道路線の認定についてであります。 

 執行部から、道路法の規定により議会の議決を求めるもので、新たに３路線で県道玉

名立花線の拡幅工事に伴うもので、工事に先立ち一部を市道へ引き継ぐものである、と

の説明がありました。 

 委員から、県道の玉名立花線が変わるので、残った部分を市道にするということか、

との質疑に、執行部から、そのとおりである、との答弁でありました。 

 審査を終了し、討議・討論はなく、採決の結果、議第３０号については、原案どおり

全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 その他について委員から、工事発注から工事までの期間において、工事看板で予告看

板を立てるなど、住民に不便をかけないようにしてほしい、との要望があっておりま

す。 

 また、執行部から、産業用地開発支援事業についての説明があり、民間事業者による

工業団地の造成を募り、それに対して奨励措置を行ない、民間が開発した土地を市が販

売の手伝いを行なうこととし、市が工業団地を抱えるよりはるかに少ない経費で行なえ

る、との説明がありました。 

 また、所管の観光施設について、玉名市公共施設等総合管理計画等から、今後３１年

度から民営化について具体的に検討していきたいとの説明がありました。 

 最後に、建設経済委員会において、重点事項として「道の駅構想」について、県内外

の道の駅の行政視察や玉名市の指定管理等の物産販売所等の関係団体との意見交換会、

調査研究を行なってきましたが、不十分であるとの結論で、今後も継続して調査研究を

行なうことになりました。 

 以上で、建設経済委員長の報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午前１１時０６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午前１１時２４分 開議 



 － 225 －

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開き、委員長報告を行ないます。 

 文教厚生委員長 德村登志郎君。 

［文教厚生委員長 德村登志郎君 登壇］ 

○文教厚生委員長（德村登志郎君） 今期、文教厚生委員会に付託されました議案１１

件、継続審査としておりました陳情５件について、審査の経過と結果を報告いたしま

す。 

 初めに、議第２号平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号）中、付託分につい

てであります。 

 ３款民生費は３億３,４１４万５,０００円の減額で、岱明ふれあい健康センター工事

請負費、保育所等整備事業補助金の減、４款衛生費は６０６万４,０００円の減額で、

公立玉名中央病院事業負担金の追加と浄化槽設置整備事業補助金の決算見込みによる

減、１０款教育費は２億３,１８８万５,０００円の減額で、くまもと県北病院文化財発

掘調査事業における調査面積の縮小に伴う減、玉陵中学校区における学校規模適正化事

業で、玉名小学校解体工事費の入札残などを減額するものであります。 

 まず、委員から、３款１項１目社会福祉総務費中、住宅確保給付金事業について、平

成３０年度は１人ということで、事業の利用者が少ないと思うが、実際、必要とされて

いる方への周知はどうしているのか、との質疑があり、執行部から、広報たまなにも掲

載しているが、本当に困っている方は、広報紙を見る前に相談に来られるので、その都

度、慎重にお話を伺って支給している。この法律自体が、もともと都会向けにつくって

あり、どちらかというと制度としてはあるが、本市においては、実際には動いてない状

況である、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款１項３目老人福祉費中、介護予防拠点整備事業補助金につい

て、減額の主な理由は、との質疑があり、執行部から、当初予算は新築で計上していた

が、実際は新築ではなく改修であったため、その分の減額である、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款１項５目福祉センター費中、工事請負費について、岱明ふれあ

い健康センターの照明、空調の入れかえで７,０００万円ほどの減額とのことだが、減

額された分は、平成３１年度に工事をされるのか、との質疑があり、執行部から、外壁

工事等延期した分は平成３２年度実施する予定となっている、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款２項４目保育所費中、報酬について、説明では短時間勤務の職

員がふえたとのことであるが、保育園の運営は、短時間勤務の職員での対応で問題等は

発生していないのか、との質疑があり、執行部から、できればフルタイムで働いてもら

うのが理想であるが、雇用される側の都合により、短時間勤務で午前中のみ、午後のみ

等の雇用パターンが多かった。短時間勤務であいた部分に、こちらからお願いして短時

間勤務で雇用したというケースもある、との答弁でした。これに関連して委員から、昨
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年度の当初から、公立の保育士の時給、給料を上げて１年が経過した中で、フルタイム

の職員はある程度確保できたのか、との質疑に、執行部から、十分に確保できていない

状況である。平成３１年度の入所申し込みの利用予定、入所決定の状況についても保育

士が不足している関係で、公立が４園のうち２園が定員に満たない状況である、との答

弁でした。さらに、委員から、保育所等整備事業補助金が７,７００万円減額である

が、事業が遅れたことによるものなのか、事業自体の費用がかからなかったということ

なのか、との質疑があり、執行部から、園側のほうで改修内容を再検討された結果、減

額になった、との答弁でした。続けて、委員から、当初予算の３分の２が減額となった

のは、どういう内容なのか、との質疑があり、執行部から、事業の大幅な見直しによる

もので、事業そのものが圧縮されたということである。また、このことにより事業その

ものが遅れ、今回の繰越し計上となっている、との答弁でした。これに関連して委員か

ら、このような整備費用について、国の補助割合は、との質疑があり、執行部から、国

が２分の１、市が４分の１､事業主負担が４分の１である、との答弁でした。 

 次に、委員から、１０款２項２目教育振興費中、水俣に学ぶ肥後っ子教室補助金につ

いての減額は、児童数が減っての減額なのか、との質疑があり、執行部から、基本的に

は全員参加であるが、いろいろな要因により事業費そのものが安価にすんだということ

で考えていただきたい、との答弁でした。続けて、委員から、水俣に学ぶということ

で、子どもたちにとってもいい勉強になるので、なるべく欠席者が出ないよう、風邪な

ど病気のはやらない時期に実施してほしい、との要望がありました。 

 次に、委員から、１０款２項３目学校建設費中、借上料の減額の内容は、との質疑が

あり、執行部から、築山小学校のプレハブ校舎を次年度も借り上げる予定であり、解体

の必要がなく、例年借上料に含めている解体工事費が不要となるため、不要となった解

体工事費を減額するものである、との答弁でした。 

次に、委員から、１０款５項４目文化財保護費について、発掘調査があとから追加

されることもあるのか、との質疑に、執行部から、くまもと県北病院の建物を建てる部

分については、調査が完了しており、このあと新たな計画がない限り、これで終了であ

る、との答弁でした。続けて、委員から、駐車場は、発掘調査の対象ではないのか、と

の質疑に、執行部から、工法等により調査が必要な場合もあるが、今回は必要なかっ

た、との答弁でした。これに関連して委員から、発掘費用の減額ということで、工期も

短くなり、病院建設事業も早まったのか、との質疑に、工期自体は変わらない、との答

弁でした。 

 次に、委員から、１０款６項５目体育施設管理費について、委託料増額の詳細は、と

の質疑があり、執行部から、指定管理者については、平成２９年度から契約しており２

年目であるが、平成３０年度の委託契約の上ではわかっていなかったが、法改正に伴う
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法定の特殊建築物点検を行なう必要があったため、協議を行ない補てんすることとし

た、との答弁でした。 

 次に、委員から、繰越明許費補正中、小中学校空調設備整備事業について、玉名市は

先行して事業を行なってきたと思うが、国からの補助についての状況と補助率は、との

質疑があり、執行部から、平成２９年度にすべての小中学校の普通教室に空調設備を導

入したが、国の補助を使っている。今回の補正については、国の第１次補正ということ

で使用頻度の高いすべての小中学校の特別教室に導入することとしている。補助金とし

ては、同じものを使っている。補助率は３分の１である、との答弁でした。これに関連

して委員から、体育館への空調設備は考えているのか、との質疑があり、執行部から、

小中学校の体育館への空調設備導入については、現在のところ検討していない、との答

弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２号中付託分については、原案のとおり、全

員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第３号平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）に

ついてであります。 

 歳入歳出それぞれ１億３,１４５万４,０００円を追加。主な内容は、歳出の１款総務

費は人件費の減額、２款保険給付費は決算見込みによる追加とこれに伴う歳入の調整で

あります。 

 本件に関しては、特に質疑もなく審査を終了し、採決の結果、議第３号については、

原案のとおり、全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第４号平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 

 歳入歳出それぞれ９４１万１,０００円を減額。主な内容は、歳出の２款後期高齢者

医療広域連合納付金の決算見込みによる減とこれに伴う歳入の調整であります。 

 まず、委員から、後期高齢者医療広域連合の納付金について、広域連合ができた平成

２０年度当初から、これまで上昇しているのか、との質疑があり、執行部から、平成２

０年度と平成３１年度を比較して１億１,６６３万２,０００円上昇している、との答弁

でした。 

 次に、委員から、滞納繰越分が６８万３,０００円とあるが、年金からの天引きでは

ないのか、との質疑があり、執行部から、保険料の納付は、年金からの天引きである特

別徴収と年金からの徴収ができない普通徴収の２種類あるが、特別徴収は、年金が年額

１８万円以上などの条件がある、との答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第４号については、原案のとおり全員異議なく

可決すべきものと決しました。 
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 次に、議第５号平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

てであります。 

 歳入歳出それぞれ１億３,２３３万７,０００円を減額。主な内容は、歳出の２款保険

給付費の決算見込みによる減額と、これに伴う歳入の調整などであります。 

 まず、委員から、居宅介護サービス給付費が１億６,０００万円ほど増額となってい

るが、在宅で介護を受けられる方、自宅への訪問介護を受ける方がふえているというこ

となのか、との質疑があり、執行部から、訪問介護も含めて、在宅に対するサービスの

給付費になる。この補正予算は、第７期介護保険事業計画の給付見込みにより計上して

いたが、居宅介護サービスが実際のところ見込みよりふえたということである、との答

弁でした。 

 次に、委員から、地域密着型介護サービスを受けられる施設は、どのような施設を指

すのか、との質疑があり、執行部から、グループホーム、小規模多機能施設、２９人以

下の特別養護老人ホームのことである、との答弁でした。これに関して委員から、この

地域密着型介護サービス給付費が３億円程度減額となっているが、利用者が減っている

ということなのか、との質疑があり、執行部から、第７期介護保険事業計画で、小規模

多機能事業所を開所する予定であったが、昨年公募したところ応募がなかったことで開

所していない。当初の見込みと比較して、実績がなかったということである、との答弁

でした。 

 次に、委員から、ケアマネージャーが、市に電動車いす等を申請される際に、実際の

利用者が本当に必要としているのかの確認は行なっているのか、との質疑があり、執行

部から、書類でのチェックのみで確認している。住宅改修、福祉用具、福祉貸与につい

ては、理学療法士による点検・チェックを今後、行なっていく予定である、との答弁で

した。 

 次に、委員から、書類での確認はされていると思うが、不正に申請される可能性もあ

るので、本当に必要とされているのかの確認、チェック機能の強化が必要と考える。申

請が上がったときに、申請者宅を訪問するなど、必要な方に必要なサービスが提供でき

るよう努めていただきたい、との要望がありました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第５号については、原案のとおり、全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１１号平成３１年度玉名市一般会計予算中、付託分についてであります。 

 歳入歳出予算の総額を３４２億８００万円とするもので、これは前年度に比べ６.

３％、２０億４,２００万円の増であります。 

 ３款民生費は、対前年度比４.０％増の１２６億８,５６５万１,０００円を計上、主

な内容は、障害者介護給付・訓練等給付事業１５億７００万円、私立保育園運営費負担
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金１６億７,６４５万９,０００円などであります。 

 ４款衛生費は、対前年度比１５.８％増の２４億２,１１５万２,０００円を計上。主

な内容は、くまもと県北病院機構運営費負担金５億６,９４７万９,０００円、予防接種

事業２億１,１７２万５,０００円などであります。 

 １０款教育費は、対前年度比２９.１％減の２０億５,３２０万８,０００円を計上。

主な内容は、玉陵小学校７台、大浜小学校１台の小学校スクールバス運行事業委託料

５,１９８万７,０００円、学校規模適正化事業、玉陵中学校区、梅林小学校ほか４小学

校のプール解体費など３,２１５万４,０００円、玉名中学校屋内運動場及び技術棟設計

業務２,９８２万９,０００円、来年２月に開催を予定しておりますいちごマラソン大会

にフルマラソンコースを増設する経費を含めた２,２８２万４,０００円などでありま

す。 

 まず、委員から、３款１項２目障害福祉費中、扶助費について、重度心身障害者医療

給付費と障害児通所給付事業とあるが、現在、利用者何人いるのか、との質疑があり、

執行部から、平成２９年度、重度心身障害者医療給付費のサービスを受給されている方

の受給者数が１,８３０人である。件数については２万６,１１４回である。また、障害

児通所給付事業を利用されている方の人数は、平成２９年度の実績で１２９人、延べ

２,５４９回である、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款１項３目老人福祉費中、扶助費の家族介護慰労事業について、

利用者何人か。また、慰労金の額が１人当たり年額１０万円とのことだが、国で定めら

れた金額なのか、との質疑に、執行部から、平成３０年度は６人である。また、１人当

たりの年額は、国で定められた金額ではなく、自治体で決めている、との答弁でした。

これに関連して委員から、慰労金の額を上げることは考えていないのか、との質疑があ

り、執行部から、介護慰労金を上げていくことによって、無理をしてでも在宅でみよう

とされる方がもしかしたらいらっしゃるかもしれないので、そういうことがないよう

に、必要であれば入所という形ができるような形での金額を想定している、との答弁で

した。さらに、委員から、慰労金の額が年間の１０万円というのは、月に１万円もない

ような状況である。家族の方が自宅でみてくれるのは助かることなので、できれば額を

ふやして介護給付費を使わなくていいようにお願いしたい、との要望に対し、執行部か

ら、在宅であっても、サービスを使っていただくことによって、在宅で安心して暮らせ

るという体制をつくっていきたいと考えているので、要介護４、５になるとサービス支

給限度額が上がることから、介護サービスを活用しながら、必要であれば施設等も考え

ていただいて、介護をしていただきたいと考えている、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款２項１目児童福祉総務費について、学童保育の利用者数はどう

いう状況か、との質疑があり、執行部から、現在６１７人の児童が利用中であり、長期
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休暇のみの利用が６０人程度である。４月からは１８クラブで定員６４３人に対し、６

７０人の利用が予定されている。定員は超えているが、規定の子ども１人当たり１.６

５平方メートルは満たしているため、今のところまだ余裕がある状況である、との答弁

でした。これに関連して委員から、送迎、補助はあるのか、との質疑があり、執行部か

ら、２カ所は送迎を行なっている。また、料金は利用者から徴収しており補助はしてい

ない、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款２項３目ひとり親福祉費について、ひとり親の実態は、との質

疑があり、執行部から、平成２７年度が６６９人、平成２８年度が６７０人、平成２９

年度が６３２人、平成３０年度が６３０人である、との答弁でした。 

 続けて、委員から、１９節ひとり親家庭・寡婦福祉連合会補助金について、どのよう

なことをされているのか、との質疑があり、執行部から、現在５０人ほどの会員がおら

れ、会員数は年々減少傾向にあるが、ふれあい旅行、クリスマス交流会、相談等が行な

われている、との答弁でした。さらに、委員から、２０節扶助費の母子家庭等高等職業

訓練促進給付金について、これを活用されて、どれぐらいの方が就業に結びついたの

か、との質疑があり、執行部から、平成３１年度１１人分を予算計上している。平成３

０年度は、１６人が就業に結びついており、例年、就業率は１００％である、との答弁

でした。 

 次に、委員から、３款２項４目保育所費１９節中、地域型保育給付費負担金につい

て、２園が新設されるとのことであるが、児童数とスタッフ数は、との質疑があり、執

行部から４月に１カ所開設予定であり、定員がゼロ歳から２歳までで１２人であるが、

実際１１人が入所し、保育士が４人配置される予定である。もう１園は、定員１０人で

現在準備中であり、施設を整備して秋ごろに開設予定である、との答弁でした。続け

て、委員から、これらの取り組みにより、待機児童の解消は見込めるのか、との質疑が

あり、執行部から、現在、待機児童は３３人で、昨年度が３１人であったので微増して

いる。秋に開設予定の地域型保育所で１０人は改善できるが、待機児童は今後ふえるこ

とが予想される。この地域型保育所は他の事業所からも相談があっており、随時認可を

行ない、待機児童の解消に努めたいと考えている、との答弁でした。 

 次に、委員から、３款４項２目熊本地震被災者支援費１９節中、転居費用補助金につ

いて、被災された方がどれぐらい転居されているのか、との質疑があり、執行部から、

みなし仮設に住まれていた方が３１世帯あり、建設、購入、賃貸に住み続けるといった

形で、再建を済ませたのが１７世帯、残りが１４世帯となっている、との答弁でした。 

 続けて、委員から、みなし仮設は平成３１年で終わると思うが、今後どうなるのか、

との質疑があり、執行部から、残りの１４世帯については、賃貸住宅３者契約により県

から補助を得て住んでおられるが、みなし仮設期間が終わった段階で賃貸住宅も２者契



 － 231 －

約となり、補助は終了する、との答弁でした。 

 次に、委員から、４款１項１目保健衛生総務費について、前年度に比べ大幅に上がっ

ている要因は、との質疑があり、執行部から中央病院への事業負担金が平成３０年度に

比べ、大幅にふえたことによるものである。これは、地域医療センターと合併したこと

により、普通交付税の算定基礎が変わったためである、との答弁でした。 

 次に、委員から、１０款１項２目事務局費中、報酬について、ＡＬＴが７人とのこと

だが、本市の生徒数に対して適正なのか、との質疑があり、執行部から、ＡＬＴに対す

る基準等は特に設けていない。それぞれの自治体の外国語教育・国際化に対する施策と

いうことで、玉名市でも少しずつふやしてきており、財政状況も勘案しながら人数の調

整を行なっている。また、他の近隣自治体と比較して極端に多い、少ないはないと考え

ている、との答弁でした。これに関連して委員から、ＡＬＴの生活費は、との質疑があ

り、執行部から、アパートをそれぞれ借り上げているが、家賃の半額を補助している。

アパートに置いている備品は市が準備したものであるため、老朽化の場合は市で取りか

えるといった対応をしている、との答弁でした。続いて、委員から、学校給食食物アレ

ルギー対応検討委員会について、これに係る児童・生徒はどれくらいいるのか。また、

事故等は起こっていないのか、との質疑があり、執行部から、中央給食センター管内で

３０人、今年度卒業生は該当者なし、次年度の新１年生が６人、解除が３人である。ま

た、事故等については、アレルギーに関しては起こっていない、との答弁でした。さら

に、委員から、スクールバス運行委託料について、３１年度の状況は、との質疑があ

り、執行部から、プロポーザルにより、玉陵小学校と大浜小学校の２本に分けて実施し

ている。玉陵小学校は今までのところが、大浜小学校は地元の業者が交渉第一候補とし

て決定している、との答弁でした。 

 次に、委員から、１０款１項４目学校給食センター費中、燃料費は入札を行なってい

るのか、との質疑があり、執行部から、玉名市内のガソリンスタンドに偏りがないよ

う、施設ごとに決められており、そこから購入しているため、入札は行なっていない、

との答弁でした。 

 次に、委員から、１０款５項２目公民館費中、各公民館の光熱水費の内訳は、との質

疑があり、執行部から、玉名市中央公民館が７３１万９,０００円、岱明公民館が１３

１万６,０００円、横島公民館が４２０万円、天水公民館が３５３万７,０００円である

が、それぞれ施設の形態が複合施設もあれば公民館単位もあるため、一概に比較はでき

ない、との答弁でした。続けて、委員から、自治公民館施設整備費補助金の額が少ない

ようだが内訳は、との質疑があり、執行部から、見込みとして新築が１件、増改築が１

件、修繕が５件、合計７件であるが、現状、修繕で３件の相談があっている、との答弁

でした。 
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 次に、委員から、１０款５項３目図書館費中、消耗品費が高額な理由は、との質疑が

あり、執行部から、図書資料購入のための予算である、との答弁でした。 

 次に、委員から、１０款５項４目文化財保護費中、市内遺跡試掘確認調査事業につい

て、平成３１年度の試掘調査の予定は、との質疑があり、執行部から、官民各開発事業

に伴い、必要なものについて試掘調査を行なうが、現段階でどの場所でどういった開発

がなされるか、はっきりと把握していない。開発等の相談に来られた際に、その都度、

事前の試掘調査が必要なものについて実施している、との答弁でした。続けて、委員か

ら、石貫小学校を文化施設にとの計画は、との質疑があり、執行部から、委託料に計上

している。文化財保護活用施設整備事業ということで、基本計画の策定費用として予算

計上をしている。石貫小学校を展示スペースも含めた、文化財の埋蔵施設などを保管す

るような施設として考えている。施設自体の整備事業については、平成３１年度に計画

を立て、計画が了承されてから施設整備費を計上したいと考えている、との答弁でし

た。 

 次に、委員から、１０款６項１目保健体育総務費１９節中、いちごマラソン大会補助

金について、前年度から比較すると１,９００万円ほど増額となっているが、内訳は、

との質疑があり、執行部から、報償費３９０万円、のぼり・スタッフジャンパー等の消

耗品費２３０万円、エイドステーション等の食糧費４２０万円、看板の増設などの印刷

製本費１００万円、通知等の発送に伴う切手代である通信運搬費１２０万円、記録の計

測・距離の計測・会場設営・警備費等で１,４００万円、仮設トイレ・送迎用のシャト

ルバスの借上料３７０万円、主な項目はこのようになっている、との答弁でした。さら

に、委員から、今までいちごマラソンに６,０００人の参加、平成３１年度フルマラソ

ンで２,０００人の追加。６,０００に対して３００万円の補助金でできていたものが、

２,０００人ふえただけで、なぜ１,９００万円も増額となるのか、との質疑があり、執

行部から、経費を合計すると３,０００万円を超えるが、これに参加料で１,３００万円

程度の収入を見込んでいる。新たにフルマラソンを開催することで、記録の計測・距離

の計測・警備等の費用は必ず必要となってくる、との答弁でした。 

 次に、委員から、１０款６項５目体育施設管理費中、委託料について、指定管理者の

自主事業の実績は、との質疑があり、執行部から、かけっこ教室、体操教室、野外活動

等、１０数教室新たに自主事業として開催されている、との答弁でした。 

 そのほか、玉名第１保育所の仮園舎、児童虐待・ＤＶの状況、いじめ・不登校の状

況、タブレット端末の導入、部活動の社会体育への移行、金栗体操の活用方法、社会体

育施設の整備について、質疑がなされました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１１号中付託分については、原案のとおり全

員異議なく可決すべきものと決しました。 
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 次に、議第１２号平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算についてであり

ます。 

 歳入歳出の総額を９１億３１８万１,０００円とするもので、これは前年度に比べ８,

６４０万２,０００円の減、率にして０.９％の減であります。 

 まず、委員から、国民健康保険の加入者数と内訳は、との質疑があり、執行部から、

平成３１年２月末現在で、１万１１０世帯、１万７,５４４人である。総数のうち、未

就学児が５６１人、前期高齢者が７,４１３人、７０歳以上が３,３５４人である、との

答弁でした。 

 次に、委員から、年々高齢者の割合がふえているのか、との質疑があり、執行部か

ら、年齢階層別保険者数を見ると、未就学児と７歳から６４歳までが減少傾向にあるの

に対し、６５歳から７４歳の前期高齢者がほぼ横ばい状態で推移している、との答弁で

した。 

 次に、委員から、国民健康保険税の減は、所得の減少によるものとのことであるが、

６４歳以下の人口が減って、年金生活者がふえていることが要因なのか、との質疑があ

り、執行部から、予算の比較で税収が大きく減少しているのは、被保険者数が減少して

いることも要因の一つであるが、大きな要因としては、国民健康保険の加入者の所得の

中で、大きなウエイトを占める農業所得を全体で、平成３０年度は４３億円と見込んだ

が、平成３１年度は平成３０年度の実績額３１億円で見込んだため、大きく減少するこ

ととなった、との答弁でした。 

 次に、委員から、滞納については、時効があるのか、との質疑があり、執行部から、

地方税の徴収権は５年間行使しないと時効により消滅する。滞納処分、債務の承認など

があれば、時効の中断となる、との答弁でした。 

 次に、委員から、滞納件数はどうなっているか、との質疑があり、執行部から、平成

２９年度の国民健康保険税滞納件数の実績は、現年と滞納繰越を合わせて２,８１１

件、国保加入者の２７％である。また、平成３１年２月末の国民健康保険税の滞納件数

は２,１５７件である、との答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１２号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１３号平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算についてでありま

す。 

 歳入歳出の総額を８億９,２０６万２,０００円とするもので、これは前年度に比べ２

１２万７,０００円の減、率にして０.２％の減であります。 

 委員から、一般管理費に時間外勤務手当６０万円計上してあるが、時間外に勤務する

ことが当初予算の時点でわかるのか、との質疑があり、執行部から、繁忙期があり、保
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険証、納付書等の発送の時期は、時間外勤務が発生することから、これまでの実績によ

り予算化している、との答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１３号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第１４号平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算についてでありま

す。 

 歳入歳出の総額を７６億６,９８１万円とするもので、前年度に比べ６,４６０万４,

０００円の増、率にして０.８％の増であります。 

 まず、委員から、保険者機能強化推進交付金について、いろんな事業に取り組めば、

国から交付金が今後増額などなされるのか、との質疑があり、執行部から、この事業

は、平成３０年度から始まった事業で、国が示す６１項目について、実際の業務の中で

実施しているかを評価される。自己採点ができる項目は５５２点満点で、点数に応じて

交付金が分配される。平成３０年度、本市では４５５点獲得しており、交付金は県内で

８番目であった。住宅改修の訪問、福祉用具の購入も適正事業に含まれているため、こ

れらに取り組めば点数も上がり増額も見込める、との答弁でした。 

 次に、委員から、地域密着型介護サービス給付金について、前年比が１億５,０００

万円ほど増額であるが、議第５号との関連はあるのか、との質疑があり、執行部から、

議第５号との関連ではなく、第７期介護保険事業計画の給付計画に基づいて当初予算に

計上しているため、サービスごとの増減は出てくる、との答弁でした。 

 次に、委員から、地域密着型の施設は本市では足りているのか、との質疑があり、執

行部から、平成２８年に調査したときは、３０人ぐらい施設入所の待機があった、その

後、地域密着型の特別養護老人ホームが立ち上がっており、今のところ足りていると考

えている。小規模多機能事業所については、認知症がふえていくときには、サービスが

柔軟に使えていい施設であることから、今後必要であると考えている、との答弁でし

た。 

 最後に、委員から、施設が乱立すれば、高齢者が減少していくときに、建物が問題に

なることも想定されるので、今後の推移を見ながら対応してほしい、との要望がありま

した。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第１４号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２０号玉名市学校教育施設整備基金条例の制定についてであります。 

 これは、本市の学校教育施設の整備に要する経費の財源に充てるための基金を設置す

るため、条例を制定するもので、内容としては、有償譲渡を予定している梅林小学校、

小田小学校等の跡地については、処分に当たり文部科学大臣の承認が必要となり、その
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承認の要件として、学校教育施設の整備費用に充てることのみを目的とする基金が必要

となることから、条例を制定し、基金を設置するものであります。 

 委員から、国庫補助金の返納部分が残っているとのことだが、何校ぐらい残っている

のか、との質疑があり、執行部から、すべての学校に少なからず残っているが、今回の

プロポーザルで候補者が決まった旧小田小学校について例を挙げると、教室、倉庫等で

該当する部分があり、試算では１６０万円ほどの基金積み立てを行なう必要がある。ま

た、校舎屋上に設置の太陽光発電に関しては、設置から１０年未満であり、国庫への返

納が１２万円程度必要である、との答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２０号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２６号玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてであります。 

 これは、熊本県学校職員の給与改定に準じて、臨時教員の給与を改定するため、条例

の整備を図るもので、内容としては、臨時教員の給与月額を平均で０.６％引き上げる

改定を行なうものです。 

 本件に関しては、特に質疑もなく、審査を終了し、採決の結果、議第２６号について

は、原案のとおり全員異議なく可決すべきものと決しました。 

 次に、議第２７号玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。 

 これは、玉名市教育振興基金の見直しに伴い、条例の整備を図るもので、内容として

は、高等学校に在学する者に対する学資金給付事業の財源について、これまでの基金の

運用益金による方法から、現資金の処分も可能となるような方法に変更するため、規定

の整備を行なうものであります。 

 委員から、原資を取り崩すとのことだが、どれくらい取り崩すのか、との質疑があ

り、執行部から、現状、年に４名程度選考を行ない給付している。今後は、年に５名程

度で給付を続けたいと考えている。利子以外は原資を取り崩すこととなるので、今の試

算ではあと４２年は基金の活用ができると考えている、との答弁でした。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、議第２７号については、原案のとおり全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

 次に、継続審査としておりました平成３０年陳第４号安全・安心の医療・介護の実現

と夜勤交替制労働の改善を求める意見書の提出に関する陳情についてであります。 

 本件について、委員から、医療・介護に関しては必要不可欠な部分ではあるが、市議

会として意見書を出すことが適切なのか疑問視される部分もある。政府のほうも検討を

されていることから、政府の動きを見守る必要があり、継続の必要はないのではないか
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との意見があり、挙手による採決の結果、平成３０年陳第４号については、賛成なしで

不採択とすべきものと決しました。 

 次に、継続審査としておりました平成３０年陳第５号介護労働者の労働環境及び処遇

の改善を求める意見書の提出に関する陳情についてであります。 

 本件について、委員から、介護労働者の労働環境及び処遇改善についても重要な部分

ではあるが、市議会として意見書を出すことが適切なのか疑問視される部分もある。政

府の動向を見守るということでいいのではないかとの意見があり、挙手による採決の結

果、平成３０年陳第５号については、賛成なしで不採択とすべきものと決しました。 

 次に、継続審査としておりました平成３０年陳第６号医師養成定員を減らす政府方針

の見直しを求める意見書の提出に関する陳情についてであります。 

 本件について、委員から、全国の医師数については、先日、報道でもなされ、全国的

には少ないのかもしれないが、熊本県では医師の人数は全国でも上位であるとのこと

で、市議会として意見書を出すことが適切なのかと考える。あとは委員それぞれの判断

で、採決をお願いしたいとの意見があり、挙手による採決の結果、平成３０年陳第６号

については、賛成なしで不採択とすべきものと決しました。 

 次に、継続審査としておりました平成３０年陳第７号看護師の全国を適用地域とした

特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に関する陳情についてであります。 

 本件について、委員から、前回からの継続審査期間中の委員それぞれの熟考の結果で

判断してほしいとの意見があり、挙手による採決の結果、平成３０年陳第７号について

は、賛成なしで不採択とすべきものと決しました。 

 次に、継続審査としておりました平成３０年陳第８号介護従事者の全国を適用地域と

した特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に関する陳情についてであります。 

 本件については、委員から、前回からの継続審査期間中の委員それぞれの熟考の結果

で判断してほしいとの意見があり、挙手による採決の結果、平成３０年陳第８号につい

ては、賛成なしで不採択とすべきものと決しました。 

 以上で、今期、文教厚生委員会に付託されました案件の審査報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

議事の都合により、午後１時１０分まで休憩いたします。 

午後 ０時０５分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 １時１０分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第２ 質疑・議員間討議・討論・採決 
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○議長（中尾嘉男君） 日程第２、「質疑・議員間討議・討論・採決」を行ないます。 

 これより、質疑に入ります。ただいままでの各委員長の報告について、質疑はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより、議員間討議に入ります。 

 議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 議員間討議なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

１８番 前田正治君。 

［１８番 前田正治君 登壇］ 

○１８番（前田正治君） こんにちは。日本共産党の前田正治です。 

 私は、今議会に提案してあります議案の中で、議第１１号平成３１年度玉名市一般会

計予算について、反対をいたします。 

 平成３１年度一般会計予算には、玉名市に住民票があれば、来年４月から住民票や戸

籍謄本、印鑑証明書や税証明書などの各種証明書が全国のコンビニで取得できるその施

策として、住民基本台帳システム改修費など、３,３４７万円が予算化してあります。

実際に、コンビニで証明書を取得するには、マイナンバーカードが必要となります。マ

イナンバーカード発行率は１月３１日現在で７.６％であります。運用開始になると、

土・日、休日や平日でも朝６時半から２３時の間はコンビニで発行できるために、市民

の利便性が向上する面、これは否定できません。 

また、他の市町村では、コンビニ交付の手数料は役所窓口交付より１００円ほど安

く設定しているところもあるようであります。ところが、機材、メンテナンスやリース

費用などで年間約８００万円の維持管理費用が発生いたします。８００万円の費用をか

ける割には利用者が限定され、ましてや日常的に同一人物において、各種証明書を必要

とすることが頻繁に起きるでありましょうか。 

また、各種証明書をコンビニで交付することで、マイナンバーカード取得者が増加

するとは思えません。各種証明書コンビニ交付による手数料の収入、毎年の維持管理費

用などを考えれば、コンビニ交付における行政の事務削減効果は全く期待できません。

行財政改革の一環として考えれば、コンビニ交付が役所窓口交付の合理化廃止に道を開

くことにもつながります。 

 したがって、このような予算を認めることには反対であります。 
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 次に、陳第４号安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見

書の提出に関する陳情。 

 陳第５号介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める意見書の提出に関する陳情 

 陳第６号医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書の提出に関する陳情 

 陳第７号看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に

関する陳情 

 陳第８号介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提

出に関する陳情 

 についてであります。文教厚生委員会ではすべて不採択という報告でありましたが、

私はすべて賛成をします。 

 今日、少子高齢化社会に突入した中で、医療や介護現場での人手不足が深刻な状況に

あることは周知のとおりで、その対策として外国人労働者の導入も検討されているとこ

ろであります。 

この５つの陳情は、医療や介護施設などで安全・安心な職員体制や医療、介護現場

で働く労働者の処遇改善確保を求めたものであります。議会としても国に意見を上げ、

国の責任としての改善を求めることが必要で、否決する理由はどこにもありません。私

は賛成をいたします。 

○議長（中尾嘉男君） 通告による討論は終わりましたが、ほかに、討論はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） これにて、討論を終結いたします。 

 これより、採決に入ります。 

 まず、予算議案の採決に入ります。 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算 

 以上、予算議案１件については異議がありますので、あとに譲り採決いたします。 

 議第２号 平成３０年度玉名市一般会計補正予算（第７号） 

 議第３号 平成３０年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第４号 平成３０年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 議第５号 平成３０年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 議第６号 平成３０年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 

 議第７号 平成３０年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計補正予算（第

４号） 

 議第８号 平成３０年度玉名市水道事業会計補正予算（第３号） 

 議第９号 平成３０年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 
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 議第１０号 平成３０年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 

 議第１２号 平成３１年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算 

 議第１３号 平成３１年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算 

 議第１４号 平成３１年度玉名市介護保険事業特別会計予算 

 議第１５号 平成３１年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算 

 議第１６号 平成３１年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会計予算 

 議第１７号 平成３１年度玉名市水道事業会計予算 

 議第１８号 平成３１年度玉名市公共下水道事業会計予算 

 議第１９号 平成３１年度玉名市農業集落排水事業会計予算 

以上、予算議案１７件について、一括して採決いたします。 

ただいま、採決に付しております議第２号から議第１０号まで、議第１２号から議

第１９号までの予算議案１７件に対する各委員長の報告は、いずれも可決であります。 

各委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第２号から議第１０号ま

で、議第１２号から議第１９号までの予算議案１７件については、いずれも原案のとお

り決定いたしました。 

 議第１１号 平成３１年度玉名市一般会計予算について、採決いたします。 

 本案は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま、採決に付しております議第１１号に対する各委員長の報告は、可決であり

ますが、異議があります。 

 各委員長の報告のとおり決定することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立多数であります。よって、議第１１号については、原案の

とおり決定いたしました。 

 続いて、条例議案の採決に入ります。 

 議第２０号 玉名市学校教育施設整備基金条例の制定について 

 議第２１号 玉名市企業立地促進条例の制定について 

 議第２２号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 議第２３号 玉名市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２４号 玉名市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

 議第２５号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
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一部を改正する条例の制定について 

 議第２６号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

 議第２７号 玉名市教育振興基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２８号 玉名市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 

 議第２９号 玉名市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

以上、条例議案１０件について、採決いたします。 

ただいま、採決に付しております議第２０号から議第２９号までの条例議案１０件

に対する各委員長の報告は、いずれも可決であります。 

各委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第２０号から議第２９号ま

での条例議案１０件については、いずれも原案のとおり決定いたしました。 

 続いて、その他の議案の採決に入ります。 

 議第３０号 市道路線の認定について 

 以上、議案１件について、採決いたします。ただいま、採決に付しております議第３

０号に対する委員長の報告は、可決であります。 

委員長の報告のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、議第３０号については、原案

のとおり決定いたしました。 

 続いて、陳情の採決に入ります。 

 採決は、１件ずつ行ないます。 

 平成３０年陳第４号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求め

る意見書の提出に関する陳情について、採決いたします。 

 本件は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま、採決に付しております平成３０年陳第４号に対する委員長の報告は不採択

でありますので、原案について採決いたします。 

 原案のとおり採択することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立少数であります。よって、平成３０年陳第４号については、

不採択とすることに決定いたしました。 

平成３０年陳第５号 介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める意見書の提出

に関する陳情について、採決いたします。 
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 本件は起立表決により採決いたします。 

 ただいま、採決に付しております平成３０年陳第５号に対する委員長の報告は不採択

でありますので、原案について採決いたします。 

 原案のとおり採択することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立少数であります。よって、平成３０年陳第５号については、

不採択とすることに決定いたしました。 

平成３０年陳第６号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書の提

出に関する陳情について、採決いたします。 

 本件は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま、採決に付しております平成３０年陳第６号に対する委員長の報告は不採択

でありますので、原案について採決いたします。 

 原案のとおり採択することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立少数であります。よって、平成３０年陳第６号については、

不採択とすることに決定いたしました。 

平成３０年陳第７号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める

意見書の提出に関する陳情について、採決いたします。 

 本件は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま、採決に付しております平成３０年陳第７号に対する委員長の報告は不採択

でありますので、原案について採決いたします。 

 原案のとおり採択することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立少数であります。よって、平成３０年陳第７号については、

不採択とすることに決定いたしました。 

平成３０年陳第８号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求

める意見書の提出に関する陳情について、採決いたします。 

 本件は、起立表決により採決いたします。 

 ただいま、採決に付しております平成３０年陳第８号に対する委員長の報告は不採択

でありますので、原案について採決いたします。 

 原案のとおり採択することに、賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（中尾嘉男君） 起立少数であります。よって、平成３０年陳第８号については、

不採択とすることに決定いたしました。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第３ 所管事務調査の結果報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第３、「所管事務調査の結果報告」を行ないます。 

 文教厚生委員長から、文教厚生委員会の所管事務のうち、議会基本条例第３１条第４

項に規定の重点調査項目に設定し、調査することとした事項について、調査報告書が提

出されました。 

 あわせて、その調査結果について委員長報告を行いたいとの申し出がありましたの

で、この際、これを許します。 

 お手元に配付しております所管事務調査報告書の朗読は、これを省略いたします。 

 なお、所管事務調査は、委員会の自主的かつ能動的な調査であり、その調査結果の報

告は参考までに行なわれるものであります。 

 よって、議会の議決の対象ではありませんので、念のため申し上げます。 

 委員長の報告を求めます。 

 文教厚生委員長 德村登志郎君。 

［文教厚生委員長 德村登志郎君 登壇］ 

○文教厚生委員長（德村登志郎君） 平成３０年第４回定例会において、議会基本条例

第３１条第４項に基づき、文教厚生委員会の重点調査項目として調査研究することとし

た調査事件について、報告いたします。 

 調査事項は、子育て支援に関すること。調査方法は、保育園児を持つ保護者との意見

交換会を行ない、そこでいただいた意見等をもとに当委員会で政策提言に向けた討議を

行なうこと。調査期間は平成３０年９月２７日から平成３１年３月１５日まででありま

す。 

 続いて、調査結果を報告いたします。 

 まず、平成３０年１１月２８日に保育園児を持つ保護者との意見交換会を行ない、保

育園児を持つ保護者の率直な意見等を伺っております。 

 次に、平成３０年１２月１９日に開催の文教厚生委員会において、先に開催した意見

交換会でいただいた率直な意見等をもとに、執行部に対し子育て支援に関する提言をす

るため、委員会で討議を行ない、次の３点について提言することとしました。 

 １つ、玉名第１保育所の建てかえを早期に検討し、整備すること。２つ、公立保育所

の民営化を進める際は、早期に説明会を行なうなど、地域・保護者に対し、最大限の配

慮を行なうこと。３つ、子育て世代に対し、子どもの遊び場、子育て支援施設等の周知

を幅広く行なうこと。 

 以上の３点については、提言書にまとめ、本日、市長に提出いたしました。 

 これで、この件に関しての調査を終了といたしますが、今後もよりよい子育て環境づ
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くりにしっかりと取り組んでまいりたいと存じます。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、文教厚生委員長の報告は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第４ 質疑 

○議長（中尾嘉男君） 日程第４、「質疑」を行ないます。 

 これより質疑に入ります。 

 ただいまの文教厚生委員会の所管事務調査報告について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 以上で、文教厚生委員会の所管事務調査報告及び報告に対する質疑を終わります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第５ 委員長報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第５、「委員長報告」を行ないます。 

 これより、公共施設等建設特別委員会に付託し、調査を終了いたしました事件の結果

と経過について、委員長の報告を求めます。 

 公共施設等建設特別委員会の調査事件であります 

 １、公共施設適正配置計画に関すること 

 ２、市民会館建設に関すること 

 ３、サッカー場建設に関すること 

 ４、旧庁舎跡地利活用に関すること 

 以上の調査事項を議題といたします。 

 お手元に配付しております委員会審査報告書の朗読は、これを省略いたします。 

 委員長の報告を求めます。 

 公共施設等建設特別委員長 田畑久吉君。 

［公共施設等建設特別委員長 田畑久吉君 登壇］ 

○公共施設等建設特別委員長（田畑久吉君） 去る３月１９日に開催いたしました公共

施設等建設特別委員会における調査の経過と結果について報告いたします。 

 本委員会には、公共施設適正配置計画、市民会館建設、サッカー場建設、旧庁舎跡地

利活用に関すること、以上４つの調査事項が付託されております。 

 そのうち、市民会館建設に関しては、昨年８月からすでに工事着工していること、ま

た、現在、付託中の事件に加えて、新たな調査事項に取り組む必要が生じてきたことな

ど、事情の変化に鑑み、委員会のあり方について、協議を行ないました。 

 今後の委員会審査について、委員各位に意見を求めたところ、市民会館建設のめどが

立っている現状を考えると、調査事件を終了したと考えていいのではないかとの意見が
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ありました。 

 また、その一方では、市民会館の竣工を見届けた上で、跡地整備が完了するまで、存

続してもいいのではないかとの意見も出ております。 

 そのようなことで、さまざまな視点から、議論しましたが、本委員会としての調査に

ついては、区切りとして、一旦調査終了することで意見の集約を図りました。 

 以上、審査を終了し、採決の結果、本委員会の調査事件については、全員一致をもっ

て、すべての事件について調査終了すべきものと決しました。 

 以上で、公共施設等建設特別委員会の報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、公共施設等建設特別委員長の報告は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第６ 質疑・採決 

○議長（中尾嘉男君） 日程第６、「質疑・採決」を行ないます。 

 これより、質疑に入ります。 

 ただいまの、公共施設等建設特別委員長の報告について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより、採決に入ります。お諮りいたします。 

 １、公共施設適正配置計画に関すること 

 ２、市民会館建設に関すること 

 ３、サッカー場建設に関すること 

 ４、旧庁舎跡地利活用に関すること 

 以上の調査事件につきましては、委員長の報告のとおり、調査結果を決定し、調査終

了とすることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

 これをもちまして、 

 １、公共施設適正配置計画に関すること 

 ２、市民会館建設に関すること 

 ３、サッカー場建設に関すること 

 ４、旧庁舎跡地利活用に関すること 

 以上の調査事件について、調査を終了いたします。 

 あわせて、ただいまをもって、公共施設等建設特別委員会は消滅となりますので、御

了承願います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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日程第７ 委員会の中間報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第７、「委員会の中間報告」を行ないます。 

 金栗四三地域創造戦略特別委員会に付託中の調査事件については、会議規則第４５条

第２項の規定により、同委員会より中間報告を行ないたいとの申し出がありますので、

この際、これを許します。 

 金栗四三地域創造戦略特別委員長 江田計司君。 

［金栗四三地域創造戦略特別委員長 江田計司君 登壇］ 

○金栗四三地域創造戦略特別委員長（江田計司君） こんにちは。金栗四三地域創造戦

略特別委員会の中間報告をいたします。 

 平成３０年代４回定例会９月議会において、中間報告を行ないましたが、その後、特

別委員会を１５回、また、先進地視察研修を行ないました。その中で議論された内容に

ついて御報告いたします。 

 前回までに引き続き、１、大河ドラマ館を活用した地域活性化に関すること。２、金

栗四三氏にかかる地域振興及び集客・誘客施策に関すること。３、金栗四三氏を起点と

した各種事業に関することにおいて、金栗四三ＰＲ推進事業をよりスピード感をもって

展開させるべく、議会の政策立案及び政策提言による事業への参画と協力支援、並びに

金栗四三氏を活用した議会独自の地域創造戦略の構築による魅力あるまちづくりの実現

を目指し調査研究を行なってまいりました。 

 委員会では、情報発信による誘客活動、観光客の受け入れ体制とおもてなしなど多岐

にわたるため、委員会内にＰＲ宣伝部会、観光部会、飲食・おもてなし部会と新たにマ

ラソン部会を設け、委員が個々に研究した提案内容を委員全員で検討してまいりまし

た。 

 次に、前回の中間報告以降、１５回にわたる特別委員会での主な検討項目とその内容

を御報告します。 

 まず、ドラマ館及び周辺の整備について、駐車場の件やドラマ館に併設予定のステー

ジのあり方などについて意見が出されました。 

 次に、玉名にお越しいただいた方を玉名に滞在していただくためにも、民泊によるも

てなしはとの意見があり、熊本県薬務衛生課より講師を招き研修を行ないました。 

 次に、広報宣伝としてもっとのぼりやポスターを市内各所に掲示して、賑わいを出す

ような、また、多くの市民を巻き込んで盛り上がりを持たせるような仕掛けをするべき

との意見がありました。また、県外の玉名出身者に依頼して玉名のＰＲをとの意見もあ

りました。 

 次に、ドラマ館から周遊を図り、玉名をより宣伝するために、文化センターを活用し

て日本遺産や伝統的工芸品などの展示などの意見がありました。 
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 次に、具体的活動として、議員一同によるＰＲ動画が完成し、玉名市への集客と魅力

発信のため、１０月末より配信しているところであり、多くの方に視聴いただいている

ところであります。 

 次に、金栗四三氏にちなんで計画されているフルマラソン大会についても調査・検討

を行なうため、１０月２５日新たにマラソン部会を設置したところであり、宣伝やコー

スについて意見がありました。 

 また、マラソンにおいては玉名市をＰＲするために、毎年正月に開催されている箱根

駅伝に出向き、往路ゴール付近や復路沿道において、のぼりや横断幕を持参しての宣伝

活動を行なってまいりました。 

 続いて、今後計画されているフルマラソンへの提言ができるように、フルマラソン大

会の調査として、岡山県津山市に委員全員で津山加茂郷フルマラソン全国大会の視察研

修を行なってまいりました。山間の町を走るコースですが、地域の方が沿道で応援した

り、独自で給水所を設けたりとランナーにとっては、励ましになるような市民総参加の

盛り上がりのあるマラソン大会であったことは、今後玉名市のフルマラソンにも十分検

討するに値するものであると思われました。 

 最後にこれまでの調査検討や視察研修を踏まえ、平成３０年第５回定例会閉会日の１

２月２６日及び本日、議長に報告し、市長に提案をしました。 

 提案内容としては、大河ドラマを契機とした取り組みやドラマ館への集客と賑わいを

創出するための取り組み、フルマラソンを活かした地域振興への取り組み、玉名市への

誘客と認知度向上のための取り組みなどで、来訪者へのおもてなしと市民の盛り上がり

を醸成するために、ドラマ館ステージの設置や活用、一過性に終わらせないために、金

栗四三氏を後世に伝える方法やランニングの聖地として地域振興を図る方法、また、フ

ルマラソン大会を活かした地域振興への取り組みとして、早急な宣伝活動や市民一体と

なったおもてなしなどを提案いたしました。 

 最後に、これまで議論を重ねてまいりましたが、今後も調査研究を重ね、玉名市への

誘客と地域振興のために努めてまいりたいと思います。 

 以上で、金栗四三地域創造戦略特別委員会の中間報告を終わります。 

○議長（中尾嘉男君） 以上で、金栗四三地域創造戦略特別委員会の中間報告は終わり

ました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 １時４６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時３１分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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 日程の追加について、お諮りいたします。 

 日程第８ 議員提出議案上程 

  議員提出第１号 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置について 

 日程第９ 議員提出議案審議 

 以上、日程に追加いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、日程に追加することに決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第８ 議員提出議案上程 

○議長（中尾嘉男君） 日程第８、「議員提出議案上程」を行ないます。 

 これより、議員提出議案を上程いたします。 

議員提出第１号 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置について 

 以上、議員提出議案１件を議題といたします。 

 お手元に配付しております議案の朗読は、これを省略いたします。 

 この際、お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議員提出第１号については、議事の都合により、会議

規則第３７条第３項の規定に基づき、提案理由の説明及び委員会付託を省略いたしたい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議員提出第１号については、提案理由の説明及び委員会付託を省略すること

に決定いたしました。 

 議員提出第１号の提案理由の説明及び委員会付託を省略いたします。 

 議員提出第１号については、日程に従い、引き続き、会議にて直接審議を行ないま

す。 

 それでは、議事を進めます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第９ 議員提出議案審議 

○議長（中尾嘉男君） 日程第９、「議員提出議案審議」を行ないます。 

 改めて、議員提出第１号 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置に

ついて 
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 以上、議員提出議案１件を議題といたします。 

 これより、ただいま議題となっております、議員提出第１号の審議に入ります。 

 審議の方法は、質疑、議員間討議、討論の後、採決いたします。 

 これより、質疑に入ります。 

 議員提出第１号について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 質疑なしと認めます。 

 これより、議員間討議に入ります。 

 議員提出第１号について、議員間討議はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 議員間討議なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

 議員提出第１号について、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 討論なしと認めます。 

 これより、採決に入ります。 

 議員提出第１号 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会の設置について、

採決いたします。 

 議員提出第１号については、原案のとおり８人の委員をもって構成する有明海沿岸道

路及び公共施設建設調査特別委員会を設置し、１、有明海沿岸道路の早期整備に関する

こと。２、公共施設適正配置計画に関すること。３、サッカー場建設に関すること。４、

旧庁舎跡地利活用に関すること。 

 以上の調査事件を付託の上、調査することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議員提出第１号については、原案のとおり８人の委員をもって構成する有明

海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会を設置し、１、有明海沿岸道路の早期整備

に関すること。２、公共施設適正配置計画に関すること。３、サッカー場建設に関する

こと。４、旧庁舎跡地利活用に関すること。 

 以上の調査事件を付託の上、調査することに決定いたします。 

 この際、お諮りいたします。 

 ただいま、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会に付託しました、１、有

明海沿岸道路の早期整備に関すること。２、公共施設適正配置計画に関すること。３、

サッカー場建設に関すること。４、旧庁舎跡地利活用に関すること。 
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 以上の調査事件につきましては、議員の任期の間、調査の終了するまで、閉会中も継

続して調査を行なうことにいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、さよう決定いたしました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午後 ２時３６分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時４０分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程の追加について、お諮りいたします。 

 日程第１０ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会委員の選任 

 日程第１１ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会正副委員長互選結果報

告 

 以上、日程に追加いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中尾嘉男君） 御異議なしと認めます。 

 よって、日程に追加することに決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１０ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会委員の選任 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１０、「有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会

委員の選任」を行ないます。 

 先ほど設置されました、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会委員の選任

については、委員会条例第８条第１項の規定により、議長が指名することになっており

ます。 

 よって、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会委員に、田真樹子さん、

吉田憲司君、一瀬重隆君、古奥俊男君、西川裕文君、前田正治君、森川和博君、田畑久

吉君、以上、８名の諸君を指名いたします。 

 よって、ただいま指名いたしましたとおり、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特

別委員会委員が選任されました。 

 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会委員が選任されましたので、この

際、正副委員長の互選のため休憩し、議長において有明海沿岸道路及び公共施設建設調
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査特別委員会を第１委員会室に招集いたしますので、御了承願います。 

 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会におかれましては、直ちに委員会を

開会の上、正副委員長を互選し、その結果を議長まで報告願います。 

 それでは、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会正副委員長の互選のた

め、休憩いたします。 

午後 ２時４３分 休憩 

―――――――――――――――――――――― 

午後 ２時５９分 開議 

○議長（中尾嘉男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日程第１１ 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会正副委員長互選結果報告 

○議長（中尾嘉男君） 日程第１１、「有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会

正副委員長互選結果報告」を行ないます。 

 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員長、田畑久吉君。 

 有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別副委員長、古奥俊男君。 

 以上のとおり、それぞれ就任されましたので、報告いたします。 

 これにて、有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会正副委員長互選結果報告

を終わります。 

 以上で、今期定例会に付議されました事件は、すべて議了いたしました。 

 ここで、市長より発言の申し出があっておりますので、これを許可いたします。 

 市長 藏原隆浩君。 

［市長 藏原隆浩君 登壇］ 

○市長（藏原隆浩君） ３月議会の閉会に当たりまして、一言お礼を申し上げます。 

 ２月２５日に開会いたしました３月議会も議員各位の御協力によりまして、無事閉会

を迎えることができました。 

 今議会提案をさせていただきました平成３１年度の予算案をはじめ、２９の議案に対

しまして、それぞれに慎重に御審議をいただき、また、議決、承認をいただきましたこ

とを改めて厚く御礼を申し上げます。 

 それぞれの各事業等に真剣な御議論をいただき、多くの御意見、御指摘をいただいた

わけでありますが、議員各位の思いを市民の思いと受けとめて、御承認いただいた平成

３１年度の予算に従いまして、これから１年間市政運営に当たらせていただきます。 

 ４月に入りますと、県議会議員選挙、７月には参議院議員選挙も控えておりますが、

なにより４月１日には天皇陛下譲位と皇太子様の新天皇即位に伴います新元号について

閣議決定され、同日中に公表されます。いよいよ５月からは元号がかわり、まさしく黎
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明の時を迎えるわけでありますが、元号が変わっても、すべては市民の笑顔のためにと

いう大きな決意は揺らぐものではなく、改めて前進し、市民の皆様の期待に添えるよう

に、全力で取り組んでまいりますので、議員各位の一層の御指導、御協力を賜りますよ

うお願いを申し上げまして、閉会に当たりましてのお礼のごあいさつとさせていただき

ます。 

 大変ありがとうございました。 

○議長（中尾嘉男君） これにて本会議を閉じ、平成３１年第２回玉名市議会定例会を

閉会いたします。 

午後 ３時０２分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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